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1 .送信機能の概要 

ファクス機能で指定できる宛先の種別や送信モードについて説明します。 


宛先の種別 

ファクス機能で指定できる宛先は、次の5種類です。 

• ファクス宛先 

電話回線を利用して通常のファクスを送るときに指定します。 


• IP - ファクス宛先 


「 IP - ファクス」は、 TCP / IP ネットワークを経由して相手先のファクスと直接送受信す 
る機能です。 

指定する宛先は、相手先のファクスの IP アドレスやホスト名です。 

機能について詳しくは、 P .12「 IP - ファクス機能の概要」を参照してください。 

• インターネットファクス宛先 

「インターネットファクス」は、インターネットファクス機能に対応しているファク 
ス機へ、 TIFF 形式に変換した文書を電子メールの添付ファイルとして送信する機能で 
す。 T .37 フルモードに対応している相手先と、対応用紙サイズや解像度などのファク 
スに関する情報を交換しながら送受信できます。 

指定する宛先は、相手先のファクスのメールアドレスです。 

機能について詳しくは、 P .15 「インターネットファクス機能の概要」を参照してく 
ださい。 

• メール 宛先 


ファクス機能で読み取った文書を、 TIFF または PDF 形式に変換して電子メールの添 
付ファイルとして送信します。おもに、ファクスで送信した文書をパソコンで確認す 
るときに指定します。 

指定する宛先は、相手先のパソコンのメールアドレスです。 

機能について詳しくは、 P .17 「メール送信機能の概要」を参照してください。 


•フオルダー宛先 


ファクス機能で読み取った文書を、 TIFF または PDF 形式に変換して、ネットワーク 
上のフォルダーに直接送信します。おもに、ファクスで送信した文書をパソコンで確 
認するときに指定します。 

指定する宛先は、相手先のフォルダーのパスです。 

機能について詳しくは、 P .18 「フォルダー送信機能の概要」を参照してください。 


1. 送信機能の概要 


宛先種別の早見表 


宛先種別 

回線 

指定する宛先 

相手先の機器 

ファイル形式 

ファクス宛先 

電話回線 

ファクス番号 

ファクスを搭載してい 
る複合機やファクス機 

- 

IP- ファクス宛 
先 

インター 
ネットや 

LAN 

IP アドレスやホス 
h 名 

ファクスを搭載してい 
る複合機やファクス機 


インターネット 
ファクス宛先 

インター 
ネッ h や 

LAN 

メールアドレス 

ファクスを搭載してい 
る複合機やファクス機 

TIFF 

メール宛先 

インター 
ネットや 

LAN 

メールアドレス 

パソコン 

TIFF または 

PDF 

フォルダー宛先 

インター 
ネットや 

LAN 

フォルダーのパス 

パソコン 

TIFF または 

PDF 


IP - ファクス機能の概要 

機能の概要 

IP - ファクスは、 TCP/IP を使用しているネットワークに直接接続されたファクス同± 
で、文書を送受信します。 

IP - ファクス機能にはが下の特長があり、同じ LAN 内の通信に適しています。 

• 通信費を低減できる 

• IP - ファクス同±の送受信は、通常のファクスより通信速度が速い 

IP - ファクスが通信の接続に使用するプロトコルとして SIP と H .323 を採用していま 
す。 

IP - ファクスの受信方法は通常のファクスと同様です。受信方法は P .117 「受信の種 
類」を参照してください。 

IP - ファクスの宛先 

ファクス番号の代わりに IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

• 指定する IP アドレスの例：192.168 .1.10 
• 指定するホスト名の例： IPFAX 1 

ゲートキーパーを使用するときは、エイリアス電話番号を指定します。 

• 指定するエイリアス電話番号の例： 0311119999 
SIP サーバーを使用するときは、 SIP ユーザー名を指定します。 

• 指定する SIP ユーザー名の例： ABC 













宛先の種別 


ゲートウエイ （ T .38 準拠）を経由して、加入電話回線 ( PSTN ) に接続されている G 3 
ファクスに送信するときは、相手先のファクス番号を指定します。 

• 指定するファクス番号の例： 03-1234-5678 


- IP アドレス 
-ホスト名 



相手先 


相手先 


相手先 


この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 本機の IP - ファクス機能は、 ITU - T 勧告 T .38 に準拠しています。 

• SIP を使用するときは、 IPv 6 ネットワーク経由で送受信できます。 

IP - ファクス用語解説 

IP - ファクス機能の用語を説明します。 

H.323 

LAN やインターネットでマルチメディア通信を J 対 J で送受信するためのプロトコ 
ルです。 


SIP 


VoIP と呼ばれる電話の音声情報を IP パケットに変換、格納する巧術を応用したイン 
ターネット電話などで使用される通信制御プロトコルの1つで、転送機能や発信者番 
号通知機能など、 H .323 など同様のプロトコルと比べて電話回線におい機能を備えて 
います。 

ゲートキーパー （VoIP ゲートキーパー ） 

ゲートキーパーとは、 IP ネットワークに接続されている機器を管理する装置で、エイ 
リアス電話番号と IP アドレスの変換や認証などをします。また、帯域制御（伝送速 
度割当）やアクセス制御などもします。 































1. 送信機能の概要 


SIP サーバー 

IP ネットワークに接続された機器同±の接続要求を代行するサーバーで、おもにが下 
の3つの機能を有するサーバーで構成されています。 

• プロキシ.サーバ ー : SIP リクエストや SIP レスポンスを中継する 

•登録（レジストラ）サーバー： IP ネットワーク上の端末のアドレス情報を受け取 
り、データベースに登録する 

• リダイレクト-サーバ ー :宛先アドレスの問い合わせに利用する 

ゲートウェイ （ VoIP ゲートウェイ） 

電話網と IP ネットワークを接続し、この異なるネットワーク間を接続するためのプ 
ロトコル変換などの機能があり、電話機やファクスなどの電話関連の機器を LAN や 
ネットワークに接続するための装置です。 

IP - ファクス使用上のごミ主意 

• ファイアウォールを設定しているネットワークへは送信できないことがあります。 

• 無線 LAN を使用しているときは通信できないことがあります。 

• LAN 経由の電話は使用できません。 

• 動作を確認済みの環境が外では IP - ファクスがつながらないことがあります。 

動作を確認済みのゲートウェイ （ T .38 準拠）は次のとおりです。 

• InnovaPhone VoIP-Gateway IP 305 
ソフトウェアバージョン： v 7 hotfix (09-70300.17) 

• Cisco VoIP-Gateway ( H .323 で動作確認済） 

ソフトウェアバージョン： IOS 12.3 (5) 

プラットフオーム： Cisco 2600 XM 、 3725、 847-4 V 、26 xx 、36 xx 、37 xx 、 7200、 

AS 5300、に S 7750 

• Siemens VoIP-Gateway RG 8300 (SIP で動作確認済） 

ソフトウェアバージョン： Version 5 

動作を確認済みのゲートキーパーは次のとおりです。 

• InnovaPhone VoIP-Gateway IP 305 
ソフトウェアバージョン： v 7 hotfix (09-70300.17) 

• Cisco Gatekeeper 

ソフトウェアバージョン： I 0 S 12 .J (2) T 

プラットフオーム： Cisco 2600 XM 、 3620、3640、3660、3725、3745、7200、7400 
動作を確認済みの SIP サーバーは次のとおりです。 

• Cisco SIP proxy server 



宛先の種別 


ソフトウェアバージョン： 2.0 

• Cisco VoIP-Gateway 

ソフトウェアバージョン： IOS12.3 (17) a 

プラットフォーム： Cisco3725 (256Mbyte RAM) 、 Cisco2621XM (128Mbyte 
RAM) 

• Cisco unified CallManager 
ソフトウェアバージョン： Ver6.2 

• InnovaPhone VoIP-Gateway IP 305 
ソフトウェアバージョン： v7 hotfi (09-70300.17) 

• Siemens HiPath 8000 (SIP で動作確認済） 

ソフトウェアバージョン ： Voice redundant v4 

インターネットファクス機能の概要 

メモリーに読み込んだ文書を電子メール (E-Mail) 形式に変換し、インターネット経由で 
インターネットファクス対応機へ送信します。相手機が T.37 フルモードに対応している 
ときは、記録紙の用紙サイズや選択できる解像度などの情報を双方向で受け取ることがで 
きます。 

文書は、 TIFF-F 形式の画像データとして電子メールに添付されて送信されます。 



インター ネッ トフアクスはパソコンのメールアドレスにも送信できます。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」を参照してください。 

Q 補足 ） 


• 本機のインターネットファクス機能は、 ITU-T 勧告 T.37 に準拠しています。 

•実際にどのようにパソコンで受信されるかは、 P.130 「パソコンでのメールの受信イ 
メージ」を参照してください。 
















1. 送信機能の概要 


インターネットファクス使用上のごを意 

• インターネットファクス送信時には A 4 サイズで送信されます。 A 4 より大きな原稿 
を送信すると A 4 サイズに縮ルされます。ただし相手先が T .37 フルモード対応機の 
ときはアドレス帳に設定されている用紙サイズで送信できます。 T .37 フルモードに 
ついては P .16「 T .37 フルモードの概要」を参照してください。 

•インターネットファクス送信では[微細き]を選択しても「ルさな字」で送信されま 
す。アドレス帳登録時にフルモードを設定すると「微細字」で送信できます。 

•正常に送信されなかったとき、通常はエラー^ールを受信しますが、エラー^ールが 
何らかの原因で受信できないこともあります。重要な文書を送信したときは、相手先 
に着信したかどうかを電話で確認してください。 

• インターネットを使用する通信は秘匿性がおいので、重要な書類は電話回線を使用し 
た通常のファクス送信をお勧めします。 

• LAN 経由の電話は使用できません。 

• インターネットファクスはサーバーの混み具合によっては、送信まで時間がかかるこ 
とがあります。緊急を要するファクスは、 SMTP サーバーを経由しないで送信するか 
電話回線を利用した通常のファクス送信、 IP - ファクスを使用してください 。 SMTP 
サーバーを経由しないで送信する方法は、 P .100「 SMTP サーバーを経由しないでイ 
ンターネットファクス/メールを送信する」を参照してください。 

• パソコンやネットワークなどの環境によっては、メールサイズが大きいと送信できな 
いことがあります。 

• メモリー残量が少ないときはインターネットフアクスで送信できないことがありま 
す。 


• インターネットファクスをパソコンで閲覧するには、 MIME 対応のメールソフトが必 
要です。また、添付された画像データを閲覧するには TIFF - F 形式に対応したソフトが 
必要です。 

• インターネットファクス送信は原稿をメモリーへ蓄積しファイル変換してから送信 
するので、原稿の量によっては送信まで時間がかかることがあります。 

• POP before SMTP 認証は、 IPv 4 環境で有効です。 


T .37 フルモードの概要 

本機はインターネットファクスの国際基準 （ ITU - T 勧告、 RFC 2532) である T .37 フルモー 
ドに対応して います。 

T .37 フルモード対応機同±でインターネットファクスを送受信すると、送信側が受信確認 
を求めているときに、受信側が受信確認応答メールを送信します。 

この受信確認には受信側の圧縮の種類、紙サイズ、解像度などの受信能力情報も付記され 
ます。受信側がアドレス帳でフルモードに登録されているときは、受信確認にある受信能 
力情報をアドレス帳に自動的に登録し、次回その情報をもとにインターネットファクスを 
送信できます。 



宛先の種別 


相手機の受信確認に応答ずる 

送信側が受信確認を求めているときに、受信側は受信確認を送信します。この受信確 
認には受信側の圧縮の種類、紙サイズ、解像度などの受信能力情報も付記されます。 

受信確認にある情報を登録ずる 

送信側が受信確認を受信すると、アドレス帳に宛先が登録されているか確認します。 
受信側がフルモードに登録されているときは、自動的に受信確認にある情報をアドレ 
ス帳に登録します。アドレス帳の受信能力情報は受信確認を受信するたびに更新さ 
れ、受信能力情報をもとにインターネットファクスを送信できます。たとえば、相手 
先がフルモード対応機および用紙サイズ A 3 対応機のときは、アドレス帳で用紙サイ 
ズを A 3 に設定すると、 A 3 で送信できます。未対応機には A 4 で送信します。 

受信側がア ドレス帳でフルモードに 登録され ていない ときは、受信側の受信能力情報 
は登録されません。 

受信側の受信能力情報を手動で登録できます。 

受信確認を要求ずる 

受信側のファクス機が T .37 フルモードに対応し、アドレス帳でフルモードに登録さ 
れているときは、受信側のファクス機に受信確認を要求します。そのあとに受信する 
受信確認には受信側の受信能力情報が付記されています。 

〇 補足 ） 

.本機から受信確認を要求する方法は、 P .103 「受信確認を要求する」を参照してくだ 
さい。 

• 受信側の受信能力情報をアドレス帳に手動で登録するときは 、 Web Image Monitor を 
使用します。登録方法は P . 234 「Web Image Monitor からインターネットファクスの 
相手先の機種情報を登録する」を参照してください。 

• インターネットファクスは一度に複数の宛先に送信できますが、アドレス帳でフル 
モードに登録した宛先が含まれていると、受信側のそれぞれのファクス機に受信能力 
の違いがあるため、 J 件ずつ指定された順番に送信されます。 


メール送信機能の概要 

ファクス機能で読み取った文書をネットワーク経由でパソコンへ送信します。 

相手先としてパソコンのメールアドレス（メール宛先）を指定します。 

文書は、 TIFF 形式または PDF 形式の画像データとして送信されます。送信時に画像デー 
夕の形式を指定します。 

相手先のファクス宛先と自分のパソコンのメールアドレスを送信先として同時に指定す 
ると、本機から送信したファクス文書をパソコンで確認できます。 





1. 送信機能の概要 



インターネットファクス対応機のメールアドレスもメール宛先として指定できます。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 相手先にインターネットファクス対応機のメールアドレスを指定するときは、ファイ 
ル形式は TIFF を指定します。相手先の機種によっては、ファイル形式に PDF を指定 
すると エラーになる ことがあります。 

• 通常のファクス送信と同様、白黒2値の画像が送信されます。 


フォルダー送信機能の概要 

ファクス機能で読み取った文書をネットワーク上のフォルダーに送信できます。相手先 
とするフォルダーはあらかじめアドレス帳に登録しておきます。アドレス帳へ登録する 
ときに、送信プロトコルを SMB 、 FTP 、 NCP の中から選択できます。 

文書は、 TIFF 形式または PDF 形式の画像データとして送信されます。送信時に画像デー 
夕の形式を指定します。 

相手先のファクス宛先と自分のパソコンのフォルダー宛先を送信先として同時に指定す 
ると、本機から送信したファクス文書をパソコンで確認できます。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

Q 補足 ） 

• 通常のファクス送信と同様、白黒2値の画像が送信されます。 


各宛先種別への送信に必要な準備 

IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー宛先へ文書を送 
信するには、各宛先種別でそれぞれ初期設定の準備が必要です。 

必要な準備は次のとおりです。 


















宛先の種別 


[システム初期設定]のネットワーク設定 

必要なネットワーク設定は宛先種別で異なります。詳しくは、『ネットワークの接続/ 
システム初期設定』「ネットワークの設定」を参照してください。 

アドレス帳の登録 

フォルダー宛先へ送信するためには、事前にアドレス帳への登録が必要です。詳しく 
は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「共有フォルダーを登録する」を参照し 
てください。 

[ファクス初期設定] 

• IP - ファクス宛先への送信に必要な準備 


ゲートキーパーを使用ずるときに必要な設定 


設定 

説明 

H . 323使用 

[使用する]に設定します。 

H .323 設定 

ゲートキーパーの設定をします。 

パラメーター設定（スイッチ34 
ビットが 

ゲートキーパーを経由するように設定します。 


SIP サーバーを使用ずるときに必要な設定 


設定 

説明 

SIP 使用 

[使用する]に設定します。 

SIP 設定 

SIP サーバー（プ□キシサーパ'一、登録（レジストラ）サー 
バー、リダイレクトサーバー ） の設定をします。 

パラメーター設定（ス 
イッチ34ビット0 

SIP サーバーを経由するように設定します。 


ゲートウェイを使用ずるときに必要な設定 


設定 

説明 

ゲートウェイ登録/変 
要/消去 

VoIP ゲートウェイの設定の設定をします。 


• インターネットファクス宛先への送信に必要な準備 

[インターネットファクス設定]を[使用する]に設定します。ファクス初期画 
面に「インターネットファクス」タブが表示されます。 

• メール宛先への送信に必要な準備 

[メール設定]を[使用する]に設定します。ファクス初期画面に「メール」夕 
ブが表示されます。 

• フォルダー宛先への送信に必要な準備 

[フォルダー設定]を[使用する]に設定します。ファクス初期画面に「フォル 
ダー」タブが表示されます。 
















1. 送信機能の概要 


Q 補足 ） 

•[インターネットファクス設定]、[メール設定]、[フォルダー設定]を[使用しない] 
に設定しているときでも、インターネットファクス宛先、メール宛先、またはフォル 
ダー宛先へ受信文書を転送または配信できます。 

各宛先種別への送信時に利用できない機能 

ファクス機能から文書を送信するときに利用できる付加機能のなかには、宛先種別によっ 
ては使用できないものがあります。 

電話回線を使用した通常のファクス送信時は、すべての機能が利用できます。 

各宛先種別で使用できない機能については、次の表を参照してください。 

〇は、機能を使用できることを表します。 

X は、機能を使用できないことを表します。 


機能 

IP - ファクス宛先 

イン ター ネット 
ファクス宛先 

メール 宛先 

フオルダー宛先 

直接送信 

〇 

X 

X 

X 

F コード （ SUB ) 

を使った送信 

〇 

X 

X 

X 

サブアドレス 

〇 

X 

X 

X 

オンフックダイ 
ヤル 

X 

X 

X 

X 

マニュアルダイ 
ヤル 

X 

X 

X 

X 

ID 送信 

〇 

X 

X 

X 

JBIG 送信 

〇 

X 

X 

X 

ECM (Error 
Correction Mode ) 

〇 

X 

X 

X 

全文書転送 

〇 

X 

X 

X 

宛先履歴 

〇 

〇 

〇 

X 

-斉同報送信 

〇 

〇 

〇 

X 

直接入力による 
宛先指定 

〇 

〇 

〇 

X 


Q 補足 ） 

• この一覧に載っていない機能は、各宛先種別で利用できます。 
























宛先の種別 


宛先種別を選択ずる 

送信先の宛先種別は、ファクス初期画面に表示されるタブを切り替えて指定します。 


ファクス初期画面の宛先種別のタブ 


:遭蓄積肥; 

I I 

I I 


E 索 i プレビュー 

i 、ど' ノトネットファクス \ — メール nJ フマルグー\ 


I 登録ま号 II 直接入力 II 宛先履歴 11 回線遷択 |[_ 1 1 い][ボづ 


【常 ■■ 用 ] II ぁ II か 

II さ II た II 

な 1 は 1 

1 ま II や 

1 ^ 

I 【 00001 】 G3 

ホ坂支店 

{[00002] G3 

撤兵事業 F 

II [00003] G3 

巧企画課 

|[00004] G3 1 

□ヴンゼル 

1 ス支局 1 

II [ 00005] G3 

営業課 

【0001 

千賣 

Irnnnn?]n 1 

lirnnnnai r:^ 

llrnnnini I 

llrnnnii】n 1 

llrnnnmiu 1 

Irnnn 


1. 「ファクス J タブ 

ファクス宛先または IP - ファクス宛先を指定するときに選択します。 

2. 「インターネットファクス J タブ 

インターネットファクス宛先を指定するときに選択します。 

3. 「メール J タブ 

メール宛先を指定するときに選択します。 

4. 「フォルダ ー J タブ 

フォルダー宛先を指定するときに選択します。 






































1. 送信機能の概要 


送信の種類 

送信には、メモリー送信と直接送信の2つの種類があります。 

メモリー 送信 

原稿を一度メモリーに蓄積してから自動的に送信を開始します。急いで原稿を持ち 
帰るときに便利です。同じ原稿を複数の相手先に送信（同報送信）できます。 



直接送信 

すぐに相手先にダイヤルし、原稿を読み取りながら送信します。急いで送信するとき 
や、送信している相手先を確認するときに便利です。原稿はメモリーに蓄積されませ 
ん。指定できる宛先は1件です。 

直接送信は、ファクス宛先または IP - ファクス宛先へ送るときに利用できます。イン 
ターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー宛先へ送るときは直接送信できま 
せん。必ずメモリー送信で送信されます。 



メモリー送信の補助機能 

本機に用意されているメモリー送信の補助機能について説明します。 


クイックメモリー送信 

原稿を読み取りながら相手先を呼び出します。 

本機は、工場出荷時にクイックメモリー送信になるように設定されています。 






































送信の種類 


通常のメモリー送信はすべての原稿を一度メモリーに蓄積してから相手先を呼び出すの 
で、それに比べて相手先への接続状況を早く確認できます。また、直接送信よりも早く読 
み取りが終わるので、原稿を急いで持ち帰るときに便利です。 

クイックメモリー送信は[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ07ビッ 
卜 2) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

Q 補足 ） 

• 次のようなときは通常のメモリー送信になります。 

• 相手先が話し中などでつながらなかったとき 
• ほかの通信中にメモリー送信の予約をしたとき 
•複数の相手先を指定したとき 
•原稿ガラスに原稿をセットし、送信するとき 
• ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信するとき 
-時刻指定送信で文書を送信するとき 
• [プレビュー ] を選択しているとき 

• メモリー残量が少なくなると、通常のメモリー送信になることがあります。通常のメ 
モリー送信になるときのメモリー残量の目安は、オプションの有無によって異なりま 
す。 

•クイックメモリー送信中に[ストップ]キーを押したり、原稿がつまったり、メモ 
リー残量がなくなったりすると、送信を終了して通信結果レポートを印刷します。文 
書は消去されます。 


自動リダイヤル 


相手先が話し中でつながらなかったり、送信中の エラーで 正しく送信できなかったりする 
ときは、5分間隔で回線を切り替えて最大5回ダイヤルを繰り返します。 

それでも送信できなかったときは送信を終了し、「通信結果レポート」または「不達レポー 
卜」を印刷します。 

Q 補足 ） 

• 待機中の文書が多いときは、読み取った順番に送信されないことがあります。 


デュアルアクセス 

メモリー送信中、受信中、レポートの自動印刷中にメモリー送信の原稿を読み取ります。 
通信が終わりしだい、ただちに送信を開始するので、回線を効率的に使用できます。 

か 補足 ） 

• 直接送信している間、および初期設定を操作している間は原稿を読み取れません。 









1. 送信機能の概要 


同報送信 

同じ原稿を複数の相手先に送信します。 

同報送信では異なる宛先種別を同時に指定できます。ファクス宛先、 IP- ファクス宛先、イ 
ンターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を指定できます。 

G4 ユニットまたは増設 G3 ユニットを付けているときは、複数の回線で一き同報送信がで 
きます。詳しくは、 P.56 「一き同報送信」を参照してください。 

同報送信の宛先への送信順 

同報送信は、指定した相手先の順に送信されます。正しく送信されなかった相手先に 
は、最後に指定した相手先の次にリダイヤルされます。たとえば相手先として ABCD 
の4力所を指定して、 A と C への送信が話し中だったときは、 ABCDAC の順にダイヤ 
ルされます。 


どの相手先まで送信できたか、途中経過を「送信待機文書リスト」で確認できます。 
詳しくは、 P.165 「送信待機文書リスト」を参照してください。 

複数の待機文書の宛先への送信順 

複数の相手先に同報送信している途中で次の送信を指定すると、送信中のファイルの 
未送信宛先と、次のファイルの宛先への送信が交互に実行されます。 

たとえば、宛先 A 目への同報送信を指定して、宛先 A への送信中に宛先 CD への同報 
送信を指定すると、 ACBD の順に送信されます。 

前のファイルと次のファイルの両方が待機中のときも、同じように交互に送信されま 
す。 

か 補足 ） 

• 誤って複数の相手先を指定してしまうなどの誤操作を防止するために、同報送信を禁 
止できます。同報送信を禁止しているときに指定できる宛先は1件だけです。グ 
ループ宛先は選択できません。同報送信を禁止するときは、サービス実施店に問い合 
わせてください。 

叫文書で同報送信できる最大宛先数については、 P.358 「項目別最大値一覧」を参照 
してください。 


メモリー送信または直接送信を選択ずる 


通常はメモリー送信が選択されています。直接送信に切り替えるには、[直接送信]を押 
します。 





送信の種類 








































1. 送信機能の概要 


インターネットファクス/メールの暗号化 • 
署名 

本機から送信されるインターネットファクスやメールを暗号化したり署名を添付したり 
できます。 

暗号化や署名を利用すると、メールのなりすましや情報漏えいを防止できます。 

暗号化や署名の添付ができる機能はが下のとおりです。 

• 初期画面からメール宛先へ送信するメール 

• 「送信結果メール通知」機能で送信されるインターネットファクス/メール 

• 「フォルダー転送結果メール通知」機能で送信されるインターネットファクス/メー 
ル 

• 蓄積受信文書の通知先へ送信されるインターネットファクス/メール 

• F コード親展ボックスの配信先へ送信されるインターネットファクス/メール 

• F コード中継ボックスの受信局へ送信されるインターネットファクス/メ ール 
•メモリー転送で転送先に送信されるインターネットファクス/メール 

• SMTP 受信したメールの配信機能で送信されるインターネットファクス/メール 

メールを暗号化するかしないか、署名を添付するかしないかを、機能ごとに設定できま 
す。 

また、あらかじめ 、 Web Image Monitor で暗号化または署名の設定が必要です。 

-暗号化 

Web Image Monitor のアドレス帳で、宛先ごとに暗号化の設定が必要です。「すべて暗 
号化」を指定している宛先には、個別の機能の設定にかかわらず、メールはすべて暗 
号化して送信されます。「すべて暗号化」を指定している宛先は、宛先キーに鍵マー 
ク （ fi ) が付きます。 

送信先を複数選択したときに送信先に暗号化設定されていない宛先が含まれている 
と、暗号化の設定をしても、その宛先へのメールは暗号化されません。 

•署名 

Web Image Monitor の S / MIME 設定で署名をするかしないか設定します。選択した条 
件により、動作が異なります。 

• 「個別に設定する」が設定されているとき 

初期画面からメール宛先に送信するときは、宛先ごとに署名を添付するかしない 
か設定できます。 

また、そのほかの機能は、機能ごとに、署名を添付するかしないか設定できま 
す。 

• 「署名しない」が設定されているとき 




インターネットフアクス/メールの暗号化-署名 


ファクス機能から送信されるメールには、署名は添付できません。 

• 「署名する」が設定されているとき 

^ールにはつねに署名されます。機能ごとの「署名」の設定は解除できません。 

メールの暗号化および署名の機能や設定については、『セキュリティーガイド』を参照し 

てくださし、。 

〇 補足 ） 

• 通常のインターネットファクス宛先への送信時は、暗号化や署名は利用できません。 
(インターネットファクス宛先への転送、配信、中継時に利用できます。） 

• メールを暗号化したときは、同報送信はできません。複数の宛先を指定したときは、 
指定した順に1宛先ずつ別の文書として送信されます。 

•本機は、 S / MIME を利用して暗号化されたメールを受信できません。また、 S/MIMES 
利用した暗号化を設定するときは、送信先、転送先、配信先の受信機能を確認してく 
ださい。 

•暗号化および署名の設定方法は P .115 「メールにセキュリティーの設定をする」、 P . 
247「受信設定」、 P .254 「導入設定」、 P .265 「受信文書設定」、 P .279「 SMTP 受信 
ファイル配信設定」、 P .306 「特定相手先設定」、 P .316「 F コードボックス設定」を参 
照してください。 

• 送信先でサーバーからメールを引き取るまでの間に証明書の有効期限が切れてし 
まったときに、メールが受信できなくなることがあります。証明書について詳しく 
は、『セキュリティーガイド』を参照してください。 

• インターネットファクス宛先またはメール宛先への転送時や配信時に、証明書の有効 
期限切れによるエラーが起きたときは、送信者または転送先にエラーの発生をメール 
で通知します。 





1. 送信機能の概要 



2 . 送信ずる 

原稿のセツト方法や宛先の指定方法など、送信の基本的な操作を説明します。 


送信の基本操作 

ファクス機能から文書を送信するときの基本的な操作方法を説明します。 


基本的な送信のしかた（メモリー送信） 

メモリー送信を使用した、基本的な送信方法を説明します。 

ファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先およびフオル 

ダー宛先を指定できます。複数の宛先種別を同時に指定できます。 

〇 重要 ） 

• 大切な原稿を送信するときは、相手先に連絡して内容を確認することをお勧めしま 
す。 

•停電時または電源コンセントが抜けた状態で約1時間経過ずると、ファクスのメモ 
リーに蓄積されている文書はずべて消去されます。消去された文書があると、主電源 
スイッチを 「 Onj にしたとき自動的に「電源断レポート J が印刷されまず。このレ 
ポートで消去された文書の一覧を確認できまず。『こまったときには』「電源を切る/ 
切れたとき」を参照してください。 

1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[ファクス]アイコ 
ンを押しまず。 



CJR001 


2. 「ファクスできまず J が画面に表示されていることを確認しまず。 





















2. 送信する 


3. [直接送信]が反転表示していないことを確認しまず。 



ん自動原稿送り装置 (ADF) に原稿をセットしまず。 

原稿のセット方法は、『用紙の仕様とセット方法』「自動原稿送り装置 ( ADF ) にセッ 
卜する」を参照してください。 

ファクス機能から送信する原稿のセット方法は、 P .36 「送信原稿をセットする」を 
参照してください。 

5. 読み取りサイズや解像度などの読み取り条件を設定しまず。 


] 読み取 <0条件 
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設定方法は、 P .44 「読み取り条件を設定する」を参照してください。 

6. [拡張送信]の機能を利用ずるときは、必要に応じて機能を設定しまず。 

7. 相手先を指定しまず。 

相手先の番号やアドレスを直接入力するか、アドレス帳から宛先キーを押して選択し 
ます。 

相手先を間違えたときは[クリア]キーを押して、入力し直します。 





































































送信の基本操作 
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送信結果表示 ■ 夏結果表示 ■ mmm 


指定方法は、 P .58 「相手先を指定する」を参照してください。 

8. 複数の相手先に同じ文書を送信ずるときは、次の相手先を指定しまず。 

9|インターネットファクス宛先やメール宛先へ送信ずるとき、または送信結果 
メール通知機能を使用ずるときは、[送信者]を指定しまず。 

設定方法は、 P .81 「送信者を設定する」を参照してください。 

10- [スタート]キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

•画面右上の「残メモリー」に0%と表示されているときは、メモリー送信できません。 
直接送信で送信してください。 

• すべての文書で指定している宛先の合計が最大値を超えると直接送信しかできなく 
なります。 

• インターネットファクス宛先またはメール宛先へ送信するとき、または送信結果^一 
ル通知機能を使用するときは、送信者として指定するユーザーに^ールアドレスが登 
録されている必要があります。送信者がアドレス帳に登録されていないとき、または 
送信者にメールアドレスが登録されていないときは、あらかじめ登録してください。 
登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを登録する」 
を参照してください。 

• 「送信者名自動指定」機能が有効になっているときは、送信者の手順を省略できます。 
.が下の項目の最大値については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

-1文書で同報送信できる宛先数 

•すべての文書で指定できる宛先数（送信待機文書を含む） 

• メモリーに蓄積できるメモリー送信の文書数 

•メモリーに蓄積できる文書の枚数 （ ITU - TNo . J チャート、解像度「ふつう字」、 
文字原稿の標準原稿） 































2. 送信する 


原稿ガラスに原稿をセットして送信ずる（メモリー送信） 

1. [直接送信]が反転表示していないことを確認しまず。 



2. 原稿ガラスに原稿をセットしまず。 

3. 相手先を指定しまず。 

4. 読み取り条件を設定しまず。 

5. [スタート]キーを押しまず。 

も複数ページの原稿を送るときは、60秒が内に次の原稿をセットし、手順4、 
5の操作をしまず。 

1ページごとにこの操作を繰り返します。 

r _ J 


読み取り中です ■■■ 

巧の原稿びあれは59砂拟巧に fe ツトしてストト、なけれは惡)キ-。 



7. [#] キーを押しまず。 

相手先を呼び出し、送信を開始します。 


相手先を確認しながら送信ずる（直接送信） 

直接送信を使用して、相手先のファクスの情報を確認しながら送信します。 

ファクス宛先および IP - ファクス宛先を指定できます。 

直接送信を指定してからインターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー宛先、お 
よびグループ宛先や複数の宛先を指定すると、自動的にメモリー送信に切り替わります。 




















































送信の基本操作 


©重要 


大切な原稿を送信するときは、相手先に連絡して内容を確認することをお勧めしま 
す。 

操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[ファクス]アイコ 
ンを押しまず。 



2. 「ファクスできまず J が画面に表示されていることを確認しまず。 

3. [直接送信]を押しまず。 
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塞信結果表示)着信結果表非 送信者 I 磁長送信 


ん自動原稿送り装置 (ADF) に原稿をセットしまず。 

5. 読み取り条件を選択しまず。 

設定方法は、 P .44 「読み取り条件を設定する」を参照してください。 

6. 相手先を指定しまず。 

相手先を間違えたときは[クリア]キーを押して、入力し直します。 
指定方法は、 P .58 「相手先を指定する」を参照してください。 

7. [スタート]キーを押しまず。 


代行受信 




















































2. 送信する 


原稿ガラスに原稿をセットして送信ずる（直接送信) 

1. [直接送信]を押しまず。 



2. 原稿ガラスに原稿をセットしまず。 

3. 相手先を指定しまず。 

4. 読み取り条件を設定しまず。 

5. [スタート]キーを押しまず。 

も複数ページの原稿を送るときは、10秒が内に次の原稿をセットし、手順4、 
5の操作をしまず。 

1ページごとにこの操作を繰り返します。 
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送信中です ■■ 
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7. [#] キーを押しまず。 


鼓疋した内容を確目なずる 

送信する前に、設定した送信条件や読み取り条件を画面で確認します。 


























































送信の基本操作 


1| [設定確認]を押し、設定内容を確認しまず。 



2. [閉じる]を押しまず。 

設定や相手先を変更するときは、指定し直します。 








































2. 送信する 


送信原稿をセットずる 

ファクス機能から送信する原稿のセツト方法、および原稿セツト方向や読み取り面の設定 
方法を説明します。 


原稿のセツトのしかた 


原稿のセット方法 

原稿ガラスまたは自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットします。 

• 原稿ガラスにセットするとき 

『用紙の仕様とセット方法』「原稿ガラスにセットする」を参照してください。 

• 自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットするとき 

『用紙の仕様とセット方法』「自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットする」を参照し 
てくださし、。 

セツトずる原稿の向き 


A 4 または 8V2XII ( LT ) が上のサイズの原稿は横向き（口）にセットします。 

A 4 またはが/ 2 X 11 ( LT ) より小さいサイズの原稿は縦向き（口）にセットします。 



原稿の取り扱い 

原稿ガラスや自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットできる原稿のサイズ、自動的に検知 
できるサイズについては、『用紙の仕様とセット方法』「セットできる原稿サイズと紙 
厚」、「自動的に検知される原稿サイズ」を参照してください。 

〇 補足 ） 


• 重要な原稿を送信するときは、あらかじめ送信する原稿と同じサイズで同じ方向の用 
紙が相手先にセットされているか確認してください。画像が縮小されたり、両端が欠 
けたり、 2 枚が上に分割して印刷されることがあります。 































































送信原稿をセツトする 


• 不定形サイズの原稿は、相手先で余白ができたり画像が切れたりすることがありま 
す。定形外の原稿を送信するときや、大きな原稿の一部だけを送信するときは、読み 
取りサイズを指定すると便利です。[読み取りサイズ]を指定すると、原稿のサイズ 
にかかわらず指定した範囲内を読み取ります。読み取りサイズの指定方法は、 P .47 
「読み取りサイズを設定する」を参照してください。 

• 直接送信時は、解像度および受信先の設定によって800 mm が上の長さの原稿を送信 
できないことがあります。メモリー送信を使用した送信することをお勧めします。 

•原稿がつまったときは、[ストップ]キーを押し原稿をゆっくり取り出してくださし、。 

•通常、 A 4 サイズの原稿は横向き口にセットします力 《 、縦向き口にセットすると90咽 
転して送信します。詳しくは、 P .38 「回転送信」を参照してください。 

•原稿ガラスで読み取ったあと、続けて自動原稿送り装置 ( ADF ) で読み取ることがで 
きます。自動原稿送り装置 ( ADF ) から原稿ガラスに変更はできません。 

• インターネットファクス送信時には A 4 サイズで送信されます。 A 4 より大きな原稿 
を送信すると A 4 サイズに縮小されます。ただし、相手先が T .37 フルモード対応機の 
ときはアドレス帳に設定されている用紙サイズで送信できます。詳しくは、 P .16「 T . 
37フルモードの概要」を参照してください。 

• 送信した画像と相手先で印刷された画像の大きさには多少の差があります。 

• 相手先の用紙の縦の長さが送信する原稿の縦の長さよりルさいときは、相手先の用紙 
の縦の長さに合わせて縮小して送信されます。詳しくは、 P .110 「送信文書を相手先 
の用紙に合わせて縮小する」を参照してください。 


送信原稿の縦の長さ-横の長さ 

送信する原稿のサイズは、原稿ガラスまたは自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットしたとき 
に、原稿が読み取られる方向と平行になる辺のサイズを「横の長さ」、垂直になる辺のサ 
イズを「縦の長さ」と表します。 


2 2 



1 . 縦の長さ 

2. 横の長さ 

本機で使用できる原稿のサイズについては、『用紙の仕様とセット方法』「セットできる原 
稿サイズと紙屋」を参照してください。 

相手先の用紙の縦の長さが、送信する原稿の縦の長さよりルさいときは、相手先の用紙の 
縦の長さに合わせて縮ルして送信されます。詳しくは、 P .110 「送信文書を相手先の用紙 
に合わせて縮小する」を参照してください。 


















2. 送信する 


回転送信 

通常、 A 4 サイズの原稿は横向き（口）にセットします力 《 、縦向きの）にセットすると90° 
回転して送信します。 

相手先が A 4 口までしか受信できないファクスでも等倍で受信します。 

〇 補足 ） 

•直接送信では、この機能ははたらきません。 

• サイズ混載機能を使用しているときは、この機能ははたらきません。 

原稿セット方向を設定ずる 

読み取った原稿やドキュメントボックスの文書をプレビュー表示するときは、原稿の天地 
(上下）を正しく表示するために[原稿セット方向]を設定します。 

1. [原稿送り]を押しまず。 



2. 原稿セツト方向を選択しまず。 

セツトする原稿の向きに合わせて、読める向き固のまたは読めない向き因固を選択し 
ます。 



3. [0 K ] を押しまず。 














































送信原稿をセツトする 


両面原稿を読み取る 

両面原稿の表と裏を1ページずつ読み取って送信します。 

この機能を使用するときは、原稿を自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットします。 

また、メモリー送信で送信します。直接送信はできません。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

原稿のセット方向とひらき方向の設定のしかた 

原稿の表面と裏面が同じ方向になるように送信するためには「原稿セット方向」と 
「ひらき方向」を、セットする原稿の向きに合わせて次のように設定してください。 
「原稿セット方向」と「ひらき方向」が正しく設定されていないと、相手先で原稿の 
表面と裏面の上下が逆に印刷されることがあります。 


原稿 


セツトする原稿の向き 


設定する原稿セット方 
向 


設定するひらき方 
向 


0： 


色 


左ちひらき 


Ijji ji jii し 


R 


笠 


上下ひらき 


国 


R 


厘 


左右ひらき 


园回 


上下ひらき 


1. [原稿送り]を押しまず。 
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2. 送信する 


2. 原稿セツト方向を選択しまず。 

セツトする原稿の向きに合わせて、読める向き图のまたは読めない向き固囲を選択し 
ます。 



3. [両面原稿]を選択しまず。 

ん[左右ひらき]または[上下ひらき]を選択しまず。 

5 i [ i 枚目から]またはに枚目から]を選択しまず。 

自動原稿送り装置 ( ADF ) を使用して、パ女目が送付状の文書などを送信するときは、 
に枚目から]を選択します。 

6. [0 K ] を押しまず。 

Q 補足 ） 

• 両面を正しく読み取れたかを済スタンプで確認できます。済スタンプについて詳し 
くは、 P .40 「読み取った原稿に巧を付ける（済スタンプ)」を参照してください。 

• 自動原稿送り装置 ( ADF ) を使用して、両面を読み取れる原稿のサイズおよび紙厚に 
ついては、『用紙の仕様とセット方法』「セットできる原稿のサイズと紙厚」を参照し 
てください。 


読み取った原稿に印を付ける（済スタンプ） 

自動原稿送り装置 ( ADF ) を使用して送信するとき、読み取ったことを示す丸巧のスタン 
プを原稿に押します。片面原稿のときは送信する面の後端に、両面原稿のときは表面の後 
端と裏面の先端に押します。 

この機能は imagio MP C 5002 A SP/imagio MP C 4002 A SP では利用できません。 

済スタンプを押せるのは、原稿を自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットしたときだけです。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

imagio MPC 5002 / C 4002シリーズ：搬送方向の後端上部（イラストの右上マル）に押され 
ます。 











送信原稿をセツトする 


が'^ 


imagioMPC 3302/ C 2802シリーズ：搬送方向の後端中央（イラストの中央マル）に押され 
ます。 



1. [原稿送り]を押しまず。 



2. [済スタンプ]を押しまず。 

3. [ OK ] を押しまず。 

Q 補足 ） 

• 原稿に押された済スタンプは、メモリー送信のときは正しくメモリーに蓄積できたこ 
とを、直接送信のときは正しく送信できたことを表します。 

•済スタンプが蓮くなってきたときは、カートリッジを交換してください。詳しくは、 
『保守/仕様』「済スタンプを交換する」を参照してください。 





























































2. 送信する 


•原稿が重なって送られたりつまったりしたときは、原稿は正しく送信されず、済スタ 
ンプも押されません。済スタンプが押されていないページがあるときは、そのページ 
だけもう一度送信し直してください。 

• クイックメモリー送信時に原稿がつまったときは、済スタンプが押されていても送信 
できていないことがあります。 

•原稿を読み取っている間は、済スタンプの設定、取り消しはできません。 


読み取った原稿の内容をプレビューで確認ずる 

次の機能を使用しているときは、送信前プレビューを使用できません。 

-直接送信 

• クイックメモリー送信 
• F コード取り出し 
• オンフックダイヤル 
• マニュアル ダイヤル 

• [文書蓄積]の[蓄積のみ]を選択したとき 
. 蓄積文書だけの送信 
-全文書転送 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

[原稿セット方向]を正しく設定しないと、蓄積した原稿をプレビュー表示するとき、 
原稿の天地（上下）が正しく表示されません。 

設定方法は、 P .38 「原稿セット方向を設定する」を参照してください。 

2. [プレビュー]を押しまず。 



3|相手先を指定し、[スタート]キーを押しまず。 

4. プレビューを確認しまず。 

• [縮ル表示]または[拡大表示]を押すと、文書を縮小または拡大して表示でき 
ます。 










































送信原稿をセツトする 


•卜][イ[下][丄]を押すと、表示する部分を移動できます。 

• [表示文書切り替え]を押すと、選択した別の文書を表示できます。 

• [表示ページ切り替え]を押すと、表示するページを切り替えられます。 
送信を開始するときは、[送信]を押します。 


白紙原稿を検知ずる 


原稿を自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットして読み取るとき、読み取った原稿の最初の 
ページが白紙に近いときにアラームを鳴らして知らせます。 

原稿の裏面をセットしてしまったときなど、すぐに間違いに気付くことができ便利です。 

白紙原稿が検知されたとき 

アラームが鳴ると同時に、数秒間メッセージが画面に表示されます。メッセージが表 
示されたら、[確認]を押してください。 

送信や読み取りを中止ずるとき 

送信または読み取りを中止するときは、[ストップ]キーを押して中止します。白紙 
を検知しても、自動的には中止されません。 

白紙に近い原稿を読み取ったとき、アラームで知らせるかどうかを[ファクス初期設定] 
の[パラメーター設定](スイッチ11ビット 2) で設定できます。 P .285 「パラメーター 
設定」を参照してください。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 原稿の2枚目が降のページは白紙検知しません。 

• 「プレビュー」機能を使用するときは、白紙は検知されません。 

• 読み取ったページ数や送信モードによって表示されるメッセージは異なります。 








2. 送信する 


読み取り条件を設定ずる 

原稿の種類により、送信する画像が相手先のファクスで思いどおりに印刷できないとき 
は、読み取り条件を利用して、相手先でよりきれいに印刷されるように画像を調整できま 
す。 

原稿種類、解像度、読み取りサイズ、読み取り濃度を設定できます。 

〇 補足 ） 

•枚数の多い原稿を続けて読み取るとき、原稿の内容や設定により、次のページを読み 
取るまでの時間が長くかかることがあります。 

原稿種類を設定ずる 

原稿の内容に合わせて種類を選択します。 

原稿の種類は次のとおりです。 

文字 


文きのように黒白の濃度がはっきりしている画像のときに選択します。文字と写真 
が混在している原稿でも、文字の部分だけをきれいに送るときは[文字]を選択しま 
す。 

文字-図表 

文字のように黒白の濃度がはっきりしている図形や表、グラフなどを、きれいに送る 
ときに選択します。快き]を選択したときは読み取り速度が優先されますが、[文 
字•図表]を選択したときは画質が優先されます。 

文字•写真 

文きのように黒白の濃度がはっきりしている画像と、写真など濃淡のある画像とが混 
在しているときに選択します。 

写真 

写真など濃淡のある画像やカラーの原稿のときに選択します。 

1. [読み取り条件]を押しまず。 
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[送信結果表示] L 着信’結果 










































読み取り条件を設定する 


2. [原稿種類]が選択されていることを確認しまず。 

え設定ずる原稿種類のキーを押して、 [0 K ] を押しまず。 

ファクス^^^^^^^^ II 文書雷糧]じ送受信確認/印晒 


( j ファクスできます 1 

原稿をセットし、宛先を指定してください。 



Q 補足 ） 

• [文字•図表]や[文き•写真]、または[写真]で送信すると、[文き]を選択して 
いるときより送信時間が長くなります。 

• [文字•図表]や[文字•写真]、または[写真]で送信すると、相手先の受信紙の地 
肌が汚れることがあります。そのときは、濃度を薄く設定して送信し直してくださ 
し、。濃度を設定する方法は P .49 「濃度を調整する」を参照してください。 

JBIG 送信 

圧縮率の高い JB に （Joint Bi-level image experts Group ) で送信します。 

悟真]で読み取った原稿でも速く送信します。 

〇 補足 ） 

• G 4、 インターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー宛先への送信時は使用で 
きません。 

• 相手先のファクスに J 目に受信機能および ECM 機能が付いていないと、 JB に送信で 
きません。 ECM 機能は G 3 での通信時に有効です。 

解像度を設定ずる 

原稿の文字のサイズに応じて、原稿を読み取るときの解像度を設定します。 

解像度の種類は次のとおりです。 

ふつラ字 

線密度は 8 x 3.85 本/ mm 、 または 200 x 100 dpi です。 

ふつうの大きさの宇で書かれた手書き原稿などに適しています。 

ルさな字 

線密度は 8 x 7.7 本/ mm 、 または 200 x 200 dpi です。 


























2. 送信する 


小さなきで書かれた原稿などに適しています。ふつうの大きさの字でも、なるべくき 
れいに送信するときに選択します。 

微細字 

線密度は 16 x 15.4 本/ mm 、 または400 x 400 dpi です。 

細かいきで書かれた新聞原稿などに適しています。ふつうの大きさやルさなきでも、 
できるだけ精細に送信するときに選択します。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』 
「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 


原稿の文字 

相手先に届ぃたときの写り 

あいうえお 
(目安となる大きさ[ふつう字]) 

あいうえお （ふっう字) 

あいうえお（ルさな字) 

あいつふお（微細字) 

あいうえお 

(目ちとなる大きさ[小さな字]) 

ちぃうえ お （ふっラ字) 

あぃつふお （かさな字) 

あぃうふお （微細字) 

あいうえお 

(目安となる大きさ[微細字]) 

みぃうえぉ （ふっラ字) 

あぃうえぉ （ルさな字) 

あぃうえぉ （微細字） 


BZQ 023 


1. [読み取り条件]を押しまず。 



2. [解像度]を押しまず。 





















































読み取り条件を設定する 


え設定ずる解像度のキーを押して、 [0 K ] を押しまず。 


\i 


I ファクス 


r 夕書蓄積||||送を信確認/印巧! 


G ファクスできます た亞觸 J 

原稿をセットし、宛先を指定してください。 


£原稿種類 \j 


Aj 読み取りサイブ\ 


弦蔵度を遵巧してくださし、。 


小さな字 


Q 補足 ） 

• 相手のファクスに同じ解像度の機能がないときは、相手先の機能に合わせて送信され 
ます。実際に送信した解像度は、通信管理レポートで確認できます。通信管理レポー 
卜を印刷する方法は、 P .183 「通信管理レポートを印刷する」を参照してください。 

•受信できる解像度は「ふつう字」「ルさなき」「細かいき （ G 3 での通信時に有効)」「微 
細宇」です。「細かい字」、「微細字」での通信に必要なオプションについては、『本機 
のご利用にあたって』「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

•インターネットファクス送信では、[微細き]を選択しても「ルさなき」で送信され 
ます。アドレス帳登録時にフルモードを設定すると「微細き」で送信できます。詳し 
くは、 P .16「 T .37 フルモードの概要」を参照してください。 

読み取りサイズを設定ずる 

通常、原稿は自動で検知されたサイズで読み取られますが、手動で読み取りサイズを指定 
できます。読み取りサイズを指定すると、指定した範囲だけ読み取られるため、送信した 
文書に余分な余白を付けることなく送信できます。 

選択できる読み取りサイズは次のとおりです。 

自動検知 

最初にセットされた原稿のサイズで最後の原稿まで読み取ります。 

自動検知で原稿サイズを正しく検知できないときは、原稿をセットし直してくださ 
い 0 

定形サイズ 

原稿の実際のサイズにかかわらず、指定した定形サイズで読み取ります。 

指定できるサイズは、 A 4 ロロ、 B 4 口、 A 3 口、 8V2XII ( LT ) ロロ、 8V2XI4 ( LG ) 口、 
11 x 17 ( DLT ) 口です。 

登録サイズ 

原稿の実際のサイズにかかわらず、登録されたサイズで読み取ります。 























2. 送信する 


2 種類のサイズを登録できます。[ファクス初期設定]の[読み取りサイズ登録/変更 
/消去]で、あらかじめ読み取りサイズを登録してください。登録方法は、 P .280 「読 
み取りサイズ登録/変更/消去」を参照してください。 

サイズ混載 

自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットされた原稿のサイズを J 枚ごとに読み取ります。 
たとえば A 3 口と A 4 口の原稿を送信するとき、通常は J 枚目にセットされた原稿のサ 
イズで送信されますが、[サイズ混載]を選択するとそれぞれの原稿のサイズで読み 
取ります。 


原稿をセットするときは、自動原稿送り装置 ( ADF ) に対して原稿の左側と奥の2辺 
をそろえ、原稿ガイドを大きい原稿サイズに合わせてください。 


1 


\ 

A 4 口 




A 3 E ? 

1 


この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』 
「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

1. [読み取り条件]を押しまず。 
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送信結果表を ■ 着 ill 結詞 


2| [読み取りサイズ]を押しまず。 



















































読み取り条件を設定する 


3 . 読み取りサイズを選択しまず。 

ファクス又 書蓄積 ] じ送费信確認/印顶 


G ファクスできます た足翻 

原稿をセットし、宛ホを指定してください。 



4 . [0K] を押しまず。 

〇 補足 ） 

•サイズを自動検知しにくい原稿については、『用紙の仕様とセット方法』「自動的に検 
知される原稿サイズ」を参照してください。 

• 小さい原稿サイズに原稿ガイドを合わせることができないため、やや斜めに読み取ら 
れることがあります。 

• サイズ混載機能を使用しているときは、^モリー送信で送信されます。 

• サイズ混載機能を使用しているときは、回転送信は使用できません。 


濃度を調整ずる 


原稿を読み取る濃度を調整します。 

原稿の文字や図は背景の色より目立たせてください。新聞紙などの地肌の濃い原稿や文 
字が蓮い原稿を送るときは、濃度を調整します。 

濃度設定には次の種類があります。 

自動濃度調整 

最適な濃度に自動で調整します。 

1.[自動濃度]が選択されていることを確認します。 

































































2 . 送信する 


手動濃度調整 

原稿の文きが蓮いときは濃くなるように、濃いときは蓮くなるよラに手動で調整しま 
す。 

濃度は7段階で調整できます。 

[自動濃度]が選択されているときは、[自動濃度]を押して設定を取り消しま 
す。 

2 . [◄] または [►] を押し、濃度を調整します。 

濃度表示「▼」が移動します。 



組み合わせ濃度調整 

地肌が濃い原稿のとき、画像の濃度だけを調整します。 
濃度は7段階で調整できます。 

1. [自動濃度]が選択されていることを確認します。 

2 . [◄] または [►] を押し、濃度を調整します。 

濃度表示「▼」が移動します。 


f 読み取 <0 条件 J 

つマウス \ インタ-ネット乃クス\| メール\|: 

固 

G 3* 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履 l | 1回綜遷ぉ II 

◄ Jg 動應度レ1 

常用 III あ II か II さ II た1な r 

■SKI 

原稿送り 固马 ]| 

[000013 G3 
'施す店 

[000023 G3 

横お事業所 

[00003] G3 
企画課 

【 00004】 G 
□ヴン 
ス支局 

1つ 7 ィル巧な1 

[000073 G3 
巧津ショー 
ルーム 

[00008] G3 
鹿巧島事業 

m 

【叫 010 】な 

上お工場 

【 000 り 】 G 

香遺才 

ス 

ミ j 雷積夕書指定…1ミ 

1 1 1 1 || 


〇 補足 


•原稿種類の[文字]、[文字•図表]、[文字•写真]を選択すると自動濃度に設定され 
ます。 










































































読み取り条件を設定する 


ページごとに読み取り条件を設定ずる 


原稿の読み取り中に、ページごとに読み取り条件を変更できます。 

読み取り条件を読み取り中に変更するときは、原稿ガラスにセットして送信することをお 
勧めします。 

自動原稿送り装置 ( ADF ) を使用しているとき、原稿が読み取られている間は[解像度] 
の設定を変更しないでください。 

原稿ガラスにセットしているとき 

1. 変更するページを確認します。 

2. 前のページの原稿を取り除き、次の原稿をセットします。 

3. 読み取り条件を選択します。 

「ピッピッ」という音がしている間に操作してください。メモリー送信時は約60 
秒、直接送信時は約10秒です。画面に残り時間が表示されます。 


読み取り中です 

■■■ 

巧の原稿びあれば5 g 秒な内に t ツトしてスタ-卜、なけれな 

觸卜。 



1ぺージ目は[スターりキーを押す前に設定します。2ぺージ目が降は次に[ス 
タート]キーを押す前に設定します。 

自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットしているとき 

1. 変更するページを確認します。 

2 . 前のページが読み取られている間に、読み取り条件を変更するページの読み取り 
条件を設定します。 












































2 . 送信する 


読み取り条件を変更するタイミングによっては、設定の変更が思いどおりのペー 
ジに反映されないことがあります。 



ファイル形式を設定する 


ファイル形式を設定ずる 

メール宛先またはフォルダー宛先に送信する文書のファイル形式を、 TIFF 、 PDFs または 
PDF / A から選択します。 

ファイル形式にに DF ]、 またはに DF / A ] を設定したときは、電子署名をつけることがで 
きます。署名についての詳細は、『セキュリティーガイド』を参照してください。 

1. [ファイル形式]を押しまず。 



2| [ TIFF ]、[ PDF ] または [ PDF / A ] を選択しまず。 

3|電子署名をつけるときは、[デジタル署名]を押して反転表示させまず。 
4. [0 K ] を押しまず。 

〇 補足 ） 


• ファクス宛先、 IP - ファクス宛先およびインターネットファクス宛先に送る送信文書に 
は、ファイル形式の設定は反映されません。 














































2 . 送信する 


回線を選択ずる 

通常のファクス送信で使用する回線、および IP - ファクスで使用するプロトコルを選択し 
ます。 

本機は G 4 ユニットまたは増設 G 3 ユニットを装着して、接続できる回線を3回線まで増 
やせます。 

G 3 

電源を入れた直後やリセットされた状態では、 G 3 が選択されています。増設 G 3 ユ 
ニットを装着すると、 [ G 3-1]、[ G 3-2]、[ G 3-3]、[ G 3 空き回線使用]が選択できま 
す。 

G 4 

に DN が選択されます。 

JB に送受信はできません。 

マルチポート 

G 4 ユニットまたは増設 G 3 ユニットを装着すると、接続する回線によって最大3つ 
の通信を同時に行ラことができます。接続している回線と、可能な通信種類 （ G 3/ 
G 4) の組み合わせは次のとおりです。 


オプション 

接続する回線 

可能な通信種類 

なし 

加入者回線 

G 3 

増設 G 3 ユニット 

加入者回線+加入者回線 

G 3 + G 3 

G 4 ユニット 

加入者回線+に DN 

G 3 + G 4 
または 

G 3 ( ISDN ) + G 4 

G 4 ユニット 

に DN 

G 3 ( ISDN ) + G 4 

増設 G 3 ユニット+ 
増設 G 3 ユニット 

加入者回線+加入者回線+加入者回線 

G 3 + G 3 + G 3 

増設 G 3 ユニット + 
G 4 ユニット 

加入者回線+加入者回線 + に DN 

G 3 + G 3 + G 4 
または 

G 3 + G 3 ( ISDN ) + G 4 

増設 G 3 ユニット+ 
G 4 ユニット 

加入者回線+に DN 

G 3 + G 3 ( ISDN ) + G 4 
または 

G 3 ( ISDN ) + G 3 ( ISDN ) 


IP - ファクス 

IP - ファクスを送信するときは、使用するプロトコルを [ SIP ] または [ H .323] 力、ら選 
択します。 

[ SI 門、 [ H .323] のどちらを選択するかは管理者に問い合わせてください。 













回線を選択する 


宛先をアドレス帳から選択するときは、アドレス帳で宛先ごとに登録された回線が選択さ 
れます。 

ここでは、宛先を直接入力して指定するときに、手動で回線を選択する方法を説明しま 
す。 

1. [回線選択]を押しまず。 


J つ マウス 

y インタ-ネットファクス \| ^ ール\|フ 3 ルター\ 


區） f 

が [ 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履曜 11 回綜遷ぉ II 

…1 1 トン II ボ-ス 

; 常： 用 1 ぁ II か II さ II た II 

な II は II 

ま II や 

に 

【00001】 な 

ホ坂す店 

C 000023 G 3 
おお事業所 

【00003】 抗 
を画裸 

[00004] G 3 1 

□ヴンゼル 
スま局1 

[00005] G 3 
営業課 

[000( 

千賣 

[00007] G 3 
沼津ショー 
ルーム 

[00008] G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G 3 
上海工場 

[000113 G 3 1 

香遺ォフィ 

[0001 2] «| 
支局ヴルー 

[000 
販 5 



[ 送信結果表示1着信;裸表を 

II 送信者 


2|使用ずる回線を押しまず。 



装着している増設回線や IP - ファクスの設定により、画面には次の回線やプロトコル 
が表示されます。 

• 標準の G 3 だけ 
G 3 

. 増設 G 3 ユニットを装着したとき 
G 3-1、 G 3-2、 G 3 空き回線使用 
• G 4 ユニットを装着したとき 
G 4、 G 3、 I - G 3 

• 増設 G 3 ユニットを2つ装着したとき 
G 3-1、 G 3-2、 G 3-3、 G 3 空き回線使用 
. G 4 ユニットと増設 G 3 ユニットを装着したとき 
G 4、 G 3-1 N G 3-2、 I - G 3、 G 3 空き回線使用 
• SIP と H .323 を[使用する]に設定したとき 












































2 . 送信する 


G 3、 H .323 、SIP 

に3空き回線使用]を選択すると、空いている G 3 回線から送信するので、より効率 
的です。 

3. [0 K ] を押しまず。 

か 補足 ） 

•最大3通信まで同時に通信できます。ただし、直接送信では複数回線での通信はでき 
ません。 

• 3通信同時に通信しているとき、画面には先に開始した通信が表示されます。 

に DN で G 3 通信をずるには 

G 4 での通信には必ずに DN を使用します力 《 、 G 3 での通信には加入電話回線とに DN の両 
方を使用できます。 

に DN を G 3 に接続するときは、 [ I - G 3] を選択します。 

Q 補足 ） 

• G 4 ユニットの設置時、 G 3 で使用する回線はに DN に設定されていますが、設定を変 
更するときはサービス実施店に連絡してください。 

• G 3 にに DN を使用すると、サブアドレスと UUI が使用できます。 

回線の自動識別 

G 4 を選択すると、回線を自動識別します。 

最初は G 4 でダイヤルしますが、相手先力巧□入電話回線だったときは G 4 では接続できな 
いため、自動的に G 3 に切り替えてダイヤルし直します。 

Q 補足 ） 

•相手先が TA (ターミナルアダプター）などを介してに DN に接続しているときは、自 
動的に切り替わらないことがあります。 

•海外への送信時は、国際回線からの信号により自動切り替えがきかず、送信できない 
ことがあります。 

一斉同報送信 

通常は複数の相手先を指定しても指定した順に1宛先ずつ送信されますが、一斉同報送信 
では異なる回線を使用して、複数の相手先に同時に送信します。 

通常の同報送信に比べて、すべての相手先へ送信する時間が短縮されます。 









回線を選択する 



この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 同時に送信できるのは LAN を含め最大3回線です。 

.増設 G 3 ユニットを使用するときは、宛先の回線種類をに3空き回線使用]に設定し 
ておくと、空いている G 3 回線から送信するので、より効率的です。 




































2 . 送信する 


相手先を指定ずる 

相手先の番号やアドレスを、直接入力またはアドレス帳から選択して指定する方法を説明 
します。 


ファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー 
宛先を指定できます。複数の宛先種別を同時に指定できます。 

宛先のファクス番号を直接入力して指定ずる 

相手先のファクス番号をテンキーで直接入力して指定する方法を説明します。 

1| [ファクス]が選択されていることを確認しまず。 

2. 相手先のファクス番号をテンキーで入力しまず。 


J ファクス \イツ タ-ネット乃クス\|ソール\|フ 3 ルター\ 

追加 

(M] r 

G お 0312345678 [ 

登録ま号 II 宛先編集 II 宛先履 nl 1 回線遷巧 II 11 い II ボづ 

常用 III お II か II さ II た II な II は 1 ま II や 

1 € 

[00001] G 3 
ホおす店 

[00002] G 3 
横お事業所 

[00003] G 3 
企画課 

[00004] G 3 1 

□ヴンゼル 
ス支局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[0001 

モ賽 

[00007] G 3 
ミ揉まショー 
ルーム 

[ 000083 G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G 3 
上ミ毎工場 

【0001 1】 G 3 1 

香遺オフィ 
ス 1 

[0001 2] »| 
支局クルー 
プ 

[000 
販 5 

送信結果表示 ■ を信結果表を ■ 送信ま 


入力した番号を変更するときは、[クリア]キーを押して1おずつ消去し、入力し直 
します。 

宛先を追加するときは、[追加]を押して、次の宛先を指定します。 


アドレス帳の相手先を追加するときは、追加する宛先の宛先キーを押します。 

な 補足 ） 

•ファクス番号の途中に、ポーズ（「-」）とトーンを入力できます。入力方法は P .59 
「ポーズを入力する」、 P .59 「[1 -ーン]を押してプッシュ回線に切り替える」を参照 
してください。 

• G 4 ユニットまたは増設 G 3 ユニットを付けているときは、[スタート]キーを押す前 
にどの回線を使用するか選択できます。回線の選択方法は P .54 「回線を選択する」を 
参照してください。 

. G 4 ユニットを装着しているときは、サブアドレスと UUI を入力できます。入力方法 
は P .94 「サブアドレスを指定する」、 P .95「 UUI を指定する」を参照してくださ 
い。 

•宛先として入力できる最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照して 
ください。 

































相手先を指定する 


ポーズを入力ずる 


ポーズを入力する方法を説明します。 

構内交換機を経由して外線にダイヤルするときは、0発信したあと外線につながるまで多 
少時間がかかることがあります。このようなときは0のあとに[ポーズ]を押してポーズ 
を入力します。 

ポーズを入力すると、入力した個所に約2秒間の待ち時間を入れてダイヤルします。 


ットフアクス\ ^ール \フ3ルター\ 


屋先登禄 I 


]1宛先履辱]厚索 ii ぉ1「 1‘1い I [ボづ ] 区リック I 臣接送信] 


)、 II さ II た II な II は II ま II や 

1ら II わ II 切の暨を1 

mm 

[00003] G 3 
企画課 

[00004] G 3 1 

□ヴンゼル 
スミ局 1 

【00005】 抗 
営業課 

【00006】 肉 

千葉工場 

1/2 

1 1 

hm 

[00010] G 3 
上海工場 

【叫011】 な 1 

香港ォフィ 

[0001 2] «| 
支局ヴルー 

【0001リ化 

販売店クル 
-プ 

1 ▼ 1 


塞信結果表を L 着信結果表示 I 送信ま I 拡張送信」 


Q 補足 ） 

•ポーズを入力した個所は「-」と表示されます。 

• ポーズを入力した状態をアドレス帳に登録できます。 


[ I -ーン]を押してプッシュ回線に切り替える 

ダイヤル回線でプッシュ回線のサービスを受けるときなど、プッシュ信号を送出するとき 
に使用します。 

ここではオンフックダイヤルで!-ーンを使用する方法を説明します。 

I -ーンを入力した個所は 「 T 」 と表示され、それが降の番号がプッシュ信号となります。 

1. [オンフック]を押しまず。 



2. 相手先のファクス番号をテンキーで入力しまず。 

3. [ I ^ーン]を押しまず。 







































































2 . 送信する 


4. サービスを受けるための暗証番号などをテンキーで入力しまず。 

5. [スター h ] キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

• I ンを使用してプッシュ信号を送出しても、利用できないサービスもあります。 

•ファクス情報サービスなどから文書を受信するときは、 P .348 「ファクス情報サービ 
スを利用する」を参照してください。 

• 本機にに DN だけしか接続されていないときでも、メモリー送信および直接送信のと 
きは G 3 の相手先に卜ーン（プッシュ信号）を送出できます。ただし、マニュアルダ 
イヤルではに DN にダイヤルできません。また、オンフックダイヤルでに DN にダイ 
ヤルするときは、サービス実施店に問い合わせてください。 

IP - ファクス宛先を直接入力して指定ずる 

IP アドレスやホスト名、エイリアス電話番号を指定します。 

宛先として指定する内容は本機に設定したネットワーク環境によって異なります。本機 
に設定したネットワーク環境については、管理者に問い合わせてください。詳しくは、 
P .61「 IP - ファクス宛先の種類」を参照してください。 

1| [ファクス]が選択されていることを確認しまず。 

2|プロトコルを選択しまず。 

詳しくは、 P .54 「回線を選択する」を参照してください。 

3. [直接入力]を押しまず。 



ん相手先の宛先を入力して、 [0 K ] を押しまず。 

相手先を追加するときは、[追加]を押して、次の宛先を指定します。 

アドレス帳の相手先を追加するときは、追加する宛先の宛先キーを押します。 
Q 補足 ） 

•宛先を変更するときは、[宛先編集]を押して指定し直します。 































相手先を指定する 


•セキュリティーの設定によっては[直接入力]が表示されず、入力できないことがあ 
ります。 


•文きの入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

•宛先として入力できる最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照して 
ください。 


IP- ファクス宛先の種類 

IP - ファクス宛先は、本機が接続されているネットワークや環境により宛先として指定する 
内容が異なります。 

環境に応じて、次のように指定してください。 

ゲートキーパーや SIP サーバーを使用しないとき 

• IP - ファクスから IP - ファクスへ送信するとき 

相手先の 「 IP アドレス」または「ホスト名」を指定します。 

IP アドレスの例：192.168 .1.10 
ホスト名の例： IPFAX 1 

• IP - ファクスから G 3 ファクスへ送信するとき 

相手先の 「 G 3 ファクスの電話番号」を指定します。 

例： 0312345678 
ゲートキーパーを使用ずるとき 

• IP - ファクスから IP - ファクスへ送信するとき 
相手先の「エイリアス電話番号」を指定します。 

例：エイリアス電話番号： 0311119999 

• IP - ファクスから G 3 ファクスへ送信するとき 

相手先の 「 G 3 ファクスの電話番号」を指定します。 

例： 0312345678 
SIP サーバーを 使用ずるとき 

• IP - ファクスから IP - ファクスへ送信するとき 
相手先の 「 SIP ユーザー名」を指定します。 

例： SIP ユーザー名： ABC 

• IP - ファクスから G 3 ファクスへ送信するとき 

相手先の 「 G 3 ファクスの電話番号」を指定します。 

例： 0312345678 



2 . 送信する 


Q 補足 ） 

• 電話回線に接続されたゲートウエイを経由して G 3 ファクスに送信するときは、 G 3 
ファクスの加入者番号を指定します。たとえば、宛先のファクス番号が03 (1234) 
5678のときは、「5678」と指定します。 IP - ファクスから G 3 ファクスに送信するとき 
に、ゲートキーパー / SIP サーバーを使用しない場合は、ゲートウエイの登録が必要 
です。 


•エイリアス電話番号とは、ゲートキーパーに登録される番号で、ゲートキーパーが接 
続されたネットワーク内で有効な電話番号のことです。 

• ゲートウェイ - IP アドレス変換テーブルに設定する電話番号お数には運用上のを意が 
必要です。誤送信の原因になります。 

• SIP を使用するときは、 IPv 6 ネットワーク経由での送受信できます。本機は、 H .323 
を使用した IPv 6 での送受信には対応していません。 

• IPv 6 環境では本機のアドレスを複数割り当てることができますが、 I P - ファクスを受信 
できるアドレスは1つだけです。 

• IPv 6 で送信するとき、宛先の IPv 6 アドレスまたはホスト名には相手先のファクス機 
の手動設定アドレスを指定してください。 

• IPv 6 環境で、 SIP サーバーを利用しないで IP - ファクスを受信するときは、本機には 
IPv 6 アドレスとして手動設定アドレスを設定してください。この手動設定アドレス 
で受信します。 SIP サーバーを利用するときは、この設定は必要ありません。 

• IPv 4 と IPv 6 が混在している環境で、 SIP サーパ'-を経由して通信するとき、 IPv 4 で送 
信する場合は 「 v 4:」 を、 IPv 6 で送信する場合は 「 v 6:」 を宛先の先頭に付加してくだ 
さい。 

• SIP 呼接続は、本機の環境により IPv 4 または IPv 6 どちらか一方で行うよう設定され 
ています。設定を変更するときはサービス実施店に問い合わせてください。 


IP - ファクス宛先にポート番号を付加ずるときの指定方法 

相手先の環境によっては、 IP アドレスやホスト名の後ろにポート番号を指定します。 

IP アドレスとポート番号を指定ずるとき 

IP - ファクスで宛先を指定するとき、受信側のネットワークの設定によっては、宛先の 
IP アドレスとポート番号の指定が必要です。たとえば、宛先の IPv 4 アドレスが 
「192.168.1.10」でポート番号が2100番のとき、「192.168.1.10:2100」と指定します。 
宛先の IPv 6 アドレスが 「 fe 80:: 0123 :4567:89 ab : cdef 」 でポート番号が2200番のとき、 
「[ fe 80:: 0123 :4567:89 ab : cdef ]: 2200」と指定します。ネットワーク設定の詳細は、ネッ 
トワーク管理者に問い合わせてください。 

ホスト名とポート番号を指定ずるとき 

ホスト名で宛先を指定するとき、受信側のネットワークの設定によっては、宛先のホ 
スト名とポート番号の指定が必要です。たとえば、宛先のホスト名が 「 IPFAX 1」、 ポー 





相手先を指定する 


卜番号が2100番のときは 「 IPFAX 1: 2100」と指定します。ネットワーク設定の詳細 
は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。 


インターネットファクス宛先を直接入力して指定ずる 


相手先のインターネットフアクス対応機の^ールアドレスを指定します。 


1. [インターネットファクス]を押してインターネットフアクス宛先に切り替え 
まず。 


ファクス ターネット乃クス \ l ソール 3 ルター\ 

幢） 

G 如 


登録香号 j 値接入力 I 惊先履歴 I 置線遷ぉ] I ] じづ I [ボづ 


常用 III お II か II 

さ II た II な Ih ま II ま II や 

1 ら 

[00001] G 3 
ホ扳支店 

[00002] G 3 

横お事業所 

[00003] G 3 
企画課 

[00004] G 3 1 

□サンゼル 
ス支局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[0001 
千舅 

[00007] G 3 
溜ま ショー 
ルーム 

[ 000083 G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

【00010】 G 3 

上な工場 

[0001 1] G 3 1 

香遺ォフィ 

[0001 2] 

支局 クルー 
プ 

[000 

m 



送信結果表示 I 夏信結果表を i 送信ま 


2. [直接入力]を押しまず。 


3 i 相手先のメールアドレスを入力し、 [ OK ] を押しまず。 


相手先を追加するときは、[追加]を押して、次の宛先を指定します。 


アドレス帳の相手先を追加するときは、追加する宛先の宛先キーを押します。 
な 補足 ） 


• 相手先にパソコンのメールアドレスも指定できます。 

•宛先を変更するときは、[宛先編集]を押して指定し直します。 

•セキュリティーの設定によっては[直接入力]が表示されず、入力できないことがあ 
ります。 


•文字の入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

•宛先として入力できる最大が数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照して 
ください。 


メール宛先を直接入力して指定ずる 

相手先にはパソコンのメールアドレスを指定します。 

































2 . 送信する 


1 i [メ ール]を押してメール宛先に切り替えまず。 


フ7クス \仍ト ネット乃クス\|ソール\|フ3ルター\ 

圆 I . 

げ [ 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履曜 I I 回綜遷ぉ II I I い II ボづ 

常 ■■用 III を"か II さ II た II な I は II ま II や 

に 

【00001】な 

ホ坂す店 

[00002] G 3 
横お事業所 

[00003] G 3 
を画裸 

[00004] G 3 1 

□サンゼル 
ス支局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[000( 

モ羣 

[00007] G 3 
沼津ショー 
ルーム 

[000083 G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G 3 
上海工場 

【000り】 G 3 1 

香遺オフィ 
ス 1 

[0001 2] «| 
支局クルー 
プ 

[000 
販 5 


送信結果表示 II 着信;裸表示 1 1 送信ま 


2. [直接入力]を押しまず。 

3|相手先のメールアドレスを入力し、 [0 K ] を押しまず。 

相手先を追加するときは、[追加]を押して、次の宛先を指定します。 

アドレス帳の相手先を追加するときは、追加する宛先の宛先キーを押します。 

Q 補足 ） 

• 相手先にインターネットファクス対応機のメールアドレスも指定できます。そのと 
き、ファイル形式は TIFF を指定します。相手先の機種によっては、ファイル形式に 
PDF を指定するとエラーになることがあります。 

•宛先を変更するときは、[宛先編集]を押して指定し直します。 

•セキュリティーの設定によっては[直接入力]が表示されず、入力できないことがあ 
ります。 


•文きの入力方法は『本機のご利用にあたって』「文字入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

•宛先として入力できる最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照して 
ください。 


フォルダー宛先を指定ずる 

フォルダー宛先は、アドレス帳の宛先キーを押して指定します。 

フォルダー宛先へ送信するには、あらかじめフォルダーのパスをアドレス帳に登録してお 
きます。フォルダーのパスは、送信時に直接指定できません。アドレス帳にフォルダー宛 
先を登録する方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「共有フォルダーを登録す 
る」を参照してください。 

































相手先を指定する 


1- [フォルダー ] を押してフォルダー宛先に切り替えまず。 


J フ 7 クス \|〇 夕-ネット乃クス \J ールルター\ 

厨 f 

げ [ 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履 ill 回綜遷巧 II .. II い II ボづ 

: 常 ■■词 II ち II か II さ II た II な I は II ま II や 

に 

【00001】 な 

ホ坂す店 

【00002】 抗 

横お事業所 

【000の】 G 3 

を画课 

[00004] G 3 1 

□サンゼル 
スま局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[000( 

モ羣 

[00007] G 3 
ミ留事ショー 
ルーム 

C 000083 G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G 3 

上海工場 

[000113 G 3 1 

香适オフィ 
ス 1 

[0001 2] «| 
支局クルー 
プ 

[000 
販 5 


送信結果表示 II 着信;裸表示 [ 1 送信ま 


2. 相手先の宛先キーを押しまず。 

相手先を追加するときは、次の宛先が登録されている宛先キーを押します。 

アドレス帳から選択ずる 

相手先が登録されている宛先キーを押して相手先を指定します。 

宛先キーには、登録した相手先の名称が表示されます。 

あらかじめ、アドレス帳に相手先の宛先を登録してください。 

ファクス宛先、 IP - ファクス宛先の登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』 
「ファクス宛先について」を参照してください。 

インターネットファクス宛先、メール宛先の登録方法は、『ネットワークの接続/システム 
初期設定』「メール宛先について」を参照してください。 

フォルダー宛先の登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「共有フォルダー 
を登録する」を参照してください。 

^ール宛先を登録するときは、[メールアドレス使用対象]を[メール宛先*インターネッ 
トファクス宛先]に設定します。登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』 
「宛先. ユーザーを 登録する」を参照してください。 

1|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を切り替えまず。 


」 つマウス 

\J 仍夕-ネットファクス\| ール\|フ 3 ルター\ 


面 「 

げ [ 

登録 S 号 II 直接入力 II 宛先履屬 1 1 回線邊巧 II 

…II トン II ボづ 

常用 III お II か II 

さ II た II な II は II ま II や 

1 € 

【00001】 G 3 
ホあま店 

[000023 G 3 
横お事業所 

[00003] G 3 
企画課 

[000043 G 3 1 

□サンゼル 
ス支局 1 

[00005] G 3 
営業課 

【0001 
千舅 

[000073 G 3 
ミ揉まショー 
ル ーム 

[00008] G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G 3 
上ミ毎工場 

【000川 G 3 1 

香遺オフィ 
ス 1 

[000じ】《| 

を局クルー 
プ 

[000 

m 



1送信結果表示着信結果表示 

1 送信ま 





























































2 . 送信する 


2. 相手先が登録されている見出しキーを押しまず。 

たとえば、「か」の見出しに登録した「鹿児島事業所」を指定するときは[か]を押 
します。 


3. 送信ずる相手先の宛先キーを押しまず。 

送信する相手先が表示されていないときは、 [▲] または [▼] を押して探します。 

指定を取り消すときは、選択されている宛先キーをもう一度押します。[クリア]キー 
を押して指定し直すこともできます。 

次の相手先を指定するときは、手順2、3を繰り返します。 

か 補足 ） 

• 誤って宛先キーを押してしまうなどの誤操作を防止するために、宛先キーで宛先を追 
加するときは必ず[追加]を押すように[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチビット 2) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照し 
てください。 

•アドレス帳の登録内容は、宛先リストで確認できます。宛先リストは、[システム初 
期設定]の[アドレス帳：宛先リスト印刷]で印刷します。 EP 刷方法は『ネットワー 
クの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。 


見出しの種類を切り替える 


アドレス帳には[見出し！][見出し 2] [見出し 3] の3つの見出しがあります。 

1. [切り替え]を押しまず。 


?、ツトフアクス\[|六ール \|フ牙ルター 


惋先登録 I 


]晚先履歴 I 置線選択 ]I ] [卜づ1[ボづいゎフック]喧接送信 I 


] [ゎ I 向り暨ぇ I 


]|さ I た I な]いま]|ま] I や 


斤 

[00003] G 3 
企画課 

[00004] G 3 1 

□ヴンゼル 
ス支局 1 

[00005] G 3 

営業課 

[00006] G 3 
千崇工場 

; k 業 

[00010] G 3 
上海工場 

【000り】 G 3 1 

香遺オフィ 
ス 1 

【000 じ 】 Mt 

支局クルー 
プ 

[0001 3] 
販売店クル 
ープ 



1/2 


口 




塞信結果表を）着信結果表示 1 信ま 


船長送信 


2|見出しの種類を選択し、[設定]を押しまず。 

グループ宛先を選択ずる 

複数の相手先をまとめて J つのグループとしてアドレス帳に登録しておくと、複数の相手 
先を簡単に指定できます。 

アドレス帳への登録方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを 
登録する」を参照してください。 



































相手先を指定する 


グループ登録された宛先にはグループアイコン Ml が表示されます。 

1|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を切り替えまず。 



2. グループを 登録している宛先 キーを 押しまず。 

次のグループを指定するときは、この操作を繰り返します。 

Q 補足 ） 

•アドレス帳のグループに登録した宛先は、グループ宛先リストで確認できます。グ 
ループ宛先リストは[システム初期設定]の[アドレス帳：宛先リスト印刷]で印刷 
します。印刷方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」 
を参照してください。 

• 複数のグループに登録されている相手先の合計が、1文書で同報送信できる最大宛先 
数を超えるときは指定できません。最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一 
覧」を参照してください。 

• 指定したグループに、選択した種別の宛先が登録されていない相手先が含まれている 
と、確認メッセージが表示されます。[選択]を押すと、選択した種別の宛先が登録 
されている宛先だけが指定されます。[選択中止]を押すと、相手先を指定し直すこ 
とができます。 

• グループに含まれる特定の相手先だけ送信を取り消すときは、[設定確認]の[グルー 
プ宛先展開]を押します。ファクス初期画面で [▲] または [▼] を押して送信を取り 
消す相手先を表示させ、[クリア]キーを押すか、反転表示されている宛先キーを押 
して選択を解除します。 


名前/ヨミガナで検索ずる 

相手先を、本機のアドレス帳または LDAP サーバーから名前やヨミガナで検索して選択し 
ます。 


LDAP サーバーを利用するときは、[システム初期設定]の [ LDAP サーバー登録/変更/ 
消去]で、あらかじめ LDAP サーバーを登録し、 [ LDAP 検索]を[する]に設定しておき 
ます。登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照 
してください。 
















































2 . 送信する 


宛先は、部分一致で検索されます。 

ひらがな、カタカナ、漢字、英数字、記号で検索できます。 
フオルダー宛先は、 LDAP サーバーからは検索できません。 

1. [宛先検索]を押しまず。 



2. 検索対象を選択しまず。 

本機のアドレス帳から検索するときは[本体アドレス帳]を選択します。 
LDAP サーバーから検索するときは、検索する LDAP サーバーを選択します。 

宛先検索 


検索条件を入力し、 [検索実行]^ 一を押してください。 

本体アドレス帳 II ABCDSERVER ] 

J ファクス ツタ-ネットファクス\\ ;>(ール \[ 



3|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を切り替えまず。 

4. [名前/ヨミガナ]を押しまず。 

LDAP サーバーから検索するときは、[名前]を押します。 

5|検索文きを入力し、 [0 K ] を押しまず。 

も名前/ヨミガナの条件欄に入力された文字を確認し、[検索実行]を押しま 
ず。 

7|宛先を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

送信する宛先が表示されていないときは、 [▲] または [▼] を押して表示させます。 
[詳細]を押すと、選択した宛先の詳細情報が表示されます。 























































相手先を指定する 


Q 補足 ） 

•文きの入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文字入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

• 検索結果が一度に検索できる最大宛先数を超えたときは、画面にメッセージが表示さ 
れます。[確認]を押し、検索文字を変更して、宛先を絞り込んでください。[宛先検 
索]で一度に検索できる最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照 
してください。 

• ^ールアドレスは J 人で複数登録できますが、検索でヒットするのは J 人につき J 件 
だけです。どれがヒットするかは LDAP サーバーがサポートする方式に依存します 
が\ 一般的には最初に登録したアドレスです。 


宛先の番号やアドレスで検索ずる 

本機のアドレス帳または LDAP サーパ'-から、相手先のファクス番号やメ ールアドレス、 
フォルダーのパスを検索して選択します。 

LDAP サーバーを利用するときは、[システム初期設定]の [ LDAP サーバー登録/変更/ 
消去]で、あらかじめ LDAP サーバーを登録し、 [ LDAP 検索]を[する]に鼓定しておき 
ます。登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照 
してください。 

宛先は、部分一致で検索されます。 

フォルダー宛先は、 LDAP サーバーからは検索できません。 

1. [宛先検索]を押しまず。 



2. 検索対象を選択しまず。 

本機のアドレス帳から検索するときは[本体アドレス帳]を選択します。 
LDAP サーバーから検索するときは、検索する LDAP サーバーを選択します。 










































2 . 送信する 


宛先検索 

検索条件を入力し、 [検索実行]^ 一を押してください。 

本体アドレス帳 II ABCDSERVER ] 

J ファクス \|ィッタ-ネット乃ク^\^ メール \[ 


’クス宛先 


►検索条件 

I 名前/ヨミか 1 


3|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を切り替えまず。 


ん検索ずる宛先の種別に応じて、[ファクス宛先]、[メールアドレス]、または 
[フォルダー]を押しまず。 

5|検索ずる宛先の文字列を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

も条件欄に入力された文字列を確認し、[検索実行]を押しまず。 

7|宛先を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

送信する宛先が表示されていないときは、 [▲] または [▼] を押して表示させます。 
[詳細]を押すと、選択した宛先の詳細情報が表示されます。 

Q 補足 ） 

•文字の入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文字入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

• 検索結果が一度に検索できる最大宛先数を超えたときは、画面に^ッセージが表示さ 
れます。[確認]を押し、検索文字を変更して、宛先を絞り込んでください。[宛先検 
索]で一度に検索できる最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照 
してください。 

• メールアドレスは J 人で複数登録できますが、検索でヒットするのは J 人につき J 件 
だけです。どれがヒットするかは LDAP サーバーがサポートする方式に依存します 
が、 一般的には最初に登録したアドレスです。 


詳細条件を指定して検索ずる 

検索条件を細かく指定して、本機のアドレス帳または LDAP サーパ'-から相手先を検索し 
ます。 


LDAP サーバーを利用するときは、[システム初期設定]の [ LDAP サーバー登録/変更/ 
消去]で、あらかじめ LDAP サーパ'-を登録し、 [ LDAP 検索]を[する]に設定しておき 
ます。登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照 
してください。 




















相手先を指定する 


本機のアドレス帳から検索するときは、名前/ヨミガナ、ファクス宛先、メールアドレ 
ス、フォルダーを、検索条件として指定できます。 

LDAP サーバーから検索するときは、名前、ファクス宛先、メールアドレス、会社名、部 
署名を、検索条件として指定できます。 

フォルダー宛先は、 LDAP サーバーからは検索できません。 

1. [宛先検索]を押しまず。 



2. 検索対象を選択しまず。 

本機のアドレス帳から検索するときは[本体アドレス帳]を選択します。 
LDAP サーバーから検索するときは、検索する LDAP サーバーを選択します。 

宛ホ検索 

検索条件を入力し、[検索実行]キーを押してくださし、。 

障 体ァドレ [ABCDSERVER ] 

] つマウス \だ> 夕-ネット乃クス\ [ メール \[ 


3|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先またはフォルダー宛先を切り替えまず。 

4. [詳細条件]を押しまず。 


►検索条件 


1名前/ョミか1 























































2 . 送信する 


5. 検索条件の各項目のキーを押して、検索ずる送信先に関連ずる文字列の一部 
を入力しまず。 


詳細条ホ E 巧 

検索を件を指定して’ 

I 名前/ヨミか 

ください。 

I 

II 前方一巧 II 後方一致 II 一致 IC 言，む HII さまス 

ファクス宛先 

I 

II 前方一致 II 後方一致 II 一致 It 含，む 311 き前 

I メールアドレス 


1前方一致 II 後方一致 II 一致 1 C 含，む 311 言ます‘ 

} フブルダー 

1 

11前方一致 II 後方一致 II 一致 1 C 含，む 311 含ま?: 



6. 入力した各項目に対応ずる一致条件を選択しまず。 

選択する一致条件と使用方法は次のとおりです。 

• [前方一致]:入力した文字が前方に位置する名称を検索します。 

たとえば、 " ABC " を検索するときは" A " を入力します。 

• [後方一致]:入力した文字が後方に位置する名称を検索します。 

たとえば、 " ABC " を検索するときは" C " を入力します。 

• 卜致]:入力した文字と一致する名称を検索します。 

たとえば、 " ABC " を検索するときは " ABC " を入力します。 

• [含む]:入力した文きを含む名称を検索します。 

たとえば、 " ABC " を検索するときは" A " 力、" B " 力、" C " を入力します。 

• [含まない]:入力した文字を含まない名称を検索します。 

たとえば、 " ABC " を検索するときは" D " を入力します。 

• [あいまい]:あいまい検索します。 

手順2で LDAP サーパ'-を選択したときに表示されます。あいまい検索の機能 
は LDAP サーバーがサポートする方式に依存します。 

7. [0 K ] を押しまず。 

8. [検索実行]を押しまず。 

9|宛先を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

送信する宛先が表示されていないときは、 [▲] または [▼] を押して表示させてくだ 
さい。 

[詳細]を押すと、選択した宛先の詳細情報が表示されます。 

か甫足 ） 

• LDAP サーパ'-から検索するとき、[システム初期設定]の [ LDAP サーバー登録/変 
更/消去]で[任意検索条件]が設定されているときは、検索条件が1つ追加されま 
す。 






















相手先を指定する 


• LDAP サーバーから検索するとき、手順5で検索条件の[名前]で検索するときに、 
苗きで検索するか、名前で検索するかは、管理者の設定によります。たとえば 「John 
Doe 」 を検索するとき、 「 John 」 を入力するか、 「 Doe 」 を入力するかは、管理者にお 
たずねください。 

•文字の入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

• 検索結果が一度に検索できる最大宛先数を超えたときは、画面にメッセージが表示さ 
れます。[確認]を押し、検索文字を変更して、宛先を絞り込んでください。[宛先検 
索]で一度に検索できる最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照 
してください。 

• メールアドレスは J 人で複数登録できますが、検索でヒットするのは J 人につき J 件 
だけです。どれがヒットするかは LDAP サーバーがサポートする方式に依存します 
が、 一般的には最初に登録したアドレスです。 


登録番号で検索ずる 

本機のアドレス帳から、登録番号で相手先を検索して選択します。 

1|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を切り替えまず。 


つ 7 クス \ インタ-ネットファクス\| ^ ール\|フ 3 ルダー\ 

固 

げ [ 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履 l| I 回線遷巧 II I I い II ホ-ズ 

常用 III お II か II さ II た II な II は II ま II や 

1 ら 

[00001] G 3 
ホおす店 

[00002] G 3 

横お事業所 

[00003] G 3 
企画課 

[00004] G 3 1 

□サンゼル 
ス支局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[0001 
千舅 

[00007] G 3 
溜まショー 
ルーム 

【00008】 な 

鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G 3 
上な工場 

【0001 1】 G 3 1 

香遺ォフィ 

[0001 2] «| 
支局クルー 
プ 

[000 
販 5 


送信結果表示 I 费信結果表示 1 送信者 


2. [登録番号]を押しまず。 

え登録番号をテンキーで入力して、 [#] を押しまず。 

登録番号は通常5巧で表示されますが、頭の0は入力を省略できます。 

「指定した登録番号はありません。」といラメッセージが表示されたときは、登録番号 
が正しくないか、または宛先種別の切り替えが正しくありません。[確認]を押して 
登録番号を再度確認し、手順1または手順3から操作します。 

4. [0 K ] を押しまず。 


























2 . 送信する 


宛先履歴から選択ずる（リダイヤル） 

これまでに指定したファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メー 
ル宛先の最新の相手先を記憶しています。 

続けて同じ相手先に送信するときに使用すると、相手先を入力し直さなくてもいいので便 
利です。 

1|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先を切り替えまず。 


フ 7 クス^ インタ-ネット乃クス \) — ルルター\ 

歴） f 

げ [ 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履曜 I I 回攝選ぉ II I I トッ II ボース 

; 常 ■■用] I お II か II さ II た II な II は II ま II や 

戸 

【 00001 】 G3 

ホ坂す店 

[ 000023 G3 
おお事業所 

[00003] G3 
を画蘇 

[00004] G3 1 

□ヴンゼル 
ス支局1 

[00005] G3 
営業課 

【0001 

千氧 

[00007] G3 
沼津ショー 
ルーム 

[00008] G3 
鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G3 
上海工場 

[000113 G3 1 

香适オフィ 
ス 1 

[0001 2] Ht 

支局クルー 
プ 

[000 

m 


送信結果表を"着信結果表示 1 1 送信ま 


2. [宛先履歴]を押しまず。 

え使用ずる宛先を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

〇 補足 ） 

• 次の相手先は履歴として残りません。 

• アドレス帳で指定した相手先 
• グループ宛先で指定した相手先 
-全文書転送で指定した転送先 

• 宛先履歴から選択した相手先（すでに記憶済みと見なします） 

•同報送信した文書の、2宛先目が降 
• パソコンから PC FAX ドライバーで指定した宛先 
•フォルダー宛先 

•記憶できる宛先履歴の最大件数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照して 
ください。 

誤送信を防止ずる宛先の指定のしかた 

誤って相手先を入力したときでも、そのまま送信されないように設定しておくことができ 
ます。相手先を繰り返し入力して誤送信を防止する方法、入力した相手先を送信前に表示 
する方法、同報送信による誤送信を防止する方法があります。 

































相手先を指定する 


宛先を繰り返し入力ずる 

ファクス番号の入力を2度繰り返し、番号の入力間違いがないか確認します。 

1度目と2度目の入力番号が異なると、文書は送信されません。この機能は、誤った相手 
先への送信を防止するのに役立ちます。 

この機能を使用するときは、サービス実施店に連絡してください。 

1| [ファクス]が選択されていることを確認しまず。 


ファクス 飞 J インタ-ネット乃クス\| メール\ 

フブルター 



屆 . 

げ I 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履 ll I ◎線遷巧 II ..I I い II ホ-ズ 

常用 III お II か II さ II た II な II は II ま II や 

1 € 

[00001] G 3 
赤扳支店 

[00002] G 3 

横お事業所 

[00003] G 3 
企画課 

【00004】 G 3 1 

□サンゼル 
スま局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[0001 

モ舅 

[00007] G 3 
沼津ショー 
ルーム 

【00008】な 

鹿巧島事業 
戸斤 

【00010】な 

上ミ毎工場 

【000り】 G 3 1 

香遺オフィ 
ス 1 

[0001 2] «t 
支局クルー 
プ 

[000 
販 5 

1 彌裸表示 ■送 儲 


2. [直接入力]を押しまず。 

3|相手先のファクス番号をテンキーで入力し、 [0 K ] を押しまず。 

4•宛先をもろ 一度入力し、 [0 K ] を押しまず。 

「入力された宛先は正しくありません。」というメッセージが表示されたときは、[確 
認]を押して宛先を再度確認し、手順2から操作します。 

Q 補足 ） 

•宛先の再入力の回数を変更するときは、サービス実施店に連絡してください。再入力 
の回数は1〜15回の間で設定できます。設定した回数に応じて、手順4の操作を繰り 
返してください。 


送信前に宛先を再表示ずる 

誤送信を防止するため、相手先を指定したあとにもう一度相手先を表示するように設定が 
できます。 

この機能を使用するときは、サービス実施店に連絡してください。 

次の機能を使用するときは表示されません。 

•相手先の入力が必要ない機能（文書蓄積、 F コード掲示板ボックス登録） 

• オンフックダイヤル 
• マニュアル ダイヤル 
-簡単画面 





























2 . 送信する 


1 i 相手先を指定しまず。 


フ7クス \た かネット乃クス\|ソール\|フ3ルター\ 

圆 . 

げ [ 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履曜 I I 回綜遷ぉ II I I い II ホーズ 

常 ■■用 III を"か II さ II た II な I は II ま II や 

に 

【 00001 】 な 

ホ坂す店 

[00002] G 3 
横お事業所 

[00003] G 3 
を画裸 

[00004] G 3 1 

□サンゼル 
ス支局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[000( 

モ賽 

[00007] G 3 
沼津ショー 
ルーム 

[000083 G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G 3 
上海工場 

【000り】 G 3 1 

香遺オフィ 
ス 1 

[0001 2] «| 
支局クルー 
プ 

[000 
販 5 


送信結果表示 II 着信;裸表示1 1 送信ま 


2. [スター h ] キーを押しまず。 

3. 指定した相手先や設定内容を確認しまず。 

送信を開始するときは、もう一度[スタート]キーを押します。 

宛先を変更するときは、[閉じる]を押して設定し直します。 

同報送信による誤送信を防止ずる 

誤送信を防止するため、誤って宛先キーなどを押して宛先が追加されないように設定でき 
ます。 


この機能を使用するときは、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ17 
ビット 2) を「押す」に設定します。工場出荷時は「押さない」に設定されています。 P .285 
「パラメーター設定」を参照してください。 

この機能を使用しているときは、が下の操作をすると[追加]を押すようにメッセージが 
表示されます。2件目が降の宛先を指定するときは、[追加]を押してから操作します。 

• [追加]を押さずに宛先キーで2件目が降の宛先を指定しようとしたとき 

•すでに宛先が指定されているときに、[追加]を押さずに[登録番号]、[宛先履歴] 

を押したとき 

また、宛先検索画面で2件目が降の宛先を指定しようとしたときには、「宛先を追加しま 
す。よろしいですか？」と^ッセージが表示されます。2件目が降の宛先を指定するとき 
は、[追加する]を押します。 


海外の相手先へ送る（海外送信モード） 

海外にファクスを送るときに発生するエラーを軽減します。 

海外にファクスするとき、相手先によってはエラーが頻繁に発生することがあります。そ 
のような相手先にファクスを送信するときは、海外送信モードで送信すると、通信速度を 
遅くしてより確実に送信します。 































相手先を指定する 


海外送信モードで送信するには、あらかじめアドレス帳に海外送信モードを使用する設定 
にして相手先を登録しておきます。設定方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』 
「宛先. ユーザーを 登録する」を参照してください。 



2 . 送信する 


ファクス初期画面からアドレス帳に宛先を 
登録ずる 

ファクス初期画面の[宛先登録]から直接アドレス帳を開いて登録する方法、および入力 
した宛先をアドレス帳に登録する方法を説明します。 


[宛先登録]から宛先をアドレス帳に登録ずる 


ファクス初期画面で[宛先登録]を押すと、アドレス帳の登録画面が表示されます。 

ファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー 
宛先をアドレス帳に登録できます。 


1|宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファ 
クス宛先、メール宛先、フォルダー宛先を切り替えまず。 


^ ファクス ^ イントネホ乃クス\ 

ソール \ 

つ3ルター\ 

屆 

げ [ 

登録き号 II 直接入力 II 宛先履 nl 1 回線遷巧 II 1 1 い II ホ-ズ 

常用 III お II け II さ II た II な II は 1 ま II や 

1 € 

[00001] G 3 
ホおす店 

[00002] G 3 
横お事業所 

[00003] G 3 
企画課 

[000043 G 3 1 

□サンゼル 
スを局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[0001 

千！ 

[00007] G 3 
沼津ショー 
ルーム 

[000083 G 3 
鹿巧島事業 
戸斤 

【00010】 な 

上ミ毎工場 

[0001 1] G 3 1 

香遺ォフィ 

[0001 2] «| 
支局クルー 
プ 

[000 
販 5 

1 送信結果表示 II 着信結果表を 1 送信ま 


2. [宛先登録]を押しまず。 

3. 宛先を入力しまず。 

メール宛先を登録するときは、[メールアドレス使用対象]を[メール宛先•インター 
ネットファクス宛先]に設定します。 

ん[登録情報]を押し、そのほかの情報を入力しまず。 



アドレス帳登録/変更 


[登録肩報 II 認証情報 II 認証な護 ] [つ 7クス 乂、 


►ファクス宛先 


0312345678 



OFF 

















































ファクス初期画面からアドレス帳に宛先を登録する 


5. [設定]を押しまず。 

〇 補足 ） 

•詳しい登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先.ユーザーを登録 
する」を参照してください。 

•セキュリティーの設定によっては[宛先登録]が表示されず、登録できないことがあ 
ります。 


直接入力した宛先をアドレス帳に登録ずる 


直接入力したファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先 
をアドレス帳に登録します。 

「宛先履歴」画面の[宛先登録]からも登録できます。 

1. [宛先登録]を押しまず。 


的トフアクス \[ メール nJI ? ブルター \ 

2345678 技先證|| 


]1 宛先履歴]固線選択] ] [卜-ン II ボづ] I I I 直接送信] 


1、II さ II た II な II は II ま II や 

1 ら II わ II 切の誓を 1 


[00003] G 3 
企画課 

[00004] G 3 1 
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ス支局 1 

【00005】 G 3 
営業課 

【00006】 田 

千葉工場 

1/2 

1 1 

1 業 

[000101 G 3 
上お工場 

【00011】 G 3 1 

香港オフィ 
ス 1 

【0001 幻 ut 

ま局グルー 
プ 

【0001 リ tu 
服売店グル 
ープ 

1 ▼ 1 


ミ信結果表示 1 着信結果表示 > 送信ま 1 磁長送信 


2| [登録情報]を押し、そのほかの情報を入力しまず。 


アドレス帳登録/変更 


mmm J ^認証情報 ^認証な護 f つアクス | ^义 


►ファクス宛先 


►ミ毎か送信モード 


I 回綜選択 1I 


11変更] 


メール宛先を登録するときは、[メールアドレス使用対象]を[メール宛先•インター 
ネットファクス宛先]に設定します。 

3. [設定]を押しまず。 























































2 . 送信する 


Q 補足 ） 

•詳しい登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先.ユーザーを登録 
する」を参照してください。 

•セキュリティーの設定によっては[宛先登録]が表示されず、登録できないことがあ 
ります。 





送信者を設定する 


送信者を設定ずる 

送信者として設定するユーザーを選択します。 

送信者を指定するときは、次の機能を設定できます。 

• 送信結果メール通知 

指定した送信者にメールアドレスが登録されているときは、送信結果をメールで受け 
取るように設定できます。 

-送信者名印字 

相手先の用紙、各種のリストやレポートに送信者の名称（ユーザー名）を載せること 
ができます。 

送信者がアドレス帳に登録されていないときは、あらかじめ登録してください。また、送 
信結果を送信者にメールで通知するときは、送信者のメールアドレスを登録し、[使用対 
象]を[宛先]および[送信者]の両方に設定します。登録方法は、『ネットワークの接 
続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを登録する」を参照してください。 

1. [送信者]を押しまず。 



2. 送信者を選択しまず。 

[登録番号指定]を押すと、アドレス帳の登録番号で指定できます。 

[検索]を押すと、アドレス帳から検索条件を指定して検索できます。 

宛先保護コードが設定されているときは、入力画面が表示されます。テンキーで宛先 
保護コードを入力し、[実行]を押します。 

え選択した送信者名を確認し、 [0 K ] を押しまず。 

ん送信結果をメールで確認ずるときは、[送信結果メール通知]を押して反転表 
示させまず。 

5|相手先の用紙に送信者名を印字ずるときは、[送信者名印字]を押して反転表 
示させまず。 

6. [0 K ] を押しまず。 


































2 . 送信する 


Q 補足 ） 

-[送信者名自動指定]を[する]に設定しておくと、送信者が自動で指定され、送信 
者を指定する手順を省略できます。送信者を自動指定したときは、送信メールの 
「 From : 」には管理者メールアドレスまたは本機のメールアドレスカ 《 使用されます。 
「送信者名自動指定」について詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「シ 
ステム初期設定」を参照してください。 

• ユーザー認証を設定しているときは、ログインしたユーザーが送信者として設定され 
ます。送信結果メールはログインしたユーザーのメールアドレスに送信されます。 





送信を取り消す 


送信を取り消ず 

ファクスの送信を取り消す方法を説明します。 

原稿を読み取る前に送信を取り消ず 

[スタート]キーを押す前に取り消します。 

1. [リセット]キーを押しまず。 
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Q 補足 ） 

•自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットしているときは、セットした原稿を取り除 
くと送信が取り消されます。 


原稿の読み取り中に送信を取り消ず 

原稿の読み取り中に読み取りや送信を取り消す方法を説明します。 

通常のメモリー送信のジョブを、原稿の読み取りが終了したあとに送信している最中に取 
り消すときは、ここで説明する手順とは異なります。 P .84 「原稿の読み取り後に送信を 
取り消す」を参照してください。 














2 . 送信する 


1 i [ス h ツプ]キーを押しまず。 



2| [読み取り中止]または[送信中止]を押しまず。 

送信方法や使用する機能によって、[読み取り中止]または[送信中止]のどちらか 
が表示されます。 

〇 補足 ） 

• 取り消しの操作をしている間に読み取りが完了してしまラことがあります。 

原稿の読み取り後に送信を取り消ず 

原稿の読み取り後に送信を取り消す方法を説明します。 

状態が「送信中」「待機中」「不達」の文書の送信もここで説明する手順で取り消すことが 
できます。 

1| [ス h ップ]キーを押しまず。 
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または、[送受信確認 / E [] 刷]の[送信文書確認/中止]を押します。 

2. [送信待機文書一覧]を押しまず。 

送信待機中の文書の送信を取り消すときは、[全文書]タブを押します。 
























送信を取り消す 


3. 中止ずる送信文書を選択しまず。 

中止する文書が画面に表示されていないときは [▲] または [▼] を押して表示させま 
す。 


4. [送信中止]を押しまず。 

5. [送信中止]を押しまず。 

続けて中止するときは、手順3から繰り返します。 

6. [閉じる]を押しまず。 

手順1で[送受信確認/印刷]の[送信文書確認/中止]を押したときは、[閉じる] 
を2回押します。 

〇 補足 ） 

• 文書が送信中のときに取り消しの操作をしたときは、操作のあとすぐに通信を中断し 
て取り消します。すでに送信が完了したページは取り消せません。 

• 取り消しの操作をしている間に送信が終了してしまい、中止できないこともありま 
す。インターネットファクス、メール宛先への送信、フォルダー宛先への送信時は、 
通信中の時間が短いのでを意してください。 

•複数の相手先を指定した文書には、未送信の相手先だけが宛先数に表示されます。す 
でに送信が完了した相手先は含まれません。 

• 送信時に複数の相手先を指定しても、画面に表示されるのは J 件だけです。すべての 
相手先を確認するときは[内容確認/変更]を押します。 

• 同報送信として設定していた相手先の一部を消去するには P .160 「送信待機文書の宛 
先の一部を消去する」を参照してください。 

•セキュリティーの設定によっては、宛先がぃ」で表示され、選択できないことがあ 
ります。 





2 . 送信する 


送信文書のメモリー蓄積結果を確認ずる（蓄 
積結果レポート） 

原稿のメモリーへの蓄積が終わると印刷されます。メモリー送信で蓄積した原稿や相手 
先を確認できます。 

このレポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチ03ビット 2) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してく 
ださい。 
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* * * 蓄積結果レポート （20 XX 年 8月 20曰 14時0 0分） * * * 


I 文書番号 送信条件 


0162 メモリー 送信 


相手先 


G 3 :巧奈川工場 


1 ) 青山支店 

2) A 0 YAMA 0 FFICE 

~ i 

原稿枚数- 


2枚 


1. EP 刷日時 

レポートを印刷した日付と時間が記載されます。 

2. 送信条件 

送信の種類、ユーザー名称などが記載されます。 

3. 文書番号 

文書の管理番号です。 

4. 発信元名称 （ EP 字用）登録内容 

発信元名称（印き用）に登録されている内容が記載されます。 

5. 原稿枚数 

蓄積した原稿の枚数です。 

6. 相手先 

• ファクス宛先のとき 

テンキーで入力したファクス番号またはアドレス帳に登録されている名称が記載されま 
す。 

G4 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「G3」「I-G3」「G4」 のいずれかで記載さ 
れます。 

増設 G3 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「G3-1」「G3-2」「G3-3」「G 3 煙)」 
のいずれかで記載されます。 

F コード （ SEP/SU 目/ PWD/SID)、 サブアドレスを登録しているとき： F コード （SEP 
/SUB/PWD/SID)、 サブアドレスを印きします。 



















送信文書のメモリー蓄積結果を確認する（蓄積結果レポート） 


• メール宛先またはインターネットファクス宛先のとき 

「 Mail 」 のあとに、入力したメールアドレスまたはアドレス帳に登録されている名称が記載 
されます。 

• IP - ファクス宛先のとき 

「 IP - FAX 」 のあとに、入力した IP - ファクス宛先またはアドレス帳に登録されている名称が 
記載されます。 

• フォルダー宛先のとき 

「フォルダー」のあとに、アドレス帳に登録されている名称が記載されます。 

〇 補足 ) 


• レポートを印刷しないように設定していても、正常に蓄積できなかったときは、自動 
的に印刷されます。 

• クイックメモリー送信で送信したときは、このレポートは印刷されません。 





2 . 送信する 



3. いろいろな機能を利用して送信す 
る 


F コードなどの拡張宛先や、時刻指定送信などの拡張送信機能を利用して送信する方法を 
説明します。 


拡張宛先機能をミ舌用ずる 

拡張宛先機能を使用して宛先を指定する方法を説明します。 


F コード （ SUB ) を設定して送信ずる 

F コード ( SUB ) を設定して送信し、相手先へ親展送信したり、中継局機能が搭載されて 
いるファクスを経由させて送信したりできます。 

F コードとは、数字、スぺース、「#」、「*」を使用して設定する暗証番号のようなもの 
です。 


親展送信ずるとき 

親展送信すると、送信した文書は相手先のメモリーに蓄積され、自動的には印刷され 
ません。相手先は F コード （ SUB ) を入力して受信した文書を印刷します。特定の人 
が外に見せたくない機密文書などを送信するときに、 F コード （ SUB ) を知っている 
人しか印刷できないのでお互いにプライバシーが守れます。 

相手先には、 F コード親展ボックス機能を持つファクスを指定します。 


中継局を経由して送信ずるとき 


中継局を経由して送信すると、遠くの複数の相手先に送信するとき、遠距離通信が中 
継局までの1回ですむので通信料金を節約できます。1回の操作で複数の相手先に送 
信できるので同じ操作を何回も繰り返す必要がありません。 

相手先には、 F コード中継ボックス機能を持つファクスを指定します。 

送信する前に、あらかじめ相手先の F コード ( SUB ) を確認してください。また、相手先 
が F コード ( SUB ) を知らないときは、あらかじめ知らせてください。 

F コード （ SUB ) は G 4、 インターネットファクス宛先、メ ール宛先、フォルダー宛先への 
送信時は使用できません。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 




3. いろいろな機能を利用して送信する 


2. [拡張送信]を押しまず。 


f 、 ツトフアクスメール\[フ牙ルター\ 


良先登録] 


]|宛先履驛][回綜選択 II 11い I [ボ-ス ] 区リック1臣接送信] 


I 、 II さ II た II な II は II ま II や 

1 ら II わ II 切の暨る 1 


[00003] G 3 
を 画 g 果 

[00004] G 3 1 

□ヴンゼル 
スミ局 1 

[00005] G 3 
営業課 

【00006】抗 

千養工場 

_1/2_ 

hm 

[00010] G 3 
上海工場 

[000113 G 3 1 

香遺ォフィ 

[0001 2] 

す 局 クルー 
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-プ 
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塞信結果表示(着信結果表示 ■ 送信ま I 拡張送信 1 


3. [オプション設定]を押しまず。 

4. [F コード送信]を押しまず。 

5. [0K] を2回押しまず。 

6. 相手先のファクス番号または IP- ファクス宛先を入力しまず。 

7. [拡張宛先]を押しまず。 

8i[F コード （SUB)] が選択されていることを確認しまず。 

9i [送信用 F コード （SUB)] を押しまず。 

10iF コード （SUB) をテンキーで入力し、 [0K] を押しまず。 

11|パスワードを入力ずるときは、[パスワード （SID)] を押してテンキーでパス 
ワードを入力し、 [0K] を押しまず。 

12. [0K] を押しまず。 

13. [スタート]キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

•直接送信のときは、相手先のファクスに 「 F コード」機能がないと、画面にメッセー 
ジが表示されます。[確認]を押して送信を中止します。 

•入力するお数は相手先のファクスの仕様に合わせてください。また、本機で入力でき 
る最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

•アドレス帳に F コード （ SUB ) を登録しているときは、宛先キーで宛先を選択したあ 
とに F コード （ SUB ) を変更または削除できます。 


パスワード （SID) を設定ずる 

F コード ( SUB ) を使用して送信するときに、パスワードとして F コード ( SID ) の入力 
が必要なことがあります。 

また、 F コード中継ボックスにパスワードが設定されているときは、 F コード （ SUB ) の 
ほかにパスワードとして F コード （ SID ) を入力します。 































拡張宛先機能をミ舌用する 


入力できる文きは数き、スペース、「#」、「*」です。 

〇 補足 ） 

•入力できる最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

F コード （ SEP ) が設定された文書を受信ずる __ 

F コード （ SEP ) を入力して、相手先に送信の依頼をします。 

相手先のメモリーに、入力した F コード （ SEP ) と同じ F コード （ SEP ) の付いた文書が 
蓄積されていれば、その文書を受信します。 

入力できる文きは数き、スペース、「#」、「*」です。 

F コード掲示板ボックスを持つファクスから受信できます。 

また、この機能は、ファクス情報サービスを利用するときや、複数の相手先から原稿を集 
めるときに使用します。 

F コード （ SEP ) は G 4、 インターネットファクス、メールでは使用できません。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [オプション設定]を押しまず。 

3 i [ f コード取り出し]を押しまず。 

4. [0 K ] を2回押しまず。 

5. 相手先のファクス番号または IP - ファクス宛先を入力しまず。 

6. [拡張宛先]を押しまず。 

7i[F コード （ SEP )] が選択されていることを確認しまず。 

8| [取出し用 F コード （ SEP )] を押しまず。 

9 iF コード （ SEP ) をテンキーで入力し、 [0 K ] を押しまず。 

1〇|パスワードを入力ずるときは、[パスワード （ PWD )] を押してテンキーでパ 
スワードを入力し、 [0 K ] を押しまず。 




































3. いろいろな機能を利用して送信する 


11. [0 K ] を押しまず。 

12. [スター h ] キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

•入力するお数は相手先のファクスの仕様に合わせてください。また、本機で入力でき 
る最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

•アドレス帳に F コード （ SEP ) を登録しているときは、宛先キーで宛先を選択したあ 
とに F コードに EP ) を変更または削除できます。 

設定されたパスワード ( PWD ) を入力ずる 

F コード （ SEP ) を使用して F コード取り出しをするとき、パスワードとして F コード 
( PWD ) の入力が必要なことがあります。 

入力できる文きは数き、スペース、「#」、「*」です。 

〇 補足 ） 

•入力できる最大が数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

F コード取り出し予約レポート 

F コード取り出しの操作をしたあとに印刷されます。 F コード取り出しの予約内容を確認 
できます。 


このレポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチ03ビット 3) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してく 
ださい。 


2 


P.1 

* * * F コード取り出し予約レポート （20 XX 年9月15日14時00分） * * * 


1) 青山支店 

2) A0YAMA OFFICE 

文書番号 送信条件 相手先 


0 16 3 F コード取り出し G3-1 :化幌支店 

SEP : X X X X 
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1. 送信条件 

「 F コード取り出し」と記載されます。その下にユーザー名称が記載されます。 

2. 文書番号 

文書の管理番号です。 

3. 相手先 

テンキーで入力したファクス番号またはアドレス帳に登録されている名称が記載されます。 















拡張宛先機能をミ舌用する 


. G 4 ユニッ トを装着しているとき 
回線の種類が 「 G 3」「 I - G 3」 のいずれかで記載されます。 

• 増設 G 3 ユニットを装着しているとき 

回線の種類が 「 G 3-1」「 G 3-2」「 G 3-3」「 G 3 (到」のいずれかで記載されます。 

• IP - ファクス宛先のとき 

「 IP - FAX 」 のあとに、入力した IP - ファクス宛先または本機のアドレス帳に登録されている 
名称が記載されます。 

F コード取り出し結果レポート 

F コード取り出しが終わったあとに印刷されます。 F コード取り出しの結果を確認できま 
す。 

このレポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチ03ビット 4) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してく 
ださい。 


1 

2 

3 


* 本* * F コード取り出し結果レポート （20 XX 年9月15日14時00分） * * * 


文書番号送信条件 


0 16 3 F コード取り出し 


相手先 


G 3( 空）： 1234 

SEP : X X X X 


結果 


OK I 

料金 


1) 青山支店 
2 ) AOYAMA OFFICE 


エラーの 内容 エラー 1) 通信中断 エラー2 ) 話し中 エラー 3) 応答なし エラー 4) 巧手先が ファクシミリ でない 

エラー 日） メール サイズ オーバー エラー 6 ) 相手機がI P ファクスに 巧応していません。 


4 

5 


1. 相手先 

テンキーで入力したファクス番号またはアドレス帳に登録されている名称が記載されます。 

. G 4 ユニッ トを装着しているとき 
回線の種類が 「 G 3」「 I - G 3」 のいずれかで記載されます。 

. 増設 G 3 ユニットを装着しているとき 

回線の種類が 「 G 3-1」「 G 3-2」「 G 3-3」「 G 3 性)」のいずれかで記載されます。 

• IP - ファクス宛先のとき 

「 IP - FAX 」 のあとに、入力した IP - ファクス宛先または本機のアドレス帳に登録されている 
名称が記載されます。 

2. 文書番号 

文書の管理番号です。 














3. いろいろな機能を利用して送信する 


3. 送信条件 

「 F コード取り出し」と記載されます。その下にユーザー名称が記載されます。 

4. 結果 

F コード取り出しの結果が記載されます。 

• 0 K 

全ページ正しく F コード取り出しできました。 


• エフ_ 


正しく F コード取り出しできませんでした。「エラー」のあとにエラーの内容、つまり F 
コード取り出しできなかった理由を示す番号が記載されます。自動リダイヤルの機能に 
よりダイヤルを繰り返したときは、ダイヤルごとの理由を順に記載します。 

エラー 1) 通信中断：ファクスの不具合や電話回線に雑音が入ったため、通信が途中で中 
断されました。 


エラー 2) 話し中：相手先が話し中でした。 

エラー 3) 応答なし：呼び出しましたが、相手先が電話にでませんでした。 

エラー 4) 相手先がファクシミリでない：相手先が電話にはでましたが、ファクシミリで 
はありませんでした。電話などが接続されている可能性があります。ダイヤルは2回で 
中止します。 


エラー 5) メールサイズオーバー：本機に設定されている上限のメールサイズを超えたた 
め、インターネットファクス送信が中断されました。 

エラー 6) 相手機が IP ファクスに対応していません。：相手先がアナ□グ回線と接続した 
ファクスや IP 電話などで、次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用した IP - ファクスに対応 
していませんでした。 


5. 料金 

I - G 3 を使用した送信の通信料金が記載されます。 

記載されるのは、 G 4 ユニットを装着しているときです。 

ただし、通信料金が64999円を超えると「******円」と記載されます。 

海外から受信したときは料金が計算されないことがあります。 

か甫足 ） 

• F コード取り出しの結果は「通信管理レポート」でも確認できます。 

サブアドレスを指定ずる 

に DN では J つの回線にファクスやデジタル電話など複数の端末を接続できます。これら 
の端末をそれぞれ識別するために付ける番号をサブアドレスといいます。 

相手先の端末にサブアドレスが割り付けられているときは、こちら側でサブアドレスを指 
定すると、1つの回線に接続されている複数の端末の中から特定の端末に送信できます。 

サブアドレスを使用できるのはに DN のときだけです。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 





拡張宛先機能をミ舌用する 


宛先をアドレス帳から選択するときは、アドレス帳で宛先ごとに登録されたサブアドレス 
が設定されます。 

ここでは、宛先を直接入力して指定するときに、手動でサブアドレスを設定する方法を説 
明します。 

1 iG 4、 または G 3 のに DN 回線を選択しまず。 

回線の選択方法は P .54 「回線を選択する」を参照してください。 

2. 相手先のフアクス番号をテンキーで入力しまず。 

3. [拡張宛先]を押しまず。 


\ ファクス インタ-ネット乃クスメール 

フブルター _ 

追加 

? 0312345678 [ 

登録香号 II 宛先編集 II 宛先履 nil 回線遷巧 II 拡張宛を II 卜づ II ホ-ズ 

常用 III あ II か II さ II た II な II は II ま II や 

1 € 

[00001]G3 
ホおす店 

[00002] G3 

横 ミ 兵事業所 

[00003] G3 
企画課 

[00004] G3 1 

□サンゼル 
スを局 1 

[000053 G3 
営業課 

[0001 

モ舅 

[00007] G3 
ミ留ま ショー 
ル ーム 

【 00008 】拉 

鹿巧島事業 
戸斤 

[00010] G3 
上ミ毎工場 

【 000 り】 G3 1 

香道オフィ 
ス 1 

【 000 じ 】* tt 

支局 クルー 
プ 

[000 
販 5 

1 送信結果表示 II 到!結果表を 1 送信者 


4. [サブアドレス/ UUI ] が選択されていることを確認しまず。 

5. [サブアドレス]を押しまず。 

も相手先のサブアドレスの番号をテンキーで入力し、 [0 K ] を押しまず。 

7. [0 K ] を押しまず。 

Q 補足 ） 

•入力できる最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

UUI を指定ずる 

UUI ( Use 卜 User Information ) はメールシステムのサービスコードを指定するときなどに使 
用します。 

UUI を使用できるのはに DN のときだけです。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

宛先をアドレス帳から選択するときは、アドレス帳で宛先ごとに登録された UUI が設定さ 
れます。 

ここでは、宛先を直接入力して指定するときに、手動で UUI を設定する方法を説明しま 
す。 




































3. いろいろな機能を利用して送信する 


1iG4、 または G3 のに DN 回線を選択しまず。 

回線の選択方法は P .54 「回線を選択する」を参照してくださし 

2. 相手先のファクス番号をテンキーで入力しまず。 

3. [拡張宛先]を押しまず。 


つ 7 クス \ イツタ-ネット乃クス\| ール\|つ 3 ルター\ 

追加 

? 0312345678 [ 

登録香号 II 宛先編集 II 宛先履 nil 回線遷巧 II 拡張宛を II 卜づ II ボづ 

常用 III あ II か II さ II た II な II は II ま II や 

ら 

【00001】 な 

ホおす店 

[00002] G 3 

横浜事業所 

[00003] G 3 
企画課 

[00004] G 3 1 

□サンゼル 
スミ局 1 

[000053 G 3 
営業課 

[0001 
千身 

[00007] G 3 
ミ揉事ショー 
ルーム 

【00008】 な 

鹿巧島事業 
巧 

[00010] G 3 
上ミ毎工場 

[0001 1] G 3 1 

香遺オフィ 

[0001 2] 

支局クルー 
プ 

[000 

m 

送信結果表示 ■ 彌裸表を ■ mmm 


4. [サブアドレス/ UUI] が選択されていることを確認しまず。 

5. [UUI] を押しまず。 

も UUI の番号をテンキーで入力し、 [0K] を押しまず。 

7. [0K] を押しまず。 

Q 補足 ） 


•入力できる最大お数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してくださし、。 


































オンフックダイヤル（オンフックを使用した送信) 


オンフックダイヤル（オンフックを使用した 
送信） 

八ンドセットまたは外付け電話機の受話器を置いたまま、発信音を聞きながらダイヤルし 
ます。相手先が電話のときは、つながったあと受話器を取ると、相手と会話できます。 

増設 G 3 回線、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー 
宛先への送信時は使用できません。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

2. [オンフック]を押しまず。 



受話器を上げたのと同じ状態になり、「ツー」という音が本体内部のスピーカーから 
聞こえ■ます。 

もう一度[オンフック]を押すと、受話器を置いたのと同じ状態になります。 

3. 相手先を指定しまず。 


夕書吾覆||| 


ファクスできます I 

ファクスを送信する場合は「ピー J といラ音を確 


i |[ r をを信ぉ認/印网1|| 

宛先検索 f フレビュー I 


つアクス ''パ 


屆 


き録香号 J |[^先履歴11回持楚が II 拡張 r が」 I 卜づ I [ボ-ス 


常用 I あ」 L か L さ L たな I は』ましゃ 


【00001】 G 3 
ホあす店 


[00002] G 3 
横;'兵事業所 


[00003] G 3 
企画課 


[00004] G 3 
□サンゼル 
スす局 


[00005] G 3 
営業課 


「【 00007】 [3 Iff DQDQfilr' 


指定したファクス番号がすぐにダイヤルされます。 

入力した番号を変更するときは、[オンフック]または[リセット]キーを押して、 
操作をやり直します。 

[音量]を押して音量調節画面を表示させ、[大きく]または[ルさく]を押してオン 
フック時の音量を調節できます。 



































































3. いろいろな機能を利用して送信する 


ん相手先とつながり「ピー J といラ音が聞こえたら[スタート]キーを押しま 
ず。 

[スタート]キーを押す前に相手の声が聞こえたときは、八ンドセットまたは外付け 
電話機の受話器を取ってファクスを送信することを伝え、受信操作をしてもらいま 
す。 


送信を途中で中止するときは、[ストップ]キーを押し、原稿を取り除きます。 

〇 補足 ） 

•アドレス帳から相手先を選択するときは、 P .65 「アドレス帳から選択する」を参照し 
てください。 

• に DN でオンフックダイヤルを使用するときは、サービス実施店に問い合わせてくだ 
さい。 

• バックアップ送信設定や宛先を繰り返し入力して誤送信を防止する機能を設定して 
いるとき、オンフックは使用できません。 





マニュアルダイヤル懷話器を使用した送信) 


マニュアルダイヤル（受話器を使用した送 
信） 

八ンドセットまたは外付け電話機の受話器を上げてダイヤルします。相手先が電話のと 
きは、そのまま電話として会話できます。 

この機能は、外付け電話または八ンドセットを装着しているときに使用できます。 

G4 回線、増設 G3 回線、 IP- ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先、 
フォルダー宛先への送信時は使用できません。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

2. 受話器を上げまず。 

「ツー」という音が受話器から聞こえます。 

3. 相手先を指定しまず。 


受話器使用中です 

ファクスを送信する場合は「ピー J といラ音を確認してスタート。 



指定したファクス番号がすぐにダイヤルされます。 

入力した番号を変更するときは、受話器を置いて、手順2から繰り返します。 

ん相手先とつながり「ピ ー J といラ音が聞こえたら、[スタート]キーを押しま 
ず。 

相手が電話にでたときは、ファクスを送信することを伝え、受信操作をしてもらいま 
す。 

5. 受話器を置きまず。 

送信を途中で中止するときは[ストップ]キーを押し、原稿を取り除きます。 

〇 補足 ） 

•アドレス帳から相手先を選択するときは、 P.65 「アドレス帳から選択する」を参照し 
てください。 

•主電源スイッチが 「On」 になっていても、[省エネ]キーのランプがゆっくり明るく 
なったり暗くなったりしているスリープモード時は、受話器を上げても本機は作動し 
ません。この状態から操作するときは、[省エネ]キーを押して、スリープモードを 
解除します。 




























3. いろいろな機能を利用して送信する 


SMTP サー パーを経由しないでインター 
ネ ッ トファクス/メ ールを送信ずる 

通常のメールは SMTP サーパーを経由して送信しますが、この機能を使用すると指定した 
宛先のメールアドレスのドメイン部分を SMTP サーバーと見なし、 SMTP サーバーを経由 
しないで送信します。サーバーに負担をかけずに送信できるので、サーバーからの転送に 
よる時間差を気にしないで送信できます。 

この機能を使用するには、相手先のファクスやパソコン、サーバーが次の条件を満たして 
いる必要があります。 

• インターネットファクスに対応している（インターネットファクス宛先のとき） 

•木 ールが受信できる環境にある（メール宛先のとき） 

. 本機と同じ LAN 環境内に設置されている 

• SMTP による受信に対応しており、かつ受信プロトコルが SMTP に設定されている 

SMTP サーバーを経由しないで送信ずるときの宛先の指定のしかた 

相手機のホスト名を指定する方法と、相手機の IP アドレスを指定する方法がありま 
す。 

DNS サーバーに相手先のホスト名が登録されているときは、ホスト名を指定できま 
す。登録されていないときは、 IP アドレスを指定します。 

IPv 6 ネットワーク経由で送るときは、ホスト名を指定してください。 IP アドレスは指 
定できません。 

• 相手機のホスト名を指定するとき 

メールアドレスの@が降を、「ホスト名」「.（ドット）」「ドメイン」の形式で指定 
します。 

xxxx @ 相手機のホスト名.ドメイン 

たとえば、相手機のメールアドレスが 「 abc @ defcompany . com 」 で、ホスト名が 
「 HOST 」 のときは次のように指定します。 

abc @ HOST . defcompany.com 
• 相手機の IP アドレスを指定するとき 
メ ールアドレスのドメイン部分を、相手機の IP アドレスに置き換えます。 

次の形式で指定します。 
xxxx @ [相手機の IP アドレス] 

たとえば、相手機のメールアドレスが 「 abc @ defcompany . com 」 で、 IP アドレス 
が 「192.168.1.10」のときは次のように指定します。 

abc @[192.168.1.10] 

宛先をアドレス帳から選択するときは、アドレス帳で宛先ごとに登録された SMTP サー 
バー経由の設定が適用されます。 



SMTP サーバーを経由しないでインターネットフアクス/メールを送信する 


ここでは、宛先を直接入力して指定するときに、手動で SMTP サーバー経由の設定を変更 
する方法を説明します。 

1. に MTP 選択]を押しまず。 




I ファクス\|インタ-ネット乃クス "メ: ール \| フ3ルター\ 

追加 

m 「 

To ： abc@[l の. 168.0 .10] [ 

登録き号 II 宛先編集 II 宛先履厲 J | s 们 P 選抵 I 

常用 III あ II か II さ II た II な II は II ま II や 


[00001] 

ホ坂す店 

撤兵事業所 

[00003] 

企画課 

【0000 り 1 

□ヴンゼル 
ス支局 1 

[00005] 

営業課 

[0001 
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[00007] 
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ルーム 
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戸斤 

[00010] 

上海工場 

[00011] 1 

香道オフィ 
ス 1 

[0001 2] «1 
ま局クルー 
プ 

[000 

m 

送信結果表示 ■ 着観果表示 ■ 


2. [経由しない]を押しまず。 

3. に K] を押しまず。 

Q 補足 ） 

•この機能を使用するときは、 [ SMTP サーバー]のポート番号が「25」に設定されて 
いる必要があります。 

• この機能を使用してインターネットファクスまたはメールを送信するときは、相手機 
で SMTP 認証機能が設定されていても無効になります。 

• この機能を使用して相手機からインターネットファクスまたはメールが送信された 
ときは、正常に受信できないときでもエラー通知メールは送信元に送信されません。 

• この機能を使用するときは、正常に送信できないときでもサーバーからのエラーメー 
ルは送信されません。 


































3. いろいろな機能を利用して送信する 


時刻を指定して送信ずる 

送信や F コード取り出しを行う時刻を指定すると、指定した時刻に自動的に送信や F コー 
ド取り出しを開始します。 


深夜などに割引料金で送信できるので、通信料金を節約できます。 

この機能を使用するときは、メモリー送信で送信します。直接送信はできません。 

〇 重要 ） 

• 主電源の切れた状態が1時間が上続くと、メモリーに蓄積されている文書はずべて消 
去されまず。消去された文書があると、再び主電源を入れたとき自動的に「電源断レ 
ポート J が印刷されます。このレポートで消去された文書の一覧を確認できます。『こ 
まったときには』「電源を切る/切れたとき J を参照してください。 


1. [拡張送信]を押しまず。 


的トフ アクス\[| メール \|フブルター 


砖先登録 I 
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塞信結果表を J 着信結果表示,送信まし船長送信 


2. [時刻指定送信]を押しまず。 

3|指定時刻をテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 

24時間制の4おで入力します。 

J おの数値を入力するときは、先頭に0を付けます。 

4. [0 K ] を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

• 指定できる時刻は、現在から23時間59分が内です。 

•表示された現在時刻が合っていないときは、[システム初期設定]の[時刻設定]で 
正しく調整してください。調整方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』「シ 
ステム初期設定」を参照してください。 

• 時刻指定送信を取り消すときは P .84 「原稿の読み取り後に送信を取り消す」を参照し 
てください。 





































受信確認を要求する 


受信確認を要求ずる 

送信したインターネットファクスまたはメールが正しく受信されたかどう力、、電子メール 
または通信管理レポートで確認できます。 

相手先がインターネットファクスまたはメールを受信すると受信確認応答メールを返信 
します。受信確認応答メールを受信すると、通信管理レポートの「結果」の欄に 「0 K 」 

が表示され、相手先がインターネットファクスまたはメールを受信したことを確認できま 
す。 


受信確認の機能は、インターネットファクスまたはメールの受信側が MDN (Message 
Disposition Notification ) をサポートしていないと使用できません。 

1. [拡張送信]を押しまず。 
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差信結果表を)着信結果表示 > 送信ま 1 臟送信 


2| [受信確認]を押して反転表示させまず。 

3. [0 K ] を押しまず。 

〇 補足 ） 

• 相手先でインターネットファクスまたはメールが正常に受信されなかったとき、「結 
果」 の 欄には 「エラー」 が表示されます。 

• 通信管理レポートに一度に記載できるのは最新の50通信分までです。最新の50通 
信が内に受信確認の 0 K メールが受信できないときは、通信管理レポートの結果欄に 
「0 K 」 と記載されないことがあります。 

•送信先がメーリングリストのときは、受信確認を 「 ON 」 に設定しないでください。 
送信先がメー リングリストだったときは、複数の宛先から受信確認応答^ールを受信 
してしまい、通信管理レポートの「結果」の欄が上書きされてしまいます。ただし、 
ひとつでも エラーが あるときは、「結果」の欄には 「エラー」 が表示され、そのあと 
に受信確認が 「0 K 」 のものを受信しても上書きされません。 

• 受信確認の結果が表示されるのは通信管理レポートだけです。ほかのファイルやリ 
スト、送信結果レポートなどの結果欄にはし」で表示されます。 

• 受信確認応答メールの受信そのものは、通信管理レポートには記載されません。 

• 受信確認を使用すると、インターネットファクスまたはメールの同報はできません。 
文書は指定した順に1宛先ずつ別の文書として送信されます。 




































3. いろいろな機能を利用して送信する 


インターネットフアクス宛先/メール宛先 
を BCC に設定ずる 

指定したすべてのインターネットフアクス宛先とメール宛先に、 BCC としてメールを送信 
します。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2 i [ Bcc 送信]を押して反転表示させまず。 
3. [0 K ] を押しまず。 

































送信結果をメールで確認する 


送信結果をメールで確認ずる 

通ち□先を指定し、送信結果をメールで通巧して確認します。 

あらかじめ、アドレス帳に通知先のメールアドレスを登録しておきます。登録方法は、 
『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを登録する」を参照してくださ 
し、。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2| [送信結果メール通知]を押しまず。 

3|送信結果メール通知の通知先を選択し、 [0 K ] を押しまず。 
4. [0 K ] を押しまず。 


































3. いろいろな機能を利用して送信する 


インターネツトフアクス/メ ールの件名を 
設定ずる 

1. [拡張送信]を押しまず。 
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塞信結果表を(着信結果表示 卜 送信ま I 磁長を信 1 


2. [件名]を押しまず。 

え件名を入力しまず。 

ん本機に登録されている文字列を入力ずるときは、[定型文字列]を押して、入 
力ずる文字列を選択しまず。 

5. [0 K ] を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

•定型文字列の登録方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設 
定」を参照してください。 

• インターネットファクスまたはメールを送信するとき、件名を指定しないで送信する 
と、自動的に件名が付けられます。件名の付けられ方については P .106 「自動で設定 
されるインターネットファクス/メールの件名」、 P .130 「パソコンでの^-ルの受信 
イメージ」を参照してください。 

•送信文書のない、件名だけの送信はできません。 

•文字の入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

•件名として入力できる最大文き数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照し 
てください。 


自動で設定されるインターネットファクス/メールの件名 

件名を指定しないでインターネットファクスまたはメールを送信すると、件名が自動的に 
設定されます。そのときの件名の付けられかたについて説明します。 
































インターネットフアクス/メールの件名を設定する 


[送信者名巧き]の設定によって件名の内容が異なります。[送信者名印字]の設定方法は 
P .81 「送信者を設定する」を参照してください。 

[送信者名印字]が有効に設定されているとき 

From 送1吕者名 (Fax Message NO . xxxx ) 

[送信者名印字]が無効に設定されているとき 

•発信元ファクス番号と発信元名称（表示用）が両方登録されているとき 
From " 発信元ファクス番号''（' I 発信元名称（表示用 ） ")(Fax Message NO . xxxx ) 

• 発信元ファクス番号だけが登録されているとき 
From "発信元ファクス番号 '' (Fax Message NO . xxxx ) 

•発信元名称（表示用）だけが登録されているとき 
From "発信元名称（表示用 ）'' (Fax Message NO . xxxx ) 

•発信元ファクス番号と発信元名称（表示用）が両方未登録のとき 
Fax Message NO.xxxx 
か甫足 ） 

•「 xxxx 」 は通信管理レポートに記載される文書番号です。 





3. いろいろな機能を利用して送信する 


インターネットフアクス/メ ールの本文を 
設定ずる 

あらかじめ[システム初期設定]の[送信メール本文登録/変更/消去]で本文を登録し 
ておく必要があります。登録方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』「メール本 
文を登録する」を参照してください。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [本文]を押しまず。 

3|本文を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4. [0 K ] を押しまず。 

Q 補足 ） 

•送信文書のない、本文だけの送信はできません。 






































相手先の受信紙に定型文を巧字する 


相手先の受信紙に定型文を印字ずる 

送信した相手先の原稿の1ページ目の先端に、定型文を印きします。 

工場出荷時は「マル秘」「至急」「電話ください」「関係区に配布してください」の4種類 
が登録されています。ほかの定型文を使用するときは、あらかじめ[ファクス初期設定] 
の[定型文登録/変更/消去]で登録しておきます。登録方法は P .244 「送信設定」を参 
照してください。 

この機能を「宛名差し込み」機能と併用するときは、宛名差し込みの3行目の文字列は印 
宇されません。3行目には[定型文印字]で設定した文宇列が印字されます。 

また、定型文を印きする範囲に画像があると、その範囲の画像は消去されます。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [オプション設定]を押しまず。 

3. [定型文印字]を押しまず。 

ん印字ずる定型文を選択し、 [0 K ] を押しまず。 
5. [0 K ] を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

• 複数の定型文の印字はできません。 








































3. いろいろな機能を利用して送信する 


送信文書を相手先の用紙に合わせて縮小ず 
る 

送信側の原稿の縦の長さより受信側の用紙の縦の長さがルさいとき、受信側の用紙に合わ 
せて縮ルして送信します。 



本機 


| ab |— 


相手先 

f 1 


♦1 

斗 


縮小 


G 重要 ) 

• 自動縮ルしないと、常に等倍で送信ずるので、送信側の原稿の縦の長さより受信側の 
用紙の縦の長さがルさいと、画像が欠けることがありまず。 



1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [オプション設定]を押しまず。 

3. [自動縮ル]が反転表示していることを確認しまず。 

4. [0 K ] を2回押しまず。 

























































相手先の受信紙に宛名を巧字する 


相手先の受信紙に宛名を印字ずる 

相手先の受信紙に、宛先の名前と2行の定型文を印字します。 

この機能は、アドレス帳から選択した相手先へ送信するときに使用できます。 

宛名の印字イメージ 

宛先の名前は、後ろに「様」を付けて、先頭の行に印字されます。 

定型文は、宛先の名前の次の行から2行にわたって印字されます。 


20 XX 年8ち20日14時00分 青山事業所 10.0269 P . 1 

宛先：高橋様 


控急】 
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宛名差し込みを利用するには、あらかじめアドレス帳で設定が必要です。アドレス帳に 
ファクス宛先を登録するときに、[宛名差し込み]を 「 ON 」 に設定し、必要に応じて定型 
文を登録します。設定方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先•ユーザー 
を登録する」を参照してください。 

この機能を「定型文印き」機能と併用するときは、宛名差し込みの3行目の文字列は印き 
されません。3行目には[定型文印字]で設定した文字列が印字されます。 

また、宛名を印きする範囲に画像があると、その範囲の画像は消去されます。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [オプション設定]を押しまず。 

え[宛名差し込み]を押して反転表示させまず。 
4. [ OK ] を2回押しまず。 








































3. いろいろな機能を利用して送信する 


ID 送信をずる 

本機に登録されているの送受信用のと同じ ID が登録されている、当社のファクスだけに 
送信します。 

この機能を使用して、送信する相手先を限定できます。 

あらかじめ、[ファクス初期設定]の[の送受信用 ID 登録]での送受信用 ID を登録して 
おく必要があります。登録方法は P .254 「導入設定」を参照してください。 

この機能は、インターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー宛先の送信時は使用 
できません。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [オプション設定]を押しまず。 

3. [ ID 送信]を押して反転表示させまず。 

4. [0 K ] を2回押しまず。 




































相手先の受信紙に発信元名称を巧字する 


相手先の受信紙に発信元名称を印字ずる 

本機に登録した名称を相手先の用紙に印字します。 

発信元名称の登録 

あらかじめ、発信元名称（印字用）を[ファクス初期設定]の[発信元情報登録]で 
登録しておきます。 

発信元名称（印字用）は10種類登録でき、それぞれの発信元名称（印字用）につい 
て、国内向け巧きフォーマットを使用するか、国外向け印字フォーマットを使用する 
か選択できます。 

発信元名称の登録方法やフォーマットについては、 P .282 「発信元情報を登録する」 

を参照してください。 

発信元名称の印字位置 

発信元名称 （ EP き用）は、原稿を原稿ガラスまたは自動原稿送り装置 ( ADF ) にセッ 
卜したときに、左側に来る辺に印きされます。ただし、 A 4 サイズの原稿を縦向き（口） 
にセットして回転送信するときは、発信元名称も回転して印きされます。 

相手先をアドレス帳から選択するときは、あらかじめアドレス帳で相手先ごとに登録され 
た発信元名称 （ EP 字用）が選択されます。 

アドレス帳から[発信元名称選択]を[送信時のオプション設定]に設定した相手先を指 
定するときや、相手先を直接入力して指定するときは、次の手順で手動で発信元名称 （EP 
宇用）を選択します。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [オプション設定]を押しまず。 

え「発信元名称印字 J が「設定ずる J になっていることを確認しまず。 

ん[発信元名称印字]を押しまず。 

5. [印字用名称]を押し、使用ずる発信元名称（印字用）を選択しまず。 

6. [ OK ] を押しまず。 

7. [設定]を押しまず。 


































3. いろいろな機能を利用して送信する 


8. [0 K ] を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

•印字される内容（日付、発信元名称、文書番号、ページ番号）ごとに、印字するかし 
ないかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ J 8 ビット3、2、 

1 s 0) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

•クイックメモリー送信で送るときは、「ページ番号」の総ページ数は巧きされません。 





メールにセキュリティーの設定をする 


メールにセキュリティーの設定をずる 

セキュリティー（暗号化•署名）を設定してメールを送信することで、なりすましや情報 
漏洩を防止できます。 

〇 補足 ） 

•セキュリティーの設定について詳しくは、 P .26 「インターネットファクス/メールの 
暗号化•署名」を参照してください。 

• セキュリティーを設定してメールを送信すると、処理速度が遅くなることがありま 
す。 


メールを暗号化して送信ずる 

暗号化するかしないかを1回の送信ごとに個別に指定できる宛先へ、メールを暗号化して 
送信する方法を説明します。 

この機能を使用するときは、宛先をアドレス帳から選択します。 

個別に暗号化の設定が可能な宛先の宛先キーには、が表示されます。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



[セキュリティー]を押しまず。 

3. [暗号化]を選択しまず。 

4. [設定]を押しまず。 

5. [0 K ] を押しまず。 

〇 補足 ） 

• 暗号化の設定をすると、メールサイズが通常よりも大きくなります。 








































3. いろいろな機能を利用して送信する 


メールに署名して送信ずる 

この機能を使うときは、宛先はアドレス帳から選択します。 

1. [拡張送信]を押しまず。 



2. [セキュリティー]を押しまず。 

3. [署名]を選択しまず。 

4. [設定]を押しまず。 

5. [0 K ] を押しまず。 




































4 . 受信ずる 

受信方法や、受信した文書を本機で出力したりほかのファクスへ配信したりする機能につ 
いて説明します。 


受信の種類 

ファクスを受信するときの、受信方法の種類について説明します。 

〇 補足 ） 

.本機が受信できる解像度は「ふつうき」「ルさなき」「細かいき」「微細き」です。「細 
かいき」、「微細き」での通信に必要なオプションについては、『本機のご利用にあたっ 
て』「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

.本機のオプション構成によって、送信側が解像度を「細かい字」または「微細き」に 
設定して送信してきても、本機は「ルさな字」で受信します。このため送信側の思い 
どおりに受信されないことがあります。また、送信側が「細かい字」に設定して送信 
してきたときは「微細字」で受信しないで「細かい字」で受信します。 


直接受信 

受信した文書をメモリーに蓄積しないで、1ページ受信するたびに印刷します。 



G 重要 ) 

• 大切な原稿を受信したときは、相手先に連絡して内容を確認することをお勧めしま 
す。 

通常、本機は直接受信しますが、「集約印刷」をする、「両面印刷」をする、または[受信 
文書印刷部数]を2部が上に設定しているときは、メモリー受信します。 

代行受信する条件が発生しているときは、 EP 刷しないでメモリーに蓄積します。 

〇 補足 ） 


• ファクスのメモリー残量が少ないときは受信できないことがあります。 


























4. 受信する 


•直接受信中にメモリー残量が0%になると、それが上は受信できず、その時点で通信 
が終了します。 

メモリー受信 

受信した文書を一度メモリーに蓄積し、全ページを受信したあとで印刷します。 
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0 重要 ) 

• 主電源の切れた状態が1時間が上続くと、メモリーに蓄積されている文書はずべて消 
去されまず。消去された文書があると、再び主電源を入れたとき自動的に「電源断レ 
ポート J が印刷されます。このレポートで消去された文書の一覧を確認できます。『こ 
まったときには』「電源を切る/切れたとき J を参照してください。 

〇 補足 ） 

•メモリー受信する設定にしていると、大量の文書や、細かい内容の文書を受信できな 
いことがあります。そのときは、[受信文書印刷部数]を1部に設定する、または「集 
約印刷」、「両面印刷」の設定を解除するか、メモリーを増設することをお勧めしま 
す。 


• ^モリー残量が少ないときは受信できないことがあります。 

•メモリー受信中にメモリー残量が0%になると、それが上は受信できず、その時点で 
通信が終了します。 

• [ファクス初期設定]の[受信文書設定]にある[蓄積]を[する]に設定している 
ときは、通常のメモリー受信とは異なり、受信してもすぐに印刷せず、必要に応じて 
パソコンや本体から EP 刷、消去します。 


代行受信 

本機が印刷できない状態のときに着信があると、本機は代行受信します。 

代行受信すると、文書はメモリー受信されたまま、印刷されずに待機状態となります。代 
行受信した文書は、代行受信の原因が取り除かれると自動的に印刷されます。 

代行受信すると、代行受信ランプが点灯します。 
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受信の種類 



代行受信になる原因によって、受信のしかたが異なります。すべての文書を無条件で代行 
受信するときと、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定]で設定した条件に合う文 
書だけを代行受信するときの2種類があります。 

ずべての文書を代行受信ずるとき 

本機が次のような状態のときは、すべての文書を代行受信します。 


代行受信の原因 

状態 

対処方法 

ほかの機能を使用している。 

コピーなどほかの機能の印刷 
が行われている。 

現在行われている印刷が終了 
したあと、自動的に印刷され 
ます。急いでいるときは現在 
行われている印刷を中止して 
ください。 

排紙先のトレイに用紙が一杯 
になっている。 

「排紙先が満杯です。用紙を 
取り除いてください。」と表示 
されている。 

トレイから用紙を取り除いて 
ください。 

カバーが開いている。 

状態確認ランプが点灯。 

画面で指示されたカバーを閑 
めてください。 


パラメーター設定にしたがって代行受信ずるとき 

本機が次のような状態のときは、[パラメーター設定]で設定した条件に合う文書だ 
けを代行受信します。 


代行受信の原因 

状態 

対処方法 

用紙がつまっている。 

状態確認ランプが点灯。 

用紙を取り除いてください。 
用紙の除去方法は『こまった 
ときには』「用紙や原稿などが 
つまったとき」を参照してく 
ださい。 



























4. 受信する 


代行受信の原因 

状態 

対処方法 

すべての給紙トレイに用紙が 
ない。 

状態確認ランプが点灯。 

用紙を補給してください。 
用紙の補給方法は 
『用紙の仕様とセット方法』 
「用紙をセットする」を参照し 
てください。 

トナーがない。 

状態確認ランプが点灯。 

トナーカートリッジを交換し 
てください。 

トナーカートリッジの交換方 
法は『保守/仕様』「トナーを 
補給する」を参照してくださ 
い。 

すべての給紙トレイが故障し 
ている。 

「このトレイは故障していま 
す。」と画面に表示されてい 

サービス実施店に連絡してく 
ださい。 



代行受信の条件は、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ05ビッ 
卜2、 1) で設定します。設定できる条件はが下のとおりです。 

•発信元名称（表示用）または発信元ファクス番号を受けたときに代行受信する 

相手先に発信元名称（表示用）または発信元ファクス番号が登録されているとき 
は、代行受信します。受信した文書をメモリーに蓄積したまま電源が切れ、その 
まま1時間が上経過すると、受信した文書が消えてしまいますが、このようなと 
きでも、通信管理レポートを使用して、消えてしまった文書の相手先を確認でき 
るので、送信し直してもらうことができます。また、相手先に発信元名称（表示 
用）または発信元ファクス番号が登録されていないと、大切な原稿を受信できな 
いことがあります。できるだけ相手先に発信元名称（表示用）または発信元ファ 
クス番号を登録してもらうことをお勧めします。 

-無条件に代行受信する 

相手先の発信元名称（表示用）または発信元ファクス番号の登録にかかわらず代 
行受信します。 

• の送受信用 ID が一致したときに代行受信する 

相手先のファクスに登録されている ID 送受信用 ID と、本機に登録されている ID 
送受信用 ID が一致したときだけ受信します。 

• 着信しない 

すべての受信を受けつけません。 

[パラメーター設定]については P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 
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•メモリー残量が少ないときは受信できないことがあります。 

•代行受信中にメモリー残量が0%になると、それが上は受信できず、その時点で通信 
が終了します。 











受信の種類 


• [ファクス初期設定]の[受信文書設定]にある[蓄積]力《[する]に設定されてい 
るときは、受信すると代行受信ランプが点灯します。[受信文書設定]について詳し 
くは、 P .265 「受信文書設定」を参照してください。 

• ファクスを直接受信したときに、代行受信ランプが点灯することがあります。 



4. 受信する 


受信モード 

受信モードには「自動切り替え」、「手動受信」、および「自動受信」の3つがあります。 

標準の G 3 回線を使用しているときだけ、受信モードを変更できます。標準の G 3 が外の 
回線 （ G 3-2、 G 3-3、 I - G 3、 G 4) では受信モードを変更できません。常に自動受信になり 
ます。 


自動切り替え 

電話がかかってくる相手先に合わせて自動的に電話とファクスを切り替えます。自 
動切り替えには「電話優先」モードと「ファクス優先」モードがあります。 

B 

八ンドセットまたは外付け電話機が付いているときに使用できます。 

自動受信 

電話がかかってくるとファクスとして自動的に受信します。相手が電話のときは手 
動で電話に切り替えます。 

受信モードは次の表を参考に設定してください。 


八ンドセットまたは外付け電話機が付いているときに使用できます。 

手動受信 

電話がかかってくるとベルを鳴らします。相手がファクスのときは手動でファクス 
に切り替えます。 


使用状況 

受信モード 

電話がかかってくることが多い 

手動受信 

自動切り替え（電話優先モード） 

電話もファクスも同じくらい 

自動切り替え（電話優先モード） 

自動切り替え（ファクス優先モード） 

ファクスを受信することが多い 

自動切り替え（ファクス優先モード） 

自動受信 

留守番電話機を接続する 

自動切り替え（電話優先モード） 


受信モードは[ファクス初期設定]の[受信モード切り替え]で切り替えます。設定方法 
は、 P .247 「受信設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 本機を電話として使用するには、八ンドセットまたは外付け電話機が必要です。 

. 本機では、ダイヤルイン機能を使用した自動切り替えもできます。 

•受信モードが「自動切り替え（電話優先モード）」、「手動受信」、または「自動受信」 
のときはべルを鳴らします。 

• 「自動切り替え（ファクス優先モード）」や「自動受信」でべルを鳴らさないように設 
定しているときでも、本機が着信できない状態のときはベルが鳴ります。 
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受信モード 


自動切り替え 


電話がかかってくると、相手が電話なのかファクスなのかを判断し、自動的に電話とファ 
クスを切り替えます。 

自動切り替えには「電話優先」モードと「ファクス優先」モードがあります。 

比較的ファクスとして使用することが多いときは「ファクス優先」モードに設定します。 
電話として使用することが多いとき、または外付け電話機として留守番電話機を接続する 
ときは「電話優先」モードに設定します。 

優先モードを電話優先モードにするかファクス優先モードにするかを[ファクス初期設 
定]の[受信モード自動切り替え時設定]で選択できます。[受信モード自動切り替え時 
設定]については、 P .247 「受信設定」を参照してください。 

電話優先 モード 

相手先から電話がかかってくると呼び出しベルを8回鳴らします。呼び出し中に八 
ンドセツトまたは外付け電話機の受話器を取ると会話できます。 

呼び出しベルが鳴っていても受話器を取らないでそのままにしておくと、自動的に 
ファクスに切り替わります。 

「電話優先」モードに設定すると、相手先の状態（自動送信、手動送信、電話）にか 
かわらず、こちら側の八ンドセットまたは外付け電話機のベルを一定の回数嗚らしま 
す。 


ベルの回数（リン睾ング回数）は、 J 回〜29回の範囲で設定できます。 

ファクス優先モード 

八ンドセットまたは外付け電話機のベルを鳴らさずに受信します（無鳴動着信)。夜 
間など静かに受信するときにこのモードにしておくと便利です。 

相手先がファクスのときは自動的に受信します。 

相手先が電話のときはベルを6回鳴らします。八ンドセットまたは外付け電話機の 
受話器を取って会話をしてください。呼び出しベルが鳴っていても受話器を取らな 
いでそのままにしておくと、自動的にファクスに切り替わります。 

「ファクス優先」モードに設定すると、相手先が手動送信や電話のときはこちらの電 
話機のベルを鳴らします。 

ベルの回数（呼び出し回数）は J 回〜29回の範囲で設定できます。 

〇 補足 ） 

• ダイヤルイン機能を使用して自動切り替えすると、早く正確に切り替えることができ 
ます。 


• ファクス優先モードにすると、相手から電話があると呼び出し中でも電話料金がかか 
ります。あらかじめ相手先に伝えてください。 


— 
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4 . 受信する 


留守番電話機を接続ずる 

外付け電話機として留守番電話機を接続できます。このとき受信モードは自動切り替え 
(電話優先モード）に設定してください。 

電話がかかってくると留守番電話機が応答します。 

• 相手先が自動送信ファクスのときは、応答メッセージの最中か応答メッセージのあと 
に「ポー」というファクス信号音を検出すると、自動的にファクスに切り替わりま 
す。 



留守番電話機に音のない空白が録音され、録音件数に加算されることがあります。 

•相手先が電話のときは、相手からのメッセージを留守番電話機に録音します（通常の 
留守番電話機と同じです)。 

• 留守番電話機を使用していて自動切り替え機能がうまくはたらかないときは、留守番 
電話機の応答メッセージのはじめの4秒間を無音状態にしてください。 

• 留守番電話機によってはうまく動作しないことがあります。 

• 留守番電話機を留守録セットしたときは、留守番電話機側で設定した回数だけべルが 
鳴ったあと、相手先とつながります。留守番電話機のベルを鳴らす回数はリン睾ング 
回数の設定より少なくしてください。 


ダイヤルイン機能を利用ずる 

ダイヤルイン機能を利用して、本機で複数の番号を使い分けることができます。 

本機では2つの番号を利用でき、この2つの番号をそれぞれ電話用、ファクス用として、 
あらかじめ相手に知らせておきます。 

相手が電話をするときは電話用の番号に、ファクスを送るときはファクス用の番号にダイ 
ヤルしてもらうと、自動的に電話とファクスを切り替えて応答します。 



電話用の番号にかかってくるとベルを鳴らします。ファクス用の番号にかかってくると 
ファクスとして自動的に受信します。 

電話用の番号にファクスが送信されると、八ンドセットまたは外付け電話機の受話器を上 
げたときに「ポーッ、ポーッ」という音が聞こえます。このときは手動受信の操作をして 
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受信モード 


ファクスに切り替えてください。手動受信の操作については P .126 「手動受信」を参照し 
てくださし、。 

本機のダイヤルイン機能に対応している電話会社のダイヤルインサービスについては、 
サービス実施店にお問い合わせください。 

この機能を使用するときは、次の準備が必要です。 

• [ファクス初期設定]の[ダイヤルイン設定]で電話用のダイヤルイン番号を登録す 
る 

P .254 「導入設定」を参照してください。 

必ず電話用の番号を登録してください。 

• [ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ25ビット 3) で 「ON (使う）」 
を選択する 

P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 増設 G 3 または G 4 に接続している回線でダイヤルイン契約を結ぶことはできます 
力 《 、自動的に電話とファクスを切り替えての応答はできません。受信文書の配信はで 
きます。 


•先にダイヤルイン機能を 「 ON 」 に設定すると、それが前に設定していた受信モード 
は無視されて自動切り替え（ファクス優先モード）で受信します。 

• 電話とファクスは同時に使用できません。 

• 受信モードタイマー切り替えとは併用できません。 

•ダイヤルイン機能を使用しているときは、[省エネ]キーを押したあともランプは点 
灯状態のままで、ランプがゆっくり明るくなったり暗くなったりするスリープモード 
には移行しません。 

ダイヤルイン機能利用時の停電のときの電話の受けかた 

ダイヤルイン機能を使用しているときに停電すると、ファクスの受信はできなくなります 
が、電話を受けることはできます。 

電話を受けるときは次のとおり操作してください。 

1|ベルが1、2回だけ鳴りまず。鳴り終わる前に八ンドセツトまたは外付け電話 
機の受話器を上げまず。 

2|「ピポパポ J といラ信号音が聞こえまず。信号音が聞こえなくなったら受話器 
を置きまず。 

3.1. 2秒後に受話器を上げまず。相手と会話できまず。 


— 
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4 . 受信する 


m 


手動受信 

電話がかかってくるとベルが鳴るので、八ンドセットまたは外付け電話機で応答します。 
相手が会話しようとしているときは、そのまま会話します。 

ファクスへ切り替える 

相手がファクスを送信するといってきたときや、「ポーッ、ポーッ」という音が聞こ 
えるときは、次の手順でファクスに切り替えます。 

•八ンドセットで応答したとき（手動受信） 

原稿がセットされていないことを確認して、[スタート]キーを押します。八ン 
ドセットを置きます。 

八ンドセットのに]を押して切り替えることもできます。使用している回線が 
ダイヤル回線のときは1回、プッシュ回線のときは2回押します。 

•外付け電話機で応答したとき（リモート切替） 

外付け電話機のに]を押して受話器を置きます。使用している回線がダイヤル 
回線のときは J 回、プッシュ回線のときは2回押してください。 

[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ17ビット 7) で「受信する」に 
設定すると、[スタート]キーを押して受信できます。 

ファクスと電話の切り替えを八ンドセットまたは外付け電話機からできるようにするか 
どうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ07ビット 5) で設定で 
きます。 


[パラメーター設定]については、 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 
か甫足 ） 

•リモート切替は電話機によっては使用できないことがあります。 

• 増設 G 3 回線のときは、八ンドセットでの切り替えやリモート切替はできません。 

•主電源スイッチが 「 On 」 になっていても、[省エネ]キーのランプがゆっくり明るく 
なったり暗くなったりしているスリープモード時は、受話器を上げても本機でのキー 
の操作はできません。この状態から操作するときは、[省エネ]キーを押して、スリー 
プモードを解除します。 

•[スタート]キーを押して手動受信するときは、ファクス機能が選択されていて、さ 
らに原稿がセツトされていないことを確認してください。 

自動受信 

電話がかかってくるとファクスとして自動的に受信します。 
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受信モード 


電話へ切り替える 

本体内部のスピーカーから人の声が聞こえるときは、相手が会話をしようとしていま 
す。そのときは次の手順で電話に切り替え、相手と会話します。 

• 八ンドセットで応答したとき 

八ンドセットのに]を、使用している回線がダイヤル回線のときは J 回、プッ 
シュ回線のときは2回押してください。 

•外付け電話機で応答したとき（リモート切替） 

外付け電話機のに]を、使用している回線がダイヤル回線のときは1回、プッ 
シュ回線のときは2回押してください。 

ファクスと電話の切り替えを八ンドセットまたは外付け電話機からできるようにするか 
どうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ07ビット 5) で設定で 
きます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• リモート切替は、電話機によっては使用できないことがあります。 

• 増設 G 3 回線のときは、八ンドセットでの切り替えやリモート切替はできません。 





4 . 受信する 


インターネットフアクス/ Mail to Print で 
メールを受信ずる 

TIFF - F 形式のファイルがメールに添付されたときは、インターネットファクスで受信しま 
す。 JPEG 形式、 PDF 形式のファイルがメールに添付されたときは 、 Mail to Print で受信し 
ます。 

インターネットファクスと Mail to Print のどちらの方法で受信するときでも、操作手順は 
同じです。受信の操作については、 P .129 「メールを自動で受信する」、 P .130 「メールを 
手動で受信する」を参照してください。 

1通の受信メールにつき印刷できる添付ファイルはひとつです。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

複数のファイルを受信ずるとき 

複数のファイルが添付されているときは、ファイルの形式や添付されている順番によ 
り、受信方法と EP 刷されるファイルが異なります。詳しくは下記の表を参照してくだ 
さし、。 


添付ファイル形式 

印刷されるファイル 

受信方法 

テキスト 

テキスト 

インターネットフアクス 

テキスト+ TIFF 

テキスト+ TIFF 

インターネットフアクス 

テキスト+ JPEG 

JPEG 

Mail to Print 

テキスト+ TIFF + JPEG 

JPEG 

Mail to Print 

テキスト+ JPEG + TIFF 

JPEG 

Mail to Print 

TIFF + TIFF + • • • • 

TIFF + TIFF + • • • • 

インターネットフアクス 

JPEG (1) + JPEG (2) 

JPEG (1) 

Mail to Print 

TIFF + JPEG 

JPEG 

Mail to Print 

JPEG + TIFF 

JPEG 

Mail to Print 

テキスト + PDF 

PDF 

Mail to Print 

TIFF + PDF 

PDF 

Mail to Print 

JPEG + PDF 

JPEG 

Mail to Print 

PDF + JPEG 

PDF 

Mail to Print 

PDF (1) + PDF (2) 

PDF (1) 

Mail to Print 
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JPEG 形式または PDF 形式のファイルが、そのほかの形式のファイルと一緒に添付さ 
れているときは Mail to Print で受信します。先頭の JPEG 形式または PDF 形式の 
ファイルだけ印刷され、残りのファイルは削除されます。 

受信した JPEG ファイル、 PDF ファイルを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設 
定]の[パラメーター設定](スイッチリビット 2) で設定できます。 P .285 「パラ^- 
夕一設定」 を参照してください。 「 OFF 师刷しない）」に設定しているときでも、テキス 
トファイルおよび TIFF ファイルは印刷されます。 

〇 補足 ） 

•印刷できる PDF ファイルのパ'-ジョンは1.3、1.4、1.5、1.6、 J .7 です。送信元の機 
種やファイル生成の環境によっては印刷できないことがあります。 

•デジタルカメラで撮影した JPEG ファイル （ Exif フォーマット）は巧刷できません。 
印刷できる JPEG ファイルは複合機などで生成した JPEG ファイル （ JFIF フォーマッ 
卜）だけです。ただし、送信元の機種やファイル生成の環境によっては印刷できない 
ことがあります。 

• 受信した JPEG ファイル、 PDF ファイルを自動的に印刷しないように設定していると 
き、 JPEG ファイル、 PDF ファイルを受信するとエラーとして認識され送信元にエラー 
通知メールが返送されます。 

• 複数のファイルが添付されているとき、または非対応の形式のファイルが添付されて 
いるときは、通信履歴がエラーとなりますが、エラー通知メールは送信元へ返送され 
ません。 


• Mail to Print でカラー画像を受信したときは、カラーで印刷します。 

• JPEG ファイル、 PDF ファイルの巧刷は、プリンターのジョブとしてカウントされま 
す。 


• 暗号化された PDF を受信したときは、 PDF に設定されたパスワードが本機で設定さ 
れているパスワードと一致すると印刷されます。 


• Mail to Print で受信したときは、受信確認要求には応答しません。 

• パソコンから送信されたメールの TIFF - F 形式の添付ファイルも受信できます。 

メールを 自動で受信ずる 

メールサーパ'-へ自動的にアクセスしてメールを受信します。 

自動でメールを受信するかどうか、何分ごとに受信するかを、[システム初期設定]の 
[メール受信間隔時間設定]で設定できます。『ネットワークの接続/システム初期設定』「シ 
ステム初期設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• メモリーの残量が少、なくなっているときは、メール受信時間になっても受信しませ 
ん。メモリー残量が多くなってから受信します。 
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メールを手動で受信ずる 

手動でメールサーパ'-へアクセスしてメールを受信します。 

あらかじめ[手動メール受信]の操作をクイック操作キーに登録しておきます。[クイッ 
ク操作キ ー] については P .239 「基本設定」を参照してください。 

1. [手動メール受信]を押しまず。 



サーバーにアクセスしてメールが届いているかどうか確認し、メールがあれば受信し 
ます。 

2. [確認]を押しまず。 

パソコンでの メールの 受信イメ ージ 

本機からパソコンのメールアドレスをメール宛先（またはインターネットフアクス宛先） 
として指定して^ールを送信したとき、パソコンで受信するメールの件名や本文は次のよ 
うに表示されます。 

受信イメージはメールソフトにより異なります。 

Qmm ) 

•パソコンでメールを受信するとき 、 Windows Server 2003/2003 R 2/2008/2008 R 2 で[ず 
ベてのクライアント接続にセキュリティーで保護されたパスワード認証を要求]に 
チェックを入れている場合は受信できません。 
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1. [拡張送信]で、件名および重要度を指定しないで送信されたメール 

2 . [拡張送信]で、件名および重要度を指定して送信されたメール 

3 . 送信者 

送信元の名前（メールアドレス）が表示されます。 

4 . 日時 

メールが送信された日時が表示されます。 

5 . 宛先 

受信元のメールアドレスが表示されます。 

6. 件名 

送信時に[拡張送信]で指定した件名が表示されます。 

件名を指定しないで送信したときは、1のように自動的に件名が付けられます。 

7 . 添付 

送信元が作成したメッセージが添付書類として表示されます。 

8. メール 本文 

すべてのメールに次のメッセージが挿入されます。 

「このメールは「ホスト名」（"機種名"）から送信されたものです。問い合わせ先："管理者メー 
ルアドレス"」 
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ホスト名と管理者メールアドレスは[システム初期設定]の[管理者メールアドレス]および 
[ホスト名]で確認できます。[管理者メールアドレス]、[ホスト名]について詳しくは、『ネッ 
トワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 送信者名印字などの設定によって、送信者の表示方法は異なります。 

•送信者名印字などの設定によって、件名の書式が異なります。件名の付けられ方につ 
いては、 P.106 「自動で設定されるインターネットファクス/メールの件名」を参照 
してください。 

インターネットファクス / Mail to Print 受信時に利用できない機能 

ファクスや IP - ファクスを受信するときに利用できる付加機能のなかには、インターネッ 
トファクスや Mail to Print では使用できないものがあります。 

次の表を参照してください。 

〇は、機能を使用できることを表します。 

Xは、機能を使用できないことを表します。 


機能 

インターネットフアクス 

Mail to Print 

直接受信 

X 

X 

料金管理 

X 

X 

F コード取り出し 

X 

X 

ID 受信 

X 

X 

受信側縮ル 

〇 

X 

しおり印字機能 

〇 

X 

送信側情報印字 

〇 

X 

受信側-送信側情報印字 

X 

X 

送信側情報印き （G4 用） 

X 

X 

受信時刻印字 

〇 

X 

自動電源受信機能 

〇 

X 

封筒受信 

X 

X 

受信文書印刷部数設定 

X 

X 

特定相手先設定 

• 相手先別迷惑ファクス防止設定 
• 相手先別受信文書印刷部数 
-相手先別封筒受信 

X 

X 
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機能 

インターネツトフアクス 

Mail to Print 

特定相手先設定 

• 相手先別メモリー転送設定 
• 相手先別両面印刷 
• 相手先別給紙トレイ選択 

〇 

X 

解像度の設定 

X 

X 

記録分割-縮小 

〇 

X 

センターマーク印字 

〇 

X 

回転レシーブ 

〇 

X 

両面印刷 

〇 

X 

回線別排紙先設定 

〇 

X 

排紙位置シフト機能 

〇 

X 

給紙トレイ選択 

〇 

X 

通信枚数カウンター 

〇 

X 

メモリー転送 

〇 

X 

自動用紙選択 

〇 

X 

手差しトレイ用紙印刷 

〇 

X 

最適なサイズの用紙に印刷する機能 

〇 

X 
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受信ずるときの機能 

ファクスを受信するときに使用すると便利な機能について説明します。 

受信文書の配信 

F コード （ SUB )、 ダイヤルイン番号、または増設 G 3 回線および G 4 回線を利用して、受 
信した文書を配信する方法を説明します。 

F コードを利用した配信 

F コード （ SUB ) を利用して、受信したファクス文書を配信します。 

受信文書の F コード （ SUB ) を本機に登録されている親展ボックスの F コード （ SUB ) と 
比較し、一致する F コード ( SUB ) があったとき、その親展ボックスに登録されている配 
信先に配信します。 

配信先にメールアドレスが登録されていれば、受信文書を電子メール形式で配信先に配信 
します。 


グループ宛先は、配信先として指定できません。 

当社のファクスだけでなく他社のファクスからの受信も配信できます。 

この機能を使用するときは、あらかじめ親展ボックスを設定して配信先を登録しておきま 
す。親展ボックスは[ファクス初期設定]の [ F コードボックス設定]で登録できます。 
登録方法は P .316「 F コードボックス設定」を参照してください。 


















受信するときの機能 


Q 補足 ） 

• ファクス受信文書の配信サーバーへの配信が設定されているときは、この機能は無効 
になります。 

増設 G 3/ G 4 回線を利用した回線別配信 

本機で増設 G 3 回線および G 4 回線を使用しているとき、受信した回線別に、あらかじめ 
設定した配信先へ受信文書を配信します。 

この機能を利用するには、あらかじめ、次の設定が必要です。 

G 3-1 回線 

• F コード （ SUB ) が「1」の親展ボックスまたは中継ボックスを登録し、配信局ま 
たは受信局を設定する 

• [パラメーター設定](スイッチ32ビット 4) を 「ON (する）」に設定する 

G 3-2 回線 

• F コード （ SUB ) が「2」の親展ボックスまたは中継ボックスを登録し、配信局ま 
たは受信局を設定する 

• [パラメーター設定](スイッチ32ビット 5) を 「ON (する）」に設定する 

G 3-3、 G 4、 I - G 3 回線 

• F コード （ SUB ) が「3」の親展ボックスまたは中継ボックスを登録し、配信局ま 
たは受信局を設定する 

• [パラメーター設定](スイッチ32ビット 6) を 「ON (する）」に設定する 

配信先には、ファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先 
およびフオルダー宛先を登録できます。 


親展ボックスおよび中継ボックスの登録方法は P .316「 F コードボックス設定」を参照し 
てくださし、。 

[パラメーター設定]の設定方法は、 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• ファクス受信文書の配信サーバーへの配信が設定されているときは、この機能は無効 
になります。 

•ダイヤルされた番号が親展ボックスの F コード （ SUB ) と一致しても、親展ボックス 
に配信先が登録されていないと受信文書は配信されず、親展受信になります。 

• インターネットファクスおよび IP - ファクスで受信した文書は配信できません。 







4 . 受信する 


m 


ダイヤルイン番号を利用した配信 （ PSTN のとき） 

PSTN のダイヤルイン番号を使用して、受信したファクス文書を配信します。 

ダイヤルイン番号を使用して配信するためには、ダイヤルイン契約をして取得した電話番 

号（下4お）のうち、配信に使用する電話番号で4おの親展ボックスの F コード ( SUB ) 

を登録しておきます。（[ダイヤルイン設定]で登録した電話用のダイヤルイン番号は除き 

ます） 

また、親展ボックスには配信先のファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファク 

ス宛先、ール宛先、またはフォルダー宛先を登録しておきます。 

ダイヤルされた番号の下4おが親展ボックスの F コード （ SUB ) と一致すると、受信文書 

を配信先に配信します。 

[ダイヤルイン設定]について詳しくは、 P .254 「導入設定」を参照してください。 

[ F コードボックス設定]について詳しくは、 P .316「 F コードボックス設定」を参照して 

ください。 

この機能を使用するときは、サービス実施店に連絡してください。 

か 補足 ） 

• ファクス受信文書の配信サーバーへの配信が設定されているときは、この機能は無効 
になります。 

•モデムダイヤルインサービスを利用しているときは、[ファクス初期設定]の[パラ 
メーター設定](スイッチ25ビット3、 6) を 「ON (する/使う）」に設定します。 
P .285 「パラメーター鼓定」を参照してください。 

• [ファクス初期設定]の[ダイヤルイン設定]で登録した電話用のダイヤルイン番号 
と同じ番号で4おの親展ボックスの F コード ( SUB ) を登録したとき、この番号に 
ファクスが送信されても電話として受信します。手動受信に切り替えてファクスを 
受信しても配信はされません。 

•ダイヤルされた番号の下4おが親展ボックスの F コード （ SUB ) と一致しても、親展 
ボックスに配信先が登録されていないと配信されず、親展受信になります。 


に DN ダイヤルイン番号を利用した配信 

本機で G 4 回線を使用しているとき、に DN のダイヤルイン番号を使用して、受信したファ 
クス文書を配信します。 

に DN ダイヤルイン番号を使用して配信するためには、が下の設定が必要です。 

•ダイヤルイン契約をして取得した電話番号のラち、配信に使用する電話番号を[ファ 
クス初期設定]の [ ISDN - G 4 回線登録]に登録しておきます。電話番号は「市外局 
番」「-(ポーズ)」「電話番号」のよラに登録します。必ず「市外局番」から登録し 
てください。 

• [ファクス初期設定]の [ F コードボックス設定]で、親展ボックスを登録します 。 F 
コード ( SUB ) には、[ファクス初期設定]の [ ISDN - G 4 回線登録]で登録した配信 
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用の電話番号の、「市外局番」「-(ポーズ)」を除いた電話番号を登録します。また、 
配信先をアドレス帳から選択して指定します。配信先には、ファクス宛先、 IP - ファク 
ス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先およびフォルダー宛先を登録でき 
ます。 


相手先からダイヤルされた番号が親展ボックスの F コード （ SUB ) と一致すると、受信文 
書が配信先に配信されます。 

たとえば、相手先からダイヤルされた番号が「03-12345678」で、 F コード （ SUB ) が 
「12345678」の親展ボックスが本機に登録されているときは、電話番号「12345678」力 《 F 
コード （ SUB ) と一致するので、登録された配信先に受信文書が配信されます。 

この機能を使用するときは、サービス実施店に連絡してください。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

な 補足 ） 

• ファクス受信文書の配信サーバーへの配信が設定されているときは、この機能は無効 
になります。 

•サブアドレスを使用した配信もできます。ダイヤルイン番号、サブアドレスのどちら 
を使用するかはカスタマーエンジニアが設定します。 

•ダイヤルされた番号が親展ボックスの F コード （ SUB ) と一致しても、親展ボックス 
に配信先が登録されていないと配信されず、親展受信になります。 

• [ ISDN - G 4 回線登録]について詳しくは、 P .254 「導入設定」を参照してください。 

• [ F コードボックス設定]について詳しくは、 P .316「 F コードボックス設定」を参照 
してください。 


受信文書の中継 

F コード （ SUB ) を利用して、受信した文書を中継します。 

中継ボックスとは 

本機を、 F コードを使用したファクス送信の中継局として利用するときに設定します。 

中継ボックスに登録した受信局に、中継依頼局から送信されてきた文書を自動的に中 
継同報送信できます。中継ボックスに受信局を登録しておくだけで、一度の中継依頼 
で複数の宛先に文書を中継同報送信できるので、遠隔地の複数の宛先に送信すると 
き、通信料金が節約でき便利です。 
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中継ボックスに登録した F コードを中継依頼局に伝え、 F コードと一致する 「F コー 
ド （SUB)」 を付けて文書を送信してもらいます。なお、パスワードを登録したとき 
はパスワードも伝え、 「F コードに UB)」 に加えてパスワードと一致する 「F コード 
(SID)j を付けて文書を送信してもらいます。 

この機能を使用するには、あらかじめ中継ボックスを登録し、受信局を設定しておきま 
す。受信局には、ファクス宛先、 IP- ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール 
宛先およびフォルダー宛先を登録できます。中継ボックスは[ファクス初期設定]の [F 
コードボックス設定]で登録できます。登録方法は P.316「F コードボックス設定」を参 
照してください。 

〇 補足 ） 

• 中継の結果は、中継依頼局には通知されません。 

• 当社のファクスだけでなく、他社のファクスからの受信も中継できます。 

•受信した文書は中継したあと、消去されます。 

• 中継依頼送信ができなかったときは、受信した文書を印刷します。 

•登録した受信局が中継依頼登録をした宛先のときは、多段中継送信になります。詳し 
くはサービス実施店に問い合わせてください。 

F コード中継結果レポート 

受信局への送信の結果を確認できます。 F コード中継ボックスに設定された受信局への 
送信をすべて終えたとき、本機から出力されます。 

F コード中継結果レポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラ 
夕一設定](スイッチ04ビット 1) で設定できます。 P.285 「パラメーター設定」を 
参照してください。 
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1 

2 

3 


* 本* * F コード中継結果レポート （20 XX 年9月15日14時00分）本** 


P . 1 

1) 青山支店 

2) A 0 YAMA 0 FFICE 


中継依頼受付時刻 9月1日日13時日5分 


文書番号 0125 


—受信局 

原稿枚数 

料金 

結果 

G 4 :神奈川支店 

1枚 

10円 

OK 

G 3 :静岡支店 

1枚 

OK 

G 3 :新宿営業所 

1枚 

-- 

OK 


送れなかった 
ページ ■ 


エラーの内容 エラー 1) 通信中断 エラー2 ) 話し中 エラー3 ) 応答なしエラー 4) 相手先がファクシミリでない 

エラー 5) メールサイズオーパー エラー 6 ) ホ目手機が I P ファクスに対応していません。 


4 

5 

6 

7 


CJM104 


1. 中継依頼受付時刻 

中継依頼を受けた日時が記載されます。 

2. 文書番号 

文書の管理番号です。 

3 . 受信局 

• ファクス宛先のとき 

中継局（本機）のアドレス帳に登録されている名称が記載されます。 

G 4 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3」「 I - G 3」「 G 4」 のいずれかで記載さ 
れます。 

増設 G 3 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3-1」「 G 3-2」「 G 3-3」「 G 3 煙)」 
のいずれかで記載されます。 

• メール宛先またはインターネットファクス宛先のとき 

「 Mail 」 のあとに、中継局（本機）のアドレス帳に登録されている名称が記載されます。 

• IP - ファクス宛先のとき 

「 IP - FAX 」 のあとに、中継局（本機）のアドレス帳に登録されている名称が記載されます。 
• フォルダー宛先のとき 

「フォルダー」のあとに、中継局（本機）のアドレス帳に登録されている名称が記載され 
ます。 

4 . 原稿枚数 

中継依頼局から中継を依頼されて、受信した原稿の枚数です。 

5 . 料金 

G 4 または I - G 3 を使用した送信の通信料金が記載されます。 

記載されるのは、 G 4 ユニットを装着しているときです。ただし、通信料金が64999円を超え 
ると「******円」と記載されます。 

海外に送信したときは料金が計算されないことがあります。 

6. 結果 

送信の結果が記載されます。 



















4 . 受信する 


•OK 


全ページ正しく送信できました。 


• エフ_ 


正しく送信できませんでした。 「エラー」の あとに エラーの 内容（送信できなかった理由） 
を示す番号が記載されます。自動リダイヤルの機能によりダイヤルを繰り返したときは、 
ダイヤルごとの理由を順に記載します。 

エラー 1) 通信中断：ファクスの不具合や電話回線に雑音が入ったため、通信が途中で中 
断されました。 



エラー 2) 話し中：相手先が話し中でした。 

エラー 3) 応答なし：呼び出しましたが、相手先が電話にでませんでした。 

エラー 4) 相手先がファクシミリでない：相手先が電話にはでましたが、ファクシミリで 
はありませんでした。電話などが接続されている可能性があります。ダイヤルは2回で 
中止します。 

エラー 5) メールサイズオーバー：本機に設定されている上限のメールサイズを超えたた 
め、インターネットファクス送信が中断されました。 

エラー 6) 相手機が IP ファクスに対応していません。：相手先がアナ□グ回線と接続した 
ファクスや IP 電話などで、次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用した IP - ファクスに対応 
していませんでした。 

• 未登録宛先 

受信局が登録されていないため、正しく送信できませんでした。 

-未送信 

受信局の中に未登録宛先があったため、送信できませんでした。 

• 無効宛先 

登録されている宛先数が最大値を超えているグループを指定したとき、またはファクス番 
号が正しくないときに記載されます。 

グループを指定しているときはアドレス帳で件数を確認してください。 

文書は送信されていませんので、送り直してください。 


本機に登録されているメールサーバーまでインターネットファクスまたはメールが送信 
されましたけ目手先までメールが到達したことを示すものではありません）。 


7. 送れなかったページ 

結果が「エラー」のとき、送信していないページ数を記載します。 

Q 補足 ） 

•受信局として指定できる最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照 
してください。 

受信文書の転送 

本機に登録されているメモリー転送先に受信した文書を転送します。 
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受信するときの機能 


あらかじめ、^モリー転送先の登録が必要です。メモリー転送先にはファクス宛先、 IP - 
ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先およびフォルダー宛先を設定で 
きます。登録方法は、 P .265 「受信文書設定」を参照してください。 



また、相手先によって転送先を変更できます。[ファクス初期設定]の[特定相手先設定] 
で相手先の名称を特定相手先として登録し、相手先ごとに転送先を設定します。特定相手 
先の登録方法は、 P .306 「特定相手先設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• グループでまとめて指定できる最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一覧」 

を参照してください。 

• 封筒受信およびほかのファクスから中継依頼送信された文書は転送されません。 

•転送先がフォルダー宛先のときは、[パラメーター設定](スイッチ37ビット 4) で、 
転送される文書のファイル名に送信元の情報を引用するように設定できます。また、 
ファイル名の文き化けやデータ消失などを防止するために、[パラメーター設定](ス 
イッチ37ビット 5) で、ファイル名に使用する文字の種類を制限できます。万が一、 
ファイル名の文字を制限しても不具合が発生するときは、送信元の情報をファイル名 
に引用しないでください。 


メールの SMTP 受信 

SMTP 受信するときは、 SMTP サーバーにメールが届くと即座に受信します。 

この機能を使用するときは、あらかじめ、 DNS サーバーの MX レコードで本機が SMTP 受 
信するように設定してください。 

また、[システム初期設定]の[受信プロトコル]で受信プロトコルを SMTP に設定しま 
す。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。 





















4 . 受信する 




Q 補足 ） 

• DNS サーバーで SMTP 受信できるように設定されていても、[システム初期設定]で 
受信プロトコルが SMTP に設定されていないときは、 SMTP サーパ'-からメールが送 
信されても受信しないでエラーを応答します。また SMTP サーバーから送信元へエ 
ラーメールが送信されます。 

• 受信したメールにエラーがあったときは受信を中断し、^ールを破棄してエラーレ 
ポートを出力します。また SMTP サーバーから送信元へエラー 木 ールが送信されま 
す。 

• 本機がメール送信の処理中のときに SMTP サーバーからの受信があった場合 、 SMTP 
サーバーへはビジーで応答します。通常、 SMTP サーバーは設定されたタイムアウト 
の時間になるまで再送を試みます。 


SMTP 受信したメールの配信 

SMTP 受信によって受信したメールを、ほかのファクスへ配信します。 

SMTP 受信したメールを配信するときは、あらかじめ[ファクス初期設定]の [ SMTP 受 
信ファイル配信設定]を[する]に設定します。 P .279「 SMTP 受信ファイル配信設定」 

を参照してください。 
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受信するときの機能 



本機に送信されたメールをほかのファクスへ配信するには、送信側は次のように^ールア 
ドレスを指定します。 

ファクス番号 

fax 二配信先のファクス番号@本機のホスト名.ドメイン名 

たとえば、ファクス番号「06556781234」へ配信するときは次のように指定します。 
fax 二06556 7 8 1 234@ aaa . abc . co.jp 
本機のアドレス帳に登録されているファクス宛先 

fax 二# 5おが下の登録番号@本機のホスト名.ドメイン名 
たとえば、登録番号00001の相手先へ配信するときは次のように指定します。 
fax 二 # 00001@ aaa . abc . co.jp 
本機のアドレス帳に登録されているグループ 

fax 二#木木5おが下の登録番号@本機のホスト名.ドメイン名 
たとえば、登録番号00004のグループへ配信するときは次のように指定します。 
fax 二#* * 00004@ aaa . abc . co.jp 
〇 補足 ） 

• セキュリティーの設定によっては、この機能は使用できません。 

•[ファクス初期設定]で SMTP 受信した文書の配信を[しない]に設定しているとき 
に、配信を指定したメールを受信すると、 SMTP サーバーにエラー応答します。 

• 設定した送信元からのメールだけを配信するように設定できます。 

• 本機の配信機能を使用して、メールソフトからメールアドレスと G 3/ G 4 ファクスの 
宛先に同時に送信できます。 

•グループでまとめて指定できる最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一覧」 

を参照してください。 


















4 . 受信する 


m 


JBIG 受信 

圧縮率の高い JB に （Joint Bi-level image experts Group ) を使用すると、「写真原稿」で読 
み取った原稿でも速く送信できます。 J 目に受信機能を使用すると、 JB に送信で送信され 
た文書を受信できます。 

この機能は、 G 4、 インターネットファクス 、 Mail to Print による受信時は使用できません。 


自動電源受信機能 

本機は、一定時間何も操作しないと、節電のためにスリープモードに移行します。 

スリープモード時は、文書を受信して印刷します。夜間や休日などの不在時、主電源ス 
イッチは 「 On 」 のまま、[省エネ]キーを押して、スリープモードにしておくと電気代を 
節約できます。 

〇 重要 ） 

•主電源スイッチを切っているときは、受信できません。 

スリープモード時に受信した文書をいつ印刷するか[ファクス初期設定]の[パラメー 
夕一設定](スイッチ M ビット 0) で設定できます。メモリーで受信（代行受信）し、ス 
リープモードを解除したあとまとめて印刷するようにも設定できます。 P .285 「パラメー 
夕 一設定」 を参照してください。 
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出力するときの機能 


出力ずるときの機能 

受信した文書を出力するときに使用すると便利な機能について説明します。 


印刷終了ブザー 

受信文書の印刷終了時にブザーを鳴らして知らせます。離れたところからでも受信した 
ことがわかります。 

ブザーの音量を[ファクス初期設定]の[音量調節]で調節できます。鳴らしたくないと 
きは最小に設定します。『こまったときには』「音量を調節するとき」を参照してくださ 
し、。 


しおり印字機能 

受信紙の1枚目に、しおりのマークを印きします。複数の文書を受信したときなど文書の 
区切りがわかり便利です。 



しおり巧き機能を使用するかどうかを[ファクス初期設定]の[しおり印字]で設定でき 
ます。 P .247 「受信設定」を参照してください。 

センターマーク 印字 


受信した文書、リストおよびレポートの左端と上端の中央にマークを印字します。 
フアイリングなどのためにパンチ巧を開けるときの目印になります。 
























4 . 受信する 



センターマーク印きするかしないか[ファクス初期設定]の[センターマーク印き]で設 
定できます。 P .247 「受信設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 左端のセンターマークはセンター位置から多少ずれることがあります。 

受信時刻印字 

受信紙の下の部分に、受信した日付、時刻、文書番号を印字します。 



受信時刻厘年9月け日1侧粉 N 0.0328 


受信時刻印字は[ファクス初期設定]の[受信時刻巧き]で設定できます。 P .247 「受信 
設定」を参照してください。 

か甫足 ） 

• 記録分割したページは、最後のページにだけ印字されます。 

• 印刷した時刻もあわせて印刷するように設定できます。サービス実施店に連絡して 
ください。 


両面印刷 


受信文書を用紙の両面に印刷します。 

また、本機に蓄積されている送信待機文書、蓄積文書も用紙の両面に印刷します。 
































出力するときの機能 



両面印刷は[ファクス初期設定]の[両面印刷]で設定できます。[する]に設定すると、 
本機はメモリー受信します。[両面印刷]については P .247 「受信設定」を参照してくだ 
さい。 

特定の相手先から受信した文書だけの両面印刷もできます。 

この機能を使用するときは、受信文書がすべてのページが同じサイズになるように、相手 
先に送信してもらう必要があります。また、相手先が送信してきた原稿と同じサイズの用 
紙を本機にセットしておく必要があります。 （ A 4 一 A 4、 B 4 一 B 4 などが一般的な例です。 
B 5’ A 3 サイズは、ファクスによっては正しいサイズで読み取れないことがあります。）相 
手先のファクスが本機と同じ機種のとき、自動的に検知できる原稿サイズは『用紙の仕様 
とセット方法』「自動的に検知される原稿サイズ」を参照してください。 


両面印刷時の印刷イメージ 


両面 EP 刷時のとじ方向（左とじ、上とじ）は、工場出荷時は「左とじ」に設定されて 
います。とじ方向の違いにより、裏面に印刷される画像の向きが異なります。とじ方 
向を変更するときはサービス実施店に連絡してください。 


受信文書 


左とじ設定のとき 


上とじ設定のとき 
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4 . 受信する 


Q 補足 ） 

• 相手のファクスが原稿サイズを正しく読み取れずに送信してきたときや、相手先の原 
稿サイズとこちらの用紙サイズが一致しないときは、分割•縮小されたり、余白がで 
きたりすることがあります。たとえば、相手のファクスが B 5 サイズの原稿を検知で 
きず、目4サイズとして送信してきたときは、こちら側に B 5 サイズの用紙がセットさ 
れていても、目4の用紙に印刷されます。 

• この機能が有効になるのは、すべてのぺージをメモリーで受信できたときだけです。 

• この機能は集約印刷とは併用できません。 



• 受信する原稿の向きによっては、原稿の表と裏の天地が逆になります。 

.蓄積文書を印刷するときは、同じサイズの文書ごとに両面印刷します。文書によって 
は片面にだけ印刷されます。 


受信文書印刷部数設定 

受信文書を設定した部数だけ印刷します。 

特定の相手先からの受信文書だけを設定した部数印刷するなど、送信してきた相手先によ 
る EP 刷部数の区別もできます。 



CKN085 


設定できる部数は1部から10部です。 

この機能を使用するかどうかを[ファクス初期設定]の[受信文書印刷部数]で設定でき 
ます。部数を変更すると、本機はメモリー受信します。[受信文書印刷部数]については 
P .247 「受信設定」を参照してください。 


回転 レシーブ 

給紙トレイにセツトされている用紙と同じサイズで向きだけが異なる文書を受信したと 
き、自動的に画像を右回りに90°回転して印刷します。 
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出力するときの機能 


本機 

考っ Lf < 



A 


Q 補足 ) 

• [ファクス初期設定]の[給紙トレイ選択]で、給紙トレイを設定しているときは、 
そのトレイの用紙が選択されます。 


集約印刷 


A5 口の文書を2枚続けて受信したときは A4 口の用紙の左右に、 B5 口の文書を2枚続けて受 
信したときは B4 口の用紙の左右に、2枚分をまとめて印刷します。用紙の無駄がなくなる 
ので経済的です。 



次のよラに印刷されます。 

• A5 口の文書は A4 口の用紙の左右に印刷 

• B5 口の文書は B4 口の用紙の左右に印刷 

• A4 口の文書は A3 口の用紙の左右に印刷 

集約印刷するかどうかを[パラメーター設定](スイッチ W ビット 1) で設定できます。 
「ON (集約する）」に設定すると本機はメモリー受信します。 P.285 「パラメーター設定」 
を参照してください。 

Q 補足 ） 

•A5 口、目5口、 A4 口より大きい文書を受信したとき、この機能ははたらきません。 B5 口、 
A4 口の用紙があるときは、パ女の用紙にパ女分印刷します。 A5 口、 B5 口、 A4 口の用紙 
があるときは、受信文書を回転して J 枚の用紙に J 枚分印刷します。 















































































4 . 受信する 


• 受信文書と同じサイズで同じ向きの用紙がセットされているときは、集約印刷できま 
せん。 


•両面印刷と集約巧刷が同時に設定されているときは、両面巧刷が優先され、集約印刷 
は無効になります。 


記録分割-縮小 

セットされている用紙より長い文書を受信したとき、1ページを複数枚に分割したり、長 
さを縮小して J 枚に巧刷したりします。 




01 盾） 

ABC 

* 

AE 

3C 


CKN087 


分割と縮小の目まとして、 EP 刷する文書の長さが用紙に比べ約 20 mm より長いときは分割 
し、それが内のときは縮小して1枚に印刷します。 

分割したときは分割位置に分割マーク（ネ）を印字し、分割した部分を約 10 mm 重ねて巧 
刷します。 

〇 補足 ） 

•が下の設定を変更できます。サービス実施店に連絡してください。 （） 内は工場出荷 
時の設定です。 

•縮小するかどうか（縮小する） 

•分割マークを巧きするかどうか （ EP きする） 

•重ねて記録するかどラか（記録する） 

• 分割した部分を何 mm 重ねて記録するか （10 mm ) 

4 mm 、 lOmiTis 15 mm の中から選択できます。 

•分割の目安（原稿の長さが用紙の長さより 20 mm 長いとき） 

5 mm から J 55 mm の範囲で 5 mm 単位で変更できます。 

受信側縮小 

通常は2枚に分割して印刷される文書を J 枚の用紙に縮小して印刷します。 


















出力するときの機能 


_ 本機 

A B — 

一 

縮ル 

B 4 サイズ 

r- AB 


A 4 サイズ 


• 目4の用紙がなく A 4 の用紙がセットされているときに、 B 4 口の文書を受信した場合、 
A 4 口1枚に縮ルして印刷します。 

• A 3 の用紙がなく B 4 の用紙がセットされているときに、 A 3 口の文書を受信した場合、 
B 4 口1枚に縮小して巧刷します。 

受信側縮ルは[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ10ビット 3) で設 
定できます。 P .285 「パラ^-夕一設定」を参照してください。 

Q 補足 ） 

• この機能を使用したときは、通常より印刷の品質が落ちることがあります。 

送信側情報印字 

G 3 回線で受信したときに、相手先に登録されている発信元名称（表示用）または発信元 
ファクス番号を受信紙に印字します。 

インターネットファクスを受信したときは、送信元のメールアドレスを印きします。相手 
先が発信元名称（印字用）を印宇しないように設定して送信しても、どこから送られてき 
たかねかります。 


20 XX 年8月20日14時00分 青山支店 


アオヤ7シテン 



送信側情報印字 


送信側情報巧きは[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ02ビット 3) 
で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 


受信側.送信側情報印字 

G 4 回線で受信したとき、受信した文書の全ページに、受信側（本機）の自局番号と自局 
名称、送信側の自局番号と自局名称、通信日時とページ番号を印字します。相手先の名称 
も印字されます。 























4 . 受信する 


m 


この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」を参照してください。 


I 81-486451011= カントウシテン /81-312345678づけマシテン /20XX-8-20-14;00/001-001 1 



受信側-送信側情報印字 


受信側•送信側情報印きは[ファクス初期設定]の[パラ^ーター設定](スイッチ02 
ビット 5) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 


送信側情報印字 （ G 4 用） 

G 4 回線で受信したときに、相手先に登録されている発信元名称（印字用）を受信紙に印 
字します。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」を参照してください。 


発信元:青山支店 



送信側情報印字 （ G 4 用) 


送信側情報巧き （ G 4 用）は[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ02 
ビット 6) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

受信文書と同じサイズの用紙がないとき 

受信した文書のサイズに合わせて、適切なサイズの用紙を選択して印刷します。 

用紙は次の優先順位にしたがって選択されます。 

表の見かた 

目4 口と A 5 口の用紙がセットされているときに、 A 4 口の原稿を受信したことを例に説 
明します。受信サイズ A 4 口の行を、左から優先順位の高い順に調べます。セットされ 
ている用紙の中で最も優先順位の高い用紙に印刷されます。 

この例では目4口の方が A 5 口より優先順位が高いので、目4口に巧刷されます。 
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出力するときの機能 


優先順位表 


受信サイズ 

"立 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

A5 口 

A5 口 

A5 口 
個転） 

A4 口 

A4 口 
個転） 

B5 口 

B5 口 
個転） 

目5 口 

目5 口 

目5 口 
個転） 

目 4 口 

A4 口 

A4 口 
個転） 

A3 口 

A4 口 

A4 口 

A4 口 
個転） 

A3 口 

目4 口 

- 

- 

A4 口 

A4 口 

A4 口 
個転） 

A3 口 
個転） 

目4 口 

A5 口 D 

ASOP 口 

個転） 

目4 口 

目4 口 

A3 口 

目5 ロロ 

目5130 
個転） 

A4 口 D 

A 4130 
個転） 

A3 口 

A3 口 

A4 口 D 

A4lI?II? 

個転） 

(回転） 

- 

- 


• 目5口の用紙しかセツトされていないときに A 3 口の文書を受信すると、代行受信した 
まま文書が印刷されません。 

•ロロ、ロロは複数枚に記録分割して印刷することを表しています。詳しくは P .150 「記 
録分割-縮ル」を参照してください。 

•表の中に（回転）と書かれている用紙のときは、回転レシーブ機能により90咽転し 
て印刷します。詳しくは P .148 「回転レシーブ」を参照してください。 

〇 補足 ） 

•手差しトレイの用紙は選択されません。ただし、[特定相手先設定]で、給紙トレイ 
を手差しトレイに設定しているときは手差しトレイの用紙が選択されます。 

• ファクスで受信できる原稿の縦の長さは、210 mm ( A 4 口)、 257 mm ( B 4 口)、 297 mm 
( A 3 口）の3種類に限られています。縦の長さが 210 mm より狭い原稿はすべて 
210 mm として受信します。横の長さは原稿に応じて受信します。 

• 受信サイズは相手先が送った原稿サイズと異なることがあります。 

•受信側縮ル機能を使用しているときは、選択される用紙が「優先順位表」とは異なり 
ます。詳しくは P .150 「受信側縮小」を参照してください。 


給紙トレイ優先設定 

複数のトレイに同じサイズの用紙をセットしているとき、優先的に給紙するトレイを設定 
します。 


たとえば、トレイ J に A 4 の白い用紙、トレイ2に A 4 の黄色い用紙をセットし、ファク 
スはトレイ2から優先的に給紙するように、コピーはトレイ1から優先的に給紙するよう 
に設定します。 A 4 サイズの文書をファクスで受信したときは黄色の用紙に、 A 4 サイズの 
コピーをしたときは、白い用紙に印刷するので、ひと目で区別できます。優先的に給紙す 


















4 . 受信する 


m 


るトレイは[システム初期設定]の[給紙トレイ優先設定：ファクス]で設定します。 
『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 優先設定した給紙トレイと異なるサイズの文書を受信したときは、受信したサイズの 
給紙トレイから給紙します。 


最適なサイズの用紙に印刷ずる（ジャストサイズ印刷) 


受信した文書を優先順位1位の用紙に限定して印刷します。 

この機能は[ファクス初期設定]の[パラ^ーター設定](スイッチ05ビット 5) で設定 

できます。 P .285 「パラ^-夕一設定」を参照してください。 

最適なサイズの用紙がトレイにないときは、「用紙がなくなりました。」と表示されます。 

給紙トレイに適切なサイズの用紙を補給してから、[確認]を押してください。 

〇 補足 ） 

•^ッセージが表示されたとき、[確認]を押したあとの動作は状況によって異なりま 
す。 

• 受信文書やレポートが自動的に印刷されていたときは、 EP 刷が中止されたところ 
から、自動で印刷を再開します。 

•文書やレポート、リストを手動で印刷していたときは、 EP 刷は再開されません。 
最初から操作し直してください。 

手差しトレイの用紙に受信-印刷ずる 

特定の相手先から受信した文書だけを、手差しトレイにセットした用紙に印刷します。 

[ファクス初期設定]の[特定相手先設定]で、次のよラに設定してください。 

•特定相手先を登録し、給紙トレイの設定を[手差しトレイ]にする 

-[機能設定]のけ目手先別受信機能]を[使用する]にする 

[特定相手先設定]について詳しくは、 P .306 「特定相手先設定」を参照してください。 

手差しトレイには、給紙トレイにセットされていないサイズの用紙を使用できます。 

〇 補足 ） 

•手差しトレイにセットできる最大枚数、自動検知できる用紙サイズ、使用できる不定 
形サイズについては、『用紙の仕様とセット方法』「セットできる用紙サイズ、種類」 
を参照してください。 

• 手差しトレイで自動検知できないサイズの用紙をセットするときは、サイズを指定し 
ます。指定した用紙とセットした用紙のサイズが異なると、 「 EP 刷できない用紙を検 
出しました」と表示されます。手差しトレイに適切なサイズの用紙を補給してから、 
[確認]を押してください。 
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出力するときの機能 


• A 4 よりも小さい用紙に印刷すると、画像が欠けたり分割されたりすることがありま 
す。 

•セットできるサイズより大きい用紙を使用すると、しわができたり、用紙が送られな 
かったり、紙づまりをおこす原因となることがあります。 

•印刷される領域は、本機のオプション構成や解像度、受信した文書のサイズ（原稿の 
縦の長さ）により異なります。 

•この機能を使用するときは、回転レシーブ、180咽転印刷機能は使用できません。 



4 . 受信する 


受信紙に印字される情報 

受信紙に印字される名称やマークについて説明します。 

送信側の設定によるものと、受信側の設定によるものの2種類があります。 
次のイラストは、加入電話回線を使用した通信のときの例です。 


1 2 



1. 宛名差し込み（送信側の設定） 

詳しくは P .111 「相手先の受信紙に宛名を印きする」を参照してください。 

2. 発信元名称印字（送信側の設定） 

詳しくは P .113 「相手先の受信紙に発信元名称を印きする」を参照してくださし、。 

3. 送信者名印字（送信側の設定） 

詳しくは P .81 「送信者を設定する」を参照してください。 

























受信紙に印字される情報 


4. 受信時刻印字（受信側の設定） 

詳しくは P .146 「受信時刻印き」を参照してください。 

5. センターマーク巧字（受信側の設定） 

詳しくは P .145 「センターマーク印き」を参照してくださし、。 

6. 送信側情報印字（受信側の設定） 

詳しくは P .151 「送信側情報印き」を参照してください。 

7. しおり E 口字（受信側の設定） 

詳しくは P .145 「しおり印き機能」を参照してください。 



4 . 受信する 


m 


受信紙の排出先 

受信した文書の仕分けを簡単にするために、排出先のトレイや排紙位置を設定します。 


回線別排紙先設定 

回線ごとに文書の排紙先を設定します。 

電話回線、インターネットファクスおよび IP - ファクスの回線ごとに文書を排出するトレ 
イを設定できます。たとえば G 3 回線で受信した文書は「フィニッシャー•シフトトレイ」 
に、 G 4 回線で受信した文書は「フィニッシャー•上トレイ」に排出されるように設定し 
ておくと、文書の仕分けが簡単になります。同様に、インターネットファクス受信した文 
書と通常のファクス受信の文書とで別々のトレイに排出されるよう設定しておくことも 
できます。 


この機能を使用するときは、[ファクス初期設定]の[回線別排紙先設定]で回線と排紙 
先を設定します。設定方法は P .247 「受信設定」を参照してください。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」を参照してください。 


排紙位置シフト機能 

文書ごとに受信紙の排紙位置をずらして、仕分けをしやすくします。 

ファクスの受信紙をフィニッシャーに排出するように設定していると、排紙位置シフト機 
能が使用できます。 

受信文書やレポートを印刷するとき、文書ごとに手前と奥に振り分けて印刷します。たと 
えば、先に受信した文書を手前に排出していると、次の受信文書は奥に排出されます。文 
書単位で振り分けるので、トレイにたまった文書を仕分けるときに便利です。 

排紙位置シフト機能を使用するかどうかは[ファクス初期設定]の[パラメーター設定] 
(スイッチ W ビット 0) で設定できます。 P .285 「パラ^-夕一設定」を参照してくださ 
い0 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」を参照してください。 
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5. 通信情報を変更/確認ずる 

[送受信確認/印刷]の機能を説明します。通信情報を画面やレポートで確認できます。 

送信待機文書を確認ずる 

[スタート]キーを押して原稿を読み取ったあとに、宛先や条件を確認する方法を説明し 
ます。 

1| [送受信確認/巧刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. 確認ずる文書を押しまず。 

複数の相手先を指定した文書には、最初に指定した相手先が表示されています。 

複数の相手先を指定した文書には、未送信の相手先件数だけが宛先数に表示されま 
す。すでに送信が完了した相手先は含まれません。 

ん[内容確認/変更]を押しまず。 

5|送信内容を確認し、[閉じる]を押しまず。 

6. [閉じる]を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

•状態が「送信中」の文書および PC ファクスでの送信文書およびレポート印刷の待機 
中の文書は確認または変更できません。 










































5 . 通信情報を変更/確認する 


送信待機文書の設定を変更ずる 

[スタート]キーを押して原稿を読み取ったあとに、宛先や条件を変更または取り消す方 
法を説明します。 

〇 補足 ） 

• [送信文書確認/中止]を押すと画面に「送信文書はありません。」と表示されるとき 
は、^モリー送信中または待機中の文書はありません。 

•状態が「送信中」の文書、 PC ファクスでの送信文書およびレポート印刷の待機中の 
文書は確認または変更できません。 

•セキュリティーの設定によっては、宛先がい」で表示され、選択できないことがあ 
ります。 


送信待機文書の宛先の一部を消去ずる 
1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. 相手先を取り消ず文書を押しまず。 

宛先を1件しか指定していないときに、宛先を消去すると、送信そのものが取り消さ 
れます。 

ん[内容確認/変更]を押しまず。 

5|取り消ず相手先の[変更]を押しまず。 

フ オルダー宛先または宛先キーに鍵 マー ク () がついた宛先を消去するときは、 
[消去]を押して、確認画面で[消去する]を選択します。手順7へ進みます。 

も[クリア]キーを押して相手先を消去し、 [0 K ] を押しまず。 

ファクス宛先や IP - ファクス宛先を消去するときは、[クリア]キーを押すと J おずつ 
消去されます。インターネットファクス宛先、メール宛先を消去するときは、[クリ 
ア]キーを押すとその宛先が一度で消去されます。 











































送信待機文書の設定を変更する 


7. [閉じる]を押しまず。 

続けて相手先を消去するときは、手順3から操作します。 

8. [閉じる]を2回押しまず。 

送信待機文書に宛先を追加ずる 
1| [送受信確認/巧刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. 相手先を追加ずる文書を押しまず。 

ん[内容確認/変更]を押しまず。 

5. [宛先追加]を押しまず。 

も追加ずる相手先を操作部のテンキーまたは宛先キーで入力して、 [0 K ] を押 
しまず。 



宛先種別のタブを押して、ファクス • IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛 
先、メール宛先、フォルダー宛先を切り替えられます。 

メールアドレスを登録した送信者を設定しているときは、インターネットファクス宛 
先やメール宛先を追加できます。 

フォルダー宛先を追加するときは、宛先キーで指定します。 






























































5 . 通信情報を変更/確認する 


[拡張宛先]を押すと、 F コードやサブアドレスなども設定できます。 

7. [閉じる]を押しまず。 

続けて相手先を追加するときは、手順3から操作します。 

8. [閉じる]を2回押しまず。 

か 補足 ） 

• 同報禁止を設定しているときは宛先を追加できません。 

送信待機文書の送信時刻を変更ずる 

時刻指定送信でメモリーに蓄積した文書の、指定時刻を変更します。 

また、時刻指定そのものを取り消すこともできます。時刻指定を解除すると、すぐに送信 
を開始します。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. 送信時刻を変更または解除ずる文書を押しまず。 

ん[内容確認/変更]を押しまず。 

5. [送信時刻変更]を押しまず。 

すぐに送信するときは、[すぐに送信]を押します。ただし、ほかの文書が送信中の 
ときは、その通信が終了してから送信されます。 

も[変更]を押したあと、送信ずる時刻をテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 

7. [0 K ] を押しまず。 

8. [閉じる]を押しまず。 

続けて送信時刻を変更するときは、手順3から操作します。 

9. [閉じる]を2回押しまず。 








































送信待機文書の設定を変更する 


送信待機文書の SMTP サーバー経由の設定を変更ずる 

インターネットファクスまたはメール送信時に、 SMTP サーバーを経由しないで送信する 
かどラかの設定を変更します。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. SMTP サーバー経由を変更ずる文書を押しまず。 

ん[内容確認/変更]を押しまず。 

5. [変更]を押しまず。 

6. に MTP 選択]を押しまず。 

7| [経由ずる]または[経由しない]を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

8. [0 K ] を押しまず。 

9. [閉じる]を押しまず。 

続けて SMTP サーバー経由を変更するときは、手順3から操作します。 

10. [閉じる]を2回押しまず。 






































5 . 通信情報を変更/確認する 


送信待機文書を印刷ずる 

まだ送信されていない文書を手動で印刷します。文書の内容を確認するときに便利です。 
不達文書も印刷できます。 

1| [送受信確認/巧刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. 印刷ずる文書を押しまず。 

複数の相手先を指定した文書には、未送信の相手先件数だけが宛先数に表示されま 
す。すでに送信が完了した相手先は含まれません。 

4. [文書印刷]を押しまず。 

両面印刷をするときは[両面に印刷する]を押します。 

5. [スタート]キーを押しまず。 

続けて文書を印刷するときは、手順3から操作します。 

6. [閉じる]を2回押しまず。 








































送信待機文書リストを巧刷する 


送信待機文書リストを印刷ずる 

送信待機文書リストを印刷します。メモリーに蓄積されている文書を確認できます。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. [リスト印刷]を押しまず。 

4. [スタート]キーを押しまず。 

5. [閉じる]を2回押しまず。 


送信待機文書リスト 


送信待機文書リストに EP 刷される内容を説明します。 


1 

2 

3 

4 



1. EP 刷曰時 

リストを印刷した日付と時間が記載されます。 

2. 送信条件 

通信の種類、ユーザー名称などが記載されます。 























































5 . 通信情報を変更/確認する 


3. 受付時刻 

文書を受け付けた（メモリーに蓄積した）時刻です。 

4. 文書番号 

文書の管理番号です。 

5. 発信元名称（印字用）登録内容 

発信元名称（印字用）に登録されている内容が記載されます。 

6. 相手先 

• ファクス宛先のとき 

テンキーで入力したファクス番号またはアドレス帳に登録されている名称が記載されま 
す。 

G 4 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3」「 I - G 3」「 G 4」 のいずれかで記載さ 
れます。 

増設 G 3 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3-1」「 G 3-2」「 G 3-3」「 G 3 煙)」 
のいずれかで記載されます。 

F コード （ SEP / SUB / PWD / SID )、 サブアドレスを登録しているとき： F コード 
( SEP / SUB / PWD / SID )、 サブアドレスを印きします。 

• メール宛先またはインターネットファクス宛先のとき 

「 Mail 」 のあとに、直接入力したメールアドレスまたはアドレス帳に登録されている名称が 
記載されます。 

• IP - ファクス宛先のとき 

「 IP - FAX 」 のあとに、直接入力した IP アドレスまたはアドレス帳に登録されている名称が 
記載されます。 

• フォルダー宛先のとき 

「フォルダー」のあとに、アドレス帳に登録されている名称が記載されます。 

7. 送っていないページ 

メモリー送信のとき送っていないページが記載されます。999枚を超えると「***枚」と記 
載されます。 

8. 結果 

送信の結果が記載されます。 

• 0 K 

全ページ正しく送信できました。 

• エラー 

正しく送信できませんでした。 

• — 

本機に登録されているメールサーバーまでインターネットファクスまたはメールが送信 
されましたけ目手先までメールが到達したことを示すものではありません）。 

• 送信中 
送信中です。 

• 通信中 

受信中です。 （ F コード取り出しのとき） 



送信待機文書リストを巧刷する 


-待機中 
通信待機中です。 

9. 原稿枚数 

蓄積した原稿の枚数です。 



5 . 通信情報を変更/確認する 


不達文書を送り直ず 

メモリー送信できなかった文書は、ファクスの^モリーに蓄積されています。その文書を 
もう一度送信します。 

あらかじめ、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ24ビット 0) で「送 
信できなかった文書をメモリーに保持するかどうか」を 「ON (保持する）」に設定してお 
きます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. 送り直ず文書を押しまず。 

送信できなかった文書は「不達」と表示されています。 


送信夕書確認/中止 

送信内容ををを、または中止する夕書を楚択してください。 



I 全夕書 \| 送信か夕書\ 




読み取り日時 宛先 

件数原稿 

ま号 

状態 


10/14 14:58 1 [00 312345678 

1111 

10041 

1 不達 1 


複数の相手先を指定した文書には、最初に指定した相手先が表示されています。ま 
た、未送信の相手先件数だけが宛先数に表示されます。すでに送信が完了した相手先 
は含まれません。 

4. [不達文書の再送信]を押しまず。 

宛先を追加するときは、[宛先追加]を押して指定します。 

5. [ OK ] を押しまず。 

続けてほかの不達文書を送り直すときは、手順3から操作します。 

6. [閉じる]を2回押しまず。 



















































送信結果を確認する 


送信結果を確認ずる 

送信の結果を画面、レポート、またはメールで確認します。 

送信結果を画面で確認ずる 

本機のファクス機能からの送信結果を表示します。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2| [送信結果表示]を押しまず。 

3. 送信結果を確認しまず。 

ファクスで送信したときの宛先には、発信元名称（表示用）または発信元ファクス番 
号が表示されます。 

インターネットファクスまたはメールで送信したときの宛先には、入力したメールア 
ドレスまたはアドレス帳に登録されている名称が表示されます。 

4. [閉じる]を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

• 最新の通信結果から送信結果だけを表示します。本機で確認できる通信結果の最大 
件数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

• 「送信結果表示」を表示している間に終了した送信の結果は表示されません。「送信結 
果表示」をいったん終了し、もう一度操作し直してください。 

• パソコンからファクス送信したときは、本機への通信結果として 「- PC ファクス—>」 
と表示されます。相手先への送信結果は、同じ文書番号の送信結果を確認してくださ 

い0 

• 暗号化して転送または配信したメールの欄には、暗号化を示すマークが表示されま 
す。 

•セキュリティーの設定によっては、宛先がぃ」で表示されることがあります。 










































5 . 通信情報を変更/確認する 


送信結果をレポートで確認ずる 

本機でレポートを印刷し、送信結果を確認できます。 

メモリー 送信時 

「通信結果レポート」で確認します。 

「通信結果レポート」は[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ03 
ビット 0) を 「 EP 刷する」に設定すると、メモリー送信が終了するたびに自動的に巧 
刷されます。 

「通信結果レポート」を印刷しない設定にしているときは、送信できなかった相手先 
があると「不達レポート」を印刷します。 

レポートに印きされる内容については P .17 J 「通信結果レポート」および P .175 「不 
達レポート」を参照してください。 

直接送信時 

「直接送信結果レポート」で確認します。 

「直接送信結果レポート」は[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ 
03ビット 5) を「印刷する」に設定すると、直接送信が終了するたびに自動的に印刷 
されます。 


このレポートを印刷しないように設定しているときは、送信できなかった相手先があ 
ると「エラーレポート」を巧刷します。 

レポートに巧きされる内容については P .173 「直接送信結果レポート」を参照してく 
ださい。 

[パラ^ —夕一設定]については、 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 


送信結果をメールで確認ずる 

「送信結果メール通知」機能で各種レポートの内容をメールで送信し、パソコンで確認し 
ます。 


送信されるレポートはが下のとおりです。 

• 通信結果レポート 
-直接送信結果レポート 
• F コード取り出し結果 

[送信結果メール通知]の設定方法は、 P .105 「送信結果をメールで確認する」を参照して 
ください。 

あらかじめ、アドレス帳に通知先のメールアドレスを登録しておきます。登録方法は、 
『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを登録する」を参照してくださ 
し、。 



送信結果を確認する 


Q 補足 ） 

• レポートの内容について詳しくは、 P .93「 F コード取り出し結果レポート」、 P .171 
「通信結果レポート」、および P .173 「直接送信結果レポート」を参照してください。 

• レポートをメールで確認するとき、文きのおがずれないように表示するには、パソコ 
ンのメールソフトの設定でフォントを等幅フォントに設定してください。 

• 送信時に送信者を指定すると、送信者のメールアドレスに送信結果をメールで通知し 
ます。送信者はアドレス帳に登録されているインターネットファクス宛先または 
木 ール宛先の中から選択します。 


送信結果をレポートとメールで確認ずる 

送信結果をメールで通知する「送信結果メール通知」機能と、メモリー送信の結果を本機 
から出力する「通信結果レポート」機能を併用して確認します。 

「送信結果メール通知」と「通信結果レポート」を併用するかどうかを[ファクス初期設 
定]の[パラメーター設定](スイッチ W ビット 6) で設定できます。 P .285 「パラメー 
夕 一設定」 を参照してください。 


通信結果レポート 

メモリー送信が終わると EP 刷されます。メモリー送信の結果を確認できます。 

このレポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチ03ビット 0) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してく 
ださい。 


2 

3 


* * * 通信結果レポート （2 0 XX 年 3月1己日14時0 0分）* * * P .1 

1) 青山支店 
2 ) AOYAMA OFFICE 


受イ寸時刻は、 20 XX 年 3月15日13時日5分です。 


文書番号 送信条件 


相手先 


原稿枚数 結果 


送戦^-6 



エラーの内容エラー 1) 通信中断エラー 2) 話し中エラー 3) 応答なしエラー 4) 相手先がファクシミリでない 


エラー 5) メールサイズオーバー 


エラー 6) 相手機が I P ファクスに対応していません。 


結果欄に記載される エラーの 内容でず。 
































5 . 通信情報を変更/確認する 


1. EP 刷日時 

レポートを印刷した日付と時間が記載されます。 

2. 送信条件 

「メモリー送信」 「 PC ファクス送信」「蓄積文書送信」のいずれかとユーザー名称などが記載さ 
れます。 

「蓄積文書送信」のときは、文書の種類、ページ番号、文書名が記載されます。 

3. 文書番号 

文書の管理番号です。 

4. 発信元名称（印字用）登録内容 

発信元名称（印字用）に登録されている内容が記載されます。 

5. 相手先 

• ファクス宛先のとき 

テンキーで入力したファクス番号またはアドレス帳に登録されている名称が記載されま 
す。 

G 4 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3」「 I - G 3」「 G 4」 のいずれかで記載さ 
れます。 

増設 G 3 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3-1」「 G 3-2」「 G 3-3」「 G 3 煙)」 
のいずれかで記載されます。 

F コード （ SEP / SUB / PWD / SID )、 サブアドレスを登録しているとき： F コード 
( SEP / SUB / PWD / SID )、 サブアドレスを印きします。 

• メール宛先またはインターネットファクス宛先のとき 

「 Mail 」 のあとに、入力したメールアドレスまたはアドレス帳に登録されている名称が記載 
されます。 

• IP - ファクス宛先のとき 

「 IP - FAX 」 のあとに、入力した IP - ファクス宛先またはアドレス帳に登録されている名称が 
記載されます。 

• フォルダー宛先のとき 

「フォルダー」のあとに、アドレス帳に登録されている名称が記載されます。 

6. 送れなかったページ 

相手先に送信できなかったページが記載されます。 

7. 結果 

送信の結果が記載されます。 

• 0 K 

全ページ正しく送信できました。 

• エラー 

正しく送信できませんでした。「エラー」のあとにエラーの内容（送信できなかった理由） 
を示す番号が記載されます。自動リダイヤルの機能によりダイヤルを繰り返したときは、 
ダイヤルごとの理由を順に記載します。 

エラー 1) 通信中断：ファクスの不具合や電話回線に雑音が入ったため、通信が途中で中 
断されました。 



送信結果を確認する 


エラー 2) 話し中：相手先が話し中でした。 

エラー 3) 応答なし：呼び出しましたが、相手先が電話にでませんでした。 

エラー 4) 相手先がファクシミリでない：相手先が電話にはでましたが、ファクシミリで 
はありませんでした。電話などが接続されている可能性があります。ダイヤルは2回で 
中止します。 

エラー 5) メールサイズオーバー：本機に設定されている上限のメールサイズを超えたた 
め、インターネットファクス送信が中断されました。 

エラー 6) 相手機が IP ファクスに対応していません。：相手先がアナログ回線と接続した 
ファクスや IP 電話などで、次世代ネットワーク （ NGN ) 網を利用した IP - ファクスに対応 
していませんでした。 


本機に登録されているメールサーバーまでインターネツトフアクスまたはメールが送信 
されましたけ目手先までメールが到達したことを示すものではありません）。 


8 . 原稿枚数 

送信した枚数が記載されます。 

9. 料金 

G 4 または I - G 3 を使用した送信の通信料金が記載されます。 

記載されるのは、 G 4 ユニットを装着しているときです。ただし、通信料金が64999円を超え 
ると 「******円」と記載されます。 

海外に送信したときは料金が計算されないことがあります。 

〇 補足 ） 

• 複数の相手先を指定したときは、すべての相手先への送信が終わってから EP 刷されま 
す。 


直接送信結果レポート 

指定した相手先への送信が終わると EP 刷されます。直接送信の結果を確認できます。 

このレポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチ03ビット 5) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してく 
ださい。 





5 . 通信情報を変更/確認する 


直接送信結果レポート （ 20XX 年 9 月 15 日 14 時 00 分 ） * * * 


1) 青山支店 I 

2) A 0 YAMA 0 FFICE 


付 時刻 巧手先 


な数 結果お•金ューザータ 


9月15日14時00分 カナボワコウジョ 


0み42秒 2枚 


# 

M 

S 

> 

Q 

<-> 


列信 

C 

親展 

$ 

:中継 

P 

F コード 

蓄積 

L 

時刻指を 

@ 

:メモリー転送 

E 

ECM 

ふつう字 

D 

小さな字 

F 

:細かい字 

U 

微細字 

縮小 

H 

ドキュメントボックス蓄積 

ホ 

: PC ファクス 

+ 

配信 

メ ール受信確認要求 

A 

メール受信確認応答 

N 

: NGN 


Mail 

I P-FAX 

フォルダー 






- ド （ SEP) 


交信モード欄に記載される記号の内容でず。 


7 

8 
9 

10 

11 

12 


1. EP 刷日時 

レポートを印刷した日付と時間が記載されます。 

2. 相手先 

相手先に発信元名称（表示用）が登録されているとき：発信元名称（表示用）が記載されます。 

発信元名称（表示用）がなく発信元ファクス番号が登録されているとき：発信元ファクス番号 
が記載されます。 

発信元ファクス番号もないとき：入力したファクス番号またはアドレス帳の名称が記載されま 
す。 

3. 時刻 

送信を開始した時刻です。 

4. 日付 

送信した月日です。 

5. 通信時間 

送信にかかった時間です。 

6. 枚数 

送信した枚数です。 

7. 交信モード 

送信を表す「送」の文字のあとに、通信モードがアルファベットや記号で記載されます。 

8. 発信元名称 （ EP 字用）登録内容 

発信元名称（印字用）に登録されている内容が記載されます。 

9. 結果 

送信の結果が記載されます。 


• OK 



































送信結果を確認する 


全ページ正しく送信できました。 


• エフ— 


正しく送信できませんでした。 

10. 文書番号 

文書の管理番号です。 

11. ユーザー名 

ユーザー名称が記載されます。 

12. 料金 

G 4 または I - G 3 を使用した送信の通信料金が記載されます。 

記載されるのは、 G 4 ユニットを装着しているときです。ただし、通信料金が9999円を超える 
と、それが上の通信料金がかかったときでも「9999円」と記載されます。 

海外に送信したときは料金が計算されないことがあります。 

不達レポート 

メモリー送信できなかった相手先があると印刷されます。送信できなかった相手先を確 
認できます。 

不達レポートは、通信結果レポートを自動的に印刷しないように設定していて送信できな 
かった相手先があるときだけ、自動的に印刷されます。通信結果レポートを印刷するよう 
に設定しているとき、不達レポートは印刷されません。 

不達レポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチ04ビット 1) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してく 
ださい。 




























5 . 通信情報を変更/確認する 


1. EP 刷日時 

レポートを印刷した日付と時間が記載されます。 

2. 送信条件 

「メモリー送信」「メモリー転送」「蓄積文書送信」 「 PC ファクス送信」「配信」のいずれかと 
ユーザー名称などが記載されます。 

3. 文書番号 

文書の管理番号です。 

4. 相手先 

• ファクス宛先のとき 
送信できなかった相手先が記載されます。 

テンキーで入力したファクス番号またはアドレス帳に登録されている名称が記載されま 
す。 

G 4 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3」「 I - G 3」「 G 4」 のいずれかで記載さ 
れます。 

増設 G 3 ユニットを装着しているとき：回線の種類が 「 G 3-1」「 G 3-2」「 G 3-3」「 G 3 性)」 
のいずれかで記載されます。 

F コード （ SEP / SUB / PWD / SID )、 サブアドレスを登録しているとき： F コード 
( SEP / SUB / PWD / SID )、 サブアドレスを印きします。 

• メール宛先またはインターネットファクス宛先のとき 
送信できなかった相手先が記載されます。 

「 Mail 」 のあとに、入力したメールアドレスまたはアドレス帳に登録されている名称が記載 
されます。 

• IP - ファクス宛先のとき 

送信できなかった相手先が記載されます。 

「 IP - FAX 」 のあとに、入力した IP - ファクス宛先またはアドレス帳に登録されている名称が 
記載されます。 

• フォルダー宛先のとき 

送信できなかった相手先が記載されます。「フォルダー」のあとに、アドレス帳に登録さ 
れている名称が記載されます。 

5. 発信元名称 （ E 口字用）登録内容 

発信元名称（印字用）に登録されている内容が記載されます。 

6. 送れなかったページ 

相手先に送信できなかったページが記載されます。 

7. 結果 

送信の結果が記載されます。 

• エラー 

正しく送信できませんでした。「エラー」のあとにエラーの内容（送信できなかった理由） 
を示す番号が記載されます。自動リダイヤルの機能によりダイヤルを繰り返したときは、 
ダイヤルごとの理由を順に記載します。 



送信結果を確認する 


エラー 1) 通信中断：ファクスの不具合や電話回線に雑音が入ったため、通信が途中で中 
断されました。 

エラー 2) 話し中：相手先が話し中でした。 

エラー 3) 応答なし：呼び出しましたが、相手先が電話にでませんでした。 

エラー 4) 相手先がファクシミリでない：相手先が電話にはでましたが、ファクシミリで 
はありませんでした。電話などが接続されている可能性があります。ダイヤルは2回で 
中止します。 

エラー 5) メールサイズオーバー：本機に設定されている上限のメールサイズを超えたた 
め、インターネットファクス送信が中断されました。 

エラー 6) 相手機が IP ファクスに対応していません。：相手先がアナログ回線と接続した 
ファクスや IP 電話などで、次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用した IP - ファクスに対応 
していませんでした。 

• 未登録宛先 

転送先が登録されていないため、正しく送信できませんでした。 

• 無効宛先 

登録されている宛先数が最大値を超えているグループを指定したとき、またはファクス番 
号が正しくないときに記載されます。 

グループを指定しているときはアドレス帳で件数を確認してください。 

文書は送信されていませんので、送り直してください。 

• — 

本機に登録されているメールサーバーまでインターネットファクスまたはメールが送信 
されましたけ目手先までメールが到達したことを示すものではありません）。 

8. 原稿枚数 

原稿の総ページ数です。 

9. 料金 

G 4 または I - G 3 を使用した送信の通信料金が記載されます。 

記載されるのは、 G 4 ユニットを装着しているときです。ただし、通信料金が64999円を超え 
ると「******円」と記載されます。 

海外に送信したときは料金が計算されないことがあります。 



5 . 通信情報を変更/確認する 


受信結果を確認ずる 

受信結果を画面またはレポートで確認します。 


受信結果を画面で確認ずる 

本機のファクス機能で受信した結果を表示します。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2. [受信結果表示]を押しまず。 

3. 受信結果を確認しまず。 

ファクスまたは IP - ファクスで受信したときの送信元には、あらかじめ登録された発 
信元名称（表示用）または発信元ファクス番号が表示されます。 

インターネットファクスで受信したときの送信元には、送信元のメールアドレスが表 
示されます。 

4. [閉じる]を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

• 最新の通信結果から受信結果だけを表示します。本機で確認できる通信結果の最大 
件数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

• 「受信結果表71^」を表71^している間に終了した受信の結果は表71^されません。「受信結 
果表示」をいったん終了し、もう一度操作し直してください。 


受信結果をレポートで確認ずる 


最新の受信結果を、通信管理レポートを出力して確認できます。 
詳しくは P .184 「通信管理レポート」を参照してください。 












































自動出力動作の設定を確認する 


自動出力動作の設定を確認ずる 


自動出力動作の設定を確認ずる 

現在の受信文書の出力方法 （ EP 刷、 EP 刷待機、メモリー転送、蓄積など）を回線ごとに確 
認できます。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



[自動出力動作設定を確認]を押しまず。 

3. 設定を確認しまず。 

4. [閉じる]を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

•出力方法は[出力切替タイマー設定]の[出力設定]と機器全体の設定によって決ま 
ります。詳しくは、 P .180 「出力切替タイマー設定期間中に受信文書に適用される出 
力方法」を参照してください。 


受信文書の出力動作の種類 


受信文書の出力動作は、[ファクス初期設定]の[受信文書設定]でが下の5種類を設定 
できます。 

•蓄積 

• メモリー転送 
• 印刷 

-印刷待機（自動印刷禁止） 

受信文書は印刷待機します。 EP 刷待機文書は、[待機文書を印刷]を押し、 EP 刷しま 
す。 

• ID 入力印刷（封筒受信機能の封筒のまたは出力切替タイマー設定機能の印刷の） 














































5 . 通信情報を変更/確認する 


受信文書は、登録した封筒のまたは印刷のを入力し、 EP 刷します。 

設定には、受信文書すべてを対象とした設定と、個別の期間および受信回線ごとの設定が 
あります。 


• 受信文書すべてを対象とした設定 

[蓄積]、[メモリー転送]、 [EP 刷]、[自動印刷禁止設定]、[封筒受信]で設定します。 
• 個別の期間および受信回線ごとの設定 
[出力切替タイマー設定]で設定します。 

各項目の設定方法は、 P .265 「受信文書設定」を参照してください。 

そのほか、受信文書すべてを対象とした設定として、[受信文書設定]の5種類の出力動 
作のほかに、親展ボックスやダイヤルインサービスを利用する配信、回線別配信 、 SMTP 
受信によるメールの配信もあります。設定方法は、 P .134 「受信文書の配信」、 P .141 「メー 
ルの SMTP 受信」、 P .316 「親展ボックスを登録/変更する」を参照してください。 


出力切替タイマー設定期間中に受信文書に適用される出力方法 

受信文書すべてに適用される出力動作（機器全体の設定）と異なる設定をタイマーで設定 
したときは、出力動作の種類により、優先される設定が異なります。詳しくは、が下の表 
を参照してください。 

ファクス、 IP- ファクス、インターネットファクスを受信したとき 

機器全体の設定で、 F コード親展ボックスの配信先への配信、 SMTP 受信によるメー 
ルの配信、回線別配信、ダイヤルインルーティング、またはメモリー転送の機能を利 
用しているときは、出力切替タイマー設定の設定より機器全体の設定が優先されま 
す。詳しくは、が下の表を参照してください。 


機器全体の設定 

出力切替タイマー設定の出力 
設定 

適用される出力方法 

印刷 

印刷する 

印刷 

印刷 

印刷待機 

印刷待機 

印刷 

メモリー転送 

メモリー転送（出力切替タイ 
マー設定の出力設定で設定し 
た転送先） 

印刷 

蓄積 

蓄積 

印刷 

ID 入力印刷 

出力切替タイマー設定の印刷 
ID 入力で印刷 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信 

印刷する、印刷待機、メモリー 
転送、蓄積、 ID 入力印刷 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信 












自動出力動作の設定を確認する 


機器全体の設定 

出力切替タイマー設定の出力 
設定 

適用される出力方法 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信+印刷 

印刷する 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信+印刷 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信+印刷 

印刷待機、メモリー転送、善 
積 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信+印刷待機 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信+印刷 

ID 入力印刷 

F コード親展ボックスの配信 
先への配信、 SMTP 受信によ 
るメールの配信+出力切替夕 
イマー設定の印刷 ID 入力で 
印刷 

回線別配信 

印刷する、印刷待機、メモリー 
転送、蓄積、 ID 入力印刷 

回線別配信 

ダイヤルインルーテイング 

印刷する、印刷待機、メモリー 
転送、蓄積、 ID 入力印刷 

ダイヤルインルーテイング 

蓄積 

印刷する、印刷待機、メモリー 
転送、蓄積、 ID 入力印刷 

蓄積 

蓄積+印刷 

印刷する 

蓄積+印刷 

蓄積+印刷 

印刷待機、メモリー転送、蕾 
積 

蓄積+印刷待機 

蓄積+印刷 

ID 入力印刷 

蓄積+出力切替タイマー設定 
の印刷 ID 入力で印刷 

封筒受信 

印刷する、印刷待機、メモリー 
転送、蓄積、 ID 入力印刷 

封筒受信の封筒 ID 入力で印 
刷 

メモリー転送 

印刷する、印刷待機、メモリー 
転送、蓄積、の入力印刷 

メモリー転送（機器全体の転 
送先） 

メモリー転送+印刷 

印刷する 

メモリー転送（機器全体の転 
送先）+印刷 

メモリー転送+印刷 

印刷待機、メモリー転送、善 
積 

メモリー転送（機器全体の転 
送先）+印刷待機 

メモリー転送+印刷 

ID 入力印刷 

メモリー転送（機器全体の転 
送先）+出力切替タイマー設 
定の印刷 ID 入力で印刷 

メモリー転送+蓄積 

印刷する、印刷待機、メモリー 
転送、蓄積、 ID 入力印刷 

メモリー転送（機器全体の転 
反先ノ +着 

メモリー転送+蓄積+印刷 

印刷する 

メモリー転送（機器全体の転 
送先）+蓄積+印刷 






















5 . 通信情報を変更/確認する 


機器全体の設定 

出力切替タイマー設定の出力 
設定 

適用される出力方法 

メモリー転送+蓄積+印刷 

印刷待機、メモリー転送、善 
積 

メモリー転送（機器全体の転 
送先）+蓄積+印刷待機 

メモリー転送+蓄積+印刷 

ID 入力印刷 

メモリー転送（機器全体の転 
送先）+蓄積+出力切替タイ 
マー設定の印刷 ID 入力で印 
刷 


Mail to Print でメールを受信したとき、レポートを自動で印刷ずるように設定していると 
き 

レポートを自動で印刷するように設定しているときも、[出力切替タイマー設定]の 
[出力設定]にしたがって印刷します。 


出力切替タイマー設定の出力設定 

適用される出力方法 

印刷する 

印刷 

印刷待機、メモリー転送、蓄積 

印刷待機 

ID 入力印刷 

出力切替タイマー設定の印刷 ID 入力で印刷 


Q 補足 ） 

•自動で印刷するように設定しているレポートは、[出力切替タイマー設定]の[基本 
設定]で[出力設定]を[印刷する]が外に設定していると、印刷されません。レ 
ポートの自動印刷を制限せず、受信文書の印刷だけを制限するには、[基本設定]を 
[設定しない]に設定して、回線ごとの[出力設定]で[印刷する]が外を選択しま 
す。 


• レポートが自動で印刷されないと、本機が次のような状態になることがあります。こ 
のようなときは、[出力切替タイマー設定]の設定を確認して印刷の制限を解除する 
力、、[待機文書を印刷]からレポートを手動で印刷してください。 

• メモリー残量が W 0% 未満になる。また、受信文書の数が上限に達する。 

通信履歴がいっぱいになると、設定によっては通信ができなくなります。 

•[パラメーター設定](スイッチ10ビット 7) を「受信文書消去する」に設定し 
ていても、受信文書が消去されず、受信文書消去レポートも巧刷されない。ま 
た、「受信文書印刷する」に設定していても、設定によっては文書が印刷されな 
い0 

• F コード親展ボックス、 F コード掲示板ボックス、 F コード中継ボックスを変更 
または削除できなくなる。 

• 手動で印刷するレポートやリスト、またはパソコンから受信した PC ファクスの文書 
は[出力切替タイマー設定]の設定にかかわらず、印刷されます。 















通信管理レポートを巧刷する 


通信管理レポートを印刷ずる 

通信管理レポートを自動または手動で印刷します。 

通信管理レポートを自動で印刷ずる 


0 重要 ) 

• 自動的に印刷された通信管理レポートに記載されている内容は、巧刷したあと消去さ 
れます。過去の通信結果を管理するときは、自動的に印刷されたレポートを保管して 
おくことをお勧めしまず。 

50通信ごとにこのレポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[通信 
管理レポート自動印刷]で設定できます。 P .239 「基本設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• セキュリティーの設定によっては、レポートが自動で印刷されません。 


通信管理レポートを手動で印刷ずる 

通信管理レポートを手動で印刷するには、[通常印刷]、[文書番号別印刷]、[ユーザー別 
印刷]から印刷方法を選択します。 

通常印刷 

送受信された順番に、すべての通信結果を印刷します。 

文書番号別印刷 

指定した文書番号の通信結果を印刷します。 

ユーザー 別印刷 

送信者ごとに通信結果を印刷します。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 












































5 . 通信情報を変更/確認する 


2| [通信管理レポート印刷]を押しまず。 

3. 印刷方法を選択しまず。 

ん手順3で[文書番号別印刷]を選択したときは、文書番号 （4 がの数字）をテ 
ンキーで入力しまず。 

5|手順3で[ユーザー別印刷]を選択したときは、一覧からユーザーを選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

6. [スタート]キーを押しまず。 

7. [閉じる]を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

•通信管理レポートに印刷される通信結果の件数については、 P .358 「項目別最大値一 
覧」を参照してください。 

通信管理レポート 

通信管理レポートに印字される項目について説明します。 





通信管理レポートを巧刷する 


* * * 通信管理レ 


<送 信> I 

時刻 


ザート （20 XX 年9月15日14時00分） * * * * 


1) 青山支店 -T 

2) A 0 YAMA 0 FFICE | 


日付 

I 


相手先 


1 " けな巧啡刷 J 

枚数結果料金 ユーザーを 义書番号- 

L 


14曰 9時23分 
12時0 9分 
14時19か 
15時0 9分 


ヨコハマエイギヨウシヨ 
ギンザエイギヨウシヨ 
サツポロ シテン 
一一 P C ファクス- 


6 3送£3]\4 0み42秒 

6 3送0> 5か4 2み' 

G 3 送 FM 1み12秒 


K - イ 


1日時0 9分アカサカシテン 
15時19分共有フォルダ 


ホ DM 

G 3送 EDM 


0み01巧 
0み3 2秒 


た0 
な G 


-デザインキカク 0002 


じ!送 SM @ 0を01秒 


2枚 OK 
1枚 OK 


—— デザインミズノ 01] 



15 時 2 4 分 

a bc @ defcompany . com 

み送 S 

0 分 01 秒 

1 枚-- —— 

0 114 


15 時 2 6 分 

abc @ defcompany . com :2 

送 S 

0 分 01 み' 

1 枚- 一一 

0 115 

9 月 15 曰 

9 時 12 分 

8133 己 43419 

G 3 送 D 

1 を 3 4 み' 

2 枚 OK -- 

0 14 7 

<受 信> 






日付 

時刻 

相手先 

交信モード 

通信時間 

枚数結果料金ユーザータ 

文書番号 

9 月 14 曰 

9 時 0 4 分 

システムセンター 

G 3 受 S 

0 み 4 2 巧 

2 枚 OK -- 

0 0 01 


12 時 5 9 分 

サイタマシテン 

G 3 受 E S 

5 分 4 2 秒 

10 枚 OK -- 

0 0 0 4 


13 時 19 分 

シンヨコハマホフイス 

G 3 受 E S 

0 分日 5 み' 

3 枚 OK - 

0 0 0 9 


14 時〇已分 

8135 己己己 1234 

G 3 受 S 

2 み 3 4 秒 

2 枚 OK -- 

0 010 


16 時 12 み 

タケダ 

< み受 E S 

0 み 4 5 秒 

1 枚 OK - 

0 0 12 


•8 

-9 

-10 

•11 

-12 


送 

信 0000] 

. 7 


受 

信 0 0 0 0 己 9 



# 

列信 

C 

親展 

$ 

:中継 

P 

F コー 

M 

蓄積 

L 

時刻指定 

@ 

:メモリー転送 

E 

ECM 

S 

ふつう字 

D 

小さな字 

F 

:細かい字 

U 

微細字 

> 

縮小 

H 

ドキュメントボックス 蓄積 

* 

: P C ファクス 

+ 

配信 

Q 

メール受信確認要ホ 

A 

メール受信確認応答 

N 

: NGN 

命 

Mai 

くみ 

I P-FAX 

フォルダー 





交信モード欄に記載される記号の内容でず。 


1. EP 刷曰時 

レポートを印刷した日付と時間が記載されます。 

2. 交信モード 

• ファクス送受信のとき 

送信を表す「送」、受信を表す「受」の文字のあとに、通信モードがアルファベットや記 
号で記載されます。 

G 4 ユニット、増設 G 3 ユニットを装着しているときは、回線の種類が 「 G 31」「 G 32」「 G 33」 
「 IG 3」「 G 4」 のいずれかで記載されます。 

• メールまたはインターネットファクス送受信のとき 

嫁 (メールマーク）、送信を表す「送」、受信を表す「受」の文きのあとに、通信モード 
がアルファベットや記号で記載されます。 

受信時の通信モードは、送信元がインターネットファクス宛先のときはインターネット 
ファクスでの受信、メール宛先のときは Mai I to Print での受信になります。 

「拡張送信」で受信確認を設定した送信メールには 「 Q 」 が記載されます。また、受信確認 
応答メールには 「 A 」 が記載されます。 

• IP - ファクス送受信のとき 







































5 . 通信情報を変更/確認する 


くク （ IP - ファクスマーク）、送信を表す「送」、受信を表す「受」の文きのあとに、通信 
モードがアルファベットや記号で記載されます。 

• フォルダー送信のとき 

じ：（フォルダーマーク）、送信を表す「送」の文きのあとに、通信モードがアルファべッ 
卜や記号で記載されます。 

3. 相手先 

• ファクス宛先のとき 

相手先に発信元名称（表示用）が登録されているとき：発信元名称（表示用）が記載され 
ます。 

発信元名称（表示用）がなく発信元ファクス番号が登録されているとき：その発信元ファ 
クス番号が記載されます。相手機の設定によっては、ファクス番号が記載されないことも 
あります。 

発信元名称（表示用）も発信元ファクス番号もないとき：送信時は入力したファクス番号 
またはアドレス帳に登録されている名称が記載されますが、受信時は何も記載されませ 
ん。 

• メール宛先またはインターネットファクス宛先のとき 

送信時は、入力したメールアドレスまたはアドレス帳に登録されている名称が記載されま 
す。受信時は、送信者のメールアドレス（インターネットファクス宛先）が記載されま 
す。 

同報送信のときは、メールアドレスまたは相手先名称に続けて、同報送信の宛先件数が記 
載されます。 

相手先の欄に 「- PC ファクス->」と表示されたときの通信結果は、 PC から本機への通 
信結果を示します。相手先への通信結果を確認するときは、同じ文書番号で相手先の欄に 
送信した相手先が表示されている行の結果欄を確認してください。 

• IP - ファクス宛先のとき 

送信時は、入力した IP - ファクス宛先またはアドレス帳に登録されている名称が記載され 
ます。受信時は、ファクス宛先と同様の記載となります。 

• フォルダー宛先のとき 

アドレス帳に登録されている名称が記載されます。 

4. 時刻 

送受信を開始した時刻です。 

5. 曰付 

送受信した月日です。 

6. 通信時間 

送受信にかかった時間です。99分59秒を超えると、「****分秒」と記載されます。 

7. 発信元名称（印字用）登録内容 

発信元名称（印き用）に登録されている内容が記載されます。 

8. ユーザー名 

送信者名が記載されます。 

9. 文書番号 

文書の管理番号です。 



通信管理レポートを巧刷する 


10. 料金 

G 4 または I - G 3 を使用した送信の通信料金が記載されます。 

記載されるのは、 G 4 ユニットを装着しているときです。ただし、通信料金が9999円を超える 
と、それが上の通信料金がかかったときでも「9999円」と記載されます。 

海外に送信したときは料金が計算されないことがあります。 

11. 結果 

送受信の結果が記載されます。 

• OK 

全ページ正しく送受信できました。インターネットファクスまたはメールの送信時に「拡 
張送信」の受信確認を設定したときは、受信確認の応答メールを受信したことを示しま 
す。 

受信配信のときは、「+」が記載されます。 

• エラー 

正しく送受信できませんでした。 

• — 

本機に登録されているメールサーバーまでインターネットファクスまたはメールが送信 
されましたけ目手先までメールが到達したことを示すものではありません）。 

PC ファクスのときはパソコンから本機までの通信結果です。 

• 電源断 

交信中に電源が切れました。一部原稿が送信されていません。 


12.枚数 

送受信した枚数です。999枚を超えると、「***枚」と記載されます。 

か甫足 ） 

• Mail to Print で受信したときは、実際の受信枚数および線密度にかかわらず、「枚数」 
の欄には「1枚」、「交信モード」の欄にはふつう字を表す 「 S 」 が印字されます。本 
機で印刷できない形式のファイルを受信したときは、「結果」の欄に「エラー」と印 
字されます。 

•通信レポートの「相手先」は、入力したファクス番号やアドレス帳に登録されている 
名称が、発信元名称などに優先して印きされるように設定できます。印字される内容 
の優先順位を変更するときは、サービス実施店に問い合わせてください。 


通信管理情報のメール送信 

通信管理情報を、管理者のメールアドレスにメールで送信します。 

50通信ごとに自動的に送信します。通信管理情報は、 CSV 形式のファイルとしてメール 
に添付されます。 

通信管理情報をメールで送信するときは、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定] 
(スイッチリビット 4) で「通信管理情報をメールで送信するかどうか」を「送信する」 
に鼓定します。 P .285 「パラメーター鼓定」を参照してください。 





5 . 通信情報を変更/確認する 


Q 重要 


• 送信された CSV ファイルは本機には残りません。管理者メールアドレスの設定に誤 
りがあると、大切な通信管理情報が失われることがあります。通信管理情報のメール 
送信機能を利用ずるときは、管理者メールアドレスの設定を再度確認ずることをお勧 
めします。 

通信管理情報の CSV ファイルのフォーマット 


ご 



1 

2 

1 

3 

1 

4 

1 

5 

1 

6 

1 

7 

1 

8 

1 

9 

1 

<TX> 


1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

Time — 


Destination 

Line 1 ype 

Other Modes 

TXtime 

Page(s) 

Result 

Charge 

User Name 

File No. 

口 0XX/8/20 10:23] 

[横浜営業所] 

[G3] 

[ECM/Standard/Memory Trans.] 

[015"] 

に 1] 

[OK] 

10円 

人事部 

[1] 

口 0XX/8/20 12:09] 

[--PC フ了クス-- >] 

[PC-FAX] 

[Detail/Memory Trans.] 

[ o ’ or ] 

に 1] 

[--] 



口]— 

口 0XX/ が20 12:09] 

[04511112222] 

脚 

[Detail/Memory Trans./Routing] 

[〇|〇3"] 

に 1] 

[OK] 



[3] J 

口日 XX/8/20 15:09] 

[yokohama 妙 aaa.abc.cojpj 

[E-mail] 

[Standard/Memory Trans.] 

[0,02"] 

に 1] 

[--] 



[7] J 

[20XX/8/20 15:12] 

[ginza@ aaa.abc.co jp] 

[E-mail] 

[Standard/Memory Trans.] 

[0’02’|] 

[P.l] 

[--] 



[8] -J 


--—— 








1 

<RX> 



— 







Time 

Sender 

Line Type 

Other Modes 

RXtime 

Page(s) 

Result 

Charge 

User Name 

File No. 

口 OXX/8/20 9:34] 

[システムセンター] 

[E-mail] 

[Detail] 

[0’14 り] 

[P.2] 

[OK] 



に] 

口 OXX/8/20 12:59] 

[shimada@ anet.co.jp] 

[E-mail] 

[^Standard] 

[1’32り] 

[P.IO] 

[OK] 



[4] 

[20XX/8/20 13:19] 

[ginza@aaa.abc.co.Jp] 

[E-mail] 

[Standard] 

[1’12’|] 

[P.IO] 

[OK] 



に] 

口 OXX/8/20 14:05] 

[takahashi@KKK.co.Jp] 

[E-mail] 

口 tandard] 

[0’20’|] 

[P.3] 

[OK] 



[6] 

口 OXX/8/20 15:27] 

[ueno@abc.co.jp] 

[E-mail] 

[Standard] 

[0'15"] 

[P.2] 

[OK] 



[9] 


^ 1 — 


PCFAX で 
送信された 
ものです。 

.メール送信 
されたもの 
でず。 


送信 （ TX ) と受信 ( RX ) に分けて記載されます。 


1. 時刻 （ Time ) 

通信が開始された時刻が記載されます。 

2. 相手先名称 ( Destination / Sender ) 

通信した相手先名称が記載されます。 

3. 通信モード （Line Type/Other Modes ) 

回線の種類や通信モードが記載されます。 

4. 通信時間 （ TXtime / RXtime ) 

送信、受信にかかった時間です。99分59秒を超えると、「****"」と記載されます。 

5. 枚数 （ Page ( s )) 

送信、受信した枚数です。999枚を超えると 「 P . ***」と記載されます。 

6. 結果 （ Result ) 

送信、受信の結果が記載されます。 

• 0 K 

全ページ正しく送受信できました。インターネットファクスまたはメール送信で「拡張送 
信」の受信確認を設定したときは、受信確認の応答メールを受信したことを示します。 

• E 

正しく送受信できませんでした。メールが正常に受信されなかったときの受信確認応答 
メールにも表示されます。 



























































通信管理レポートを巧刷する 


本機に登録されているメールサーバーまでインターネットファクスまたはメールが送信 
されましたけ目手先までメールが到達したことを示すものではありません）。 

• D 

交信中に電源が切れました。原稿の一部が送信されていません。 

7. 料金 Charge ) 

G 4 または I - G 3 を使用した送信の通信料金が記載されます。 

記載されるのは G 4 ユニットを装着しているときです。ただし、通信料金が9999円を超える 
と、それが上の通信料金がかかったときでも「9999円」と記載されます。 

8. ユーザー名 （User Name ) 

ユーザー名称が記載されます。 

9. 文書番号 (File No .) 

文書の管理番号です。 

〇 補足 ） 

• 管理者メールアドレスが間違っていると、通信管理情報を入手できなくなることがあ 
ります。 

• 通信管理情報のメールが送信できなかったときは、通信管理レポートが出力されま 
す。 


•添付される CSV 形式のファイルには、 「 JOURNAL + 年月日時分. CSV 」 の形式で フ ァイ 
ル名が付けられます。たとえば、送信する日時が 20 XX 年8月20日14時40分のと 
きのファイル名は 「 JOURNAL 20 XX 0 8201440 .CSV 」 になります。 


•通信管理情報のメールには、「通信管理」で始まる件名が付けられます。 

•管理者メールアドレスは[システム初期設定]の[管理者メールアドレス]で確認で 
きます。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してく 
ださい。 





5 . 通信情報を変更/確認する 


蓄積受信文書を確認/ EP 刷/消去ずる 

受信したファクス文書を八ードディスクに蓄積しておき、必要に応じて印刷します。必要 
ないファクス文書は消去します。 

あらかじめ、[受信文書設定]の[蓄積]を[する]に設定しておきます。設定方法は、 
P .265 「受信文書設定」を参照してください。 

受信文書を蓄積するよう設定し、通知先を設定しているときは、ファクス文書を受信した 
ことをメールで通知できます。 


本機 


相手先 八ードディスク 



本機でセキュリティー機能が設定されているときは、管理者として指定されたユーザーだ 
けが、蓄積受信文書を確認、 EP 刷、消去できます。管理者が文書の内容を確認し、ほかの 
ユーザーに配布します。蓄積受信文書を管理するユーザーを指定するときは、 P .278 「蕾 
積受信文書ユーザー設定」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 蓄積受信文書はドキュメントボックス機能では使用できません。 

• 蓄積受信文書は Web Image Monitor から内容を確認したり印刷したりできます。詳 
しくは P .232 「Web Image Monitor からファクス蓄積受信文書を確認/印刷/削除す 
る」を参照してください。 

• 蓄積受信文書を操作部から EP 刷したり消去する操作を制限できます。制限するには、 
[パラメーター設定](スイッチ W ビット 0) で「制限する」を選択します。制限し 
ているときは、[蓄積受信文書印刷/消去]は画面に表示されず、操作部から蓄積受 
信文書を操作できません。[パラメーター設定]については、 P .285 「パラメーター設 
定」を参照してください。 

•次の項目の最大値については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

• 八ードディスクに蓄積できる受信文書の件数 
• メモリーに蓄積できる文書の枚数 

•蓄積した文書は、蓄積受信文書として管理されます。「蓄積文書指定」を使用した送 
信はできません。 

• 親展受信した文書は親展ボックスに保をされます。 



























蓄積受信文書を確認/巧刷/消去する 


蓄積受信文書を確認ずる 

八ードディスクに蓄積された受信文書を確認します。 

1| [送受信確認/巧刷]を押しまず。 



2. [蓄積受信文書巧刷/消去]を押しまず。 

3. 確認ずる文書を選択しまず。 

サムネールのキーを押すと、サムネール表示に切り替わります。 

4| [プレビュー ] を押しまず。 

5. プレビューを確認しまず。 

• [縮ル表示]または[拡大表示]を押すと、文書を縮小または拡大して表示でき 
ます。 

•卜][イ[下][丄]を押すと、表示する部分を移動できます。 

• [表示文書切り替え]を押すと、選択した別の文書を表示できます。 

• [表示ページ切り替え]を押すと、表示するページを切り替えられます。 

6. [閉じる]を3回押しまず。 

Q 補足 ） 

•受信した文書のサイズ（原稿の横の長さ）が A 3 (420 mm ) を超える原稿を蓄積受信 
したときは、プレビューでは1枚で表示されますが、実際の印刷では画像は分割され 
ます。 


蓄積受信文書を印刷ずる 


八ードディスクに蓄積された受信文書を印刷します。 









































5 . 通信情報を変更/確認する 


1|陪受信確認/印刷]を押しまず。 



2. [蓄積受信文書巧刷/消去]を押しまず。 

3|印刷ずる文書を選択し、[文書印刷]を押しまず。 

複数の文書を指定して印刷できます。 

EP 刷したあとに文書を消去するときは [ EP 刷後消去する]を押します。 

両面印刷をするときは[両面に印刷する]を押します。 

4. [スタート]キーを押しまず。 

5. [閉じる]を2回押しまず。 

〇 補足 ） 

• 一度に巧刷できる最大件数については P . 358「項目別最大値一覧」を参照してくださ 
い0 

蓄積受信文書を消去ずる 

八ードディスクに蓄積された受信文書を消去します。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2. [蓄積受信文書巧刷/消去]を押しまず。 














































































蓄積受信文書を確認/巧刷/消去する 


3 i 消去ずる文書を選択し、[文書消去]を押しまず。 

複数の文書を指定して消去できます。 

4. [消去ずる]を押しまず。 

5. [閉じる]を2回押しまず。 

か 補足 ） 

• Web Image Monitor からほかの人が同じ文書を巧刷してぃるときは消去できません。 

• 一度に消去できる最大件数につぃては P . 358「項目別最大値一覧」を参照してくださ 
い0 





5 . 通信情報を変更/確認する 


封筒受信した文書を巧刷ずる 

封筒受信すると親展受信ランプ（四）が点滅します。封筒受信を設定しておくと、受信し 
た文書はメモリーに蓄積され、自動的には印刷されません。あらかじめ登録しておいた封 
筒のを入力して印刷します。 

封筒 ID を知らない人は印刷できないので、内容を他人に見られずにすみます。 

[ファクス初期設定]であらかじめが下の準備が必要です。 

• [封筒の登録]で封筒のを登録する 
• [受信文書設定]で封筒受信の機能を[する]に設定する 
封筒 ID の登録方法は、 P .254 「導入設定」を参照してください。 

封筒受信の設定方法は、 P .265 「受信文書設定」を参照してください。 

封筒受信した文書は印刷すると消去されます。 

〇 重要 ） 

•停電時や電源コンセントを抜いたときそのまま約1時間経過すると、封筒受信した文 
書はずべて消去されまず。消去された文書は「電源断レポート」で確認しまず。『こ 
まったときには』「電源を切る/切れたとき J を参照してください。 

11親展受信ランプが点滅していることを確認しまず。 



2|陪受信確認/印刷]を押しまず。 






















































封筒受信した文書を巧刷する 


3. [封筒受信文書印刷]を押しまず。 

ん封筒 ID (4 おの数字）をテンキーで入力し、[スタート]キーを押しまず。 

封筒 ID が一致しないときは「指定したコードは登録されている封筒 ID と一致しませ 
ん。」と表示されます。[確認]を押して操作を終了し、封筒のを確認してからもう 
一度操作し直してください。 

5. [閉じる]を押しまず。 

か 補足 ） 

• 封筒受信の機能が有効になっているとき、文書を蓄積するメモリーの残量が少ない 
と、受信できなくなります。 

-特定の相手先から受信した文書だけの封筒受信もできます。 

• F コード取り出し文書は封筒受信の対象とはならず、受信したあと自動的に印刷され 
ます。 


-[受信文書印刷部数]が2部が上に設定されていても、封筒受信して印刷される文書 
は J 部だけです。 





5 . 通信情報を変更/確認する 


F コード親展ボックスを使用ずる 

F コード親展ボックスを利用して、相手先から親展送信された文書を受信します。 


親展ボックスとは 

本機を利用者や部門ごとの私書箱のように利用するときに設定します。 

親展ボックスを設定すると、送信文書を他人に見られることなく受信できます。また、親 
展ボックスに配信先を登録しておくと、受信した文書を自動的に配信先に送信します。配 
信先としてファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先ま 
たはフォルダー宛先を指定できます。 

親展ボックスにファクスを受信するには、親展ボックスに登録した F コード ( SUB ) を送 
信元に伝え、登録した F コード ( SUB ) と一致する F コード ( SUB ) を付けて文書を送信 
してもらいます。文書を受信すると親展受信ランプが点灯し、親展通知レポートが印刷さ 
れます。 


親展ボックスに配信先を登録していないときは、受信した文書を印刷させます。印刷方法 
は、 P .197 「親展ボックスの受信文書を印刷する」を参照してください。 

印刷や配信が終わると、親展ボックスに受信した文書は消去されます。 



G 重要 J 

•停電時や電源コンセントを抜いたときそのまま約1時間経過ずると、親展ボックスに 
受信した文書はずべて消去されます。消去された文書は「電源断レポート J で確認し 
まず。『こまったときには』「電源を切る/切れたとき J を参照してください。 

この機能を使用するには、あらかじめ[ファクス初期設定]の [ F コードボックス設定] 
で親展ボックスを登録しておきます。親展ボックスにはパスワードを設定できます。登 
録方法は、 P .316「 F コードボックス設定」を参照してください。 
































F コード親展ボックスを使用する 


Q 補足 ） 

•配信先に送信される文書には発信元名称（印宇用）は付加されません。 

•配信ができなかったときは、不達レポートを印刷し、親展受信文書として保存されま 
す。 

親展ボックスの受信文書を印刷ずる 
11親展受信ランプが点灯していることを確認しまず。 



2|陪受信確認/印刷]を押しまず。 



3| [ F コード親展ボックス受信文書印刷]を押しまず。 

















































5. 通信情報を変更/確認する 


4. 印刷ずる文書のボックスを押しまず。 

F コード親展ボックス夏信文書 EP 刷 
文書を EP 刷するボシクスを遷択してください。 

「を jllll 

かホあま店 


5|パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押しまず。 

6. [スタート]キーを押しまず。 

続けて別の親展ボックスの文書を印刷するときは、手順4から操作します。 

7. [閉じる]を2回押しまず。 


親展通知レポート 


F コード親展ボックスに文書を受信したことを確認できます。 

このレポートを自動的に印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設 
定](スイッチ04ビット 0) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してく 
ださい。 


2 

3 

4 



1. EP 刷曰時 

レポートを印刷した日付と時間が記載されます。 

2 . 受信時刻 

親展受信した時刻が記載されます。 

3. 相手先 

相手先の発信元名称（表示用）または発信元ファクス番号が記載されます。 


















F コード親展ボックスを使用する 


4 . 受信枚数 

親展受信した枚数です。 

5 . 発信元名称 （ EP 字用）登録内容 

発信元名称（印字用）に登録されている内容が記載されます。 



5. 通信情報を変更/確認する 


F コード掲示板ボックスを使用ずる 

F コード掲示板ボックスに文書を登録し、相手先の送信依頼を待ちます。 

掲示板ボックスとは 

本機を掲示板として利用するとき、掲示する文書ごとに設定します。 

掲示板ボックスに文書を登録し、相手先からの送信依頼を待ちます。相手先から送信依頼 
があると、相手先からの F コード （ SEP ) と掲示板ボックスに登録した F コード （ SEP ) 
を比較し、一致すると相手先に文書を送信します。 

相手は必要に応じて都合のよい時間に文書を受信できます。 

掲示板ボックスに文書を登録する方法は、 P .201 「掲示板ボックスに文書を登録する」を 
参照してください。 

相手先には、掲示板ボックスに登録した F コード （ SEP ) を相手先に伝えておきます。 



SEP:4444 
を指定 


G 重要 J 

•停電時や電源コンセントを抜いたときそのまま約1時間経過ずると、掲示板ボックス 
に登録した文書はすべて消去されまず。消去された文書は「電源断レポート」で確認 
しまず。『こまったときには』「電源を切る/切れたとき」を参照してください。 

この機能を使用するには、あらかじめ[ファクス初期設定]の [ F コードボックス設定] 
で掲示板ボックスを登録しておきます。掲示板ボックスにはノ くスワードを設定できます。 
登録方法は、 P .316「 F コードボックス設定」を参照してください。 

か 補足 ） 

-[受信文書設定]の[出力切替タイマー設定]で、[基本設定]の[出力設定]を[印 
刷する]が外に設定しているときは、掲示板ボックスに文書を登録したり、登録した 
































F コード掲示板ボックスを使用する 


文書を削除できないことがあります。[出力切替タイマー設定]の設定を確認してく 
ださい。 


掲示板ボックスに文書を登録ずる 

1個の掲示板ボックスに登録できる文書は1件です。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2. [ F コード掲示板ボックス文書登録/消去/印刷]を押しまず。 

3 . 文書を登録ずるボックスを押しまず。 

F 〕 ー ド掲示板ボシクスタ書登録/ミ肖去/ EP 刷 
文書を登録するボシクスを遷択してくださし、。 

I 夕書登録 ][ 夕書肖去 || 夕書印刷 I 





a 5678 
企画部 


すでに登録された文書があるときは、ボックス名の前に文書を表すマークが表示され 
ます。 


文書が登録されているボックスを選択すると、メッセージが表示されます。文書を変 
更するときは[登録する]を押します。このとき、もともと登録されていた文書は上 
書きされます。 

んパスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押しまず。 














































5. 通信情報を変更/確認する 


5|登録ずる原稿をセットし、読み取り条件や原稿送りの設定を変更しまず。 



6. [スタート]キーを押しまず。 

続けてほかのボックスに文書を登録するときは、手順3から操作します。 

7. [閉じる]を2回押しまず。 

Q 補足 ） 

•登録した文書は自動的には消去されません。登録済みの文書を消去するときは、 P . 
203「掲示板ボックスの文書を消去する」を参照してください。 

掲示板ボックスの文書を印刷ずる 
1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2. [F コード掲示板ボックス文書登録/消去/印刷]を押しまず。 

3. [文書印刷]を押しまず。 

























































F コード掲示板ボックスを使用する 


4. 印刷ずる文書が登録されているボックスを押しまず。 


F 〕 ー ド掲を板ポシクスタ書登録/ミ肖去/ EP 剧 


文書を EP 刷するボシクスを選択してくださし、。 

I 夕書登録 I 

I 文書消去 || 夕書印刷 1 



を 15678 
□ I 企画部 


5|パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押しまず。 

6. [スタート]キーを押しまず。 

両面印刷をするときは、[両面に印刷する]を押します。 

ほかの掲示板ボックスに登録した文書を印刷するときは、手順4から繰り返します。 

7. [閉じる]を2回押しまず。 

掲示板ボックスの文書を消去ずる 
1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2. [F コード掲示板ボックス文書登録/消去/印刷]を押しまず。 

3. [文書消去]を押しまず。 


















































5. 通信情報を変更/確認する 


ん消去ずる文書が登録されているボックスを押しまず。 



5|パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押しまず。 

6. [消去ずる]を押しまず。 

ほかの掲示板ボックスに登録した文書を消去するときは、手順4から繰り返します。 

7. [閉じる]を2回押しまず。 











ID を入力して印刷待機文書を印刷する 


ID を入力して印刷待機文書を印刷ずる 

[出力切替タイマー設定]で[の入力印刷]を設定すると、受信した文書はメモリーに善 
積され、自動的には印刷されません。この文書は [ ID 入力印刷]を設定した時間帯に限 
り、あらかじめ登録しておいた印刷のを入力して印刷します。 

1| [送受信確認/印刷]を押しまず。 



2| [ID 入力印刷文書を巧刷]を押しまず。 

3. 印刷 ID をテンキーで入力しまず。 

4. [スタート]キーを押しまず。 

5. [閉じる]を押しまず。 









































5. 通信情報を変更/確認する 



6. 送信文書を蓄積ずる 

文書をドキュメントボックスに蓄積して管理する方法を説明します。 


文書蓄積を利用ずる 


送信文書をドキュメントボックスに蓄積して管理できます。 

ドキュメントボックスに蓄積すると次の点で便利です。 

.一度蓄積しておくと、指定するだけで何回も送信できる 
• 蓄積していてもファクスの^モリーを消費しない 

蓄積した複数の文書を J つの文書として送信、印刷したり、読み取った原稿と合わせて1 
つの文書として送信したりできます。 



0 重要 ) 

.万一、本体の八ードディスクに不具合が発生したときは、記録保存したデータが消失 
することがあります。八ードディスクを重要なデータの記録保存には使用しないこ 
とをお勧めしまず。お客様のデータの消失による損害につきましては、当社は一切そ 
の責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

ドキュメントボックスには、コピー機能、プリンター機能、およびスキャナー機能で読み 
取った文書も蓄積できます。ファクス機能から送信できるのは、ファクス機能で読み取っ 
て蓄積した文書だけです。ほかの機能で読み取った文書は、ファクス機能では利用できま 
せん。 

か甫足 ） 

• 蓄積した文書は、停電のときや主電源を切ったときも消去されません。 

• ドキュメントボックスに蓄積された文書は、一定日数が経過したあとに自動的に消去 
するかどうかを[システム初期設定]の[ドキュメントボックス蓄積文書自動消去] 






























6 .送信文書を蓄積する 


で設定できます。工場出荷時は「3日（文書を蓄積してから72時間)」経過したあと 
に消去するよう設定されています。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システ 
ム初期設定」を参照してください。 

•[ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ24ビット 2) を「する」に 
設定すると、[ドキュメントボックス蓄積文書自動消去]の設定にかかわらず、蓄積 
した文書をドキュメントボックスに保持できます。詳しくは、 P .285 「パラメーター 
設定」を参照してください。 

• Web Image Monitor を使用して、ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信、 EP 刷、 
消去したり、パソコンにダウンロードして操作したりできます。また、文書の情報を 
変更できます。ダウンロード方法は、『コピー/ドキュメントボックス』「蓄積した文書 
を Web Image Monitor でダウンロードする」を参照してください。 

.が下の項目の最大値については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

• ファクス機能を使用してドキュメントボックスに蓄積できる文書数 

• ドキュメントボックスに蓄積できる J 文書あたりの枚数 

• ドキュメントボックスに蓄積できる文書の枚数（コピー機能、ファクス機能、プ 
リンター機能、およびスキャナー機能の合計） 



送信文書を蓄積する 


送信文書を蓄積ずる 

ドキュメントボックスに文書を蓄積しながら送信します。送信しないで文書の蓄積だけ 
することもできます。 

蓄積する文書に、必要に応じて次の情報を設定できます。 

ユーザー 名 

蓄積した人や部門がわかるように設定します。アドレス帳から選択するか、アドレス 
帳に登録されていない名称を直接入力で指定します。 

文書名 

任意の义書名を指定できます。指定しないときは、 「 FAX 0001」「 FAX 0002」 という連 
番の义書名が自動的に付けられます。 

パスワード 

不特定の人に送信されないように、4〜8おの数きをパスワードとして設定します。 
設定した文書情報は、蓄積したあとに変更できます。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

[原稿セット方向]を正しく設定しないと、蓄積した原稿をプレビュー表示するとき、 
原稿の天地（上下）が正しく表示されません。 

設定方法は、 P .38 「原稿セット方向を設定する」を参照してください。 

2. [文書蓄積]を押しまず。 



3| [蓄積+送信]または[蓄積のみ]を押しまず。 

文書を蓄積してから送信するときは[蓄積+送信]を押します。 
文書を蓄積するときは[蓄積のみ]を押します。 



































6 .送信文書を蓄積する 


んユーザー名、文書名、パスワードを設定しまず。 


ma 

わ夕-ネット乃クス、 

タール ，: 

文書蓄糧 


1 弦除 


機能を選巧してくださし、。 


L 蓄積のみ 1[ 蓄積+送信 11 

►文書情報 

I ] I バスワード 




. ユーザー名 


[ユーザー名]を押し、一覧からユーザー名を選択します。アドレス帳に登録さ 
れていない名称を直接入力するときは、[登録外文字列]を押して入力します。 
指定したあと、 [0 K ] を押します。 

• 文書名 

[文書名]を押し、文書名を入力して [0 K ] を押します。 


• パスワード 


[パスワード]を押し、パスワードをテンキーで入力して [0 K ] を押します。確 
認のためにもう一度パスワードを入力し、 [0 K ] を押します。 

5. [0 K ] を押しまず。 

6. [蓄積+送信]を選択したときは、相手先を指定しまず。 

7. [スタート]キーを押しまず。 

Q 補足 ） 

•セキュリティーの設定によっては、[ユーザー名]力《[アクセス権]と表示されるこ 
とがあります。[アクセス権]の設定手順は、 P .220 「アクセス権を設定して送信文書 
を蓄積する」を参照してください。 

•文きの入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 

さし、。 





















蓄積した文書を送信する 


蓄積した文書を送信ずる 

ファクス機能からドキュメントボックスに蓄積した文書を送信します。 
ドキュメントボックスに蓄積した文書は、消去するまで何回でも送信できます。 
蓄積文書は、蓄積したときの読み取り条件で送信されます。 

蓄積文書を送信するときは、次の機能は使用できません。 

-直接送信 

• クイックメモリー送信 
• オンフックダイヤル 
• マニュアル ダイヤル 

1| [蓄積文書指定]を押しまず。 



2. 送信ずる文書を選択しまず。 

複数の文書を選択したときは、選択した順に送信されます。 

•文書を登録したユーザー名で並べるときは、[ユーザー名]を押します。 

•文書を名前の順番に並べるときは、[文書名]を押します。 

•文書を登録した月日順で並べるときは、[月日]を押します。 

•文書を送信する順番に並べるときは、陪信順]を押します。 

選択した文書の情報を確認するときは[詳細]を押します。 

サムネールのキーを押すとサムネール表示に切り替わります。 

3|パスワードを設定している文書を選択したときは、パスワードをテンキーで 
入力して[実行]を押しまず。 

ん蓄積した文書に原稿を追加して送信ずるときは[紙原稿+蓄積文書]または 
[蓄積文書+紙原稿]を押しまず。 

[紙原稿+蓄積文書]を指定すると、「原稿」^「蓄積した文書」の順に送信されます。 
[蓄積文書+紙原稿]を指定すると、「蓄積した文書」^「原稿」の順に送信されます。 

5. [0 K ] を押しまず。 









































6 .送信文書を蓄積する 


も蓄積した文書に原稿を追加して送るときは、原稿をセットして、読み取り条 
件を選択しまず。 

7|相手先を指定し、[スタート]キーを押しまず。 

Q 補足 ） 

• あとから追加した原稿は蓄積されません。 

.が下の項目の最大値については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

• 一度に指定できる文書数 
• 一度の操作で送信できる原稿の枚数 

蓄積した文書を「全文書表示 J 画面から検索ずる 

1|送信ずる文書を表示させまず。 

[▲] または [▼] を押して送信する文書を表示させます。 



2. 送信ずる文書を押しまず。 

蓄積した文書をユーザー名から検索ずる 


ユーザー名は前方一致で検索されます。 

































蓄積した文書を送信する 


1- [ユーザー名検索]を押しまず。 


リスト サムネール 

、た '、-.: ■■■ 

I 種別 ュ-ヴ.-名 I 夕書名 I 

\r^4 ••• 

陋么 lUser 5 | FAX 0005 

IT 全文書表を 3 

狙る | User 4 | FAX 0004 

陋么 化が5 IFAX 0003 

狙么 | User 2 | FAX 0002 

I ューヴー名検索 I 

I 夕書名検索 I 

吸る lUserl iFAXOOOl | 



2|送信ずる文書を登録した ユーザー 名を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

ユーザー名を入力して検索するときは[登録外文き列]を押したあと、ユーザー名を 
入力します。 

3. 送信ずる文書を押しまず。 

蓄積した文書を文書名から検索ずる 

文書名は前方一致で検索されます。 

1. [文書名検索]を押しまず。 



2|送信ずる文書の文書名を入力し、 [0 K ] を押しまず。 
3. 送信ずる文書を押しまず。 























































6 .送信文書を蓄積する 


蓄積した文書の内容をプレビューで確認ず 
る 

1. [蓄積文書指定]を巧します。 



2. 確認ずる文書を選択します。 

サムネールのキーを押すと、サムネール表示に切り替わります。 

3|パスワードを設定している文書を選択したときは、パスワードをテンキーで 
入力して[実行]を押しまず。 

4. [プレビュー]を押しまず。 

5. プレビューを確認しまず。 

• [縮小表示]または[拡大表示]を押すと、文書を縮小または拡大して表示でき 
ます。 

•卜][イ[下][丄]を押すと、表示する部分を移動できます。 

• [表示文書切り替え]を押すと、選択した別の文書を表示できます。 

• [表示ページ切り替え]を押すと、表示するページを切り替えられます。 

6. [閉じる]を押しまず。 

7. [0 K ] を押しまず。 

Q 補足 ） 

•画像ファイルが壊れていたり、 A 3 より大きな原稿を蓄積したときはプレビュー表示 
されません。 

• サイズ混載機能を使用しないでサイズの異なる複数ページの原稿を蓄積すると、2 
ページ目が降の表示サイズが実際の用紙サイズと異なることがあります。 











































蓄積した文書を巧刷する 


蓄積した文書を印刷ずる 

ファクス機能からドキュメントボックスに蓄積した文書を印刷します。 

印刷方法は次の2種類あります。 

文書印刷 

全ページ印刷します。 

先頭ページ印刷 

一番始めのページを印刷します。原稿の内容を確認するときなどに便利です。 

先頭ページだけを印刷するときは、用紙の先端に文書名が印字されます。 A 4 サイズ 
より大きい文書は A 4 サイズに縮小して印刷します。 

1. [蓄積文書指定]を押しまず。 



2. 印刷ずる文書を選択しまず。 

複数の文書を選択できます。 

3|パスワードを設定している文書を選択したときは、パスワードをテンキーで 
入力して[実行]を押しまず。 

ん[文書印刷]または[先頭ページ印刷]を押しまず。 

両面印刷をするときは、[両面に印刷する]を押します。 

5. [スター h ] キーを押しまず。 

6. [解除]を押しまず。 

〇 補足 ） 

• 複数の文書を両面印刷するときは、文書ごとに両面印刷します。 

• サイズ混載機能を使用しないで蓄積した原稿を印刷するとき、ファクス機能から EP 刷 
するときとドキュメントボックス機能から EP 刷するときでは、2ページ目が降の用紙 
サイズが異なることがあります。 

.が下の項目の最大値については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

• [先頭ページ印刷]で印刷できる件数 










































6 .送信文書を蓄積する 


• 一度に印刷できる件数 



蓄積した文書の文書情報を変更する 


蓄積した文書の文書情報を変更ずる 

蓄積されている文書の文書名、ユーザー名、パスワードを変更します。 

1. [蓄積文書指定]を押しまず。 



2| [蓄積文書管理/消去]を押しまず。 

3. 変更ずる文書を選択しまず。 

んパスワードを設定している文書を選択したときは、パスワードをテンキーで 
入力して[実行]を押しまず。 

5. 蓄積文書の情報を変更しまず。 



. ユーザー名 

[ユーザー 名変更]を押し、[クリア]を押して ユーザー 名を消去したあと、一覧 
力、ら ユーザー 名を選択し直します。アドレス帳に登録されていない名称を直接 
入力するときは、[登録外文き列]を押して入力します。 [0 K ] を押します。 

• 文書名 

[文書名変更]を押し、[^] [^][後退]または[全消去]を押して文書名を消 
去したあと、入力し直します。入力したあと、 [0 K ] を押します。 

• パスワード 

[パスワード変更]を押し、パスワードをテンキーで入力して [0 K ] を押しま 
す。確認のためにもう一度パスワードを入力し、 [0 K ] を押します。 










































































6 .送信文書を蓄積する 


6. [閉じる]を押しまず。 

〇 補足 ） 

•セキュリティーの設定によっては、[ユーザー名変更]力《[アクセス権変更]と表示 
されることがあります。[アクセス権変更]の設定手順は、 P .221 「蓄積した文書のア 
クセス権を変更する」を参照してください。 

•文きの入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 

さし、。 





蓄積した文書を消去する 


蓄積した文書を消去ずる 

1. [蓄積文書指定]を押しまず。 



2| [蓄積文書管理/消去]を押しまず。 

3. 消去ずる文書を押しまず。 

複数の文書を選択できます。 

んパスワードを設定している文書を選択したときは、パスワードをテンキーで 
入力して[実行]を押しまず。 

5. [文書消去]を押しまず。 

6. [消去ずる]を押しまず。 

7. [閉じる]を押しまず。 







































6 .送信文書を蓄積する 


蓄積した文書にアクセス権を設定ずる 

ユーザー認証が設定されているときは、ドキュ^ントボックスに文書を蓄積するときにア 
クセス権を設定できます。また、蓄積したあともアクセス権を変更できます。 

ログイン、ログアウトの方法は、『本機のご利用にあたって』「操作部からのログインのし 
かた」、「操作部からのログアウトのしかた」を参照してください。 

アクセス権を設定して送信文書を蓄積ずる 

アクセス権を設定してから、ドキュメントボックスに文書を蓄積します。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

[原稿セット方向]を正しく設定しないと、蓄積した原稿をプレビュー表示するとき、 
原稿の天地（上下）が正しく表示されません。 

設定方法は、 P .38 「原稿セット方向を設定する」を参照してください。 

2. [文書蓄積]を押しまず。 



3| [蓄積+送信]または[蓄積のみ]を押しまず。 

文書を蓄積してから送信するときは[蓄積+送信]を押します。 
文書を蓄積するときは[蓄積のみ]を押します。 

ん「文書情報 J の[アクセス権]を押しまず。 

5. [新規登録]を押しまず。 

6. 登録ずる ユーザー またはグループを選択しまず。 

複数のユーザーを選択できます。 

[すべてのユーザー]を押すと、全ユーザーを選択できます。 

7. [閉じる]を押しまず。 











































蓄積した文書にアクセス権を設定する 


8. アクセス権を設定ずるユーザーを選択し、アクセス権を選択しまず。 

アクセス権は、[閲覧]、[編集]、[編集/削除]、[フルコントロール]のいずれかを 
選択します。 

9. [閉じる]を押しまず。 

1〇|必要に応じて、文書名やパスワードを設定しまず。 

11. [0 K ] を押しまず。 

12. [蓄積+送信]を選択したときは、相手先を指定しまず。 

13. [スタート]キーを押しまず。 

蓄積した文書のアクセス権を変更ずる 

ドキュメントボックスに蓄積した文書にアクセス権を設定します。 

1. [蓄積文書指定]を押しまず。 



2| [蓄積文書管理/消去]を押しまず。 

3. 変更ずる文書を選択しまず。 

んパスワードを設定している文書を選択したときは、パスワードをテンキーで 
入力して[実行]を押しまず。 

5| [アクセス権変更]を押しまず。 

も「アクセス許可ユーザー/グループ J の[登録/変更/消去]を押しまず。 

7. [新規登録]を押しまず。 

8. 登録ずる ユーザー またはグループを選択しまず。 

複数のユーザーを選択できます。 

[すべてのユーザー]を押すと、全ユーザーを選択できます。 

9. [閉じる]を押しまず。 










































6 .送信文書を蓄積する 


10. アクセス権を設定ずるユーザーを選択し、アクセス権を選択しまず。 

アクセス 権は、[閲覧]、[編集]、[編集/削除]、 [フルコントロール] のいずれかを 
選択します。 

11. [閉じる]を押しまず。 

12. にのを押しまず。 

13. [閉じる]を押しまず。 



7. パソコンからフアクス機能を巧用 
ずる 

パソコンからネットワークを介して本機のファクス機能を利用する方法を説明します。 


パソコンからファクスを送信ずる 

Windows のアプリケーシヨンで作成した文書を、パソコンに接続された本機からほかの 
ファクスへ送信します。 

Windows のアプリケーシヨンから文書を印刷する操作をし、 EP 刷先のプリンターとして 
PC FAX ドライバーを選択して、表示された PC ファクス画面でファクスの相手先を指定 
して送信します。パソコンと本機は、パラレルポート、 LANs 無線 LAN または USB 2.0 を 
使用して接続します。自分のパソコンから相手機まで、紙に出力することなくファクスを 
送信できます。 

送信する前に本機で原稿を巧刷して、相手先が受信するイメージの確認もできます。 



この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

〇 重要 ) 


.本機にエラーが発生しても 、 PC FAX ドライバー側ではエラーが表示されません。 
Web Image Monitor で確認してください。詳しくは Web Image Monitor のヘルプを参 
照してください。 


〇 補足 


• Web Image Monitor は、同ーネットワーク環境での使用を推奨します。 URL をクリッ 
クしてもブラウザーが開かずエラーとなることがあります。 



















7 . パソコンからファクス機能を活用する 


PC ファクスを使用ずる前に 

この機能を使用するときは、あらかじめパソコンに PC FAX ドライバーをインストールし 
ておきます。 


ドライバーのインストール方法は、『ドライバーインストールカイド』を参照してくださ 
い。 

また、パソコンと本機の接続方法に応じて設定が必要です。必要な設定については、『ネッ 
トワークの接続/システム初期設定』「ネットワークの設定」を参照してください。 


パソコンからファクスを送信ずる 

パソコンのアプリケーションで作成した文書をファクス送信します。 

Windows のアプリケーションから文書を印刷する操作をします。 EP 刷先のプリンターと 
して PC FAX ドライバーを選択し、 PC FAX のダイアログが表示されたら、ファクスの相 
手先を指定します。あらかじめ、送信する文書をアプリケーションで開くか作成しておい 
てくださし、。 

詳しくは PCFAX ドライバーのヘルプを参照してください。ヘルプの見かたについては、 
P.227「PC FAX ドライバーのヘルプを見る」を参照してください。 


宛先を直接入力するとき、または PC ファクスのあて先表を使用するときは、メール宛先 
およびフォルダー宛先は指定できません。 

1| [ファイル]メニューから[印刷]をクリックしまず。 

2|プリンタ名で 「R に OHPCFAX(imagio)TypeRj をクリックしまず。 

3. 旧]刷]をクリックしまず。 

アプリケーションにより設定方法が多少異なることもあります。各アプリケーショ 
ンの設定方法に従い、プリンターを 「R に OHPCFAX(imagio)TypeR」 に設定してく 
ださい。 

4. 相手先を指定しまず。 

PC ファクスの「あて先表」を利用するときは、「あて先表」タブで、あて先表から相 
手先を選択します。 

相手先を直接入力して指定するときは、「直接あて先指定」タブで入力します。 

5|必要に応じて、「時刻指定送信 J などの送信オプションや送信結果メール通知 
を設定しまず。 

6. [送信]をクリックしまず。 

[送信&印刷]をクリックすると、相手先へファクスを送信しながら、本機で文書を 
印刷します。相手先が受信するイメージを確認できます。 



パソコンからファクスを送信する 


Q 補足 ） 

- PC FAX ドライバーを使用して送信された文書は、本機で送信待機文書として保持で 
きます。 

• 本機で増設回線を利用しているときは、宛先ごとに異なる回線を使用すると一斉同報 
送信できます。一き同報送信については、 P .56 「一き同報送信」を参照してくださ 
い0 

.が下の項目の最大値については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

• 1文書で同報送信できる宛先数 

• PC FAX ドライバーからの送信文書を送信待機文書として本機で保持できる件数 
• 宛先として入力できるお数 

•パソコンと本機を USB 2.0 で接続しているときは、正常に送信されていても、「この 
ドキュメントの印刷に失敗しました」というダイアログや、 Microsoft の^ッセージが 
表示されることがあります。このようなときは、本機の画面で送信結果を確認してく 
ださい。確認方法は、 P .169 「送信結果を確認する」を参照してください。 

本機のアドレス帳の宛先を登録番号で指定ずる _ 

詳しくは、 PC FAX ドライバーのヘルプを参照してください。 

1|「直接あて先指定 J タブをクリックしまず。 

2|「機器登録アドレスを使用ずる J にチェックを付けまず。 

3. 「機器登録アドレス J ボックスにアドレス帳の登録番号を入力しまず。 

4. [送信先一覧に追加]をクリックしまず。 

5|複数の相手先を指定ずるときは、手順3、4を繰り返しまず。 

宛先を繰り返し入力ずる 

PC FAX ドライバーをインストールしたときに誤送信を防止する機能が有効になっている 
と、ファクス番号の入力を繰り返して番号の入力間違いがないか確認します。 

1|「直接あて先指定 J タブをクリックしまず。 

2|ファクス番号を入力し、[送信先一覧に追加]をクリックしまず。 

3|ファクス番号をもラー度入力し、 [0K] をクリックしまず。 

送信前に相手先を再表示ずる 

PC FAX ドライバーをインストールしたときに誤送信を防止する機能が有効になっている 
と、送信前にもう一度相手先を表示して間違いがないか確認します。 





7 . パソコンからファクス機能を活用する 


1|相手先を指定し、[送信]をクリックしまず。 

2. 相手先に間違いがないか確認しまず。 

送信を開始するときは、 [0 K ] をクリックします。 

宛先を変更するときは、[キャンセル]をクリックして設定し直します。 

本機のアドレス帳を PC ファクスのあて先表として使用ずる 

RidocIO Analyzer を利用して、本機に登録されているアドレス帳に SV ファイル）をパソ 
コンに保存します。 

保存したアドレス帳 （ CSV ファイル）は、 PC ファクスの宛先表として使用できます。「あ 
て先表編集ツール」で取り込むこともできます。ここでは PC ファクス画面からアドレス 
帳を利用する手順を説明します。 

Ridoc 10 Analyzer は、リコーのホームぺージからダウンロードできます。詳しくは、『本 
機のご利用にあたって』「ダウンロードできるソフトウェア」を参照してください。 

パソコンに本機のアドレス帳を取り込む 

Ridoc 10 Analyzer の操作方法は 、 Ridoc 10 Analyzer のヘルプを参照してください。 

1 . Ridoc 10 Analyzer を起動します。 

本機が自動的に検出され、機器検索の一覧に機種名と IP アドレスが表示されま 
す。 

• 一覧に機種名が表示されないとき 

何も表示されないときは、[機器検索一覧]メニューから[検索監視条件設 
定]をクリックし、本機の IP アドレスを範囲指定します。たとえば、 IP ア 
ドレスが192.168 .0.1 〜192.168 .0.255 のときは、「範囲指定」にチェックを付 
け、開始アドレスに「192.168.0.1」、終了アドレスに「192.168.0.255」と入 
力します。入力後、[追加]をクリックし、 [0 K ] をクリックします。 

それでも表示されないときは、セキュリティーソフトなどの原因が考えられ 
ます。使用しているセキュリティーソフトの設定を確認してください。 

本機の IP アドレスは、[システム初期設定]の[本体 IPv 4 アドレス]で確認 
できます。詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「インター 
フェース設定」を参照してください。 

2. 使用している機種を選択し、[ツール]メニューから[アドレス情報管理ツール] 
をクリックします。 

3. ユーザー名、パスワードを入力して [0 K ] をクリックします。 

ユーザー名、パスワードについては管理者へ問い合わせてください。 

4. アドレス情報管理ツール画面で[ファイル]メニューから[データの書き出し] 
をクリックします。 

「パスワード情報は機器で再利用できません。」と表示されたら、 [0 K ] をクリッ 
クします。 



パソコンからファクスを送信する 


5. デスクトップなどねかりやすいところに保存先を指定して、[保存]をクリック 
します。 

が下の3つのファイルが保存されます。 

• 「本機の機種名 _ add 「. csv 」 

• 「本機の機種名 _ faxinfo . csv 」 

• 「本機の機種名 jaginfo . csv 」 

「本機の機種名 _ addr . csv 」 をアドレス帳として使用します。 

6. アドレス情報管理ツール画面を閉じ 、 Ridoc 10 Analyzer を終了します。 

パソコンに保存したアドレス帳を PC ファクス画面で使用ずる 

あらかじめ、送信する文書をアプリケーションで開くか作成しておき 、 PC FAX ドラ 
イバーを起動しておきます。 

PC FAX ドライバーの操作方法は 、 PC FAX ドライバーのヘルプを参照してください。 

1. [あて先表]タブをクリックします。 

2. [参照]をクリックします。 

3. パソコンに保存した本機のアドレス帳を指定して、[開く]をクリックします。 
「本機の機種名 _ addr . csv 」 を指定します。 

4. 表示されたアドレス帳から相手先を指定します。 

か甫足 ） 

.本機でグループ登録した宛先を 「あて 先表編集ツール」に取り込むとき、各個人のど 
の宛先に送るかは、が下の優先順位にしたがって決定されます。宛先を取り込むとき 
に確認し、必要に応じて変更してください。 IP - ファクス宛先ーファクス番号ーメール 
アドレス 

• 機種によっては、ユーザーコードが入力された CSV ファイルを Ridoc 10 Analyzer で 
取り込み、本機へ「設定内容の送信」をしているあいだは機器の操作ができなくなり 
ます。 


PC FAX ドライバーのヘルプを見る 


PC FAX ドライバーの画面で[ヘルプ]をクリックすると 、 PC FAX ドライバーのヘルプが 
表示されます 。 PC FAX ドライバーで使用できる機能や、詳しい使用方法を確認できます。 

ヘルプでは、おもに次の機能や操作方法を説明しています。 

PC ファクスの送信方法 

• ファクスを送信する 
宛先の指定方法 

• あて先表を使用して相手先を指定する 
• あて先を直接入力して相手先を指定する 





7 . パソコンからファクス機能を活用する 


. 機器本体に登録されているあて先で指定する 
ユーザー認証設定の利用方法 

• ユーザー認証設定を使用して送信/ EP 刷する 
送信オプションの利用方法 

• 時刻を指定して送信する 
• 発信元の名称を印字する 
• 送信と同時に印刷する 
• プレビューを表示する 
• 送信イメージをファイルに出力する 
• 送付状を付けて送信する 
• ドキュメントボックスを使用する 
送信結果メール通知の利用方法 

• 送信結果をメールで確認する 

その他 

• ユーティリティー類の起動方法 

PC ファクスの送信結果を確認ずる 

次の方法で確認できます。 

パソコンで 送信結果 メール 通知を受け取る 

通信が正常に終了すると、指定したメールアドレスへ、本機から「送信結果メール通 
知」が送信されます。パソコンから本機への通信がエラーになったときや印刷を行っ 
たときは、 「 PC ファクス結果通知メール」を送信します。 

詳しくは 、 PC FAX ドライバーのヘルプを参照してください。 

Web Image Monitor で送信履歴を確認ずる 

PC FAX ドライノく一を使用して送信した文書情報を確認できます。 

Web Image Monitor のジョブ履歴は、本機の送信履歴と異なることがあります。その 
ときは本機の送信履歴を確認してください。 

詳しくは 、 Web Image Monitor のヘルプを参照してください。 

〇 補足 ） 

. 本機のインターネット ファクス または メー ルを送るための設定に不備がある、または 
「送信者名自動指定」力《「しない」に設定されているときは「送信結果メール通知」 

や 「 PC ファクス結果通知メール」は送信されず、「送信結果通知レポート」または 
「 PC ファクス結果レポート」を出力します。必要な設定については『ネットワークの 
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接続/システム初期設定』「接続と設定」、 「 PC ファクス結果レポート」については P .229 
「 PC ファクス結果レポート」を参照してください。 


PC ファクス結果レポート 

「送信結果メール通知」や 「 PC ファクス結果通知メール」が本機の設定の不具合などで送 
信できないときは、「送信結果通知レポート」または 「 PC ファクス結果レポート」を出力 
します。また、[送信結果メール通知]を使用する設定にしていないときも、 「 PC ファク 
ス結果レポート」を出力します。 

「 PC ファクス結果レポート」を印刷するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメー 
ター設定](スイッチ20ビット 0) で鼓定できます。 P .285 「パラメーター鼓定」を参照 
してください。 


P.1 


* * * PC ファクス 結果 レポー ト （20XX 年8月 20 曰 14時00分） * * * 


1) 青山支店 

2) a 〇 y ama 〇 f t i c e 


正常に処理を終了しました。 


CJM113 


Q 補足 ） 

• PCFAX ドライバーで「送信」または「送信&印刷」をしたときに、「送信結果メール 
通知」が送信できなかった場合は、通信結果レポートを出力します。「通信結果レポー 
卜」については P .17 J 「通信結果レポート」を参照してください。 


PC ファクスのあて 先表編集 ツールを 利用ずる 

あて先表編集ツールを使用して、あて先表に相手先を登録したり、登録した内容を編集し 
たりします。 


あて先表編集ツールを起動するときは、 Windows 画面で、[スタート]一[すべてのプロ 
グラム] 一 [ R に 0 H PC FAX ユーティリティー]一[あて先表編集ツール]の順にクリッ 
クします。 

PC FAX ドライバーを起動しているときは、[あて先表編集]をクリックします。 

Q 補足 ） 

• CSV 形式で作成したファイルを、あて先表として利用できます。 CSV ファイルは一定 
のフォーマットにしたがって作成します。フォーマットについてはヘルプを参照し 
てください。 









7 . パソコンからファクス機能を活用する 


•あて先表編集ツールでファクス宛先を登録するとき、「ファクス番号」の「回線」リ 
ストからは 「 G 3」「 G 3-2」「 G 3-3」「 G 4」「 G 3 外線空き」 「 G 3 内線空き」 「 I - G 3」 「内 
線」が選択できますが、利用できる回線は装着している増設回線によって異なりま 
す。本機では「内線」は使用できません。内線を使用するときは、 「 G 3 内線空き」を 
選択してください。 


あて先表編集ツールのヘルプを見る 

あて先表編集ツールの画面で[ヘルプ]をクリックすると、あて先表編集ツールのヘルプ 
が表示されます。あて先表編集ツールで使用できる機能や、詳しい使用方法を確認できま 
す。 


ヘルプでは、おもに次の機能や操作方法を説明しています。 
• あて先表を編集する 
• グループを編集する 

• CSV ファイルを使用して、宛先表を編集する 

• CSV ファイルのデータをあて先表に取り込む 

• CSV ファイルのフォーマット 


PC FAX 送付状エディターを利用ずる 

PC FAX 送付状エディターを使用して、ファクス文書を送信するときに添付する送付状の 
フォーマツトを作成できます。 

PC FAX 送付状エディターを起動するときは、 Windows 画面で、[スタート]一[すべての 
プログラム] 一 [ R に OH PC FAX ユーティリティー]一にじ FAX 送付状エディター]の 
順にクリックします。 


PC FAX 送付状エディターのヘルプを見る 

PC FAX 送付状エディターの画面で[ヘルプ]メニューから[トピックの検索]をクリッ 
クすると 、 PC FAX 送付状エディターのヘルプが表示されます 。 PC FAX 送付状エディター 
で使用できる機能や、詳しい使用方法を確認できます。 

ヘルプでは、おもに次の機能や操作方法を説明しています。 

• 送付状のサイズを変更する 
• オブジェクトを描く 
• 文字や文字情報を挿入する 
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Ridoc 10 Analyzer でファクス機能を管理ずる 

Ridoc 10 Analyzer を使用して、本機のファクス機能に関する情報をパソコンから確認した 
り、パソコンにファイルとして保存したりできます。 

Ridoc 10 Analyzer は、リコーのホームぺージからダウンロードできます。詳しくは、『本 
機のご利用にあたって』「ダウンロードできるソフトウェア」を参照してください。 


PC FAX ドライバーを使用しているときに表示されるメッセージ 

PC FAX ドライバーを使用しているときにパソコンの画面に表示されるおもなメッセージ 
と、その対処方法を説明します。 


メツセージ 

原因と対処方法 

送信先件数が多すぎます。 

最大500件までです。 

-度に送信できる送信先の件数を超えています。一 
度に送信できるのは最大500件までです。 

既に 「PC FAX 」 は動作中です。 

同時に複数の立ち上げはできません。 

すでに 「PC FAX 」 のダイアログが表示されていま 
す。動作を終了させてから起動してください。 

メモリーの確保に失敗しました。 

パソコンのメモリーが不足しています。不要なアプ 
リケーシヨンを終了させてください。 
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Web Image Monitor を利用してファクスの 
情報を管理ずる 

ネットワーク上のパソコンから Web Image Monitor を使用して、蓄積受信文書やアドレス 
帳を管理する方法を説明します。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• Web Image Monitor は、同ーネットワーク環境での使用を推奨します。 URL をクリッ 
クしてもブラウザーが開かずエラーとなることがあります。 

• IPv4 アドレスを入力するとき、各セグメントの先頭につく「0」は入力しないでくだ 
さい。たとえば、「192.168.001.010」は「192.168.1.10」と入力します。 
「192.168.001.010」と入力すると、本機に接続できません。 

•あらかじめ[受信文書設定]で瞎積]を[する]に設定しておく必要があります。 
「蓄積」について詳しくは、 P.265 「受信文書設定」を参照してください。 

• Web Image Monitor について詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「機 
器の監視」を参照してください。 

Web Image Monitor からファクス蓄積受信文書を確認/印刷/削除ずる 

Web Image Monitor から本機に蓄積された受信文書を確認、印刷する方法を説明します。 


Web Image Monitor からファクス蓄積受信文書を確認ずる 

Web Image Monitor について詳しくは、 Web Image Monitor のヘルプを参照してくださし、。 


1. Web Image Monitor を起動しまず。 

起動方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』 「Web ブラウザーを使う」を 
参照してください。 

2|左フレームの[文書操作]メニューから[ファクス蓄積受信文書]をクリッ 
クしまず。 

3. 本機で蓄積受信文書ユーザーコードを設定しているときは、本機に登録して 
いる蓄積受信文書ユーザーコードを入力したあと、 [0 K ] をクリックしまず。 

アドレス帳で設定したユーザーコードが消去されたときは、「入力したユーザーコー 
ドが間違っています。」と表示されます。[蓄積受信文書ユーザー設定]で設定し直し 
てください。 

4. 確認ずる文書のプロパティアイコン圖をクリックしまず。 
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5. 受信した文書の内容を確認しまず。 

6|受信文書をダウンロードずるときは、 [ PDF ]、[ PDF / A ] または[マルチぺ一 
ジ TIFF ] を選択して[ダウンロード]をクリックしまず。 

[PDF] を選択したときは、[ダウンロード]をクリックする前に、必要に応じて 「PDF 
ファイルセキュリティ設定」を設定します。 Adobe Acrobat Reader/Adobe Reader が 
起動して、文書が表示されます。 

7. Web ブラウザーを終了しまず。 

〇 補足 ） 

•Web Image Monitor に接続できないときは、『ネットワークの接続/システム初期設定』 
「機器の監視」を参照してください。 

• PDF 形式でダウンロードした受信文書を印刷するときに、使用している Adobe 
Acrobat Reader/Adobe Reader のバージヨンや設定によって受信文書より大きな用紙 
サイズで印刷されることがあります。受信文書のサイズ通りに印刷するときは、 
Adobe Acrobat Reader/Adobe Reader で用紙サイズを指定しなおして印刷してくださ 

い0 

Web Image Monitor からファクス蓄積受信文書を印刷ずる 

Web Image Monitor について詳しくは、 Web Image Monitor のヘルプを参照してくださし、。 

1 1 Web Image Monitor を起動しまず。 

起動方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』 「Web ブラウザーを使う」を 
参照してください。 

2|左フレームの[文書操作]メニューから[ファクス蓄積受信文書]をクリッ 
クしまず。 

3. 印刷ずる文書にチェックを付けまず。 

4. [印刷]をクリックしまず。 

5. [印刷]をクリックしまず。 

6. [0 K ] をクリックしまず。 

7. Web ブラウザーを終了しまず 

Web Image Monitor からファクス蓄積受信文書を削除ずる 

Web Image Monitor について詳しくは、 Web Image Monitor のヘルプを参照してくださし、。 

1 1 Web Image Monitor を起動しまず。 

起動方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』 「Web ブラウザーを使う」を 
参照してください。 
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2| 左 フレームの [文書操作]メニューから[ファクス蓄積受信文書]をクリッ 
クしまず。 

3. 削除ずる文書にチェックを付けまず。 

4. [削除]をクリックしまず。 

5. [削除]をクリックしまず。 

6. [0 K ] をクリックしまず。 

7. Web ブラウザーを終了しまず。 


Web Image Monitor からインターネットフアクスの相手先の機種情報を 
登録ずる 

アドレス帳に登録されている相手先がインターネットフアクスの T.37 フルモードに対応 
しているときは、 Web Image Monitor から相手先の機種情報を登録できます。 

• 圧縮方式 
• 用紙サイズ 
• 解像度 
か甫足 ） 

•T.37 フルモードについて詳しくは、 P.16「T.37 フルモードの概要」を参照してくださ 
い0 

•アドレス帳にフルモードで登録されている相手先から受信確認応答メールが返信さ 
れると、その相手先の情報は新しい情報で上書きされます。 

Web Image Monitor からインターネットフアクスの相手先の機種情報を編集ず 
る 

アドレス帳に登録された相手先の機種情報を、 Web Image Monitor から編集する方法を説 
明します。 

Web Image Monitor について詳しくは、 Web Image Monitor のヘルプを参照してくださし、。 

1. Web Image Monitor に管理者モードでログインしまず。 

ログイン方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』 「Web ブラウザーを使う」 
を参照してください。 

2| 左 フレームの [機器の管理]メニューから[アドレス帳]をクリックしまず。 
3. [通常入力]をクリックしまず。 

ん編集ずる相手先登録番号を選択し、[変更]をクリックしまず。 
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5|モード選択を除く、インターネットファクスデータ形式の各項目を設定しま 
ず。 

シンプルモードに設定してしまうと相手先の機種情報が設定されません。 

も画面左上または左下の [0K] をクリックしまず。 

7. Web ブラウザーを終了しまず。 

Web Image Monitor からインターネットファクスの相手先の機種情報を登録ず 
る 

Web Image Monitor からアドレス帳に新しい相手先を追加する方法を説明します。 

Web Image Monitor について詳しくは、 Web Image Monitor のヘルプを参照してくださし、。 

1.Web Image Monitor に管理者モードでログインしまず。 

ログイン方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』 「Web ブラウザーを使う」 
を参照してください。 

2| 左 フレームの [機器の管理]メニューから[アドレス帳]をクリックしまず。 
3. [通常入力]をクリックしまず。 

ん[ユーザー追加]をクリックしまず。 

5|登録番号、名前、メールアドレスを入力し、必要に応じてほかの項目を設定 
しまず。 

インターネットファクスデータ形式の項目はメールアドレスを入力すると設定でき 
ます。 

6i インターネットファクスデータ形式の[フルモード]をクリックし、相手先 
の機種情報にあわせてほかの項目を設定しまず。 

シンプルモードに設定してしまうと相手先の機種情報が設定されません。 

7|画面左上または左下の [0K] をクリックしまず。 

8. Web ブラウザーを終了しまず。 
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ファクス受信文書をパソコンへ配信ずる 

ネットワーク上の配信サーバー （Ridoc Document Router) と連携し、本機でファクス受 
信した文書をネットワーク上のパソコンで閲覧したり引き取ったりします。 

紙に印刷しないで内容を確認したりパソコンに保存したりできて便利です。 

必要な準備 

• Ridoc Document Router*^ のインストール 

Ridoc Document Rounter の販売は終了しています 。 Ridoc Globa に can (別売）を利 
用して、この機能を利用することもできます。 


• Ridoc Desk Navigator のインストール 


このソフトウてアは、配信サーバーの受信トレイに保存された文書を、パソコン 
で閲覧したり引き取ったりするために必要です。 

Ridoc Desk Navigator は、リコーのホームぺージからダウンロードできます。詳 
しくは、『本機のご利用にあたって』「ダウンロードできるソフトウェア」を参照 
してください。 

• 本機の設定 

配信サーバーと連携するために、あらかじめ本機の[システム初期設定]の[ファ 
クス受信文書配信設定]で設定が必要です。『ネットワークの接続/システム初期 
設定』「システム初期設定」を参照してください。 

また、配信サーバーでも設定が必要です。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』 
「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

配信サーバーを利用してできること 

配信サーバーを利用すると、受信したファクス文書を本機まで取りに行ったり、紙に 
印刷されたファクス文書を宛先ごとに配布する必要がなく便利です。 

配信サーバーでは次のようなことができます。 

• 受信文書に付加されている情報を利用して、配信先を判別して適切な受信者へ配 
信できます。 

あらかじめ、 F コードに UB)、 発信元名称（表示用）、発信元ファクス番号といっ 
たファクス受信文書の情報やダイヤルイン番号と受信者を対応づけしておくと、 
本機で受信したファクス文書を対応づけられた受信者に配信します。 

配信の方法には、配信サーバー上のユーザーごとに設定された受信トレイに保存 
する、メールに添付してパソコンに送信する、あらかじめ指定されたパソコン上 
のフォルダーにファイルとして保をする、などがあります。受信したファクス文 
書に F コード （ SUB)、 発信元名称（表示用）、発信元ファクス番号の情報がない 
ときは、配信サーバーの「ファクス受信トレイ」などに保存されます。 

• 受信した回線によって保をする受信トレイを変更したり、ファクスを受信したこ 
とをメールなどで通知できます。 
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•配信サーバー上の受信トレイに保存された文書は、パソコン上の 「RidocDesk 
Navigator 」 を使用して内容を確認したりパソコンに引き取ったりできます。 

〇 補足 ） 

• F コード親展ボックスに受信した文書も配信サーバーに転送されます。 

• 受信したファクスを; <— ルに添付してパソコンに送信するには 、 Ridoc Document 
Router が対応しているメール環境が必要です。 

•配信サーバー (Ridoc Document Router ) については 、 Ridoc Document Router の説明 
書およびヘルプを参照してください。 

• Ridoc Desk Navigator については 、 Ridoc Desk Navigator の説明書およびヘルプを参照 
してください。 
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8. ファクス初期設定 

[ファクス初期設定]の設定項目について説明します。 


基本設定 

[ファクス初期設定]にある[基本設定]タブの各種項目について説明します。 

クイック操作キー （1 〜 3) 

よく使用する機能をクイック操作キーとして登録すると、ファクス初期画面に表示さ 
れます。 

クイック操作キーに登録できる機能は次のとおりです。 

• 設定する 

• 手動メール受信 
-時刻指定送信 
•件名 
• 本文 
• 受信確認 

• 送信結果メール通知 

• Bcc 送信 

• 定型文印字 
• 発信元名称印字 
• 宛名差し込み 

• ID 送信 

• F コード送信 

• F コード取り出し 
• 済スタンプ 

-封筒受信文書印刷 
• 送信結果表示 
• 受信結果表示 
• 通信管理レポート 
-蓄積受信文書印刷 
• 送信結果レポート 
• ^モリー転送 
• 受信モード切り替え 
-自動印刷禁止 
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• セキュリティー 
• 受信文書設定 
• 設定しない 

クイック操作キーとして登録できる機能は最大3種類です。 

クイック操作キー J の工場出荷時の設定：設定しない 
クイック操作キー2の工場出荷時の設定：送信結果表示 
クイック操作キー3の工場出荷時の設定：受信結果表示 
すでに設定済みの機能は反転表示されます。 

宛先表見出し切り替え 

宛先表に表示される見出しを設定します。 

•見出し1(五十音順） 

•見出し2 (アルファベット川頁） 

•見出し3 (5 分類用） 

工場出荷時の設定： 見出し 1 
宛先検索対象 

宛先検索で使用する検索対象を設定します。 

検索対象は、本機のアドレス帳または登録した LDAP サーバーから選択します。 

工場出荷時の設定： 本体アドレス帳 

LDAP サーパ'-を使用するときは、あらかじめ[システム初期設定]で LDAP サーノく一 
を登録し、 [ LDAP 検索]を[する]に設定してください。詳しくは、『ネットワーク 
の接続/システム初期設定』「管理者用設定」を参照してください。 

通信枚数カウンター 

送信枚数、受信枚数の累積を画面に表示して確認できます。 

• 送信枚数 

送信した原稿の総枚数 
• 受信枚数 

受信した原稿の総枚数 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [基本設定]を押します。 

3. [通信枚数カウンター]を押します。 

4. 内容を確認したら[閉じる]を押します。 

5. [終了]を押します。 

音量調節 

オンフックや直接送信時の音量を調節します。 




基本設定 


• オンフック時 
-送信時 
• 受信時 
• 発信時 
• 受信印刷時 

工場出荷時の設定：ルさい方から2番目のレベル 

音量の調節方法は、『こまったときには』「音量を調節するとき」を参照してくださ 
い0 

F コードボックス設定 

ITU - T の国際標準規格に従った F コードを利用する「親展ボックス」、「掲示板ボック 
ス」、「中継ボックス」を登録、変更、消去します。 （ ITU-T :国際電気通信連合の通信 
規格を制定する部門） 

F コードボックスの設定方法は、 P .316「 F コードボックス設定」を参照してくださ 
い0 

F コードボックス設定：リスト印刷 

本機に設定されている親展ボックス、掲示板ボックス、中継ボックスの一覧を印刷し 
ます。 

F コードボックスリストの印刷方法は、 P .323「 F コードボックスリストを印刷する」 
を参照してください。 

F コードボックスリストについては、 P .324「 F コードボックスリスト」を参照して 
ください。 

オンフック解除時間 

[オンフック]を押してから、一定の時間何も操作しないと回線が切断されます。そ 
の時間をオンフック解除時間といいます。 

ここではオンフック解除時間を設定します。ファクス情報サービスでオンフックダ 
イヤルが切れてしまうときに設定すると便利です。 

叫分 

• 3分 

• 5分 

• 10分 

工場出荷時の設定： 3分 
宛先履歴消去 

[宛先履歴]に記憶されている宛先をすべて消去します。 

[宛先履歴消去]を押すと、確認の画面が表示されます。消去するときは[消去する] 
を押します。 



8. ファクス初期設定 


通信管理レポート自動印刷 

通信管理レポートを自動的に印刷するかどうかを設定します。 

•する 
• しない 

工場出荷時の設定：する 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [基本設定]を押します。 

3. [通信管理レポート自動印刷]を押します。 

4. [する]を選択します。 

5. [設定]を押します。 

6. [終了]を押します。 

リン睾ング音 

相手先から電話がかかってくると呼び出しベルを鳴らすかどラかを設定します。 

• 鳴る 
• 鳴らない 

工場出荷時の設定：鳴る 
〇 補足 ） 

• 初期設定の変更方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「初期設定を変更す 
る」を参照してください。 






読み取り設定 


読み取り設定 

[ファクス初期設定]にある[読み取り設定]タブの項目について説明します。 

読み取りサイズ登録/変更/消去 

読み取りサイズ指定で送信するときによく使用するサイズを登録します。 

登録方法は、 P .280 「読み取りサイズ登録/変更/消去」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 初期設定の変更方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「初期設定を変更す 
る」を参照してください。 





8. ファクス初期設定 


送信設定 

[ファクス初期設定]にある[送信設定]タブの各種項目について説明します。 

送信メールサイズ制限 

相手先が受信できるメールのサイズを制限しているときなど、あらかじめ送信する 
メールのファイルサイズを制限しておくときに設定します。この機能を「(制限）す 
る」にしているとき、設定したサイズを超えるメールは送信できません。 

• する 
• しない 

工場出荷時の設定： しない 

サイズの上限を超えたためにメール送信が中止されたときは不達レポートが出力さ 
れ、メールは消去されます。 

サーバー側の容量の制限などにより、ここで設定したサイズに満たないときでも不達 
になることもあります。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [送信設定]を押します。 

3. [送信メールサイズ制限]を押します。 

4. [する]を押します。 

5. 送信するメールサイズの上限をテンキーで入力し、[材]を押します。 

に8〜102400 KB の範囲で指定できます。 

6. [設定]を押します。 

7. [終了]を押します。 

定型文營録/変更/消去 

送信した相手先の原稿の1ページ目の先端に印字する定型文を登録します。挨夥文 
などを登録しておくと便利です。 

登録できる定型文は3種類です。工場出荷時に登録されている「マル秘」「至急」「電 
話ください」「関係区に配布してください」は変更できません。 

登録した定型文を変更する手順は登録するときと同じです。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [送信設定]を押します。 

3. [定型文登録/変更/消去]を押します。 

4. [登録/変更]が選択されていることを確認します。 

定型文を消去するときは、[消去]を押し、消去する定型文を選択して[消去す 
る]を押します。その後、手順8に進みます。 

5. 登録または変更する登録文を選択します。 




送信設定 


6. 登録する文を入力します。 

文きの入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照して 
ください。 


7. [0 K ] を押します。 


8. [閉じる]を押します。 


9. [終了]を押します。 

全文 書 転送 

メモリーに蓄積したすべての文書をほかのファクスに転送して印刷します。 

設定方法は、 P .263 「全文書転送」を参照してください。 

バックアップ送信設定 

メモリー送信で送信したファイルのバックアップを、指定したフォルダーに送信する 
かしないかを設定します。 

バックアップ送信設定を[する]に設定し、送信先のフォルダー宛先を指定すると、 
本機 、 Web Image Monitor 、 PC ファクスでメモリー送信したファイルのバックアップ 
力 《 、指定したフォルダー宛先に自動的に送信されます。 

送信されるファイルには、「送信結果+宛先名+日付」の形式でファイル名が付けら 
れます。たとえば、 20 XX 年8月31日 ABCDCOMPAN 丫へ TIFF 形式でバックアップ 
送信したファイル名は 「 OK - ABCDCOMPANY -20 XX 0831. tif 」 になります。 

複数の相手先を指定して送信したときなど、送信結果に 0 K と NG があるときは、送 
信結果が OKNG となります。 

複数の相手先を指定したときは、「宛先名」のあとに「&」が付きます。 

また、個人ごとに設定されたログインユーザー名、またはユーザーコードで本機に口 
グインしているときは、「送信結果+宛先名+日付+ログインユーザー名またはュー 
ザーコード」の形式でファイル名が付けられます。 

バックアップ送信先のフォルダー宛先はアドレス帳から J 件指定します。 


• する 
• しない 

工場出荷時の設定：しない 

バックアップ送信が正常に終了しなかったときは、バックアップ送信不達レポートが 
自動的に巧刷されます。 

バックアップ送信設定を[する]に設定しているときは、直接送信できません。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [送信設定]を押します。 

3. [バックアップ送信設定]を押します。 

4. [する]を押します。 



8. ファクス初期設定 


バックアップ送信先のフォルダーが設定されているときは、送信先フォルダーの 
名称が表示されます。送信先フォルダーを変更するときは、手順5に進んで送信 
先フオルダーを設定し直します。 


5. [フォルダー]を押します。 


6. 登録する送信先フォルダーの宛先キーを押し、[設定]を押します。 

7. [設定]を押します。 

8. [終了]を押します。 


IP ファクス 送信 ルート 自動切替 （ IP / G 3) 


[ IP ファクス送信ルート自動切替 （ IP / G 3)] の有効、無効を設定します。 

NTT の次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用するときに設定できます。 NGN 接続に 
ついては、 P .340 「次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクス送受信す 
る」を参照してください。 


• する 
• しない 

工場出荷時の設定：しない 
IP ファクス 最大送信速度設定 

IP - ファクス送信時の最大送信速度（利用帯域）を設定します。 

NTT の次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用するときに設定できます。 NGN 接続に 
ついては、 P .340 「次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクス送受信す 
る」を参照してください。 

• 通常時 

ホームゲートウエイを利用しない IP - ファクス送信の最大速度を入力します。 

• に8〜1000 ( kbps ) 

工場出荷時の設定：1000 
•ホームゲートウエイ利用時 

ホームゲートウエイを利用して行う IP - ファクス送信の最大速度を選択します。 

• 高速 
• 中速 

• 臟 

工場出荷時の設定：高速 
〇 補足 ） 

• 初期設定の変更方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「初期設定を変更す 
る」を参照してください。 





受信設定 


受信設定 

[ファクス初期設定]にある[受信設定]タブの各種項目について説明します。 

受信文書設定 

受信した文書の印刷、蓄積、転送などの出力方法を設定します。 

設定方法は、 P .265 「受信文書設定」を参照してください。 

受信モード切り替え 

受信のしかたを設定します。 

• 自動切り替え 
-手動受信 
• 自動受信 

工場出荷時の設定： 自動受信 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [受信設定]を押します。 

3. [受信モード切り替え]を押します。 

4. 受信モードを選択して、隙定]を押します。 

5. [終了]を押します。 

受信モードについては P .122 「受信モード」を参照してください。 

受信モード自動切り替え時設定 

受信モードが[自動切り替え]のときに電話がかかってくると、相手が電話かファク 
スかを判断し、自動的に電話とファクスを切り替えます。この[自動切り替え]を 
「ファクス優先」モードにするか「電話優先」モードにするか鼓定します。 

• 電話優先 
• ファクス優先 

工場出荷時の設定； ファクス優先（呼び出し回数 6 回） 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [受信設定]を押します。 

3. [受信モード自動切り替え時設定]を押します。 

4. [電話優先]または[ファクス優先]を押します。 

5. ベルを鳴らす回数（リン睾ング回数または呼び出し回数）をテンキーで入力し、 
[#] を押します。 

6. [設定]を押します。 

7. [終了]を押します。 





8. ファクス初期設定 


受信モードタイマー切り替え 

設定した時刻に自動的に受信モード（自動切り替え、手動受信、自動受信）を切り替 
えます。通常は手動受信で使用し、不在の時間帯を自動受信にするなど、使用状況に 
応じて設定しておくと便利です。 

時刻は1日2回、1週間単位で登録できます。 

受信モードタイマー切り替えはダイヤルイン機能、ナンバー-ディスプレイ機能とは 
併用できません。 

増設 G 3 回線のとき、この機能は使用できません。 

登録したタイマーを変更する手順は登録するときと同じです。 

ここでは、月曜日の8:00から19:59まで自動切り替えに設定し、20:00から自動受信 
に切り替えるときの手順を例に説明します。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [受信設定]を押します。 

3. [受信モードタイマー切り替え]を押します。 

4. [する]を押します。 

受信モードタイマー切り替え設定を取り消すときは、[しない]を押します。 

5. [タイマー日時設定]を押します。 

6. 切り替える J 回目の曜日（セット0を押します。 



7. [クリア]を押して、時刻 （24 時間制、この例では 08:00) をテンキーで入力し 
ます。 

8. 切り替える受信モード（この例では[自動切り替え])を押します。 

























受信設定 


切り誓え時刻を指定し、夏信モードを攫択してください。 
E セツト1 || [ セツト2 j 

►切り暨え時刻 （2 4時間制） 


08:00 


►受信モード 

[ 自動切 C 暨ぇ II 手動着信 ][ 自動着信 

9.同じ曜日の[セット 2] を押します。 

1回しか切り替えないときは、同じ時刻に設定します。 

10. 同じ曜日の2回目の切り替え時刻（この例では 20:00) をテンキーで入力し、 [#] 
を押します。 

11. 切り替える受信モード（この例では[自動受信])を設定します。 

12. [設定]を押します。 

13. [閉じる]を押します。 

14. [設定]を押します。 

15. [終了]を押します。 

特定相手先設定 

特定の相手先を登録し、相手先別に機能を設定します。 

設定方法は、 P.306 「特定相手先設定」を参照してください。 

特定相手先設定：リスト印刷 

特定相手先のリストを印刷します。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [受信設定]を押します。 

3. [特定相手先設定：リスト印刷]を押します。 

4. [スタート]キーを押します。 

5. [終了]を押します。 

蓄積受信文書ユーザー設定 

ファクス受信し、八ードディスクに蓄積した文書を管理するユーザーを設定できま 
す。設定すると、 Web Image Monitor から文書を操作するときに管理者のユーザー 
コードの入力が必要になります。また、操作部からの蓄積受信文書の操作を制限でき 
ます。 

設定方法は、 P.278 「蓄積受信文書ユーザー設定」を参照してください。 

SMTP 受信ファイル配信設定 

SMTP 受信したメールを配信するかしないかを設定します。 













8. ファクス初期設定 


SMTP 受信したメールの配信が可能なときに有効な機能です。 

設定方法は、 P .279「 SMTP 受信ファイル配信設定」を参照してください。 

両面印刷 

受信文書を用紙の両面に印刷するかしないかを設定します。 

•する 
• しない 

工場出荷時の設定：しない 

しおり E 口字 

受信紙の J 枚目に、しおりのマークを巧きするかしないかを設定します。 

• する 
• しない 

工場出荷時の設定：する 

センターマーク 印字 

受信した文書、リストおよびレポートの左端と上端の中央にマークを印字するかしな 
いかを設定します。 

• する 
• しない 

工場出荷時の設定：する 

受信時刻印字 

受信紙の下の部分に、受信した日付と時刻を印きするかしないかを設定します。 
•する 
• しない 

工場出荷時の設定：しない 
受信文書印刷部数 

印刷する受信文書の部数を設定します。 

• い10部 

工場出荷時の設定：1部 
給紙トレイ選択 

特定の相手先から受信した文書と、それが外の相手先からの文書を別々のトレイで巧 
刷するかしないかを設定します。 

表示されるトレイはオプションによって異なります。 

•トレイ J 
•トレイ2 
•トレイ3 



受信設定 


•トレイ4 
• 大量給紙トレイ 
-自動選択 

工場出荷時の設定：自動選択 
回線別排紙先設定 

回線（電話回線、インターネットファクスおよび IP - ファクス）ごとに文書を排出す 
るトレイを設定するかしないかを設定します。 

• 設定しない 
• 設定する 

工場出荷時の設定：設定しない 

「設定しない」を選択しているときは、システム初期設定で設定されたトレイに排紙 
します。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [受信設定]を押します。 

3. [▼次へ]を押します。 

4. [回線別排紙先設定]を押します。 

5. [設定する]を押します。 

6. 設定する回線を押します。 


I 項目を遷択し、[設定] キーを 押してくださし1 

、〇 

I 

1 設定しない 1 

I 設定する ] I 

■ _ 

|| 排を氏先：回線 1 I 

本体トレイ 

|| 排おホ：回線2 I 

本体トレイ 


排紙先：じ DN 回線 


排紙先：イツタ-ネットファクス 


排紙先： IP ファクス 


本体トレイ 


本体トレイ 


本体トレイ 


7. 排紙するトレイを選択し、[設定]を押します。 

続けてほかの回線を設定するときは、手順6から操作します。 

8. [設定]を押します。 

9. [終了]を押します。 

フォルダー転送結果メール通知 

メモリー転送または相手先別メモリー転送の宛先にフォルダーが含まれていたとき、 
指定した宛先に転送結果をメールで通知します。 




























8. ファクス初期設定 


複数の宛先に転送するときは、グループ宛先を指定します。あらかじめ、通知先の 
メールアドレスをアドレス帳に登録してください。登録方法は、『ネットワークの接 
続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを登録する」を参照してください。 

グループでまとめて指定できる最大宛先数については、 P .358 「項目別最大値一覧」 

を参照してください。 

フォルダー転送結果メールが送信できなかったときでも、本機からレポートは出力さ 
れません。 

• 通知する 
• 通知しない 

工場出荷時の設定： 通知しない 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [受信設定]を押します。 

3. [▼次へ]を押します。 

4. [フォルダー転送結果メール通知]を押します。 

5. [通知する]を押します。 

フォルダー転送結果メール通知設定を取り消すときは、[通知しない]を押しま 
す。 

6. 通知先に設定する宛先を選択し、[設定]を押します。 

7. 必要に応じて「セキュリティー」を設定します。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

8. [設定]を押します。 

9. [終了]を押します。 

「セキュリティー」の設定については、 P .26 「インターネットファクス/メールの暗 
号化•署名」を参照してください。 

回線別受信連携先設定 

ファクス連携機能を利用しているときに、本機で受信した文書を、連携機で印刷でき 
ます。連携機は受信回線ごとに指定できます。 

連携機として指定できる機器は、ファクス連携機能を利用している機器です。 
表示される回線は、装着オプションにより異なります。 

• G 3-1 

• G 3-2 

• G 3-3 

• ISDN 




受信設定 


• インターネットファクス 
• IP - ファクス 

設定手順はが下のとおりです。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [受信設定]を押します。 

3. [▼次へ]を押します。 

4. [回線別受信連携先設定]を押します。 

5. 設定する回線を選択します。 

6. 指定する連携機の右側にある[選択]を押し、[設定]を押します。 

7. [設定]を押します。 

8. [終了]を押します。 

〇 補足 ） 

• 初期設定の変更方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「初期設定を変更す 
る」を参照してください。 
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導入設定 

[ファクス初期設定]にある[導入設定]タブの各種項目について説明します。 

パラメーター設定 

パラメーター設定で各種の機能を利用状況にあった設定に変更できます。 

設定方法は、 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

パラメーター設定：リスト EP 刷 

パラメーター設定リストを印刷します。 

パラメーターの設定を確認できます。ただし、パラメーター設定リストには使用頻度 
の高いものや特に重要と思われる機能だけが掲載されます。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [パラメーター設定：リスト巧刷]を押します。 

4. [スタート]キーを押します。 

5. [終了]を押します。 

ID 送受信用 ID 登録 

ID 送受信に必要な ID 送受信用 ID を登録します。 

ID 送受信用 ID は、〇〜9の数字および A 〜 F のアルファベットを使用して4おで登録 
します。0000と FFFF は登録できません。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [ ID 送受信用 ID 登録]を押します。 

4. ID をテンキーか画面の [ A ] 〜 [ F ] で入力し、[材]を押します。 

5. [設定]を押します。 

6. [終了]を押します。 

封筒の登録 

封筒受信した文書を印刷するときに入力するのを登録します。 

「封筒受信」、「相手先別封筒受信（封筒受信機能)」を設定するときに、あらかじめ登 
録しておきます。 

〇〜9を使用した4おの数字を登録します。ただし、0000は登録できません。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [封筒の登録]を押します。 

4. ID をテンキーで入力し、 [#] を押します。 




導入設定 


5. [設定]を押します。 

6. [終了]を押します。 

封筒受信については、 P .194 「封筒受信した文書を印刷する」を参照してください。 

インターネットファクス設定 

インターネットファクス送信機能を使用するかどうか設定します。 

• 使用する 
• 使用しない 

工場出荷時の設定：使用する 

ダイヤルイン設定 

ダイヤルイン機能を使用するときに、電話用として使用する番号を設定します。設定 
していない番号はファクス用として使用されます。 

工場出荷時の設定：しない 

ダイヤルイン機能を使用するときは[パラメーター設定](スイッチ25ビット 3) で 
ダイヤルイン機能を「使う」に設定します。 

設定するのは、ダイヤルイン契約をしたときに電話会社からもらラ電話用の番号（下 
4巧）です。 

ダイヤルイン機能については、 P .124 「ダイヤルイン機能を利用する」を参照してく 
ださい。 

ISDN 回線だけに接続しているときは機能しません。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [ダイヤルイン設定]を押します。 

4. ダイヤルイン設定をするときは、[する]を押します。 

ダイヤルイン設定をしないときは、[しない]を押します。 

5. ダイヤルイン番号をテンキーで入力し、 [#] を押します。 

6. [設定]を押します。 

7. [終了]を押します。 

ダイヤル/プッシュ選択 

G 3 アナログ回線と接続しているときに接続した電話回線の種別を設定します。 

電話回線にはプッシュ回線とダイヤル回線があります。また、ダイヤル回線には 
WPPS と 20 PPS の2種類があります。 

工場出荷時の設定：プッシュ 

増設 G 3 ユニットを装着しているときは、 「 G 3-2 用」や 「 G 3-3 用」が表 7 K されます。 

NTT の回線を利用していて回線の種類がわからないときは、 NTT に問い合わせてくだ 
さい。正しく設定しないと、受信はできますが、送信されないことがあります。 
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回線の種類がわからないときは、「プッシュ」に設定して177 (天気予報）などに才 
ンフックでダイヤルしてみます。正しくつながったときはプッシュ回線です。つな 
がらなかったときは、「ダイヤル （20 PPS )」 に設定して、同じようにオンフックでダ 
イヤルしてみます。正しくつながったときは 20 PPS 、 つながらなかったときは J OPPS 
です。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [ダイヤル/プッシュ選択]を押します。 

4. [プッシュ]、[ダイヤル （20 PPS )] または[ダイヤル （10 PPS )] を押し、隱定] 
を押します。 

5. [終了]を押します。 

発信元情報登録 

相手のファクス機や受信紙に表示される本機の情報を登録します。 

• 印字用名称 
• 表示用名称 
• ファクス番号 
• G 4 発信元情報 

発信元情報登録については、 P .282 「発信元情報を登録する」を参照してください。 

H.323 使用 

IP - ファクス送信で H .323 を使用するかしないかを設定します。 

• 使用する 
• 使用しない 

工場出荷時の設定：使用しない 

SIP 使用 

IP - ファクス送信で SIP を使用するかしないかを設定します。 

• 使用する 
• 使用しない 

工場出荷時の設定：使用しない 

H.323 設定 

ゲートキーパーの IPv 4 アドレスまたはホスト名とエイリアス電話番号を設定しま 
す。 

ゲートキーパーを経由させるときは[パラメーター設定](スイッチ34ビット 0) を 
「使う」に設定してください。 

H .323 設定のエイリアス電話番号に登録できる文宇は半角数きおよび半角記号の 
「#」、「*」です。入力間違いのないように正しく入力してください。 



導入設定 


1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [ H .323 設定]を押します。 

4. 必要な項目を設定します。 

設定する項目の[変更]を押し、設定値を入力します。 

ゲートキーパーアドレスを設定するときは、 IPv 4 アドレスを入力し、 [0 K ] を押 
します。 

エイリアス電話番号を設定するときは、エイリアス電話番号をテンキーで入力 
し、[設定]を押します。 

5. [設定]を押します。 

6. [終了]を押します。 

SIP 設定 

SIP サーバーの IP アドレスまたはホスト名と、 SIP ユーザー名を設定します。 

• SIP サーバー IP アドレス 

SIP サーバ ー IP アドレスには、 IPv 4 アドレスまたは IPv 6 アドレスを登録できま 
す。 IPv 4 射影アドレスでの登録はできません。 

プロキシサーパ'-は、発呼などのリクエストやレスポンスを中継するサーバーで 
す。 

リダイレクトサーバーは、リクエストの宛先の問い合わせに利用するサーバーで 
す。 

登録サーバーは、 IP ネットワーク上のユーザーエイジェント（電話回線での電話 
機やファクスなどにあたる部分）の位置情報の登録を受け付けるサーバーです。 

SIP サーバーの IP アドレスは、ネットワーク管理者から通知されたアドレスを、 
半角の数きと「」を使用して正しく入力してください。 

• SIP ユーザー名 

SIP 設定の SIP ユーザー名に登録できる文字は半角英数字（大文字/ル文字）と、 
半角記号の「;」、「?」、「:」、「&」、「=」、「+」、「$」、「，」、「-」、「_」、「.」、「!」、 
し」、ぃ」、「#」、「‘」、「(」、「)」、「％」、「/」、「レ、「]」、「@」です。入力間違い 
のないように正しく入力してください。 

• SIP ダイジェスト認証 

ダイジてスト認証のパスワードに登録できる文字は半角英数字（大文宇/ル文 
字）と、半角記号の「!」、巧」、「％」、「&」、「'」、「(」、「)」、「*」、「+」、「，」、「-」、 
「.」、し」、「二」、「_」です。 

SIP サーバーを経由させるときは[パラメーター設定](スイッチ34ビット 1) を「使 
う」に設定してください。 

1.[ファクス初期設定]を押します。 
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2 . [導入設定]を押します。 

3. に IP 設定]を押します。 

4. 必要な項目を設定します。 

設定する項目の[変更]を押し、設定値を入力します。 

プロキシサーバー、リダイレクトサーバー、登録サーバーを設定するときは、 
サーバーの IP アドレスを入力し、 [0 K ] を押します。 

SIP ユーザー名を設定するときは、 SIP ユーザー名を入力し、 [0 K ] を押します。 

5. SIP ダイジェスト認証を使用するときは、[設定する]を押し、ユーザー名とパス 
ワードを設定します。 

「ユーザー名」の[変更]を押し、ユーザー名を入力して、 [0 K ] を押します。 

「パスワード」の[入力]を押し、パスワードを半角英数128文字が内で入力し 
て、 [0 K ] を押します。確認のためにもう一度パスワードを入力し、 [0 K ] を押 
します。 


6. [設定]を押します。 

7. [終了]を押します。 

ゲートウェイ 營録/ 変更/消去 

VoIP ゲートウェイを登録、変更、消去します。ゲートキーパーや SIP サーパ'-を使用 
しないで VoIP ゲートウェイを経由させるときに登録します。 

• ゲートウェイアドレス 

ザー トウェイアドレスには、 IPv 4 アドレスまたは IPv 6 アドレスを登録できます。 
IPv 4 射影アドレスでの登録はできません。 

• 識別番号 

識別番号とは、 VoIP ゲートウェイを経由して送る G 3 ファクスの電話番号を特定 
するために使用します。送信時に指定した IP - ファクス宛先の最初の数巧の番号 
と識別番号が一致するゲートウェイがあると、一致したゲートウェイを経由して 
送信します。たとえば、識別番号が03と04のゲートウェイを登録したとき、 IP - 
ファクス宛先を0312345678と指定すると、識別番号03のゲートウエイを経由 
します。 


IP - ファクス宛先の番号によらずゲートウェイを使用するときは、識別番号を登録 
しないで、 IP ゲートウェイアドレスだけを登録してください。 

• VoIP ゲートウェイを登録/変更する 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2 . [導入設定]を押します。 

3. [ゲートウェイ登録/変更/消去]を押します。 

4. [登録/変更]が選択されていることを確認します。 

5. 登録するゲートウェイを押します。 




導入設定 


新規に登録するときは[木未登録]と表示されているキーを押します。 



6. 「識別番号」の[変更]を押します。 

7. テンキーで識別番号を入力し、[確定]を押します。 

変更するときは[クリア]を押し、新しい識別番号を入力します。 

8. プロトコルを選択します。 



9.「ゲートウェイアドレス」の[変更]を押します。 
ゲートウェイアドレスを入力し、 [0 K ] を押します。 

11. [設定]を押します。 

12. [閉じる]を押します。 

13. [終了]を押します。 

• VoIP ゲートウェイを消去する 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2 . [導入設定]を押します。 

3. [ゲートウェイ登録/変更/消去]を押します。 

4. [消去]を押し、消去するゲートウェイを押します。 

5. 消去の確認画面で、[消去する]を押します。 

6. [閉じる]を押します。 

7. [終了]を押します。 
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ISDN-G3 回線登録 

に DN を使用して G 3 規格で送信するときに使用する設定です。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』 
「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

に DN で G 3 回線を使用して送信したときは、 I - G 3 ファクス番号が、こちら側の発信 
元ファクス番号として相手先のディスプレイに表示されたり、レポートに印字された 
りします。 


登録できる内容は次のとおりです。 

• 加入番号1 
• 加入番号2 
• サブアドレス 

加入番号1には、本機のファクス番号を入力します。加入番号2には、1本の回線で 
2つの番号を使用しているときに、2つめの番号を入力します。 

加入番号1は必ず登録してください。 

サブアドレスは、 J つの回線に複数の端末（ファクスやデジタル電話など）を接続し 
たときに、それぞれを識別するために付ける番号です。相手先がこのサブアドレスを 
指定すると本機が受信します。 

入力できるサブアドレスは4巧までの数き （0 〜 9999) です。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [ ISDN - G 3 回線登録]を押します。 

4. 必要に応じて、加入番号1、加入番号2を設定します。 

[加入番号 1] または[加入番号 2] を押し、自局のファクス番号をテンキーで入 
力します。 [#] を押し、[設定]を押します。 

5. 必要に応じて、サブアドレスを設定します。 

[サブアドレス]を押し、サブアドレスをテンキーで入力します。 [#] を押し、 
設定を押します。 


6. [閉じる]を押します。 

7. [終了]を押します。 

に DN-G4 回線登録 

に DN を使用して G 4 規格で送信するときに使用する設定です。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』 
「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

登録できる内容は次のとおりです。 

• 加入番号1 
• 加入番号2 



導入設定 


• サブアドレス 

加入番号1には、本機のファクス番号を入力します。加入番号2には、1本の回線で 
2つの番号を使用しているときに、2つめの番号を入力します。 

加入番号1は必ず登録してください。 

サブアドレスは、 J つの回線に複数の端末（ファクスやデジタル電話など）を接続し 
たときに、それぞれを識別するために付ける番号です。相手先がこのサブアドレスを 
指定すると本機が受信します。 

入力できるサブアドレスは4おまでの数き （0 〜 9999) です。 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2 . [導入設定]を押します。 

3. [▼次へ]を押します。 

4. [ ISDN - G 4 回線登録]を押します。 

5. 必要に応じて、加入番号1、加入番号2を設定します。 

[加入番号 1] または[加入番号 2] を押し、自局のファクス番号をテンキーで入 
力します。 [#] を押し、[設定]を押します。 

6. 必要に応じて、サブアドレスを設定します。 

[サブアドレス]を押し、サブアドレスをテンキーで入力します。 [#] を押し、 
設定を押します。 

7. [閉じる]を押します。 

8. [終了]を押します。 

メニュープロテクト設定 

管理者が外のユーザーでも設定を変更できる機能に、ユーザーのアクセス権のレベル 
を設定します。 

メニュープロテクトについては、『セキュリティーガイド』を参照してください。 

メール設定 

ファクス機能でメールを使用するかしないかを設定します。 

• 使用する 
• 使用しない 

工場出荷時の設定： 使用する 
フォルダー設定 

ファクス機能でフォルダーを使用するかしないかを設定します。 

• 使用する 
• 使用しない 

工場出荷時の設定： 使用する 
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転送ファイル形式 

メモリー転送、バックアップ送信、親展ボックスの配信先への配信、中継ボックスの 
受信局への送信の宛先が、メール宛先またはフォルダー宛先のときに、どのファイル 
形式で送信するかを設定します。 

• TIFF 

• PDF 

• PDF/A 

工場出荷時の設定： TIFF 
NGN 設定方法 

ホームゲートウェイを利用して IP - ファクス送受信をするための設定方法を選択しま 
す。 

NTT の次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用するときに設定できます。 NGN 接続に 
ついては、 P .340 「次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクス送受信す 
る」を参照してください。 

• 簡易設定 
• 手動設定 

工場出荷時の設定： 簡易設定 

送信結果メール通知セキュリティ設定 

「送信結果メール通知」機能で送信されるメールを暗号化するかどうか、署名を添付 
するかどうかを設定します。 

-暗号化 
•署名 

1. [ファクス初期設定]を押します。 

2. [導入設定]を押します。 

3. [▼次へ]を押します。 

4. [送信結果メール通知セキュリティ設定]を押します。 

メールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

メールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

5. [終了]を押します。 

暗号化、署名の設定については、 P .26 「インターネットファクス/メールの暗号化.署 
名」を参照してください。 

〇 補足 ） 

• 初期設定の変更方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「初期設定を変更す 
る」を参照してください。 





全文書転送 


全文書転送 

トナーがなくなったり、用紙がなくなったり、印刷機能に不具合が発生したりして本機が 
印刷できない状態のとき、ファクスのメモリーに蓄積されている文書をほかのファクスに 
転送して印刷できます。封筒受信した文書を含め、メモリーに蓄積されている文書はすべ 
て転送されます。緊急のときだけ使用してください。 

転送先には G 3、 G 4 ( I - G 3)、 IP - ファクス宛先を指定できます。インターネットファクス 
宛先、メール宛先、フォルダー宛先は指定できません。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [送信設定]を押しまず。 

3 . [全文書転送]を押しまず。 

装着しているオプションにより画面は異なります。 

4 . 転送先の回線またはプロトコルを選択しまず。 

「回線選択」に表示された回線から、使用する回線またはプロトコルを押して選択し 
ます。 


IP - ファクス宛先を指定したときは、 [ H .323] または [ SIP ] を押します。 



5 . 転送先の宛先を入力しまず。 

6. 必要に応じて F コードやサブアドレス、 UUI を指定しまず。 


• F コ-ド （ SUB / SID ) 

[送信用 F コード （ SUB )] を押し、 F コード ( SUB ) をテンキーで入力して、 [0 K ] 
を押します。 



パスワード （ SID ) の指定が必要なときは、[パスワード （ SID )] を押し、 F コー 
ド （ SID ) をテンキーで入力して、 [0 K ] を押します。 

• サブアドレス 

[サブアドレス]を押し、サブアドレスをテンキーで入力して、 [0 K ] を押しま 
す。 


• UUI 
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[ UUI ] を押し、 UUI をテンキーで入力して、 [0 K ] を押します。 

7. [スタート]キーを押しまず。 

8. [終了]を押しまず。 

〇 補足 ） 

• 文書は転送したあとも消去されず、本機に蓄積されています。 

• 親展受信や封筒受信した文書、または八ードディスクに蓄積されている受信文書もす 
ベて転送されます。 





受信文書設定 


受信文書設定 

受信した文書の出力方法を設定します。 

•蓄積 

受信した文書を八ードディスクに蓄積するかどうかを設定します。 

• メモリー転送 

受信した文書を、あらかじめ登録した相手先へ転送するかどうかを設定します。 

• 印刷 

受信した文書を自動的に印刷するかどうかを設定します。 

• 出力切替タイマー設定 

指定した期間に受信した文書の出力方法 （ EP 刷、 EP 刷待機、 ID 入力印刷、メモリー転 
送、蓄積）を設定します。 

• 自動印刷禁止設定 

受信した文書を自動的に印刷しないで印刷待機文書として保存するかどうかを設定 
します。 

印刷待機文書は、[待機文書を印刷]で印刷します。 

• 待機文書を印刷 

「出力切替タイマー設定」および「自動印刷禁止設定」により、印刷待機している文 
書を印刷します。 

• 封筒受信 

受信した文書を封筒受信するかどラか設定します。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [受信設定]を押しまず。 

3. [受信文書設定]を押しまず。 

ん登録ずる項目を選択して、設定しまず。 

[蓄積]を設定するときは、 P .266 「蓄積」を参照してください。 

モリー転送]を設定するときは、 P .269 モリー転送」を参照してください。 
[印刷]を設定するときは、 P .270 「印刷」を参照してください。 

[出力切替タイマー設定]を設定するときは、 P .271 「出力切替タイマー設定」を参照 
してください。 

[自動印刷禁止設定]を設定するときは、 P .276 「自動印刷禁止設定」を参照してくだ 
さい。 

[待機文書を印刷]を設定するときは、 P .276 「待機文書を印刷」を参照してださい。 
[封筒受信]を設定するときは、 P .276 「封筒受信」を参照してください。 
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5. [設定]を押しまず。 

6. [終了]を押しまず。 

〇 補足 ） 

•受信文書がすでに八ードディスクに蓄積されている状態では、蓄積するか、印刷する 
かを切り替えることができません。受信文書を消去するか、または印刷したあと消去 
してから鼓定してくたさい。 


蓄積 

ファクス受信した文書を八ードディスクに蓄積するように設定すると、必要に応じて繰り 
返し印刷できるほ力 、、 Web Image Monitor を使用してパソコンにイメージデータをダウン 
ロードできます。 


受信文書の配信を設定しているときは、蓄積を選択できません。 

機能について詳しくは、 P .190 「蓄積受信文書を確認/ EP 刷/消去する」を参照してくだ 
さい。 

が下の内容をメールで通知できます。 

•受信したことを通知する（受信通知レポート） 

アドレス帳から通知先のインターネットファクス宛先またはメール宛先を選択しま 
す。この機能は受信文書を蓄積するように設定しているときに使用できます。 

また、通知先へ送信されるメールに暗号化や電子署名を設定できます。 

• メモリーの容量または受信文書の数が上限に近づいたことを通知する 

メモリー残量が一定量を下回ったこと、または八ードディスク 、 FAX メモリーに蓄積 
できる受信文書数の上限に近づいたことを管理者のメールアドレスへ通知できます。 

管理者のメールアドレスは[システム初期設定]の[管理者メールアドレス]で確認 
できます。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照して 
ください。 


1. [蓄積]を押しまず。 

2| [ずる]または[しない]を選択しまず。 

[しない]を選択したときは、手順5へ進みます。 

3|必要に応じて、受信通知レポートの送信先を設定しまず。 

[通知先]を押し、一覧から通知先の宛先を選択して、[設定]を押します。 

ん受信通知レポートのメールにセキュリティーを設定ずるときは、「セキュリ 
ティー J を設定しまず。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 





受信文書設定 


設定したあと、[設定]を押します。 

5 i メモリーの容量または受信文書の数が上限に近づいたことを通知ずるとき 
は、「メール通知：メモリー満杯間近 J の[通知ずる]を押して反転表示させ 
まず。 

6. [設定]を押しまず。 

〇 補足 ） 

•[蓄積]を[する]に設定しているときは受信文書を蓄積した分、メモリーを消費し 
ます。受信中にメモリー残量が少なくなったときは、それが上蓄積できません。パラ 
メーター設定（スイッチ10ビット 7) により、蓄積した日時が古い文書から EP 刷し 
て消去、あるいは出力しないでデータを消去し、受信文書消去レポートを印刷しま 
す。メモリー残量が少なくなったときは、蓄積されている文書を消去してください。 
[パラメーター設定]については、 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

•[蓄積]を[する]に設定しているとき、メモリー残量が少なくなったときはそれが 
上受信しないように、パラメーター設定（スイッチ40ビット 0) で設定できます。 

• 受信通知レポートの送信先にグループ宛先も指定できます。グループでまとめて指 
定できる最大宛先件数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してくださし、。 

•「セキュリティー」の設定については、 P .26 「インターネットファクス/メールの暗 
号化•署名」を参照してください。 


エラー発生中の受信文書消去または受信拒否の設定 _ 

受信文書を印刷しないで本機の八ードディスクに蓄積する設定にしているときでも、が下 
の理由で八ードディスクに文書を蓄積できない場合、本機で文書を出力します。 

• 八ードディスクに不具合が生じている 
• メモリーが一杯になっている 

• 八ードディスク 、 FAX メモリーに蓄積できる受信文書数の最大値を超えている 

本機がこのような状態になったとき、文書を出力しないで文書データを本機から消去し、 
受信文書消去レポートを出力するように設定できます。設定するときは、[パラメーター 
設定](スイッチ W ビット 7) を「受信文書消去する」に設定します。詳しくは P .285 
「パラメーター設定」を参照してください。 

また、文書を出力または削除しないで、蓄積できない原因が解消するまで新しい文書を受 
信しないように、パラメーター設定（スイッチ40ビット 0) で設定できます。この機能 
を有効にしているときは、エラーが解消すると新しい文書の受信を開始します。 

Q 補足 ） 

•受信文書を巧刷しないで本機の八ードディスクに蓄積する設定方法は、 P .265 「受信 
文書設定」を参照してください。 
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.蓄積文書が八 ー ドディスクに保存されているときは、設定の変更ができません。設定 
を変更するときは、必要に応じて八ードディスクの蓄積文書を印刷し、それから蓄積 
文書を削除してください。 


受信文書消去レポート 

受信文書消去レポートに印字される項目について説明します。 



* * 由 

受信文書消去レポート脚XX年4月1日12時00分） * * * 

P.1 




1) 青山支店 




2) AOYAMA OFFICE 

1 - 

-現在の設定ではこの受信文書は印刷できないため、文書は消まされました。 


2 - 


4月1日11時30分 


3 - 

-巧手先 

アカサカシテン 


4 - 

文書番号 

0012 


5 - 

-受信枚数 

5か 



1. 消去メッセージ 

受信文書の消去メッセージが記載されます。 

2 . 受信時刻 

受信した月日時分が記載されます。 

3 . 相手先 

交信した相手先の名称が記載されます。 

4 . 文書番号 

文書番号が記載されます。 

5 . 受信枚数 

受信枚数が記載されます。999枚を超えると、「***枚」と記載されます。 

な 補足 ） 

. 文書蓄積エラー発生時に受信文書を消去しレポートを出力するには、[パラメーター 
設定](スイッチ W ビット 7) を「受信文書消去する」に設定します。 P .285 「パラ 
メーター設定」を参照してください。 


受信通知レポート 

受信文書の蓄積が完了したとき、通知先として設定されているメールアドレスに送信され 
るレポートです。 














受信文書設定 


*****) 林林林幸林受信通知レポート（ 20X)(. 10.1 13:55 ) 料*幸本幸**幸****本 

义書番号； 0082 
受信時刻： 20XX/10/1 13:55 

送信る ： Ma i I : i nternetfaxf company, com 
^ 枚数 ： 001 

1 -件名 ： From 赤坂支店 (Fax Message NO. 008 

下記の URL にアクセスしてください。 

http：//internetfax. company. com/?open=webdocbox/faxDocListPage.cgi ~ 


http：//192.168.1.10/?open=webdocbox/faxDocListPage. egi 


1. インターネットファクスで受信した文書のときに記載されまず。 

2. 受信文書を Web Image Monitor で表示できまず。 

か 補足 ） 

•メールソフトによっては、受信通知レポートを受信したときにフィッシングの警告が 
出ることがあります。回避方法は、メールソフトのヘルプを参照のうえ、送信者を警 
告対象外に設定してください。 

メモリー転送 

あらかじめ、アドレス帳に転送先を登録しておく必要があります。登録方法は、『ネット 
ワークの接続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを登録する」を参照してください。 

転送先にグループ宛先も指定できます。グループでまとめて指定できる宛先の最大件数 
については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 

1- [メモリー転送]を押しまず。 

2| [設定ずる]または[設定しない]を選択しまず。 

転送先が設定されているときは、転送先の名称が表示されます。転送先を変更すると 
きは、[転送先]を押して手順3に進みます。 

[設定しない]を選択したときは、手順6へ進みます。 

3|登録ずる転送先の宛先キーを押し、[設定]を押しまず。 

宛先種別のタブで、宛先表示をファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール 
宛先、フォルダー宛先に切り替えられます。 

4. 転送先にインターネットファクス宛先またはメール宛先を指定したときは、 
必要に応じて「セキュリティー J を設定しまず。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 
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5 i 転送した文書に転送されたことを示ずマークを印字ずるときは、[メモリー転 
送マーク印字]を押して反転表示させまず。 

6. [設定]を押しまず。 

Q 補足 ） 

• 相手先によって転送先を変更するときは、特定相手先設定で相手先ごとに転送先を設 
定します。特定相手先設定については、 P .306 「特定相手先設定」を参照してくださ 

い。 

•「セキュリティー」の設定については、 P .26 「インターネットファクス/メールの暗 
号化•署名」を参照してください。 

メモリー転送マーク印字 

転送した文書に転送されたことを示すマークを印きします。 

転送先で通常の受信文書と転送されてきた文書とを区別できます。 

メモリー転送マーク印きをするかしないかをモリー転送]の[メモリー転送マーク印 
宇]で設定できます。 

「メモリー転送マーク印字」の設定を変更すると「メモリー転送」、「出力切替タイマー設 
定」、「相手先メモリー転送設定」の設定に反映されます。 



メール宛先またはフォルダー宛先にメモリー転送したときは、この機能は使用できませ 
ん。 


印刷 


受信した文書を自動的に印刷するかどうかを設定します。 

1. [印刷]を押しまず。 

2| [ずる]または[しない]を選択して、[設定]を押しまず。 



























受信文書設定 


出力切替タイマー設定 

指定した時間帯に受信した文書の出力方法 （ EP 刷、 EP 刷待機、 ID 入力印刷、メモリー転 
送、蓄積）を設定できます。 

[タイマー詳細設定]で時間帯を指定し、[出力設定]で指定した時間帯における出力方法 
を設定します。[出力切替タイマー設定]は、[基本設定]および回線ごとに設定できま 
す。 


タイマー詳細設定 

• ウィークリー設定 

曜日ごとにタイマー切り替え時刻を登録できます。時刻は5回、曜日ごとに登録 
できます。登録方法は、 P .273 「ウイークリー設定を設定する」を参照してくだ 
さい。 

たとえば、月曜日の8:00から W :59 までは受信文書を印刷し、20:00から受信文 
書を蓄積するように切り替えることができます。 

• 特定期間設定 

特定の期間でタイマー切り替え時刻を登録できます。期間は3回分登録できま 
す。登録方法は、 P .274 「特定期間設定を設定する」を参照してください。 

たとえば、4月29日の8:00から5月5日の19:59までは受信文書をメモリー転 
送し、20:00から受信文書を印刷するように切り替えることができます。 

• EP 刷 ID 設定 

[ID 入力印刷]で受信した文書を印刷するときに必要な印刷 ID を登録します。 

[出力切替タイマー設定]の[出力設定]で [ID 入力印刷]を選択すると、指定 
した期間に受信した文書はメモリーに蓄積され、自動的には印刷されません。 [ID 
入力印刷]を設定した期間に、あらかじめ登録しておいた印刷のを入力して印 
刷できます。 

のは[基本設定]および回線ごとに設定できます。 


ID を重複して登録することはできません。 

の入力印刷時は、印刷 ID が一致した回線の文書を印刷します。 

また、回線ごとの設定で[基本設定に従う]に設定されているときは、「基本設 
定」と同じ ID で印刷します。 


出力設定 

[ウィークリー設定]または[特定期間設定]で指定した期間に受信した文書の出力 
方法を選択します。 


• 未設定 
• 印刷する 


• 印刷待機 
• の入力印刷 
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• メモリー転送 
•蓄積 

[印刷待機]または[の入力印刷]を選択したときは、指定した期間に受信した文書 
はメモリーに蓄積され、自動的には印刷されません。 

[EP 刷待機]を選択したときは、[受信文書設定]の[待機文書を印刷]を押し、 EP 刷 
します。回線ごとに印刷できます。 

[ ID 入力印刷]を選択したときは、[送受信確認/ EP 刷]の[の入力印刷文書を印刷] 

を押し、印刷します。回線ごとに印刷できます。詳しくは、 P .205「 ID を入力して印 
刷待機文書を印刷する」を参照してください。 

1| [出力切替タイマー設定]を押しまず。 

2| [基本設定]または設定ずる回線を選択しまず。 



3. [設定ずる]を選択しまず。 

4. [タイマー詳細設定]を押しまず。 

5| [ウィークリー設定]、[特定期間設定]、[印刷 ID 設定]から登録ずる項目を 
選択して、設定しまず。 


初期設定 



[ウィークリー設定]を設定するときは、 P .273 「ウィークリー設定を設定する」を参 
照してください。 

[特定期間設定]を設定するときは、 P .274 「特定期間設定を設定する」を参照してく 
ださい。 
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印刷 ID を設定するときは、[印刷 ID 設定]を押します。テンキーでのを入力します。 
[#] を押して、[設定]を押します。 

6. [閉じる]を押しまず。 

7. [設定]を押しまず。 

8. [閉じる]を押しまず。 

ウィークリー設定を設定ずる 

1| [ウィークリー設定]を押しまず。 

2. 設定ずる曜日を選択しまず。 

設定ずる項目の右側にある[変更]を押しまず。 



L 閉じる 1 


り設定]で指定されに動作に切の誓わのまず。 


出力設定：モ設定 
出力設定：モ設定 
出力設定：モ設定 
出力設定：未設定 


4. [切り替え時刻]を押しまず。 

5|切り替える時間をテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 

6. [設定]を押しまず。 

7. [出力設定]を押しまず。 

も出力方法を [ EP 刷ずる]、 [ EP 刷待機]、 [ ID 入力巧刷]、[メモリー転送]、[蓄 
積]から選択しまず。 

9| [メモリー転送]を選択したときは、[メモリー転送先]を設定しまず。 

[メモリー転送先]を押します。 

• [個別に設定する] 

[個別に設定する]を選択し、一覧から転送先の宛先を選択して隙定]を押し 
ます。 

• [セキュリティー] 

[セキュリティー]を押します。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 
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設定したあと、[設定]を押します。 

• [メモリー転送マーク巧き] 

転送した文書に転送されたことを示すマークを印きするときは、[メモリー転送 
マーク印字]を押して反転表示させます。 

[設定]を押します。 

1〇| [蓄積]を選択したときは、[蓄積通知先]を設定しまず。 

[蓄積通知先]を押し、[通知する]を押します。 

• [通知先] 

[通知先]を押し、一覧から通知先の宛先を選択して、隱定]を押します。 

• [セキュリティー] 

[セキュリティー]を押します。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

[設定]を押します。 

11. [設定]を2回押しまず。 

12. [閉じる]を2回押しまず。 

特定期間設定を設定ずる 

1. [特定期間設定]を押しまず。 

2|設定ずる項目の右側にある[変更]を押しまず。 



[ 閉じ 5 I 


で指定された動作となのまず。 


モ設定 


术鼓疋 


3. [開始日時]を押しまず。 
























受信文書設定 


ん日時をテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 



[ ro ミ肖 ][ IS 定] 


:くだ1日時をテンキーで入力し、[設定]キーを巧してくださし、。 

3、9 

I 月/曰時：み （2 4時間制） 


01 /0100 ; 00 


5. [設定]を押しまず。 

6. [終了日時]を押しまず。 

7|日時をテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 

8. [設定]を押しまず。 

9. [出力設定]を押しまず。 

1〇|出力方法を[印刷ずる]、 [ EP 刷待機]、 [ ID 入力印刷]、[メモリー転送]、[蓄 
積]から選択しまず。 

11. [メモリー転送]を選択したときは、[メモリー転送先]を設定しまず。 

[メモリー転送先]を押します。 

• [個別に鼓定する] 

[個別に設定する]を選択し、一覧から転送先の宛先を選択して[設定]を押し 
ます。 

• [セキュリティー] 

[セキュリティー]を押します。 

転送する^ールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

• モリー転送マーク巧き] 

転送した文書に転送されたことを示すマークを印きするときは、[メモリー転送 
マーク印字]を押して反転表示させます。 

[設定]を押します。 

12. [蓄積]を選択したときは、[蓄積通知先]を設定しまず。 

[蓄積通知先]を押し、[通知する]を押します。 

• [通知先] 

[通知先]を押し、一覧から通知先の宛先を選択して、隱定]を押します。 
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• [セキュリティー] 

[セキュリティー]を押します。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

[設定]を押します。 

13. [設定]を2回押しまず。 

14. [閉じる]を押しまず。 

自動印刷禁止設定 

受信した文書を自動的に印刷しないで印刷待機文書として保存するかどうかを設定しま 
す。 

[禁止する]に設定していても、出力切替タイマー設定で設定した期間に入ると自動的に 
解除されます。 

1| [自動印刷禁止設定]を押しまず。 

2| [基本設定]または設定ずる回線を選択しまず。 

3| [禁止ずる]または[禁止しない]を選択し、[設定]を押しまず。 

4. [閉じる]を押しまず。 

待機文書を印刷 

「出カタイマー切替設定」および「自動印刷禁止設定」により、印刷待機している文書を 
印刷します。 

1. [待機文書を印刷]を押しまず。 

2. [全文書]または待機文書を印刷ずる回線を選択しまず。 

3. [スタート]キーを押しまず。 

4. [閉じる]を押しまず。 

封筒受信 

受信した文書を封筒受信するかしないかを設定します。 

封筒受信については、 P .194 「封筒受信した文書を印刷する」を参照してください。 



受信文書設定 


封筒受信を使用するときは、あらかじめ[導入設定]の[封筒 ID 登録]で封筒 ID を登録 
しておきます。 


登録方法は、 P .254 「導入設定」を参照してください。 

特定の相手先だけを封筒受信するときは、「特定相手先登録（封筒受信設定)」で相手先ご 
とに封筒受信機能を設定します。設定方法は、 P .306 「特定相手先設定」を参照してくだ 
さい。 

この機能は、インターネットフアクスおよび Mail to Print では使用できません。 

1. [封筒受信]を押しまず。 

2| [ずる]または[しない]を選択し、[設定]を押しまず。 
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蓄積受信文書 ユーザー 設定 

八ードディスクに蓄積した受信文書を管理するユーザーを設定できます。設定すると、 
Web Image Monitor から文書を操作するときに管理者のユーザーコードの入力が必要にな 
ります。また、操作部からの蓄積受信文書の操作を制限できます。 

あらかじめ、アドレス帳に管理する人のユーザーコードを登録しておく必要があります。 
登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』「宛先•ユーザーを登録する」を参 
照してください。 

この機能は[受信文書設定]で瞎積]を[する]に設定しているときに使用できます。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [受信設定]を押しまず。 

3| [蓄積受信文書ユーザー設定]を押しまず。 

4. [ずる]を押しまず。 

ユーザー設定を取り消すときは、[しない]を選択して手順6に進みます。 

5|指定ずるユーザーの宛先キーを押し、[設定]を押しまず。 

も選択したユーザーを確認し、[設定]を押しまず。 

設定しているユーザーが宛先表から消去されると「宛先は無効です」とメッセージが 
表示されます。ユーザーを指定し直してください。 

7. [終了]を押しまず。 

か甫足 ） 

•設定しているユーザーが、アドレス帳から消去されたときは 、 Web Image Monitor や 
操作部からのファクス蓄積受信文書の確認ができなくなります。手順4で[しない] 
に設定するか、新しいユーザーを設定します。『ネットワークの接続/システム初期設 
定』「システム初期設定」を参照してください。 







SMTP 受信フアイル配信設定 


SMTP 受信ファイル配信設定 

SMTP 受信した^ールの配信を、送信元のメールアドレスで判断して受信するかしないか 
を設定します。 

配信を許可するアドレスを設定すると、設定したメールアドレスと送信元からのメールア 
ドレスは次のように下から比較されます。 

•配信を許可するアドレスを r @ aaa . abcd . co . jp 」 に設定したとき、 
eigyo @ aaa . abcd . co.jp :—致するので受信し、配信する。 
eigyo @ aaa . xyz . co.jp :—致しないので受信しない。 
aaa @ abcd . co.jp :—致しないので受信しない。 

ここで設定した^ールアドレスに一致しない送信元からのメールを受信したときは、メー 
ルを破棄して SMTP サーバーにエラーを応答します。 

ルが破棄されてもエラーレポートは出力されません。 

この機能は SMTP 受信したメールの配信が有効なときに使用できます。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [受信設定]を押しまず。 

3|に MTP 受信ファイル配信設定]を押しまず。 

4. [ずる]を押しまず。 

設定を取り消すときは、[しない]を押し、手順9に進みます。 

5|「配信要求アクセスを許可ずるアドレス J の[変更]を押しまず。 

も配信を許可ずる送信元メールアドレスを入力し、に K ] を押しまず。 

7. 配信先にインターネットファクス宛先またはメール宛先を指定したときは、 
必要に応じて[セキュリティー]を設定しまず。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

8. [設定]を押しまず。 

9. [終了]を押しまず。 

な 補足 ） 

•「セキュリティー」の設定については、 P .26 「インターネットファクス/メールの暗 
号化•署名」を参照してください。 
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読み取りサイズ登録/変更/消去 

送信する原稿を不定形のサイズで読み取るときは、サイズをあらかじめ登録しておきま 
す。 


設定を登録または変更したときは、内容をメモなどに控えておくことをお勧めします。 
登録できる数は最大2サイズです。 

横のサイズの指定はに8〜1200 mm または 5.5 〜 47.0 インチが内です。じ 8 mm 未満は入 
力しても設定できません。また、1200 mm より大きい数値は入力できません。 

読み取りサイズを登録/変更ずる 

登録したサイズを変更する手順は登録するときと同じです。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [読み取り設定]を押しまず。 

3| [読み取りサイズ登録/変更/消去]を押しまず。 

4. [登録/変更]が選択されていることを確認しまず。 

5| [登録サイズ 1] または[登録サイズ 2] を押しまず。 

も横のサイズをテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 

[ mm ] または [ inch ] を押して、単位を切り替えることができます。数値を入力して 
から [ mm ] または [ inch ] を押して切り替えると、その数値を単位に合わせて自動 
的に計算し表示します。（端数は四捨五入されます。）たとえば、単位が mm の状態で 
に] [5] [0] を入力し inch に切り替えると、 9.8 irich が表示されます。もう一度 mm 
に切り替えると 249 mm が表示されます。 

7. 登録ずる縦のサイズを選択しまず。 



縦（幅）の指定は選択している単位によって表示が異なります。 

8. [設定]を押しまず。 





















読み取りサイズ登録/変更/消去 


9. [閉じる]を押しまず。 

10. [終了]を押しまず。 

読み取りサイズを消去ずる 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [読み取り設定]を押しまず。 

3| [読み取りサイズ登録/変更/消去]を押しまず。 

ん[消去]を押し、消去ずる「登録サイズ J を押しまず。 

5. [消去ずる]を押しまず。 

6. [閉じる]を押しまず。 

7. [終了]を押しまず。 



281 



8. ファクス初期設定 


発信元情報を登録ずる 


送信、受信のときにこちら側の情報を相手先に伝えることができます。伝えられた情報 
は、相手先の画面に表示されたり、レポートに巧きされたりします。 

発信元情報として本機に登録した内容はパラメーター設定リストで確認できます。登録 
または変更したときは、パラメーター設定リストを印刷し、保管しておくことをお勧めし 
ます。パラ^-夕一設定リストの印刷方法は、 P .254 「導入設定」を参照してください。 

発信元名称 （ EP 字用名称） 

送信のときに相手先の用紙に印字される情報です。通常はこちら側の名称を登録し 
ておきます。 

発信元名称（印字用）は、10件登録できます。部署ごとに発信元名称（印字用）を登 
録し、使い分けると便利です。また、印きフオーマットを国内向けにするか、国外向 
けにするか選択できます。 




登録できる文字は漢字、ひらがな、カタカナ、アルファベット、記号、数字です。 

登録できる文字数は全角で最大32文き、半角で最大32文きです。全角と半角は混在 
できません。 

[オプション設定]の[発信元名称印字]で発信元名称 （ EP 字用）を印字するかどラ 
か設定できます。設定方法は、 P .113 「相手先の受信紙に発信元名称を印字する」を 
参照してください。 

発信元名称（表示用名称） 

G 3 回線を使用した送信と受信のときに相手先に伝える情報です。 

通常はこちら側の名称を登録しておきます。伝えられた情報は相手先の画面に表示 
されたり、レポートに印字されたりします。 

この機能は、相手先が当社のファクスを使用しているときにはたらきます。 

登録できる文字はカタカナ（半角）、アルファベット、記号、数きです。 

登録できる文き数は半角で最大20文きです。 

発信元ファクス番号 

G 3 回線を使用した送信と受信のときに相手先に伝える情報です。 

伝えられた情報は相手先の画面に表示されたり、レポートに印字されたりします。相 
手先が当社のファクスでないときも機能します。 












発信元情報を登録する 


登録できる文きは数き、記号（スペース、 +) です。 

登録できる文き数は半角で最大20文きです。 

発信元ファクス情報は一般的に「日本の国番号81」、「0を除いた市外局番」、「ファク 
ス番号」の順で登録します。 

たとえば、ファクス番号が「03 (1234) 5678」のときは、「81312345678」のように 
登録します。 

G4 発信元情報 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』 
「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

G 4 発信元情報は、 G 4 でに DN を使用した発信のときに相手先の用紙に印字される情 
報です。 

登録できる文字は、カタカナ（半角）、アルファベット、数字、記号です。 

登録できる文字数は、国番号、ファクス番号、および端末略称の文字数を合計して最 
大22文字です。 

G 4 発信元情報は一般的に「日本の国番号81」、「0を除いた市外局番」、「電話番号」、 
「端末略称」の順で登録します。端末略称は通常、こちら側の名称を登録しておきま 
す。 

たとえば、ファクス番号が「03 (1234) 5678」で、端末名称が 「 TOKYO 」 のときは、 
次のよラに登録します。 

• 国番号： 81 

• ファクス番号： 312345678 
• 端末略称 ： TOKYO 


発信元情報を登録/変更ずる 

登録した情報を変更する手順は登録するときと同じです。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [導入設定]を押しまず。 

3| [発信元情報登録]を押しまず。 

ん発信元名称 （ EP 字用）を登録ずるときは、[印字用名称]タブが選択されてい 
ることを確認し、発信元名称 （ E 口字用）を登録しまず。 

登録/変更する印字用名称を押し、発信元名称 （ EP 字用）を入力して、 [0 K ] を押し 
ます。 

印きフォーマットを[国内]、[国外]から選択します。 




8. ファクス初期設定 


5 i 発信元名称（表示用）を登録ずるときは、[表示用名称]タブを選択し、発信 
元名称（表示用）を登録しまず。 

[表示用名称]を押し、発信元名称（表示用）を入力して、 [0 K ] を押します。 

も発信元ファクス番号を登録ずるときは、[ファクス番号]タブを選択し、発信 
元ファクス番号を登録しまず。 

ファクス番号を登録する回線を選択します。発信元ファクス番号をテンキーで入力 
します。 [#] を押し、[設定]を押します。「+」とスペースを入力するときは、そ 
れぞれ[+]、[スぺース]を押します。 

画面に表示される項目はオプションの有無によって異なります。 

7 iG 4 発信元情報を登録ずるときは、 [ G 4 発信元情報]タブを選択し、それぞれ 
の項目を登録しまず。 

[国番号]を押し、テンキーで [8][1] を入力します。 [#] を押し、[設定]を押し 
ます。 

[ファクス番号]を押し、ファクス番号をテンキーで入力します。 [#] を押し、[設 
定]を押します。 

[端末略称]を押し、端末略称を入力して、 [0 K ] を押します。 

8. [閉じる]を押しまず。 

9. [終了]を押しまず。 

発信元情報を消去ずる 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [導入設定]を押しまず。 

3| [発信元情報登録]を押しまず。 

4. 消去ずる発信元情報を選択しまず。 

5. 消去ずる項目のキーを押しまず。 

も[後退]または[全消去]を押して、 [0 K ] を押しまず。 

発信元ファクス番号および G 4 発信元情報の国番号とファクス番号のときは、[クリ 
ア]を押して、[設定]を押します。 

7. [閉じる]を押しまず。 

8. [終了]を押しまず。 



パラメーター設定 


パラメーター 設定 

パラ^ーター設定で各種の機能を利用状況にあった設定に変更できます。パラメーター 
のスイッチを操作して変更します。 

スイッチとビット 

それぞれのスイッチは J と0の組み合わせによる8おの数字の並びで構成され、その 
1お1おをビットと言います。右端がビット0、左端がビット7です。ビットの数字 
を0または J に変更することで、機能の設定を変更できます。 

スイッチ02の例 


パラメーター設定の画面では、初期値と現在値が表示されます。 


ビットはそれぞれテンキーの [0][1] に]！; 3] [4] [5] [6] [7] に対応しており、 
たとえば [3] を押すごとに、ビット3の数きが0と J とで切り替わります。 


►スイシチま号 


►巧期値 


IA 前へ ][▼ 巧へ 


1 


1 


1 


1 


1 


►現を值 01111011 

ビット香号 


メモリー転送マークを 
印字するかどラか 
し送信側情報印字をずるかどラか 
•受信側-送信側情報印字をするかどラか 
•送信側情報印字 （ G 4 用）をずるかどうか 


上記の図は「スイッチ02」の「ビット3」を工場出荷時の「0 (送信側情報を印字し 
ない)」から「1(送信側情報を印字する）」に変更されている状態を示しています。 

パラメーターー 覧表 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

02 

0 

メモリー転送マークを印字す 
るかどラか 

P .270 「メモリー転送マーク印 
字」 

印字しない 

EP 字ずる（工場 
出荷時の設定） 

02 

3 

送信側情報印字をするかどう 
か 

P .151 「送信側情報印字」 

印字しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

印字する 

























8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

02 

5 

受信側-送信側情報印字をする 
かどラか 

P.151 「受信側•送信側情報印 
字」 

『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」 

印字しない 

EP 字ずる（工場 
出荷時の設定） 

02 

6 

送信側情報印字 （G4 用）をす 
るかどラか 

P.152 「送信側情報印字 （G4 
用)」 

『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」 

印字しない 

印字ずる（工場 
出荷時の設定） 

03 

0 

通信結果レポートを自動的に 
印刷するかどラか 

P.171 「通信結果レポート」 

印刷しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

印刷する 

03 

2 

蓄積結果レポートを自動的に 
印刷するかどラか 

P.86 「送信文書のメモリー蓄積 
結果を確認する（蓄積結果レ 
ポート)」 

印刷しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

印刷する 

03 

3 

F コード取り出し予約レポー 
卜を自動的に印刷するかどラ 
か 

P.92「F コード取り出し予約レ 
ルー h」 

印刷しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

印刷する 

03 

4 

F コード取り出し結果レポー 
卜を自動的に印刷するかどラ 
か 

P.93「F コード取り出し結果レ 
ルー h」 

印刷しない 

EP 刷する（工場 
出荷時の設定） 

03 

5 

直接送信結果レポートを自動 
的に印刷するかどラか 

P.173 「直接送信結果レポート」 

印刷しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

印刷する 

03 

7 

通信管理レポートを自動的に 
印刷するかどラか 

P.183 「通信管理レポートを印 
刷する」 

印刷しない 

EP 刷する（工場 
出荷時の設定） 

04 

0 

親展通知レポートを自動的に 
印刷するかどラか 

P.198 「親展通知レポート」 

印刷しない 

EP 刷ずる（工場 
出荷時の設定） 

















パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

04 

1 

不達レポートおよび F コード 
中継結果レポートを自動的に 
印刷するかどラか 

P .138「 F コード中継結果レポー 
卜」 

P .175 「不達レポート」 

印刷しない 

EP 刷する（工場 
出荷時の設定） 

04 

4 

相手先を各種レポートに表示 
するかどラか 

P .86 「送信文書のメモリー蓄積 
結果を確認する（蓄積結果レ 
ルート）」 

P .92「 F コード取り出し予約レ 
ルー h 」 

P .93「 F コード取り出し結果レ 
ルー h 」 

P .171 「通信結果レポート」 

P .173 「直接送信結果レポート」 
P .175 「不達レポート」 

『こまったときには』「エラーレ 
ポートが印刷されたとき」 
『こまったときには』「電源断レ 
ルー h 」 

表示しない 

表示ずる（工場 
出荷時の設定） 

04 

5 

ューザー名称を各種レポート 
に表示するかどうか 

P .86 「送信文書のメモリー蓄積 
結果を確認する（蓄積結果レ 
ポート）」 

P .92「 F コード取り出し予約レ 
ルー h 」 

P .93「 F コード取り出し結果レ 
ルー h 」 

P .165 「送信待機文書リスト」 
P .171 「通信結果レポート」 

P .175 「不達レポート」 

P .184 「通信管理レポート」 

P .187 「通信管理情報のメール 
送信」 

『こまったときには』「エラーレ 
ポートが印刷されたとき」 
『こまったときには』「電源断レ 
ポート」 

表示しない 

表示ずる（工場 
出荷時の設定） 











8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

04 

7 

各種レポートに原稿画像を載 
せるかどラか 

P .86 「送信文書のメモリー蓄積 
結果を確認する（蓄積結果レ 
ルート）」 

P .171 「通信結果レポート」 

P .175 「不達レポート」 

画像を載せない 

画像を載せる 
(工場出荷時の 
設定） 

05 

0 

サービスコール時に受信する 
かどラか 

代行受信する 

着信しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

05 

2、1 

印刷不可能時に代行受信する 
かどラか（印刷不可能時：すべ 
ての用紙がない、トナーがな 
し、、すべての給紙トレイが故障 
している） 

P .118 「代行受信」 

• 00：無条件 
に代行受 
信する 

• 01:発信元 
名称（表示 
用）/発信 
元ファク 
ス番号を 
受けたと 
きに代行 
受信ずる 
(工場出荷 
時の設定） 

• 10: ID 送受 
信用 ID が 
-致した 
ときに代 
行受信す 
る 

•11: 着信し 
ない 


05 

5 

印刷用紙を優先順位1位の用 
紙に限定するかどうか 

P .154 「最適なサイズの用紙に 
印刷する（ジャストサイズ印 
刷)」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

05 

7 

給紙トレイの1つでも用紙が 
なくなったときに紙なし警告 
をするかどラか 
『こまったときには』「ファクス 
使用中にメッセージが表示さ 
れたとき」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 













パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

07 

0 

呼び出し音を鳴らすよラにす 
るかどラか 

P .122 「受信モード」 

鳴る（工場出荷 
時の設定） 

鳴らない 

07 

1 

受信モードを自動切り替えに 
設定しているとき、相手先に音 
声メッセージを流すかどうか 
P .123 「自動切り替え」 

流さない 

流ず（工場出荷 
時の設定） 

07 

2 

クイックメモリー送信をする 
かどラか 

P .22 「クイックメモリー送信」 

しない 

ずる（工場出荷 
時の設定） 

07 

5 

ファクスと電話の切り替えを 
八ンドセットまたは外付け電 
話機からできるようにするか 
どラか 

P .126 「手動受信」 

『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」 

しない 

する（工場出荷 
時の設定） 

08 

1 

発信元情報が非通知のファク 
スの受信をすべて拒否するか 
どラか 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

08 

2 

迷惑ファクス防止機能の使用 
条件 

P .312 「相手先別迷惑ファクス 
防止設定をする」 

迷惑ファクス 「 ON 」 時 

特定相手先だけ 
受信（工場出荷 
時の設定） 

特定相手先が外 
を受信 

10 

0 

操作部からの蓄積受信文書の 
操作を制限するかどうか 

制限しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

制限する 

10 

1 

集約印刷機能選択 

P .149 「集約印刷」 

集約しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

集約する 

10 

3 

受信側縮小をするかどうか 

P .150 「受信側縮小」 

縮ルしない（エ 
場出荷時の設 
定） 

縮ルする 

10 

6 

送信結果通知メー レ送信時に、 
通信結果レポートを出力する 
かどラか 

P .171 「送信結果をレポートと 
メールで確認する」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

印刷する 


















8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

10 

7 

文書蓄積エラー発生時に、受信 
した文書を消去するかどうか 
P .267 「エラー発生中の受信文 
書消去または受信拒否の設定」 

受信文書 EP 刷す 
る（工場出荷時 
の設定） 

受信文書消去す 
る 

11 

2 

白紙に近い原稿を読み取った 
ときに検知するかどうか 

P .43 「白紙原稿を検知する」 

しない 

ずる（工場出荷 
時の設定） 

11 

3 

呼び出し音1300 Hz で着信す 
るかどラか 

P .354「 F ネットから受信する」 

着信する 

着信しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

11 

5 

相手先別メモリー転送した文 
書を本機で印刷するかどうか 
P .312 「相手先別メモリー転送 
設定をする」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

14 

0 

自動電源受信機能（スリープ 
モード時の印刷）で受信した文 
書の印刷のしかた 

P .144 「自動電源受信機能」 

すぐに EP 刷する 
(工場出荷時の 
設定） 

[省エネ]キーを 
押してスリープ 
モードを解除し 
たとき印刷 

14 

3 

機能切り替え時リセット 

リセットしない 
(工場出荷時の 
設定） 

リセツトする 

15 

2、1、0 

給紙トレイを固定に設定した 
ときに使用する給紙トレイの 
設定 

(ち記の数値が外は設定できま 
せん。） 

• 001:トレ 
ィ1に場 
出荷時の 
設定） 

• 010 :トレ 
ィ2 

• 011:トレ 
ィ3 

• 100 :トレ 
ィ4 

• 101:大量 
給紙トレ 
ィ 


15 

5 

給紙トレイを固定するかどう 
か 

する 

しない（工場出 
荷時の設定） 

17 

2 

同報送信時、[追加]を押すか 
どラか 

P .65 「アドレス帳から選択す 
る」 

押さない（工場 
出荷時の設定） 

押す 

















パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

17 

3 

原稿読み取り終了時に、設定内 
容をすべてリセットするかど 
ラか 

する（工場出荷 
時の設定） 

しない 

17 

7 

手動受信やファクス情報サー 
ビスを利用するとき、[スター 
卜]キーを押して受信するかど 
ラか 

P .126 「手動受信」 

P .348 「ファクス情報サービス 
を利用する」 

受信しない 

受信ずる（工場 
出荷時の設定） 

18 

0 

発信元名称（印き用）日付デー 
夕印字をするかどラか 

P .113 「相手先の受信紙に発信 
元名称を印字する」 

印字しない 

EP 字ずる（工場 
出荷時の設定） 

18 

1 

発信元名称（印字用）発信元 
データ印きをするかどうか 

P .113 「相手先の受信紙に発信 
元名称を印字する」 

印字しない 

印字する（工場 
出荷時の設定） 

18 

2 

発信元名称（印字用）文書番号 
印字をするかどラか 

P .113 「相手先の受信紙に発信 
元名称を印字する」 

印字しない 

印字ずる（工場 
出荷時の設定） 

18 

3 

発信元名称（印字用）ページ番 
号印字をするかどラか 

P .113 「相手先の受信紙に発信 
元名称を印字する」 

印字しない 

EP 字する（工場 
出荷時の設定） 

19 

0 

排紙位置シフト機能を使用す 
るかどラか 

P .158 「排紙位置シフト機能」 

『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」 

使わない 

使ラ（工場出荷 
時の設定） 

19 

1 

通信管理レポートを回線別に 
印字するかどラか 

P .183 「通信管理レポートを手 
動で印刷する」 

『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

20 

0 

PC ファクス結果レポートを自 
動的に印刷するかどラか 

P .229「 PC ファクス結果レポー 
卜」 

印刷しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

印刷する 

















8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

20 

5、4、3、 

2 

PC ファクスドライバーから印 
刷できなかった文書の再印刷 
保持時間 

P .223 「パソコンからファクス 
を送 f 言する」 

0000:〇分（工場 
出荷時の設定） 
0001:1分 

0010:2分 

0011:3分 

0100:4分 

0101:5分 

0110:6分 

0111:7分 

1000:8分 

1001:9分 

1010:10分 

1011:11分 

1100:12分 
1101:13分 
1110:14分 
1111:15分 


21 

0 

受信確認応答メールの印刷条 
件 

P .103 「受信確認を要求する」 

エラー時に印刷 
する（工場出荷 
時の設定） 

すべて印刷する 

21 

1 

メール受信文書の受信確認要 
求に応答するかどうか 

P .128 「インターネツトファク 
ス /Mail to Print でメールを受信 
する」 

応答しない 

応答ずる（工場 
出荷時の設定） 

21 

2 

受信したメールに添付された 
JPEG ファイルまたは PDF 
ファイルを印刷するかどラか 
P .128 「インターネツトファク 
ス /Mail to Print でメールを受信 
する」 

印刷しない 

印刷する（工場 
出荷時の設定） 

21 

3 

メモリー転送、バックアップ送 
信、親展ボックスの配信先への 
配信、中継ボックスの受信局へ 
の送信の宛先がメール宛先ま 
たはフオルダー宛先のときに 
どのファイル形式で送信する 
か 

P .134「 F コードを利用した配 
信」 

P .137 「受信文書の中継」 

P .140 「受信文書の転送」 

P .244 「送信設定」 

TIFF で送信 CL 
場出荷時の設 
定） 

PDF で送信 













パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

21 

4 

通信管理情報をメールで送信 
するかどラか 

P .187 「通信管理情報のメール 
送信」 

送信しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

送信する 

21 

5 

通常メール （ TIFF ファイル添 
付）受信時のテキスト（件名、 
本文）情報出力抑止選択 

P .128 「インターネットファク 
ス /Mail to Print でメールを受信 
する」 

抑止しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

抑止する 

21 

6 

ネットワークエラーの警告を 
表示するかどうか 
『こまったときには』「ファクス 
使用中にメッセージが表示さ 
れたとき」 

表示する（工場 
出荷時の設定） 

表示しない 

21 

7 

メール受信でエラー発生時、エ 
ラー通知メールを送信元に送 
信するかどうか 
『こまったときには』「インター 
ネットファクスでエラーに 
なったとき」 

送信する（工場 
出荷時の設定） 

送信しない 

22 

0 

G 3-1 回線で発呼時にダイヤル 

I -ーンを検出してから送信す 
るかどラか 

検出しなくても 
送信する 

検出しなければ 
送信しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

22 

1 

G 3-2 回線で発呼時にダイヤル 

I -ーンを検出してから送信す 
るかどラか 

検出しなくても 
送信する 

検出しなければ 
送信しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

22 

2 

G 3-3 回線で発呼時にダイヤル 
トーンを検出してから送信す 
るかどラか 

検出しなくても 
送信する 

検出しなければ 
送信しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

24 

0 

送信できなかった文書をメモ 
リーに保持するかどうか 

P .168 「不達文書を送り直す」 

保持しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

保持する 

24 

1 

送信できなかった文書のメモ 
リー保持時間 

P .168 「不達文書を送り直す」 
ビット〇力、'「保持する」のとき 
に有効 

24時間に場出 
荷時の設定） 

72時間 

















8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

24 

2 

[システム初期設定]の[ドキュ 
メントボックス蓄積文書自動 
消去]の設定にかかわらず、蕾 
積した送信文書をドキュメン 
トボックスに保持するかどう 
か 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

25 

2 

受信モードが自動切り替え 
モードのとき、着信時に優先す 
るモードをどちらにするか 

FAX 優先に場 
出荷時の設定） 

TEL 優先 

25 

3 

ダイヤルイン機能を使用する 
かどラか 

P .124 「ダイヤルイン機能を利 
用する」 

P .254 「導入設定」 

使わない（工場 
出荷時の設定） 

使ラ 

25 

5 

ナンバー-ディスプレイやモデ 
ムダイヤルインの提供を受け 
ている電話回線に本機を接続 
しているときに、 G 3-1 回線で 
ファクス受信をできるように 
するかどラか 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

25 

6 

G 3-1 回線での通信時に、ナン 
バー-ディスプレイサービスに 
より発信元の電話番号を取得 
するかどラか 
またはモデムダイヤルイン 
サービスによって、受信モード 
を自動切り替えできるように 
するかどラか 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

30 

2 

発信元の電話番号が国際電話 
などで非通知（ナンバー•ディ 
スプレイのサービス提供が不 
可能）のときに、 G 3-1 回線で 
着信を拒否するかどラか 
(本機がナンパ'—•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

30 

3 

公衆電話からの発信により発 
信元の電話番号が非通知のと 
きに、 G 3-1 回線で着信を拒否 
するかどラか 

(本機がナンパ'—•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 



294 















パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

30 

4 

発信者の通知拒否により発信 

拒否しない（エ 

拒否する 



元の電話番号が非通知のとき 

場出荷時の設 




に、 G 3-1 回線で着信を拒否す 
るかどラか 

(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

定） 


30 

5 

G 3-1 回線での着信時または 

発信元名称優先 

発信電話番号優 



ファクス受信時に下記の機能 

(工場出荷時の 

先 



で使用する送信者の宛先名称 

設定） 

く優先順位> 



の優先順位 

く優先順位> 

1.ナンバー • 



• 迷惑ファクス防止設定 

1.送信者の発信 

デイスプレイで 



• 特定相手先設定 

元名称 

表示される送信 



• 各種レポートの出力 

2.ナンバー • 

者の電話番号 



• 通信中の相手先表示 

デイスプレイで 

2.送信者の発信 



• -時的に印刷ができない 

表示される送信 

元名称 



ときの受信時の動作 

者の電話番号 

3.送信者の発信 



-送信側情報印字 

3.送信者の発信 

元ファクス番号 



• メール配信時またはメー 

元ファクス番号 




ル転送時の送信メールの 
件名 





(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供をうけている電話回 
線を使用しているとき） 



30 

6 

G 3-1 回線での通信時に「着番 

着番号優先（エ 

発信電話番号優 



号」と「発信電話番号」の情報 

場出荷時の設 

先 



がを在するとき、どちらの情報 
をダイヤルインルーティング 
の対象とするか 

定） 


31 

0 

G 3-1 回線でノイズなどにより 

切断 

受信継続（工場 



モデムダイヤルイン/ナン 
パ'--ディスプレイサービス情 
報を受信できないときに、受信 
動作を継続するかどラか 


出荷時の設定） 

32 

0 

指定した宛先種別の宛先がを 

紙優先 

電子優先（工場 



在しないとき、どの宛先を優先 

く優先順位> 

出荷時の設定） 



に利用するか 

1. IP - ファクス宛 

く優先順位> 



P .134 「受信するときの機能」 

先 

1.インターネッ 



P .269 「メモリー転送」 

2.ファクス宛先 

トファクス宛先 



P .312 「相手先別メモリー転送 

3.インターネッ 

2.メール宛先 



設定をする」 

トファクス宛先 

3.フォルダー宛 



P .316 「親展ボックスを登録/ 

4.メール宛先 

先 



変更する」 

5.フォルダー宛 

4. IP - ファクス宛 



P .321 「中継ボックスを登録/ 

先 

先 



変更する」 


5.ファクス宛先 













8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

32 

4 

G 3-1 回線で受信した文書を配 
信するかどうか 

P .135 「増設 G 3/ G 4 回線を利 
用した回線別配信」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

32 

5 

G 3-2 回線で受信した文書を配 
信するかどうか 

P .135 「増設 G 3/ G 4 回線を利 
用した回線別配信」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

32 

6 

G 3-3 / G 4/ I - G 3 回線で受信し 
た文書を配信するかどうか 

P .135 「増設 G 3/ G 4 回線を利 
用した回線別配信」 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

34 

0 

IP - ファクスでゲートキーパー 
を使用するかどうか 

P .12「 IP - ファクス機能の概要」 

使わない（工場 
出荷時の設定） 

使ラ 

34 

1 

IP - ファクスで SIP サーバーを 
使用するかどうか 

P .12「 IP - ファクス機能の概要」 

使わない（工場 
出荷時の設定） 

使ラ 

35 

7、6、5、 
4、3、2、 

1 s 0 

バックアップ送信時の発呼間 
隔 

00000000 : 0分 
〜11111111: 

255分 

工場出荷時の設 
定： 00001111 
(15 分） 


36 

7、6、5、 
4、3、2、 
1、0 

バックアップ送信時の総発呼 
回数 

00000000/0000 
0001:1回〜 
11111110/1111 
1111: 254回 
工場出荷時の設 
定：11000000 
(192 励 


37 

0 

ファクス送信やバックアップ 
送信の送信待ち、送信中、バッ 
クアップ送信不達処理中など 
のファイルで送信できる最大 
宛先数を超えたときに、強制的 
にバックアップファイルを不 
達処理にするかどうか 

P .244 「送信設定」 

P .358 「項目別最大値一覧」 

Off (工場出荷時 
の設定） 

On 
















パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

37 

3、2 

バックアップ送信不達時に、 
バックアップデータを不達レ 
ポートと一緒に印刷するかど 
ラか 

• 00 :印刷し 
ない 

• 01:先頭の 

1ページだ 
けを印刷 
する 

• 10:全ぺ一 
ジ EP 刷ず 
る（工場出 
荷時の設 
定） 


37 

4 

フオルダー宛先への受信文書 
転送時、ファイル名への送信元 
情報引用設定 

引用しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

引用する 

37 

5 

フオルダー宛先への受信文書 
転送時、ファイル名の使用可能 
文字制限設定 

制限しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

制限する 

37 

6 

ファクス連携機能を利用して 
いるとき、操作側の機器で受信 
文書の印刷が完了したことを 
操作側の機器でブザーを鳴ら 
して知らせるかどラか 
(「鳴らす」に設定すると、[シ 
ステム初期設定]の[ブザー 
音]の設定に従ってブザーを鳴 
らします。） 

P .330 「他機で受信したファク 
スを操作側の機器で印刷する」 
『本機のご利用にあたって』「才 
プシヨンが必要な機能一覧」 

鳴らす（工場出 
荷時の設定） 

鳴らさない 

40 

0 

受信文書蓄積時にメモリー残 
量がなくなったとき、印刷して 
消去するかどラか 

印刷して消去す 
る（工場出荷時 
の設定） 

印刷も消去もせ 
ず受信しない 

42 

0 

ナンバー-ディスプレイやモデ 
ムダイヤルインの提供を受け 
ている電話回線に本機を接続 
しているときに、 G 3-2 回線で 
ファクス受信をできるように 
するかどラか 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 














8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

42 

1 

G 3-2 回線での通信時に、ナン 
バー-ディスプレイサービスに 
より発信元の電話番号を取得 
するかどラか 
またはモデムダイヤルイン 
サービスによって、受信モード 
を自動切り替えできるように 
するかどラか 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

42 

2 

発信者の通知拒否により発信 
元の電話番号が非通知のとき 
に、 G 3-2 回線で着信を拒否す 
るかどラか 

(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

42 

3 

公衆電話からの発信により発 
信元の電話番号が非通知のと 
きに、 G 3-2 回線で着信を拒否 
するかどラか 

(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

を否する 

42 

4 

発信元の電話番号が国際電話 
などで非通知（ナンバー•ディ 
スプレイのサービス提供が不 
可能）のときに、 G 3-2 回線で 
着信を拒否するかどラか 
(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

42 

5 

G 3-2 回線でノイズなどにより 
モデムダイヤルイン/ナン 
バ ー• ディスプレイサービス情 
報を受信できないとき、受信動 
作を継続するかどうか 

切断 

受信継続（工場 
出荷時の設定） 

42 

6 

G 3-2 回線での通信時に、「着番 
号」と「発信電話番号」の情報 
がを在するとき、どちらの情報 
をダイヤルインルーティング 
の対象とするか 

着番号優先（エ 
場出荷時の設 
定） 

発信電話番号優 
先 














パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

42 

7 

G 3-2 回線での着信時または 
ファクス受信時に下記の機能 
で使用する送信者の宛先名称 
の優先順位 

• 迷惑ファクス防止設定 
• 特定相手先設定 
• 各種レポートの出力 
• 通信中の相手先表示 
• -時的に印刷ができない 
ときの受信時の動作 
• 送信側情報印字 
• メール配信時またはメー 
ル転送時の送信メールの 
件名 

(本機がナンパ'—•ディスプレ 
イの提供をうけている電話回 
線を使用しているとき） 

発信元名称優先 
(工場出荷時の 
設定） 

く優先順位> 

1. 送信者の発信 
元名称 

2. ナンバー • 

デイスプレイで 
表示される送信 
者の電話番号 

3. 送信者の発信 
元ファクス番号 

発信電話番号優 
先 

く優先順位> 

1. ナンバー • 

デイスプレイで 
表示される送信 
者の電話番号 

2. 送信者の発信 
元名称 

3. 送信者の発信 
元ファクス番号 

43 

0 

ナンバー-ディスプレイやモデ 
ムダイヤルインの提供を受け 
ている電話回線に本機を接続 
しているときに、 G 3-3 回線で 
ファクス受信をできるように 
するかどラか 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

43 

1 

G 3-3 回線での通信時に、ナン 
バー-ディスプレイサービスに 
より発信元の電話番号を取得 
するかどラか 
またはモデムダイヤルイン 
サービスによって、受信モード 
を自動切り替えできるように 
するかどラか 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 

43 

2 

発信者の通知拒否により発信 
元の電話番号が非通知のとき 
に、 G 3-3 回線で着信を拒否す 
るかどラか 

(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

43 

3 

公衆電話からの発信により発 
信元の電話番号が非通知のと 
きに、 G 3-3 回線で着信を拒否 
するかどラか 

(本機がナンパ'—•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 













8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

43 

4 

発信元の電話番号が国際電話 
などで非通知（ナンバー•ディ 
スプレイのサービス提供が不 
可能）のときに、 G 3-3 回線で 
着信を拒否するかどラか 
(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

43 

5 

G 3-3 回線でノイズなどにより 
モデムダイヤルイン/ナン 
パ'—-ディスプレイサービス情 
報を受信できないとき、受信動 
作を継続するかどうか 

切断 

受信継続（工場 
出荷時の設定） 

43 

6 

G 3-3 回線での通信時に「着番 
号」と「発信電話番号」の情報 
が存在するとき、どちらの情報 
をダイヤルイン ルーテ ィング 
の対象とするか 

着番号優先（エ 
場出荷時の設 
定） 

発信電話番号優 
先 

43 

7 

G 3-3 回線での着信時または 
ファクス受信時に下記の機能 
で使用する送信者の宛先名称 
の優先順位 

• 迷惑ファクス防止設定 
• 特定相手先設定 
• 各種レポートの出力 
• 通信中の相手先表示 
• -時的に印刷ができない 
ときの受信時の動作 
• 送信側情報印字 
• メール配信時またはメー 
ル転送時の送信メールの 
件名 

(本機がナンバー•ディスプレ 
イの提供をうけている電話回 
線を使用しているとき） 

発信元名称優先 
(工場出荷時の 
設定） 

く優先順位> 

1. 送信者の発信 
元名称 

2. ナンバー • 
ディスプレイで 
表示される送信 
者の電話番号 

3. 送信者の発信 
元ファクス番号 

発信電話番号優 
先 

く優先順位> 

1. ナンバー • 

デイスプレイで 
表示される送信 
者の電話番号 

2. 送信者の発信 
元名称 

3. 送信者の発信 
元ファクス番号 

44 

0 

ナンバー-ディスプレイやモデ 
ムダイヤルインの提供を受け 
ている電話回線に本機を接続 
しているときに、次世代ネット 
ワーク ( NGN ) 網を利用した 

IP - ファクスでファクス受信を 
できるよラにするかどラか 

しない（工場出 
荷時の設定） 

する 













パラメーター設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

44 

2 

発信者の通知拒否により発信 
元の電話番号が非通知のとき 
に、次世代ネットワーク 
( NGN ) 網を利用した IP - ファク 
スで着信を拒否するかどラか 
(本機がナンバー•デイスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

44 

3 

公衆電話からの発信により発 
信元の電話番号が非通知のと 
きに、次世代ネットワーク 
( NGN ) 網を利用した IP - ファク 
スで着信を拒否するかどラか 
(本機がナンバー•デイスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

44 

4 

発信元の電話番号が国際電話 
などで非通知（ナンバー•デイ 
スプレイのサービス提供が不 
可能）のときに、次世代ネット 
ワーク （ NGN ) 網を利用した 

IP - ファクスで着信を拒否する 
かどラか 

(本機がナンバー•デイスプレ 
イの提供を受けている電話回 
線を使用しているとき） 

拒否しない（エ 
場出荷時の設 
定） 

拒否する 

44 

6 

次世代ネットワーク （ NGN ) 網 
を利用した IP - ファクスでの通 
信時に「着番号」と「発信電話 
番号」の情報が存在するとき、 
どちらの情報をダイヤルイン 
ルーテイングの対象とするか 

着番号優先（エ 
場出荷時の設 
定） 

発信電話番号優 
先 












8. ファクス初期設定 


スイッチ 

ビット 

項目 

0 

1 

44 

7 

次世代ネットワーク （ NGN ) 網 
を利用した IP - ファクスでの着 
信時またはファクス受信時に 
下記の機能で使用する送信者 
の宛先名称の優先順位 
• 迷惑ファクス防止設定 
• 特定相手先設定 
• 各種レポートの出力 
• 通信中の相手先表示 
• -時的に印刷ができない 
ときの受信時の動作 
• 送信側情報印字 
• メール配信時またはメー 
ル転送時の送信メールの 
件名 

(本機がナンバー•デイスプレ 
イの提供をうけている電話回 
線を使用しているとき） 

発信元名称優先 
(工場出荷時の 
設定） 

く優先順位> 

1. 送信者の発信 
元名称 

2. ナンバー • 

デイスプレイで 
表示される送信 
者の電話番号 

3. 送信者の発信 
元ファクス番号 

発信電話番号優 
先 

く優先順位> 

1. ナンバー • 

デイスプレイで 
表示される送信 
者の電話番号 

2. 送信者の発信 
元名称 

3. 送信者の発信 
元ファクス番号 

45 

1 s 0 

IP ファクス送信ルート自動切 
換時に利用する G 3 回線種別 
( G 3-1/ G 3-2/ G 3-3) 

• 01: G 3-1 
回線を使 
用する（エ 
場出荷時 
の設定） 

• 10 : G 3-2 
回線を使 
用する 
• 11: G 3-3 
回線を使 
用する 


45 

2 

メモリー転送、バックアップ送 
信、親展ボックスの配信先への 
配信、中継ボックスの受信局へ 
の送信の宛先がメール宛先ま 
たはフオルダー宛先のときに 
どのファイル形式で送信する 
か 

[パラメーター設定](スイッチ 
21ビット 03) で、転送ファイ 
ル形式が PDF に設定されてい 
るときに有効 

P .134「 F コードを利用した配 
信」 

P .137 「受信文書の中継」 

P .140 「受信文書の転送」 

P .244 「送信設定」 

PDF で送信に 
場出荷時の設 
定） 

PDF / A で送信 











パラメーター設定 


パラメーター設定を変更ずる 


オプションの設置や機能の ON / OFF など、あらかじめ必要な操作を行ってからパラメー 
夕一のスイッチを操作してください。 

登録変更したときは、「パラメーター設定リスト」を印刷し、保管しておくことをお勧め 
します。 

〇 重要 ） 

• 一覧表に載っていないビットは変更しないでください。 


1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [導入設定]を押しまず。 

3 . [パラメーター設定]を押しまず。 

4 . 変更ずるスイッチ番号を押しまず。 



5|変更ずるビット番号を押して、設定しまず。 

使用説明書を参照して機能を設定し、[設定]キーを押してくださ 


►スイシチ番号 

它。期值 

►現巧直 
ピシト番号 


02 


| a 前へ J [▼ :ぉへ I 


0 1 1 


0 1 1 


1 

1 


6 II 5 II 4 I 


番号を押すたびに1と0が交互に表示されます。 

同じスイッチでほかのビット番号を変更するときはこの操作を繰り返します。 

6. [設定]を押しまず。 

7|手順4〜6を繰り返して、スイッチの設定を変更しまず。 

もずべての設定を変更したら[閉じる]を押しまず。 








































8. ファクス初期設定 


9. [終了]を押しまず。 


パラメーター 設定リスト 

現在設定されている設定値に「木」が記載されます。 


* 

* 《けう； H - 離リスト （ 2供御0が4日9軌かい： 

P . 1 

% 

2ミ WiL 巧!雲き獅 

麵(綱 
議(腳 )1 

2 

3 

4 

5 

6 

1 

アれがか3 
青山事綱 
青山享締潑韶 
卽享娜企画部 


1 

8 

9 

10 

鶏元?ァク嫌の-1 

33-2 
[ SDN - の 
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8. ファクス初期設定 


特定相手先設定 

あらかじめ特定の相手先を登録しておくと、受信時に動作する機能を相手先ごとに設定で 
きます。 


特定相手先ごとに設定できる機能 

• 相手先別迷惑ファクス防止設定 

受信する相手先を制限します。登録した相手先（特定相手先）が外からのファク 
スは受け付けないので、間違いファクスやいたずらファクスなどで、用紙をむだ 
にすることがなくなります。 

-相手先別受信文書印刷部数 

登録した相手先（特定相手先）から受信した文書を、相手先別に設定されている 
部数だけ印刷します。 

• 相手先別^モリー転送設定 

^モリー転送は、受信した文書をあらかじめ登録されている転送先へ転送する機 
能です。登録した相手先（特定相手先）から送信されてきた文書だけを転送する 
など、送信してきた相手先によって転送先を区別するときに、相手先別^モリー 
転送を使用します。 


• 相手先別両面印刷 


登録した相手先（特定相手先）から受信した文書だけ両面印刷します。 

-相手先別封筒受信 

登録した相手先（特定相手先）から受信した文書だけを封筒受信します。封筒受 
信は、受信した文書を印刷しないで^モリーに蓄積し、封筒 ID を入力して印刷 
する機能です。 

• 相手先別給紙トレイ選択 

登録した相手先（特定相手先）から受信した文書と、それが外の相手先からの文 
書を、それぞれ異なる用紙に印刷します。たとえば、給紙トレイいこ青い用紙、 
給紙トレイ2に白い用紙をセットすると、特定相手先からの文書は青い用紙に、 
それが外からの文書は白い用紙に印刷するので、ひと目で区別できます。 

-相手先別受信連携設定 

ファクス連携機能を使用しているときに設定できる機能です。 

受信した文書をあらかじめ登録されている転送先へ転送します。転送先に、ファ 
クス連携機能の連携機を指定できます。 

機能について詳しくは、 P .330 「他機で受信したファクスを操作側の機器で印刷 
する」を参照してください。 

受信の方法により、使用できる機能は次のように異なります。 

〇は、機能を使用できることを表します。 

X は、機能を使用できないことを表します。 



特定相手先設定 


機能 

ファクス受信/ IP - ファクス受信 

インターネツトフアクス受信 

相手先別迷惑ファク 
ス防止設定 

〇 

X 

相手先別受信文書印 
刷部数 

〇 

X 

相手先別メモリー転 
送設定 

〇 

〇 

相手先別両面印刷 

〇 

〇 

相手先別封筒受信 

〇 

X 

相手先別給紙トレイ 
選択 

〇 

〇 

相手先別受信連携設 
定 

〇 

〇 


Mail to Print 受信時は特定相手先の機能は使用できません。 

登録ずる相手先名称 
• 登録する内容 

相手先の発信元名称（表示用）または発信元ファクス番号を登録します。 

相手先が当社のファクスのときは、相手先に登録されている発信元名称（表示 
用）を登録します。当社が外のファクスのときは、発信元ファクス番号を登録し 
ます。 


G 4 回線で通信するときは G 4 発信元情報を登録します。 

インターネツトフアクスの相手先は、メールアドレスを登録します。 

特定相手先として登録できる最大件数、および最大文字数については、 P .358 「項 
目別最大値一覧」を参照してください。 

インターネツトフアクスの相手先を登録するときは、登録できる最大文き数が内 
で、メールアドレスの冒頭から登録します。 

•一致条件（全一致と部分一致） 

同じ名称部分を持つ複数の相手先を1件ずつ登録するかわりに、同じ名称部分だ 
けを「部分一致」条件として登録できます。 

たとえば、「サツポロシテン」「アオヤマシテン」「センダイシテン」の3件の相 
手先は、部分一致条件として「シテン」とまとめて登録できます。この3件の相 
手先から受信すると、特定相手先「シテン」で登録された機能が適用されます。 

一致条件が「全一致」のときは3件の登録が必要ですが、「部分一致」を使用す 
ると登録件数が1件ですみます。 

特定相手先として登録されている名称と、実際の通信相手の名称は、スペースを 
無視して比較されます。 













8. ファクス初期設定 


ほとんどの相手先で同じ設定を使用するときは、本機の全体の設定で機能を設定してお 
き、異なる設定を使用する相手先だけ特定相手先として登録しておくと便利です。 

たとえば、ほとんどの相手先からの受信文書はメモリー転送しないで、ある特定の相手先 
からの受信文書だけメモリー転送するときは、[受信設定]のモリー転送]を[設定 
しない]に設定しておき、メモリー転送する相手先だけ特定相手先として登録して[相手 
先別メモリー転送]を[設定する]に設定します。 

か 補足 ） 

•発信元名称（表示用）も発信元ファクス番号も登録されていない相手先は、特定相手 
先として登録できません。 

• 登録する相手先の名称に漢字は使用できません。 

• 特定相手先からの文書が F コード取り出しのときは区別できません。 

•相手先に登録されている発信元名称（表示用）や発信元ファクス番号は「通信管理レ 
ポート」の相手先名称で確認できます。登録した特定相手先は「特定相手先リスト」 
で確認できます。 


特定相手先全体の機能を設定ずる 

特定相手先全体にかかわる次の機能を設定します。 

迷惑ファクス防止機能 

特定相手先機能全体で、「迷惑ファクス防止機能」を使用するかしないか設定します。 
相手先別受信機能 

特定相手先機能全体で、相手先ごとに設定した個別の機能け目手先別メモリー転送や 
相手先別封筒受信など）を使用するかしないか設定します。 

この機能を「使用しない」に設定するときは、相手先ごとに設定した機能は適用され 
ず、[受信設定]で設定した本機全体の設定に従います。 


手差し用紙サイズ 

手差しトレイにセットする用紙サイズを設定します。 

[相手先別給紙トレイ選択]で手差しトレイを選択している特定相手先を登録したと 
きに、設定します。 

サイズの指定方法は、[自動検知]、[定形サイズ]、[不定形サイズ]から選択できま 
す。 

[自動検知]を押したときは、手差しトレイにセットした用紙を次のとおりサイズ検 
知します。 

•用紙が目6サイズ幅 （128 mm ) のときは「目6 口」 

•用紙が A 5 サイズ幅 （148 mm ) のときは 「 A 5 口」 

•用紙が B 5 サイズ幅 （182 mm ) のときは 「 B 5 口」 





特定相手先設定 


• 用紙が A 4 サイズ幅 （210 mm ) のときは 「 A 4 口」 
•用紙が目4サイズ幅 （257 mm ) のときは 「 B 4 口」 
•用紙が A 3 サイズ幅 （297 mm ) のときは 「 A 3 口」 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [受信設定]を押しまず。 

3| [特定相手先設定]を押しまず。 

4. [機能設定]を押しまず。 

5. 設定ずる機能名を押しまず。 



も迷惑ファクス防止機能を設定ずるときは、「迷惑ファクス防止機能 J を設定し 
まず。 

[迷惑ファクス防止機能]を押し、[使用する]または[使用しない]を選択して、[設 
定]を押します。 

7|相手先別に設定した機能を使用ずるときは、「相手先別受信機能 J を設定しま 
ず。 

[相手先別受信機能]を押し、[使用する]または[使用しない]を選択して、[設定] 
を押します。 

も手差し用紙サイズ指定を設定ずるときは、「手差し用紙サイズ J を設定しま 
ず。 

[手差し用紙サイズ]を押し、[自動検知]、[定形サイズ]または[不定形サイズ]を 
押します。 

• 自動検知 

[自動検知]が選択されていることを確認します。 

• 定形サイズ 

[定形サイズ]を押し、表示されたサイズの中から設定するサイズを選択します。 
• 不定形サイズ 

[不定形サイズ]を押し、用紙のタテ（幅)、ヨコ（長さ）のサイズをテンキーで 
入力します。数値を入力したあとは、 [#] を押します。 



















8. ファクス初期設定 


項目を遷択し、[設定]キーを巧してくださし、。 


g 動検阳 1 [ 定巧ヴイマ |[ 不定巧ヴイス. 


テ ンキーでヴイブを入力し运)キーを巧してくださし、。 

I mm _|| inch : 


I mm j [ inch i 
I ! タテ ~ I 

<90~305> 

- ョ 〕 I 


< 14 8~6 0 0 > 



タテ（幅）は 90 〜 305 mm または 3.6 〜12.0インチが内で指定します。 

ヨコ（長さ）は M 8 〜600 mm または 5.9 〜 23.6 インチが内で指定します。 

[ mm ] または [ inch ] を押すと、単位が切り替わります。数値を入力してから 
[ mm ] または [ inch ] を押して切り替えると、その数値を単位に合わせて自動的 
に計算して表示します。（端数は四捨五入されます。） 

9. [設定]を押しまず。 

10. [閉じる]を押しまず。 

11. [終了]を押しまず。 


特定相手先を登録/変更ずる 

登録した相手先を変更する手順は登録するときと同じです。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [受信設定]を押しまず。 

3| [特定相手先設定]を押しまず。 

4. [登録/変更]が選択されていることを確認しまず。 

5. 登録または変更ずる相手先のキーを押しまず。 











































特定相手先設定 


も相手先の名称を入力し、 [0K] を押しまず。 

発信元名称（表示用）または発信元ファクス番号を入力します。 

7| [全一致]または[部分一致]を押して選択しまず。 

登録する相手先の名称と実際の通信相手の名称を比較するときの一致条件を選択し 
ます。 

な I 相手先別に設定ずる項目を選択して、設定しまず。 



条件を設定する項目だけ操作します。 

迷惑ファクスの防止を設定するときは、 P .312 「相手先別迷惑ファクス防止設定をす 
る」を参照してください。 

受信文書の印刷部数を設定するときは、 P .312 「相手先別受信文書印刷部数を設定す 
る」を参照してください。 

メモリー転送を設定するときは、 P .312 「相手先別メモリー転送設定をする」を参照 
してください。 

両面印刷を設定するときは、 P .313 「相手先別両面印刷を設定する」を参照してくだ 
さい。 

封筒受信を設定するときは、 P .313 「相手先別封筒受信をする」を参照してくださし、。 

給紙トレイを設定するときは、 P .314 「相手先別給紙トレイ選択をする」を参照して 
ください。 

相手先別受信連携設定を設定するときは、 P .314 「相手先別受信連携設定をする」参 
照してください。 

9. [設定]を押しまず。 

続けて登録するときは、手順5から操作します。 

10. [閉じる]を押しまず。 

11. [終了]を押しまず。 





























8. ファクス初期設定 


相手先別迷惑ファクス防止設定をずる 

[特定相手先設定]で条件設定をするときに操作します。迷惑ファクスの防止を設定しま 
す。 


あらかじめ[機能設定]の[迷惑ファクス防止機能]を[使用する]に設定してくださ 

し、。 

1| [相手先別迷惑ファクス防止設定]を押しまず。 

2| [設定ずる]または[設定しない]を選択し、[設定]を押しまず。 

〇 補足 ） 

• 登録した相手先からは受信せず、それが外からの文書だけを受信するよラに設定でき 
ます。設定を変更するときは、[パラメーター設定](スイッチ08ビット 2) で「特 
定相手先だけ受信」か「特定相手先が外を受信」かを選択できます。 

• 発信元情報が非通知のファクスの受信をすべて拒否し、知らない相手からのファクス 
を受け付けないように設定できます。この機能を利用するときは、[ファクス初期設 
定]の[パラ^ーター設定](スイッチ08ビット 1) を「拒否する」に設定します。 

• [パラメーター設定]については、 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 


相手先別受信文書印刷部数を設定ずる 

[特定相手先設定]で条件設定をするときに操作します。受信文書の印刷部数を設定しま 
す。 

1| [相手先別受信文書印刷部数]を押しまず。 

2. [部数指定ずる]を押しまず。 

3|印刷部数をテンキーで入力し、[材]を押しまず。 

4. [設定]を押しまず。 

か 補足 ） 

-[全体設定に従う]を選択すると、[受信設定]の[受信文書印刷部数]で設定した内 
容に従います。 


相手先別メモリー転送設定をずる 

[特定相手先設定]で条件設定をするときに操作します。メモリー転送を設定します。 

転送先にはファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、およびフオル 
ダー宛先が設定できます。 

特定相手先1件につき、転送先を1件登録できます。複数の転送先を登録するときはグ 
ループ宛先を指定します。グループでまとめて指定できる宛先の最大件数については、 
P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。 







特定相手先設定 


^モリー転送機能について詳しくは、 P .140 「受信文書の転送」を参照してください。 

1| [相手先別メモリー転送設定]を押しまず。 

2| [設定ずる]または[設定しない]を押しまず。 

[設定しない]を押したときは、手順6に進みます。 

転送先の宛先キーを押し、[設定]を押しまず。 

宛先種別のタブで、ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先および 
フォルダー宛先を切り替えられます。 

4. 転送先にインターネットファクス宛先またはメール宛先を指定したときは、 
必要に応じて「セキュリティー J を設定しまず。 

転送するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

転送するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

5|転送した文書に転送されたことを示ずマークを印字ずるときは、[メモリー転 
送マーク印字]を押して反転表示させまず。 

6. [設定]を押しまず。 

Q 補足 ） 

-[全体設定に従う]を選択すると、[受信設定]の[受信文書設定]の[メモリー転 
送]で設定した内容に従います。 

•「セキュリティー」の設定については、 P .26 「インターネットファクス/メールの暗 
号化•署名」を参照してください。 

相手先別両面印刷を設定ずる 

[特定相手先設定]で条件設定をするときに操作します。両面印刷を設定します。 

1| [相手先別両面印刷]を押しまず。 

2| [ずる]または[しない]を選択し、[設定]を押しまず。 

〇 補足 ） 

• [全体設定に従う]を選択すると、[受信設定]の[両面印刷]で設定した内容に従い 
ます。 

• [機能設定]の[手差し用紙サイズ]で[不定形サイズ]を選択したときは、両面印 
刷はできません。 


相手先別封筒受信をずる 

[特定相手先設定]で条件設定をするときに操作します。封筒受信を設定します。 







8. ファクス初期設定 


あらかじめ、封筒のを登録しておく必要があります。登録方法は、 P .254 「導入設定」を 
参照してください。 

1| [相手先別封筒受信]を押しまず。 

2| [ずる]または[しない]を選択し、[設定]を押しまず。 

〇 補足 ） 

-[全体設定に従う]を選択すると、[受信設定]の[受信文書設定]の[封筒受信]で 
設定した内容に従います。 

• 封筒受信機能とメモリー転送機能を同じ相手先に登録したときは、メモリー転送しま 
せん。 


相手先別給紙トレイ選択をずる 

[特定相手先設定]で条件設定をするときに操作します。給紙トレイを設定します。 

1| [相手先別給紙トレイ選択]を押しまず。 

2|給紙ずるトレイを選択し、[設定]を押しまず。 

Q 補足 ） 

• [全体設定に従う]を選択すると、[受信設定]の[給紙トレイ選択]で設定した内容 
に従います。 

•手差しトレイを選択したときは、[機能設定]の[手差し用紙サイズ]で用紙のサイ 
ズを設定できます。 

相手先別受信連携設定をずる 

[特定相手先設定]で条件設定をするときに操作します。受信連携先を設定します。 

1| [相手先別受信連携設定]を押しまず。 

2| [連携ずる]または[連携しない]を選択しまず。 

[連携しない]を押したときは、手順4に進みます。 

3|設定ずる連携機の右側にある[接続]を押し、協定]を押しまず。 

4. [設定]を押しまず。 

特定相手先を消去ずる 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [受信設定]を押しまず。 

3| [特定相手先設定]を押しまず。 







特定相手先設定 


4. [消去]を押し、消去ずる相手先のキーを押しまず。 

5. [消去ずる]を押しまず。 

6. [閉じる]を押しまず。 

7. [終了]を押しまず。 

特定相手先リスト 


* * * 游醉先リスト （ 2做 X 年8月2日9が0分い* X 



N 0, 

特定相手ホ 

(メモリ— 〇先） 

-致銷 

携受信 

離トレイ 

邮誘 

丽咖 

腹たクス 
隱 

001 

了が由シテン 
(を体誠） 

ま-致 

鈍離 

雲 

都誠 

需 

OFF 

002 

I イネ— 3川 
削離 

卜致 

鈍離 

ま艦左 

5部 

鈍誠 

OFF 

003 

が〕ウシ' 3ウ 

(都誠； 

ま-致 

きが誠 

を体誠 

都誠 

をホ誠 

OFF 

004 

9999 

(置） 

9 M 

ま体誠 

をホ離 

を腺を 

を体離 

ON 


Q 補足 ) 

• 相手先別メモリー転送の転送先として設定している宛先が削除されると、転送先には 
「未登録宛先」と表示されます。 









8. ファクス初期設定 


F コードボックス設定 

ITU - T の国際標準規格に従った F コードを利用する「親展ボックス」、「掲示板ボックス」、 
「中継ボックス」を登録、変更、消去します。 （ ITU-T :国際電気通信連合の通信規格を制 
定する部門） 

F コードとは 

F コードは、半角の〇〜9、持、*、およびスペースを使用し、最大20おで登録する 
暗証番号のようなものです。 

この機能を利用するときは、 F コードボックス設定で F コード （ SUB や SEP ) を登録 
しておきます。相手先では F コードを指定してボックスへ文書を送ったり、ボックス 
の文書を取り出したりします。 

か甫足 ） 

•登録できる F コードボックスの最大件数については、 P .358 「項目別最大値一覧」を 
参照してください。 

• 同じ F コードを持つボックスは設定できません。 

• ^モリー残量が少なくなったとき、受信や登録ができなくなることがあります。^モ 
リー残量の目安は、オプションの有無によって異なります。 

-[受信文書設定]の[出力切替タイマー設定]で、[基本設定]の[出力設定]を[印 
刷する]が外に設定しているときは、親展ボックス、掲示板ボックス、中継ボックス 
を変更または削除できないことがあります。[出力切替タイマー設定]の設定を確認 
してください。 


親展ボックスを登録/変更ずる 

個人単位で利用する F コード親展受信用のボックスを開設します。 

1つのボックスに登録できる内容は次のとおりです。 

•ボックス名（登録が必要） 

入力できる文きは、全角で最大10文き、半角で最大20文字です。 

• F コード（登録が必要） 

入力できる文きは、半角で最大20お、〇〜9、持、*、およびスぺースです。ただし、 
1巧目はスペースの入力ができません。 

•パスワード（登録は任意） 

入力できる文きは、半角で最大20お、〇〜9、持、*、およびスぺースです。ただし、 
1巧目は スペースの 入力ができません。 

パスワードを登録すると、ボックス名称の前に 匙 マークが表示されます。 

-配信先（登録は任意） 





F コードボックス設定 


受信した文書の配信先を1ボックスに1件登録できます。配信先はアドレス帳から 
選択して登録します。配信先にはファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネット 
ファクス宛先、メール宛先およびフォルダー宛先が指定できます。 

-受信連携先（登録は任意） 

ファクス連携機能を利用しているときに、連携機へ受信文書を配信できます。 

受信した文書の配信先を1ボックスに1件登録できます。配信先にはファクス連携 
機能を利用している機器を指定できます。 

J つのボックスに登録できるのは「配信連携先」または「配信先」のどちらか一方で 
す。 

登録したボックスの設定を変更する手順は登録するときと同じです。ただし、使用中の F 
コード親展ボックスは変更できません。 

機能について詳しくは、 P .196 「親展ボックスとは」を参照してください。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [基本設定]を押しまず。 

3| [ F コードボックス設定]を押しまず。 

4. [登録/変更]が選択されていることを確認しまず。 

5. 登録ずるボックスを押しまず。 

新規に登録するときは[木未登録]と表示されているキーを押します。 


登録または変をするポックスを遷択してくださし、。 


[ 登録/変更 ] L 


1234 

0001支店グループ 


5678 
企画部 


19999 


米モ登録 





1 

朱ホ登録 


x モ登録 


x モ登録 


x モ登録 


すでに登録されている内容を変更するときは、変更するボックスを押して、手順8に 
進みます。パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押します。 

6. [親展ボックス]を押しまず。 

7|ボックスの名称を入力し、 [OK] を押しまず。 

8 i F コードをテンキーで入力しまず。 

変更するときは、[クリア]を押して、入力し直します。ボックス名称を変更すると 
きは、[ボックス名]を押して、手順7から操作します。 

































8. ファクス初期設定 


9 i パスワードを設定ずるときは、[パスワード]を設定しまず。 

[パスワード]を押し、パスワードをテンキーで入力して、[設定]を押します。確認 
のためにもう一度パスワードを入力し、[設定]を押します。 

1〇|配信先を設定ずるときは、[配信先]を設定しまず。 

[配信先]を押し、配信先を一覧から選択して、[設定]を押します。 

宛先種別のタブで、表示をファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛 
先、およびフォルダー宛先に切り替えられます。 

11- 配信先にインターネットファクス宛先またはメール宛先を指定したときは、 
必要に応じて[セキュリティー]を設定しまず。 

配信するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 

配信するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

12. 連携機を配信先に設定ずるときは、[受信連携先]を設定しまず。 

[受信連携先]を押し、設定する連携機の右側にある[選択]を押して、[設定]を押 
します。 

13. [設定]を押しまず。 

14. [閉じる]を押しまず。 

15. [終了]を押しまず。 

か 補足 ） 

•「セキュリティー」 の 設定については、 P .26 「インターネット ファクス/メールの 暗 
号化•署名」を参照してください。 

親展ボックスを消去ずる 

指定した親展ボックスに文書が登録されているときは親展ボックスを消去できません。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [基本設定]を押しまず。 

3| [ F コードボックス設定]を押しまず。 





F コードボックス設定 


4. [消去]を押し、消去ずる親展ボックスを選択しまず。 


登録または変をするボックスを遷おしてくださし、。 

国 豈紙/を史 I [ 消去 I 



5|パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押しまず。 

6. [消去ずる]を押しまず。 

7. [閉じる]を押しまず。 

8. [終了]を押しまず。 


掲示板ボックスを登録/変更ずる 

共有して使用できる掲示板ボックスを開設します。 

1つのボックスに登録できる内容は次のとおりです。 

•ボックス名（登録が必要） 

入力できる文字は、全角で最大10文き、半角で最大20文きです。 

• F コード（登録が必要） 

入力できる文字は、半角で最大20が、〇〜9、持、*、およびスぺースです。ただし、 
1お目は スペースの 入力ができません。 

•パスワード（登録は任意） 

入力できる文字は、半角で最大20お、〇〜9、持、*、およびスぺースです。ただし、 
1お目は スペースの 入力ができません。 

パスワードを登録すると、ボックス名の前にをマークが表示されます。 

登録したボックスの設定を変更する手順は登録するときと同じです。ただし、使用中の F 
コード掲示板ボックスは変更できません。 

機能について詳しくは、 P .200 「掲示板ボックスとは」を参照してください。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [基本設定]を押しまず。 

3| [ F コードボックス設定]を押しまず。 






































8. ファクス初期設定 


4. [登録/変更]が選択されていることを確認しまず。 

5. 登録ずるボックスを押しまず。 

新規に登録するときは[木未登録]と表示されているキーを押します。 


登録または変をするボックスを遷おしてくださし、。 

国 登録/お史 I [ 消去 I 


1234 

0001支店グループ 


を 5678 
□ i 企画部 


19999 


米モ登録 



x モ登録 


X モ登録 


x モ登録 


x モ登録 



すでに登録されている内容を変更するときは、変更するボックスを押します。パス 
ワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実行]を押しま 
す。 

も[掲示板ボックス]を押しまず。 

7|ボックスの名称を入力し、 [ OK ] を押しまず。 

8 i F コードをテンキーで入力しまず。 

変更するときは、[クリア]を押して入力し直します。ボックスの名称を変更すると 
きは、[ボックス名]を押して、手順7から操作します。 

9|パスワードを設定ずるときは、[パスワード]を設定しまず。 

[パスワード]を押し、パスワードをテンキーで入力して、[設定]を押します。確認 
のためにもう一度パスワードを入力し、[設定]を押します。 

10. [設定]を押しまず。 

11. [閉じる]を押しまず。 

12. [終了]を押しまず。 

掲示板ボックスを消去ずる 

指定した掲示板ボックスに文書が登録されているときは掲示板ボックスを消去できませ 
ん。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [基本設定]を押しまず。 

3| [ F コードボックス設定]を押しまず。 


































F コードボックス設定 


4. [消去]を押し、消去ずる掲示板ボックスを押しまず。 


登録または変をするボックスを遷おしてくださし、。 

国 豈紙/を史 I [ 消去 I 



1234 

0001支店グループ 

[親展 


を 

□ 

5678 
企画部 

1 掲示板 



9999 

営業部 

[中継 



米ホ登録 






X モ登録 


X モ登録 


X モ登録 


x 未登録 


5|パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押しまず。 

6. [消去ずる]を押しまず。 

7. [閉じる]を押しまず。 

8. [終了]を押しまず。 


中継ボックスを登録/変更ずる 

F コード中継依頼受信文書を受信局に中継する中継ボックスを開設します。 

1つのボックスに登録できる内容は次のとおりです。 

•ボックス名（登録が必要） 

入力できる文字は、全角で最大10文き、半角で最大20文きです。 

• F コード（登録が必要） 

入力できる文字は、半角で最大20が、〇〜9、持、*、およびスぺースです。ただし、 
1お目は スペースの 入力ができません。 

• 受信局（登録が必要） 

受信した文書の中継先（受信局）を1ボックスに最大5件登録できます。受信局はア 
ドレス帳から選択して登録します。グループでまとめて指定できる宛先の最大件数 
については、 P .358 「項目別最大値一覧」を参照してください。受信局1から5の合 
計が、指定できる最大宛先数を超えることはできません。 

受信局にはファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛 
先およびフォルダー宛先が指定できます。 

•パスワード（登録は任意） 

入力できる文きは、半角で最大20お、〇〜9、持、*、およびスぺースです。ただし、 
1お目は スペースの 入力ができません。 

パスワードを登録すると、ボックス名の前にをマークが表示されます。 






































8. ファクス初期設定 


登録したボックスの設定を変更する手順は登録するときと同じです。 

機能について詳しくは、 P .137 「受信文書の中継」を参照してください。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [基本設定]を押しまず。 

3| [ F コードボックス設定]を押しまず。 

4. [登録/変更]が選択されていることを確認しまず。 

5. 登録ずるボックスを押しまず。 

新規に登録するときは[木未登録]と表示されているキーを押します。 

登録または変更するボックスを選おしてくださし、。 

[ 登録/変更 II 消去 ] 



X ホ登録 


x ホ登録 


)1 (モ登録 


すでに登録されている内容を変更するときは、変更するボックスを押して、手順8に 
進みます。パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押します。 

6. [中継ボックス]を押しまず。 

7|ボックスの名称を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

8. F コードをテンキーで入力しまず。 

変更するときは、[クリア]を押して入力し直します。ボックスの名称を変更すると 
きは、[ボックス名]を押して、手順7から操作します。 

9. 登録ずる受信局 1 から 5 を押しまず。 

1〇|登録ずる受信局を宛先表から選択し、[設定]を押しまず。 

宛先種別のタブで、表示をファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先 
およびフォルダー宛先に切り替えられます。 

11|パスワードを設定ずるときは、[パスワード]を設定しまず。 

[パスワード]を押し、パスワードをテンキーで入力して、[設定]を押します。確認 
のためにもう一度パスワードを入力し、[設定]を押します。 

12. 受信局にインターネットファクス宛先またはメール宛先を指定したときは、 
必要に応じて[セキュリティー]を設定しまず。 

配信するメールを暗号化するときは、[暗号化]を押します。 
































F コードボックス設定 


配信するメールに署名を付けるときは、[署名]を押します。 

設定したあと、[設定]を押します。 

13. [設定]を押しまず。 

14. [閉じる]を押しまず。 

15. [終了]を押しまず。 

Q 補足 ） 

•「セキュリティー」の設定については、 P .26 「インターネットファクス/メールの暗 
号化•署名」を参照してください。 

中継ボックスを消去ずる 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [基本設定]を押しまず。 

3| [ F コードボックス設定]を押しまず。 

4. [消去]を押し、消去ずる中継ボックスを選択しまず。 

登録または変更するボックスを選巧してくださし、。 


[ 登録/変更 .,| I 消去 




朱モ登録 


x 本登録 


)|(モ登録 


x モ登録 


5|パスワードが設定されているときは、テンキーでパスワードを入力し、[実 
行]を押しまず。 

6. [消去ずる]を押しまず。 

7. [閉じる]を押しまず。 

8. [終了]を押しまず。 

F コードボックスリストを印刷ずる 

本機に設定されている親展ボックス、掲示板ボックス、中継ボックスの一覧を印刷しま 
す。 

































8. ファクス初期設定 


1 i [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [基本設定]を押しまず。 

3| [ F コードボックス設定：リスト印刷]を押しまず。 

4. [スタート]キーを押しまず。 

5. [終了]を押しまず。 

F コードボックスリスト 


* * * F ] イボックスリスト【 20 XX 年8月2日狮が )t t X 



I 

I 

2) 

■ ボックス純 

I 

ボック纖 

かド 
腑トド] 

皮醒局 

享類 

縮ボックス 

1111 
[1 2345] 

フンタッチ00024:援織 

ホ腺を 

硫胁;ックス 

12345 


営業部 

中腳ックス 

987654 

つンタッチ00003:画 
つンタッチ0000?:法雜顯 

7ンタッチ00010：« 


1. ボックス種類 

「親展ボックス」「掲示板ボックス」「中継ボックス」のいずれかが記載されます。 

2. ボックス名称 

親展ボックス、掲示板ボックス、中継ボックスに付けられている名称が記載されます。 

3. F コード[パスワード] 

登録した各種ボックスに付けられた F コードが記載されます。パスワードが登録されている 
ときは、 [] 内にパスワードが記載されます。 

4. 配信先/受信局 

親展ボックスに登録されている配信先と中継ボックスに登録されている受信局が記載されま 
す。宛先表に登録されている宛先は「ワンタッチ」と表示されます。 

Q 補足 ） 

• 親展ボックスに登録されている転送先や、中継ボックスに登録されている受信局の宛 
先が削除されると、「配信先/受信局」には「未登録宛先」と表示されます。 















9. 他機のファクス機能を利用して送 
信•受信ずる（ファクス連携） 

他機のファクス機能を利用して送信または受信する機能について説明します。 


他機を利用したファクス送信機能の概要 

ファクス連携アプリを使用し、ファクス機能が搭載されていない機器から、ネットワーク 
で接続された連携機（他機）のファクス機能を利用して、ファクスの送信ができます。 

操作側の機器でファクス連携アプリを表示させ、ファクス初期画面から送信の操作をしま 
す。送信文書のデータは、ネットワーク経由で連携機へ送られ、連携機からファクス送信 
されます。 


他機を利用したファクスの送信では、 G 3 回線を使用した送信ができます。 

また、ファクス機能が搭載されていない操作側の機器でも、アドレス帳にファクス宛先を 
登録したり、ファクス初期設定を設定できます。 

この機能を使用するために必要なオプションについては、『本機のご利用にあたって』「才 
プションが必要な機能一覧」を参照してください。 

この機能を利用するためには、事前にが下の準備が必要です。 

• 操作側の機器と連携機をネットワークで接続する 
• 操作側の機器と連携機で相互の IP アドレスまたはホスト名を登録する 
か甫足 ） 

• ネットワークの接続について詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』、「接 
続と設定」を参照してください。 

• 操作側の機器と連携機にユーザー認証が設定されているときは、認証方式を合わせて 
ください。 

•認証設定の詳細は、『セキュリティーガイド』を参照してください。 

• IP アドレスまたはホスト名の登録方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』、 
「管理者用設定」を参照してください。 

連携ファクスのファクス初期画面で利用できる機能 

操作側の機器のファクス初期画面で設定できる機能はが下のとおりです。 

メモリー送信、原稿種類、解像度、読み取りサイズ、サイズ混載、自動濃度、手動濃度、 
原稿セット方向、原稿面、済スタンプ、宛先登録、回線選択、発信元名称印字、送信文書 
確認/中止、送信結果表示、受信結果表示、送信結果レポート 





9 .他機のファクス機能を利用して送信-受信する（ファクス連携) 


Q 補足 ） 

-ファクス連携では、ファクス機能を搭載した連携機で対応している機能や送信•受信 
能力、対応用紙サイズでの送信または受信ができます。連携機に搭載されていない機 
能は利用できません。 

• 回線選択で選択できる回線種別は、連携機で選択できる G 3 回線です。 

•発信元名称印字 （ EP 字用名称）は、2件から選択できます。 

連携ファクスのファクス初期設定画面で利用できる機能 

操作側の機器のファクス初期設定画面で設定できる機能はが下のとおりです。 

基本設定 

• クイック操作キー （1 〜 3) 

クイック操作キーに登録できる機能は次のとおりです。 

発信元名称印字、済スタンプ、送信結果表示、受信結果表示、連携先選択 

*1 ファクス連携機能を使用しているときは、[連携先選択]が自動的にクイック操作 
キー1に割り当てられます。 

• 宛先表見出し切り替え 

• 宛先検索対象 

設定方法は、 P .239 「基本設定」を参照してください。 

読み取り設定 

• 読み取りサイズ登録/変更/消去 

設定方法は、 P .280 「読み取りサイズ登録/変更/消去」を参照してください。 

受信設定 

• 両面印刷 
• 給紙トレイ設定 

設定方法は、 P .247 「受信設定」を参照してください。 

導入設定 

• パラメーター設定 

パラメーター設定では、が下のスイッチを操作して設定を変更できます。そのほ 
かのスイッチは変更しないでください。 

• 印刷用紙を優先順位1位の用紙に限定するかどうか（スイッチ05ビット 5) 

• 給紙トレイの1つでも用紙がなくなったときに紙なし警告をするかどうか 
(スイッチ05ビット 7) 

• 白紙に近い原稿を読み取ったときに検知するかどうか（スイッチ11ビット 
2 ) 





他機を利用したファクス送信機能の概要 


•機能切り替え時リセット（スイッチ14ビット 3) 

• 給紙トレイを固定に設定したときに使用する給紙トレイの設定（スイッチ15 
ビット2、1、 0) 

• 給紙トレイを固定するかどうか（スイッチ J 5 ビット 5) 

•同報送信時、[追加]を押すかどうか（スイッチビット 2) 

•原稿読み取り終了時に、設定内容をすべてリセットするかどうか（スイッチ 
17ビット 3) 

• 排紙位置シフト機能を使用するかどうか（スイッチ巧ビット 0) 

• 操作側の機器で受信文書の印刷が完了したことを、操作側の機器でブザーを 
鳴らして知らせるかどう力、（スイッチ37ビット 6) 

-発信元情報登録 （EP 字用名称） 

• メニュープロテクト設定 

設定方法は、 P .254 「導入設定」、 P .282 「発信元情報を登録する」、 P .285 「パラメー 
夕 一設定」 を参照してください。 



9 .他機のファクス機能を利用して送信-受信する（ファクス連携) 


ファクス連携で送信ずる 


操作の前に、連携機の電源が入っていることを確認してくださし、。 


1|操作部左上の[ホーム]キーを押しまず。 



CJR001 


2|ホーム画面上の[ファクス連携]アイコンを押しまず。 

コピー ファクス連携 スキザ： 


3|自動原稿送り装置 ( ADF ) または原稿ガラスに原稿をセットしまず。 

4. 読み取り条件を選択しまず。 

詳しくは、 P .44 「読み取り条件を設定する」を参照してください。 

5. 相手先を指定しまず。 

6. [スタート]キーを押しまず。 

Q 補足 ） 

• 仪下の機能では、操作側の機器に保存または登録されている情報を使用します。 
•アドレス帳の登録情報 
• LDAP サーバーの登録情報 





















ファクス連携で送信する 


ファクス連携の送信待機文書を確認ずる 

ファクス連携で送信した送信待機文書の内容の確認、送信の中止ができます。 

確認する手順は、通常のファクスと同様です。 

送信待機文書の確認については、 P .159 「送信待機文書を確認する」を参照してくださし、。 
送信文書確認/中止画面では、連携機で保持している送信待機文書がすべて表示されます。 

操作側の機器からファクス連携機能を使用して送信した送信待機文書は、宛先の前に固が 
表示されます。 

ファクス連携では、送受信文書確認/印刷画面の[表示内容を更新]を押すと表示内容を 
更新できます。 



9 .他機のファクス機能を利用して送信-受信する（ファクス連携) 


他機で受信したファクスを操作側の機器で 
EP 刷ずる 

ファクス機能が搭載されている連携機で受信した文書を、ファクス機能が搭載されていな 
い機器へ転送または配信して印刷できます。 

たとえば、販売部宛の文書は販売部の機器へ転送し、営業部宛の文書は営業部の機器へ転 
送して、それぞれの機器で印刷できます。 

受信した文書を転送または配信するには、あらかじめ、ファクス機能のある連携機側の 
[ファクス初期設定]で文書を出力先へ転送または配信するように設定しておきます。文 
書の転送、配信は、受信回線別、送信元別（特定相手先)、ダイヤルイン番号別のいずれ 
かで振り分けるように設定できます。設定する項目については、が下を参照してくださ 
し、。 

受信回線別に振り分けるとき 

[ファクス初期設定]の[回線別受信連携先設定]で振り分ける回線を選択し、転送 
先に操作側の機器を設定します。回線別受信連携先設定の登録方法は、 P .247 「受信 
設定」を参照してください。 

送信元別（特定相手先）に振り分けるとき 

[ファクス初期設定]の[特定相手先設定]で相手先を登録し、[相手先別受信連携設 
定]を[連携する]に設定します。[連携先]で転送先に操作側の機器を設定します。 
相手先別受信連携設定の登録方法は、 P .306 「特定相手先設定」を参照してください。 

ダイヤルイン番号別に振り分けるとき 

[ファクス初期設定]の [ F コードボックス設定]で、親展ボックスを登録します。ダ 
イヤルイン契約をして取得した電話番号（下4お）のラち、配信に使用する電話番号 
で4おの親展ボックスの F コード ( SUB ) を登録し、「配信連携先」に操作側の機器 
を設定します。親展ボックスの登録方法は、 P .316 「親展ボックスを登録/変更する」 
を参照してください。 

転送先に連携機を指定するには、あらかじめ、[システム初期設定]で連携機の IP アドレ 
スまたはホスト名の登録が必要です。 



ファクス連携の通信結果を確認する 


ファクス連携の通信結果を確認ずる 

ファクス連携を利用したファクス送受信の結果を画面、レポートで確認できます。 

ファクス連携の通信結果を画面で確認ずる 

操作側の機器の画面で、連携機から送受信したファクスの通信情報を表示します。 

確認する手順は、通常のファクスと同様です。 

送信結果の確認については、 P .169 「送信結果を確認する」を参照してください。 

受信結果の確認については、 P .178 「受信結果を確認する」を参照してください。 

送信結果表示画面および受信結果表示画面には、連携機で実行された送信および受信の結 
果がすべて表示されます。 

ファクス連携の通信結果は、相手先の欄に 「--RFAX (操作側の機器の IP アドレス） - >」 
と表示されている行を確認します。この行には、操作側の機器から連携機への通信結果が 
表示されます。連携機から相手先への通信結果は、同じ文書番号で、相手先の欄に相手先 
の名称が表示されている行の結果欄を確認してください。 

ファクス連携の通信結果をレポートで確認ずる 

操作側の機器でレポートを自動で印刷し、連携機から送受信したファクスの送受信結果を 
確認できます。 

確認できるレポートの種類はが下のとおりです。 

• 通信結果レポート 
• 不達レポート 
•エラーレポート 
• 電源断レポート 
か 補足 ） 

• ファクス機能が搭載された連携機の設定によっては、レポートが印刷されないことが 
あります。 





9 .他機のファクス機能を利用して送信-受信する（ファクス連携) 
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10. 付録 

知っていると便利な機能やファクス機能の仕様、お問い合わせ先について説明します。 


メモリー使用状況を確認ずる 

メモリーが何に使用されているかを画面に表示します。 

メモリー 残量 

ファクス初期画面ではメモリー残量を確認できます。ここで確認できるのは原稿を 
蓄積しておくメモリーの残量です。宛先は別のメモリーに記憶されるため、画面のメ 
モリー残量は変わりません。 

メモリー残量が一定量を下回ると、メッセージが表示されます。必要に応じて蓄積し 
た文書を消去してください。 

また、メモリー残量が一定量を下回ったとき、および0%になったときに、メールで 
管理者のメールアドレスに通知できます。この機能を使用するときは、[受信文書設 
定]の瞎積]にある[メール通知：メモリー満杯間卸を[通知する]に設定しま 
す。設定方法は、 P .265 「受信文書設定」を参照してください。 

メモリーに 蓄積された文書の数 

状態確認画面で、送信待機文書、封筒受信文書、および受信印刷待機文書の数を確認 
できます。「その他」には、 F コード掲示板ボックスに登録した文書の数、および F 
コード親展ボックスに受信した文書の数が表示されます。詳しくは、『こまったとき 
には』「本機の状態や設定内容を確認する」を参照してください。 

〇 補足 ） 

-[受信文書設定]の[蓄積]を[する]、[出力切替タイマー設定]で [ EP 刷待機]や 
[の入力印刷]に設定しているときは、受信した文書の数を「受信印刷待機文書」で 
確認できます。 




10. 付録 


ナンバー-ディスプレイを利用しているとき 


ナンパ'-.ディスプレイサービスを契約しているときに利用できる本機の各種機能につい 
て説明します。 

ナンバー•ディスプレイを本機のファクス機能で利用するには、[ファクス初期設定]の 
[パラメーター設定]でが下の設定が必要です。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ25ビット 6) を 「ON (する）」に設定します。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ42ビット 1) を 「ON (する）」に設定します。 

• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ43ビット 1) を 「ON (する）」に設定します。 

ナンバー-ディスプレイ情報を相手先の名称として利用ずる 

ナンバー-ディスプレイ情報として取得した相手先の電話番号を、相手先の発信元名 
称（表示用）や発信元ファクス番号の代わりに利用できます。用途は次のとおりで 
す。 

• 通信中の相手先の情報として画面に表示する 



• 特定相手先の相手先名称として使用する 


• 代行受信の条件として利用する 
• 迷惑ファクスを防止する 
• 送信側情報印字機能で印宇する 

•通信管理レポート、親展通知レポートの「相手先」欄に印字する 

発信元名称（表示用）や発信元ファクス番号の代わりに発信電話番号（ナンバー- 
ディスプレイで表示される送信者の電話番号） を利用するには、[パラメーター設定] 
でが下の設定が必要です。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ30ビット 5) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ42ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 


• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 

[パラ^ーター設定](スイッチ43ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 


•次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用した IP - ファクスでの通信時に利用すると 
き 
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ナンパ'--ディスプレイを利用しているとき 


[パラメーター設定](スイッチ44ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 


迷惑ファクス防止機能については、「迷惑ファクスを防止する」を参照してくださし 

ナンバー-ディスプレイ情報を利用して受信文書を配信ずる 

ナンバー-ディスプレイ情報の発信電話番号を利用し、親展ボックス機能やダイヤル 
イン機能を使用して受信文書を配信できます。 

親展ボックスを使用するときは、あらかじめ、発信電話番号の全おを指定した親展 
ボックスを設定し、配信先を登録してください。 

ダイヤルイン機能を使用して配信するときは、 P .338 「モデムダイヤルイン機能を利 
用した配信」を参照してください。 

本機のナンパ'--ディスプレイ機能に対応している電話会社のナンパ'--ディスプレイ 
サービスについては、サービス実施店にお問い合わせください。 

〇 補足 ） 

• この機能を利用するには、受信モードを自動受信またはファクス優先モードに設定し 
ます。 


• この機能は、 G 3-1 回線、 G 3-2 回線、 G 3-3 回線、次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利 
用した IP - ファクスの通信時に利用できます。 

•この機能を使用しているときは、「受信モードタイマー切り替え」は使用できません。 

• ノイズなどでナンバー•ディスプレイ情報を正常に受け取れないときは、配信や迷惑 
ファクス防止の機能を設定していても通常の受信となってしまいます。ナンパ'- • 
ディスプレイ情報を受け取れないときに受信したくないときは、[ファクス初期設定] 
の[パラメーター設定]でが下の設定が必要です。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ別ビット 0) を「切断」に設定します。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ42ビット 5) を「切断」に設定します。 

• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ43ビット 5) を「切断」に設定します。 

• ナンバー-ディスプレイを契約している同一回線に、本機とナンパ'--ディスプレイ 
対応の機器（電話機など）を接続している環境で、電話番号などのナンバー•ディス 
プレイ情報は機器（電話機など）で利用し、本機では通常のファクス受信をするよう 
に設定するときは、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定]でが下の設定が必 
要です。詳しくは サービス 実施店に問い合わせてください。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

• [パラ^-夕一設定](スイッチ25ビット 5) を 「ON (する）」に設定しま 
す。 
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• [パラメーター設定](スイッチ25ビット 6) を 「ON (する）」に鼓定してい 
るときは 、 「OFF (しない）」に設定します。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 

• [パラメーター設定](スイッチ42ビット 0) を 「ON (する）」に設定しま 
す。 


• [パラメーター鼓定](スイッチ42ビット0を 「ON (する）」に鼓定してい 
るときは 、 「OFF (しない）」に設定します。 

• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 

• [パラメーター設定](スイッチ43ビット 0) を 「ON (する）」に設定しま 
す。 

• [パラメーター設定](スイッチ43ビット 1) を 「ON (する）」に設定してい 
るときは 、 「OFF (しない）」に設定します。 

• 本機に接続している外付けの電話機でナンバー-ディスプレイ機能を利用するとき 
は、本機の受信モードを手動受信または自動切り替えの電話優先モードに設定しま 
す。 


• ナンバー-ディスプレイを利用しているときに自動切り替えや手動受信モードで着信 
すると、はじめに短い呼び出しベルが数回鳴り、そのあと通常の呼び出しベルが鳴り 
ます。八ンドセットまたは外付け電話機で応答するときは、通常の呼び出しベルが 
鳴ってから応答してください。 


•ナンバー•ディスプレイを利用しているときは、通信管理レポートの「受信結果」の 
「相手先」には次の内容が印字されます。 

• 番号通知されたとき 

発信元名称（表示用）または発信電話番号（ナンバー•ディスプレイで表示され 
る送信者の電話番号）が記載されます。 

• 番号非通知時でも着信させるとき 

発信電話番号の代わりに、非通知理由として「公衆電話」、「非通知」、「表示圏 
外」のいずれかが記載されます。 

• 番号非通知の相手先を着信拒否するよラに設定しているときは、通信履歴は印字され 
ません。 EP きするように設定するときは、サービス実施店に問い合わせてください。 
「相手先」には非通知理由として「公衆電話」、「非通知」、「表示圏外」のいずれかが 
印字されます。「結果」の欄は「エラー」となります。 


• [パラメーター設定]ついては、 P .285 「パラメーター設定」を参照してくださし、。 


迷惑ファクスを防止ずる 

相手先の発信電話番号情報を利用して迷惑ファクスを防止します。 
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迷惑ファクス防止は、ファクスの受信を拒否する相手先の発信元名称（表示用）や発信元 
ファクス番号をあらかじめ登録しておき、登録した相手先からのファクスを受け付けない 
ようにする機能です。 

ナンバー-ディスプレイを契約しているときは、受信を拒否する相手先の登録名称とし 
て、発信電話番号（ナンバー•ディスプレイで表示される送信者の電話番号）を使用でき 
ます。 


この機能を利用するときは、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定]でが下の設定 
が必要です。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ30ビット 5) を「発信電話番号優先」に設定します。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ42ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定します。 

• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ43ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定します。 
•次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用した IP - ファクスの通信時に利用するとき 
[パラメーター設定](スイッチ44ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定します。 
P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

Q 補足 ） 


•迷惑ファクス防止機能を有効にするには、あらかじめ[ファクス初期設定]の[特定 
相手先設定]で、[相手先別迷惑ファクス防止設定]を設定します。 P .306 「特定相手 
先設定」を参照してください。 


相手先が非通知のときに着信拒否をずる 

相手先が非通知のときに着信拒否します。 

ナンパ'-.ディスプレイを契約していると、発信電話番号が通知されないときは、その非 
通知理由が画面に表示されます。 

表示される非通知理由はが下のとおりです。 

•公衆電話（公衆電話からの発信） 

•非通知（非通知設定されている電話からの通話） 

• 表示圏外（国際電話などで発信電話番号を通知できない通話） 

本機では、非通知の理由に応じて着信拒否をするかしないかを設定できます。[ファクス 
初期設定]の[パラメーター設定]で、非通知理由の種類ごとに着信拒否を設定します。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ30ビット2、3、 4) で設定します。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 
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[パラメーター設定](スイッチ42ビット2、3、 4) で設定します。 

• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 
[パラメーター設定](スイッチ43ビット2、3、 4) で設定します。 

•次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用した IP - ファクスの通信時に利用するとき 
[パラメーター設定](スイッチ44ビット2、3、 4) で設定します。 

Q 補足 ） 

• 着信拒否を設定しているとき、番号非通知の相手先からの着信履歴は通信管理レポー 
卜に印きされません。印字するときはサービス実施店に問い合わせてください。 

• 相手先が非通知のときでも着信するように設定しているときは、が下の機能を利用す 
るときに非通知理由を表示または印字できます。通常は発信元名称（表示用）や発信 
元ファクス番号が表示または印字されます。 


• 各レポート出力 



• 通信中の相手先表示 
-送信側情報印字 

• メールでの 配信または転送時の メールの 件名 

•非通知理由を表示または印字するには、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定] 
でが下の設定が必要です。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ30ビット 5) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ42ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ43ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

•次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用した IP - ファクスの通信時に利用するとき 

[パラメーター設定](スイッチ44ビット 7) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

• [パラメーター設定]については、 P .285 「パラメーター設定」を参照してくださし、。 


モデムダイヤルイン機能を利用した配信 

ナンバー-ディスプレイとダイヤルインサービスを両方利用するときは、送信元の発信電 
話番号情報を利用して受信文書の配信ができます。 
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モデムダイヤルイン機能では、モデム信号方式で契約番号とダイヤルイン追加番号を区別 
し、発信電話番号を通知します。 

この機能を利用するには、[ファクス初期設定]の[パラメーター設定]でが下の設定が 
必要です。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 

• G 3-1 回線での通信時に利用するとき 

• [パラメーター設定](スイッチ25ビット 3) を 「ON (する/使う）」に設定しま 
す。 

• [パラメーター設定](スイッチ25ビット 6) を 「ON (する/使う）」に設定しま 
す。 

•[パラメーター設定](スイッチ30ビット 6) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

• G 3-2 回線での通信時に利用するとき 

• [パラ^ーター設定](スイッチ25ビット 3) を 「ON (する/使う）」に設定しま 
す。 

• [パラメーター設定](スイッチ42ビット0を 「ON (する/使う）」に設定しま 
す。 

•[パラメーター設定](スイッチ42ビット 6) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

• G 3-3 回線での通信時に利用するとき 

• [パラメーター設定](スイッチ25ビット 3) を 「ON (する/使う）」に設定しま 
す。 

• [パラ^ーター設定](スイッチ43ビット 1) を 「ON (する/使う）」に設定しま 
す。 

•[パラメーター設定](スイッチ43ビット 6) を「発信電話番号優先」に設定し 
ます。 

Q 補足 ） 

•ダイヤルイン機能を利用した配信について詳しくは、 P .136 「ダイヤルイン番号を利 
用した配信 （ PSTN のとき）」を参照してください。 





10. 付録 


次世代ネットワーク (NGN) 網を利用して 
IP- フアクス送受信ずる 

本機では NTT の次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクスの送受信ができま 
す。 



企業内の SIP サーバーを利用した IP ネットワーク（イントラネット）接続と、次世代ネッ 
トワーク ( NGN ) 接続の併用はできません。 


環境を確認ずる 


この機能を利用するには、 NTT とひかり電話サービスの利用契約を結ぶ必要があります。 


また、すでにひかり電話を利用しているときは、使用しているひかり電話の環境がデータ 
コネクトに対応しているか確認してください。使用しているひかり電話の環境がデータ 
コネクトに対応していないとき、またはデータコネクトに対応しているかわからないとき 
は、電話会社に問い合わせてください。 



また本機を NGN 網に接続するには、「ひかり電話ルーター」（ホームゲートウエイ）が必 
要です。「ひかり電話ルーター」は、ひかり電話サービスを契約すると、 NTT より提供さ 
れます。 
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次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクス送受信する 


NGN 網に接続ずる本機の設置例 



CJM011 


* 回線終端装置一体型（一体型ではないものもあります。） 

か甫足 ） 

• 機器が複数台接続されている環境で内線通信を行うときは、ホームゲートウてイ側に 
本機の物理アドレスを登録しておくことをお勧めします。物理アドレスを登録する 
と本機と内線番号が関連付けされるため、一貫性力 《 保てます。 

•本機の物理アドレスは、[システム初期設定]の[本体 IPv 4 アドレス]で確認できま 
す。詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「インターフェース設定」を 
参照してください。 


NGN の IP - ファクスを利用ずるための設定 

ホームゲートウェイを利用するには、事前にカスタマーエンジニアによる本機の設定が必 
要です。サービス実施店に連絡してください。 

カスタ マーエンジニアが 設定したあと、[ファクス初期設定]で次の項目を設定してくだ 
さい。 

NGN 設定方法 

[導入設定]の [ NGN 設定方法]で、ホームゲートウェイを利用して IP - ファクス送受 
信をするための設定方法を選択します。工場出荷時は「簡易設定」に設定されていま 
す。詳しくは、 P .254 「導入設定」、および P .343「 NGN 設定方法」を参照してくだ 
さし、。 

















10. 付録 


SIP 使用 


ホームゲートウェイを利用するときは、[導入設定]の [ SIP 使用]で[使用する]を 
選択してください。詳しくは、 P .254 「導入設定」を参照してください。 

パラメーター 設定（スイッチ34ビット 1) 

ホームゲートウェイを利用するときは、[パラメーター設定](スイッチ34ビット 1) 
を「使う」に鼓定します。パラメーター鼓定の鼓定方法は、 P .285 「パラメーター鼓 
定」を参照してください。 

SIP 設定 

[導入設定]のに IP 設定]で、次の内容を設定します。 


項目 

説明 

SIP サーバー IP アドレス 
プ□キシサーバーアドレス（メイン） 

SIP プ□キシサーバーの IP アドレスを入力しま 
す。 

簡易設定時は、自動で登録されます。 

SIP サーバー IP アドレス 
プロキシサーバーアドレス（サブ） 

ホームゲートウェイを利用しているときは、入力 
できません。 

SIP サーバー IP アドレス 
リダイレクトサーバーアドレス（メイ 
ン） 

ホームゲートウェイを利用しているときは、入力 
できません。 

SIP サーバー IP アドレス 
リダイレクトサーバーアドレス（サブ） 

ホームゲートウェイを利用しているときは、入力 
できません。 

SIP サーバー IP アドレス 
登録サーバーアドレス（メイン） 

SIP 登録サーバーの IP アドレスを入力します。 

簡易設定時は、自動で登録されます。 

SIP サーバー IP アドレス 
登録サーバーアドレス（サブ） 

ホームゲートウェイを利用しているときは、入力 
できません。 

SIP ユーザー名 

SIP の通信に利用するユーザー名を入力します。 
簡易設定時は、自動で登録されます。 

簡易設定時でも手動で変更できますが、使用して 
いるホームゲートウェイによっては、ホームゲー 
トウェイに設定が反映されないことがあります。 
反映されなかったときは、画面にメッセージが表 
示されます。[確認]を押し、ファクス初期設定ま 
たはホームゲートウェイの設定を確認してくださ 
い0 

SIP ダイジェスト認証 

SIP ダイジェスト認証を利用するかしないかを設 
疋します。 

簡易設定時は、自動的に設定されます。 

SIP ダイジェスト認証 
ユーザー名 

SIP ダイジェスト認証に利用するユーザー名を入 
力します。 

簡易設定時は、自動で登録されます。 



342 
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項目 

説明 

SIP ダイジェスト認証 
パスワード 

SIP ダイジェスト認証に利用するパスワードを入 
力します。 

簡易設定時は、自動で登録されます。 

NGN 接続設定 

SIP ドメイン名 

ホームゲートウェイに接続するときに利用する 

SIP ドメイン名を入力します。 

簡易設定時は、自動で登録されます。 

NGN 接続設定 

ホームゲートウェイアドレス 

ホームゲートウェイの IP アドレス、もしくはホス 
卜名を入力します。 


簡易設定時の設定方法は、 P .343 「簡易設定」を参照してださい。手動設定時の設定 
方法は、 P .344 「手動設定」を参照してください。 


IP ファクス 送信 ルート 自動切替 （IP/G3) 

[送信設定]で [ IP ファクス送信ルート自動切替 （ IP / G 3)] の有効、無効を設定しま 
す。詳しくは、 P .244 「送信設定」、および P .345 「回線 （ IP - ファクスルート切り替 
え）を設定する」を参照してください。 

IP ファクス 最大送信速度設定 

[送信設定]の [ IP ファクス最大送信速度設定]で IP - ファクス送信時の最大送信速度 
(利用帯域）を設定します。詳しくは、 P .244 「送信設定」、および P .346 「送信速度 
を設定する」を参照してください。 

NGN 設定方法 

ホームゲートウェイを利用した IP - ファクス送受信をするための設定方法を選択します。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [導入設定]を押しまず。 

3. [▼次へ]を押しまず。 

4. [ NGN 設定方法]を押しまず。 

[簡易設定]または[手動設定]を押して、[設定]を押しまず。 

6. [終了]を押しまず。 

簡易設定 

「簡易設定」の設定方法を説明します。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [導入設定]を押しまず。 

3. に IP 設定]を押しまず。 
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4. [▼次へ]を2回押しまず。 

5|「ホームゲートウェイアドレス J の[変更]を押しまず。 

6| ホームゲートウェイの IP アドレスまたはホスト名を入力し、 [ OK ] を押しま 
ず。 

7. [設定]を押しまず。 

8. [終了]を押しまず。 

〇 補足 ） 

•文きの入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 
さい。 

手動設定 

「手動設定」の設定方法を説明します。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [導入設定]を押しまず。 

3. に IP 設定]を押しまず。 

ん「プロキシサーバーアドレス（メイン） J の陵要]を押しまず。 

5| SIP プロキシサーバーの IP アドレスを入力し、 [0K] を押しまず。 

6. [▼次へ]を押しまず。 

7| r 登録サーバーアドレス（メイン） J の[変更]を押しまず。 

8| SIP 登録サーバーの IP アドレスを入力し、 [0K] を押しまず。 

9| 「SIP ユーザー名 J の[変更]を押しまず。 

1〇|ユ-ザ-名を入力し、 [0K] を押しまず。 

11.SIP ダイジェスト認証を利用ずるときは、 「SIP ダイジェスト認証 J の[設定 
ずる]を押しまず。 

12|手順 11 で[設定ずる]を選択したときは、 SIP ダイジェスト認証に利用ずる 
ユーザー名とパスワードを設定しまず。 

「ユーザー名」の[変更]を押し、ユーザー名を入力して、 [0 K ] を押します。 

「パスワード」の[入力]を押し、パスワードを入力して、 [0 K ] を押します。確認 
のためにもう一度パスワードを入力し、 [0 K ] を押します。 

13. [▼次へ]を押しまず。 

14. 「SIP ドメイン名 J の[変更]を押しまず。 

15iSIP ドメイン名を入力し、 [0K] を押しまず。 
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次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクス送受信する 


16|「ホームダートウェイアドレス J の[変更]を押しまず。 

17. ホームダートウェイの IP アドレスまたはホスト名を入力し、 [0K] を押しま 
ず。 

18. [設定]を押しまず。 

19. [終了]を押しまず。 

〇 補足 ） 

•文字の入力方法は、『本機のご利用にあたって』「文き入力のしかた」を参照してくだ 

さし、。 


回線 （IP- ファクスルート切り替え）を設定ずる 


IP - ファクスによる呼接続に対し、接続先から IP - ファクスとして応答できない旨を通知さ 
れたときに、すみやかに次の発呼を自動的に G 3 で行う機能です。 

たとえば宛先の端末が G 3 ファクスのときに、この機能を[する]に設定しておくと自動 
で IP - ファクスから G 3 ファクスへ切り替わり、送信します。 

本機とホームゲートウエイの接続のしかた 

IP - ファクスルート切り替えを設定するときは、本機の G 3 回線接続端子、増設 G 3 回 
線接続端子とホームゲートウェイの電話回線用の接続端子をモジュラーコードで接 
続します。 


また、ホームゲートウエイとアナログの PSTN を両方利用するときは、本機の G 3 回 
線接続端子、増設 G 3 回線接続端子とアナログ電話の端子をモジュラーコードで接続 
して利用できます。 

〇 重要 ） 

• G 3 ファクスで送信したときは、 G 3 ファクスの通信料が適用されます。また、使用ず 
る電話回線により通信料金は異なります。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [送信設定]を押しまず。 

3| [IP ファクス送信ルート自動切替 （IP/G3)] を押しまず。 

ん回線を自動で切り替えるときは、[ずる]を押しまず。 

5. [設定]を押しまず。 

6. [終了]を押しまず。 

〇 補足 ） 

• [ IP ファクス送信ルート自動切替 （ IP / G 3)] を[する]に設定したときは、[パラメー 
夕一設定](スイッチ45ビット1、 0) で、切り替える回線を G 3-1、 G 3-2、 G 3-3 力、ら 
選択できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してください。 










10. 付録 


送信速度を設定ずる 

IP - ファクス送信時の最大送信速度（利用帯域）を選択する機能です。 

ホームゲートウェイを利用して IP - ファクス送信をするときは、送信側から速度を連絡し 
ます。 

実際の送信速度は、受信機側とのネゴシエーションによって決定されます。 

1| [ファクス初期設定]を押しまず。 

2. [送信設定]を押しまず。 

え [IP ファクス最大送信速度設定]を押しまず。 

ん送信速度を[低速]、忡速]、搞組から選択しまず。 

5. [設定]を押しまず。 

6. [終了]を押しまず。 

NGN の IP - ファクス送信 

手順は通常の IP - ファクス送信と同じです。 

メモリー送信、直接送信が利用できます。マニュアルダイヤルおよびオンフックダイヤル 
は利用できません。 

NGN の IP - ファクス送信のときは、回線はに IP ] を選択します。また宛先は電話番号を指 
定します。 



宛先が電話番号 

宛先が IP アドレス/ホスト名 

回線が SIP 

NGN の IP - ファクス送信 

IP - ファクス送信 

回線が H .323 

IP - ファクス送信 

IP - ファクス送信 


送信方法は、 P .29 「基本的な送信のしかた（メモリー送信)」を参照してくださし、。 



NGN の IP - ファクス受信 

手順は通常のファクス受信、 I P - ファクス受信と同じです。 

メモリー受信、直接受信が利用できます。手動受信は利用できません。 

受信方法は、 P .117 「受信の種類」を参照してください。 

パラメーター設定リストで NGN の IP - ファクスの設定を確認ずる 
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次の機能の設定は、パラメーター設定リストで確認できます。 








次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクス送受信する 


• NGN 設定方法 

• IP ファクス送信ルート自動切替 （ IP / G 3) 

• IP ファクス最大送信速度（ホームゲートウェイ時） 

• IP ファクス最大送信速度（通常時） 

パラ^ーター設定リストについては、 P .304 「パラメーター設定リスト」を参照してくだ 
さい。 

NGN の IP - ファクスの通信結果を確認ずる 

ホームゲートウェイを利用した IP - ファクス送受信の結果は、通信管理レポート、^ール • 
Web Image Monitor の CSV ファイル 、 Web Image Monitor の履歴で確認できます。 

• レポート 

交信モードに 「 N 」 が表示されます。 

•；<— ルで送信される通信管理情報の CSV ファイル 、 Web Image Monitor からダウン 
ロー ドする送受信履歴の CSV ファイル 

交信モードに 「 NGN 」 が表示されます。 

• Web Image Monitor の履歴詳細 

交信モードに 「 NGN 」 が表示されます。 

通信管理レポートについては、 P .184 「通信管理レポート」を参照してください。 
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10. 付録 


ファクスの各種サービスを利用ずる 

ファクスで利用できる各種サービスの利用方法を説明します。 

ファクス 情報 サービスを 利用ずる 

ファクス情報サービスを受信する方法を説明します。 

次の2つの方法があります。 

• 相手の音声ガイダンスにしたがって操作する方法 
. F コード取り出し機能を使用する方法 
〇 補足 ） 

•通話料金は受信側にかかります。また、通話料金のほかに情報料がかかることがあり 
ます。 


音声ガイダンスにしたがって操作ずる 


相手の音声ガイダンスにしたがって操作し、ファクス情報サービスを受信します。 
原稿をセットしないで操作します。 

使用している回線がダイヤル回線かプッシュ回線かを確認してください。 



1|ファクス初期画面が表示されていることを確認しまず。 

表示されていないときは、操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の 
[ファクス]アイコンを押します。 

2. [オンフック]を押しまず。 
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ファクスの各種サービスを利用する 


3. 情報提供元のファクス番号を指定しまず。 



指定したファクス番号がすぐにダイヤルされます。 

んダイヤル回線を使用しているときは [I ン]を押しまず。 

プッシュ回線を使用しているときは、手順5に進みます。 

5. 相手のガイダンスにしたがって操作しまず。 

6|「スタートボタンを押してください J と流れたら、[スタート]キーを押しま 
ず。 

しばらくすると、受信が始まります。 

〇 補足 ） 

•[スタート]キーを押して手動受信するときは、ファクス機能が選択されていて、さ 
らに原稿がセットされていないことを確認してください。 

•八ンドセットを付けているときは、[オンフック]を押す代わりに、受話器を上げて 
も同様の操作ができます。 

•八ンドセットを使用しているときは、[スタート]キーを押して、受話器を置きます。 

• [ファクス初期設定]の[パラメーター設定](スイッチ17ビット 7) で「受信する」 
に設定すると、[スタート]キーを押して受信できます。 P.285 「パラ^ーター鼓定」 
を参照してください。 

F コード取り出し機能を使用ずる 

情報提供元から F コード ( SEP) を利用した受信を指定されることがあります。そのとき 
は 「F コード取り出し」を使用します。 

F コード取り出し機能について詳しくは、 P.W「F コード ( SEP) が設定された文書を受 
信する」を参照してください。 






























10. 付録 


マークシートを送信してサービスを受ける 

銀行のアンサーシステムやレインズシステム（財団法人首都圏不動産流通機構の不動産情 
報検索システム）を利用しているとき、マークシートを送信するときの操作方法を説明し 
ます。 


このサービスを利用するときは、自動原稿送り装置 ( ADF ) は使用しないでください。 

〇 重要 ） 

•マークシートの向きは、必ず横向き（口）の向きにセットしてください。向きを間違 
えたり、斜めにセットずると正しく送信されません。 

1- マークシー トに マークを 濃くはっきりと記入しまず。 

2. マークシートを原稿ガラスにまっすぐにセットしまず。 

3. [読み取り条件]の[原稿種類]で[文字]が選択されていることを確認しま 
ず。 

ん相手先を指定して、[スタート]キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

•が上のように操作しても正しく送信できないときは、「解像度」を「ルさなき」に、 
「濃度」をもっとも濃い設定にしてください。それでも送信できないときは、サービ 
ス実施店に連絡してください。 

• 「解像度」、「濃度」の設定方法は、 P .45 「解像度を設定する」および P .49 「濃度を調 
整する」を参照してください。 
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国際ダイヤル通話/国際オペレータ通話を利用する 


国際ダイヤル通話/国際オペレータ通話を 
利用ずる 

通信網には国内でサービスを受けられるものと、国際電話でサービスを受けられるものが 
あります。なお、サービス内容、利用方法は各会社に問い合わせてください。 

国際ダイヤル通話を利用ずる 

国際電話のダイヤル手順について説明します。 

国際電話のダイヤル手順は、「マイライン」または「マイラインプラス」に登録している 
ときと登録していないときで手順が異なります。 

「マイライン」または「マイラインプラス」に登録しているときは、010のあとに国番号、 
0を除いた市外局番、相手先のファクス番号の順でダイヤルします。 

「マイライン」または「マイラインプラス」に登録していないときは、国際電話でサービ 
スをわっている各会社専用の番号のあとに、010、国番号、0を除いた巾外局番、相手先 
のファクス番号の順でダイヤルします。 

会社によっては、あらかじめ登録や申し込みをしていないと利用できないことがありま 
す。この方法を利用できない地域もあります。詳しくは利用する会社に直接問い合わせ 
てくださし、。 

ここでは、 KDDI でニューヨークの1234567にファクスを送信するときを例に説明します。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を指定しまず。 

2. 相手先を指定しまず。 

•「マイライン」または「マイラインプラス」に登録しているとき 
次のよラに指定します。 

「010」+「1」+「212」+「1234567」 

• 「マイライン」または「マイラインプラス」に登録していないとき 
次のように指定します。 

「001」 ( KDDI ) +「010」+「1」+「212」+「1234567」 

3. [スタート]キーを押しまず。 

か甫足 ） 

.国番号の前に3回くらい[ポーズ]を押さなければならないことがあります。 

国際オペレータ通話を利用ずる 

KDDI を利用するときは、オペレータを呼び出して国際電話を申し込むことができます。 





10. 付録 


この方法は KDDI だけが取り扱っています。 


に DN では使用できません。 


オペレータには、ファクスを送信することを伝えてください。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

2|八ンドセットまたは外付け電話機の受話器を上げて、 [0] [0] [5][1] をダ 
イヤルしまず。 

KDDI のオペレータが応答します。 

3|相手先のファクス番号とこちらのファクス番号を伝え、オペレータの指示に 
従いまず。 

Q 補足 ） 

•一度受話器を置き、 KDDI からの呼び出しを受けてから送信することがあります。そ 
のときは、あらかじめ受信モードを手動受信または自動切り替え（電話優先）に切り 
替えておきます。詳しくは、 P .122 「受信モード」を参照してください。 
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F ネットのサービスや発信者番号通知サービスを利用する 


F ネットのサービスや発信者番号通知サービ 
スを利用ずる 

F ネットのサービスや発信者番号通知サービスを利用したファクス通信について説明し 
ます。 


F ネットのサービスを利用ずる 

NTT の F ネット（ファクシミリ通信網サービス）を利用すると、ファクス通信に関するい 
ろいろなサービスを受けられます。 

F ネツ h のおもなサービス 


• ちコール 

受信側が通話中のとき、自動的にダイヤルし直します。 

• 不達通知 

再コールしても送信できないときは、不達通知が送られてきます。 

. 一斉同報送信 

個別に相手先を複数指定したり、あらかじめ F ネットに登録されているグループ 
番号を指定すると、1回の送信操作で同じ原稿を複数の相手先に送信（同報送信） 
できます。 


• 通知メッセージ （ UUI ) 

相手先のファクスに正常に送信できなかったときなど、 F ネットから通知メッ 
セージが返ってきます。通知メッセージを受け取るとそのメッセージ内容を画 
面に表示したり、不達レポートなどに巧きしたりします。 

例：「通信が混み合っています。」 

• 電話番号などの自動記載 

送信する原稿の上部に発信年月日、時刻、電話番号、ページ番号を記載して送信 
します。 

Q 補足 ） 

• F ネットの詳しいサービス内容については、 NTT から発行されている「ご利用の手引 
き」を参照してください。 

• F ネットの一斉同報送信サービスは、本機の一斉同報送信機能とは別の機能です。 
•通知メッセージ ( UUI ) サービスは、に DN に接続しているときに利用できます。 


F ネットに送信ずる 

F ネットを利用してファクスを送信します。 





10. 付録 


操作方法は通常の送信と同じです。 

アドレス帳でも相手先を指定できます。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

2|テンキーで [1][6][1] または [1][6] に]を押しまず。 

3. 相手先のファクス番号や F ネットのサービスコードをテンキーで入力しま 
ず。 

4. [スタート]キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

•手順2で「161」または「162」を押したあとに「ププププ」という音が聞こえてか 
ら、「-(ポーズ)」「相手先のファクス番号」を入力します。音が聞こえる前に入力す 
ると、交換機が信号を別のものと認識し、指定していない宛先へ送信されることがあ 
ります。アドレス帳から相手先を指定するときは、「-(ポーズ)」を押し相手先を指定 
します。 


F ネットから受信ずる 


F ネットを利用してファクスを受信します。 

加入電話回線のとき 

受信モードを自動切り替え（ファクス優先）または「自動受信」に設定しておくと自 
動的に受信します。 NTT と F ネットの利用契約を結ぶときに 「1300 Hz 呼び出し」を 
指定しておけば、自動切り替え（電話優先）または「手動受信」に設定していても、 
呼び出し音を鳴らさずに自動的に受信します。 



1300 Hz 呼び出しで受信するかどうかを[ファクス初期設定]の[パラメーター設定] 
(スイッチビット 3) で設定できます。 P .285 「パラメーター設定」を参照してくだ 
さい。 

に DN のとき 

NTT と G 4 F ネットの利用契約を結ぶと、受信モード（自動切り替え、自動受信、手 
動受信）にかかわらず、自動的に受信します。 


F ネットに送信が外の操作をずる 

F ネットの短縮ダイヤルに電話番号を登録したり、 F ネットから親展通信の文書を受け 
取ったりするときは、原稿をセットしないで操作します。 

加入電話回線を使用して、 F ネットに送信が外の操作をするときの手順を説明します。 
アドレス帳でも相手先を指定できます。 
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F ネットのサービスや発信者番号通知サービスを利用する 


1| [オンフック]を押ずか、八ンドセットまたは外付け電話機の受話器を上げま 
ず。 

発信音が聞こえます。 

2|テンキーで [1][6][1] または [1][6] に]を押しまず。 

3 i F ネットのサービスコードをテンキーで入力しまず。 

ん受信ずるときは、[スタート]キーを押して、受話器を置きまず。 

5 i 受信しないときは、そのまま受話器を置きまず。 

発信者番号通知サービスを利用して送信ずる 

NTT の発信者番号通知サービスを利用して、発信電話番号情報の相手先への通知、非通知 
を選択できます。 

発信電話番号情報を通知するときは、「186」「-(ポーズ)」「相手先のファクス番号」の順 
でダイヤルします。 

発信電話番号情報を通知しないときは、「184」し（ポーズ)」「相手先のファクス番号」の 
順でダイヤルします。 

「184」または「186」を押したあとに、「ププププ」という音が聞こえてから、「-(ポー 
ズ)」「相手先のファクス番号」を入力します。音が聞こえる前に入力すると、交換機が信 
号を別のものと認識し、指定していない宛先へ送信されることがあります。 

アドレス帳でも相手先を指定できます。「-(ポーズ)」を押したあとに、相手先を指定し 
ます。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

2. [オンフック]を押ずか、八ンドセットまたは外付け電話機の受話器を上げま 
ず。 

発信音が聞こえます。 

3|テンキーで [1][8] [4] または [1][8] [6] を押しまず。 

ん「ププププ J といラ音が聞こえたら、し（ポーズ) J 「相手先のファクス番号 J 
をテンキーで入力しまず。 

5. [スター h ] キーを押しまず。 



10. 付録 


本機のファクス機能の適合規格 

本機のファクス機能は W - NETFAX 、 および FASECJ に対応しています。 

W-NET FAX 



W - NETFAX とは、 TTC 標準 JT - T 37 に適合したインターネットファクシミリの呼称です。 
が下の相互接続試験 （ HATS 推進会議実施）で相互接続性が実証された製品に使用します。 

確認した項目 


• A 4 版200 x 200 dpi /200 x 100 dpi 各 J ぺージの送受信 

• A 4 版200 X 200 dpi 2ぺージの送受信 

• 受信能力が外の画像を受信したときのエラー通知発行 
製品の形態 

• LAN 接続型/ダイヤルアップ接続型 
基本仕様 

• 通信プロトコル 
送信 ： SMTP 

受信： SMTP あるいは POP 3 

• メールフォーマット 



フォーマット： MIME 、 Base 64 

Content-Type : Image / tiff 、 Multipart/mixed [ text / plain , Image / tiff ] (添付フアイル形 
式） 

• データフオーマット 


Profile : TIFF-S 
符号化方式 ： MH 
原稿サイズ： A 4 

解像度 ( dpi ) : 200 x 100/200 x 200 あるいは 204 x 98/204 x 1 96 
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本機のファクス機能の適合規格 


FASEC 1 



FASEC とは、情報通信ネットワーク産業協会に IAJ ) がファクス通信のセキュリティー 
向上を目指して制定したガイドラインの呼称です。 

FASEC のロゴマークは、このガイドラインに準拠したファクス.複合機に使用されます。 

本機は、ファクスのセキュリティーに関するガイドラインである FASEC J に適合した 
ファクスセキュリティー機能を搭載しています。 

宛先を繰り返し入力ずる機能 

誤送信を防止するため、ファクス番号の入力を2度繰り返して確認できます。 J 度目 
と2度目の入力番号が一致すると送信され、異なるときは送信されません。 

この機能を使用するときは、サービス実施店に連絡してください。 


送信前に宛先を再表示ずる機能 


誤送信を防止するため、相手先を指定したあとにもラー度相手先を画面に表示させて 
確認できます。 

この機能を使用するときは、サービス実施店に連絡してください。 

ダイヤルトーン検出機能 

発呼時にダイヤル!-ーンを検出してから送信され、検出しなければ送信されません。 
蓄積受信文書を確認/印刷ずる機能 

受信したファクス文書を八ードディスクまたはメモリーに蓄積しておき、必要に応じ 
て印刷または画面で確認できます。 

送信結果を確認ずる機能 

ファクスの送信結果を画面、レポート、またはメールにて確認できます。 



10. 付録 


項目別最大値一覧 


各機能の登録できる数および最大値について説明します。 


項目 

標準 

FAX メモリー 
(オプション）装 
着時 

メモリー容量 

4 MB 

28 MB 

メモリーに蓄積できるメモリー送信の文書数 

800文書 

800文書 

八ードディスクに蓄積できる受信文書数 

800文書 

800文書 

メモリーに蓄積できる文書の枚数 （ ITU - TNo .1 チャート、解 
像度「ふつう字」、文字原稿の標準原稿） 

約320枚 

約2240枚 

アドレス帳に登録できる宛先の件数 

2000件 

2000件 

登録できるグループの件数 

100件 

100件 

1グループに登録できる宛先数 

500件 

500件 

1文書で同報送信できる宛先数 

500件 

500件 

すべての文書で指定できる宛先数（送信待機文書を含む） 

2000件 

2000件 

メモリー転送の転送先、または中継ボックスの受信局に指定 
できる宛先の件数 

498件 

498件 

[宛先検索]で一度に検索できる宛先数 

W 0 件 

100件 

記憶できる宛先履歴の件数 

10件 

10件 

宛先を直接入力できるが子数 

128が子 

に8が子 

F コードとして入力できるが子数 

20が子 

20が子 

登録できる F コードボックスの件数 

150件 

150件 

サブアドレスとして入力できるが子数 

19が子 

19が子 

UUI として入力できるが子数 

110が子 

110が子 

送信するメールの件名として入力できる文き数 

64文き伴角 

128文き） 

64文き伴角 

128文き） 

本機で確認できる通信結果の表示件数 

200件 

200件 

通信管理レポートに印刷される通信結果の表示件数 

50件 

50件 

登録できる特定相手先名称の文字数 

24文き 

24文き 

登録できる特定相手先の件数 

250件 

250件 

Web Image Monitor で確認できる 、 PC FAX ドライ J 又一からの 
送信結果の件数 

70件 

70件 
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項目別最大値一覧 


項目 

標準 

FAX メモリー 
(オプション）装 
着時 

PC FAX ドライバーからの送信文書を送信待機文書として本 
機で保持できる件数 

800件 

800件 

プログラムに登録できる宛先数 

500件 

500件 

登録できるプログラムの件数 

W 0 件 

100件 

プログラムの名称として登録できる文字数 

10文き(半角20 
文字） 

10文き(半角20 
文字） 

[蓄積受信文書印刷/消去]で一度に印刷できる文書数 

30件 

30件 

[蓄積受信文書印刷/消去]で一度に消去できる文書数 

30件 

30件 

[蓄積文書指定]で一度に指定できる文書数 

30件 

30件 

[蓄積文書指定]で一度の操作で送信できる原稿の枚数 

1000枚 

1000枚 

[蓄積文書指定]の[先頭ページ印刷]で一度に印刷できる 
文書数 

30件 

30件 

[蓄積文書指定]の[文書印刷]で一度に印刷できる文書数 

30件 

30件 

ファクス機能を使用してドキュメントボックスに蓄積でき 
る文書数 

3000文書 

3000文書 

ドキュメントボックスに蓄積できる1文書あたりの枚数 

1000枚 

1000枚 

ドキュメントボックスに蓄積できる文書の枚数（コピー機 
能、ファクス機能、プリンター機能、およびスキャナー機能 
の合計） （ ITU - TNo .4 チャート） 

約9000枚 

約9000枚 

PC ファクスのあて先表に登録できる宛先数 

2000件 

200〇件 

PC FAX ドライバーで一度に指定できる宛先数 

500件 

500件 


Q 補足 ） 

• 文書や原稿の種類によって、最大値まで蓄積したり送信したりできないことがありま 
す。 
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